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例
---一Eコ

ー 本書は、平成 22年度に文化庁の国宝重要文化財等保存整備費補助金を得て、和歌山県教育委員会

が実施した工事立会、分布調査、試掘調査、確認調査の成果報告である。

そのほか、平成 23年度の和歌山県埋蔵文化財関係組織図、周知の埋蔵文化財包蔵地の認定及び範

囲変更、平成 22年度の国及び県指定文化財（記念物）現状変更許可一覧、文化財保護法第 92条、第

93条、 第 94条、第 99条、第 102条の届出、通知、報告一覧、及び和歌山県教育委員会、市町村教

育委員会関係及び財団法人和歌山県文化財センターの調査一覧についても掲載した。
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周知の埋蔵文化財包蔵地については、平成 23年 1月1日から平成 23年 12月31日までに、変更が

あったものを掲載した。
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本書に掲載した地図は、特に断りがない限り、遺跡位置図の縮尺は 25,000分の 1、調査位置図の縮

尺が 2,500分の 1で、上方が座標北である。
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本文中で使用した土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 • 財団法人日本色彩研究所色票

監修『新版標準土色帖』によるものである。
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「市町村教育委員会の調査一覧」の作成にあたっては、和歌山市 ・海南市 ・岩出市・紀の川市 ・か

つらぎ町・橋本市 ・高野町 ・有田市・有田川町 ・御坊市 ・田辺市 ・白浜町 ・新宮市 ・那智勝浦町の各

教育委員会の協力を得た。
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本書の編集は、和歌山県教育庁生涯学習局文化遺産課調査班が行い、執筆は各担当者が行った。

7
 

本書で使用した図面類の原図及び掲載を省略した原図 ・写真等の記録類は、和歌山県教育委員会で

保管しているので、閲覧可能である。
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和歌山県埋蔵文化財関係 組織図（平成23年度）
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学校教育局
局長「〉 岸田正幸
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文化遺産課
課 長 こ一二 津井宏之
副課長，ン 濱口洋
主幹 、武内雅人r ノ

O・ 

和歌山県立 和歌山県立 和歌山惧立 和歌山県立
博物館 自然博物館 近代美術館 紀伊風土記の丘

主幹 冨加見泰彦

副主査 仲原知之

副主査 萩野谷正宏

調査班
班長

主査

副主査

副主査

副主査

保存班
黒石哲夫

佐々木宏治

藤井幸司

焉橋智也

瀬谷今 日 子(~6月30日）

普及班 世界遺産班

専門員渋谷高秀

財団法人
和歌山県文化財センターヘ派遣
主幹 山本高照

副主査 丹野拓

副主査 岩井顕彦

-2-



埋蔵文化財包蔵地の認定・範囲変更

平成 23年 1月1日から平成 23年 12月31日までに包蔵地の認定 ・範囲変更 ・名称変更等を行

った遺跡は、表に示す 11遺跡である。

以下の地図では包蔵地範囲は赤線で示した。

x 

和歌山市 和歌山市

93 田屋遺跡 289 薬師谷遺跡・ 290 江南遺跡

和歌山市 和歌山市

307 神前遺跡 321 岩橋遺跡

和歌山市 和歌山市

327 太田・黒田遺跡 407 津秦1I遺跡
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高’

井

紀の］1|市粉河地区
43 荒見廃寺

／ 白浜町 白浜地区
61 田の口遺跡

埋蔵文化財包蔵地範囲変更一覧表

市町村名 遺跡
地図 遺跡名 いせきめい

（地区名） 番号

93 5図 田屋遺跡 たやいせき

289 10図 薬師谷遺跡
やくしだに

いせき

290 10図 江南遺跡 えないせき

307 10図 神前遺跡
こうざき

いせき

和歌山市

321 10図 岩橋遺跡 いわせいせき

327 10図
太田黒田 おおた くろだ

遺跡 いせき

つはだに
407 10図 津秦II遺跡

いせき

紀の川市
43 7図 荒見廃寺 あらみはいじ

（粉河地区）

御坊市 1 26図 上富安II窯跡
かみとみやすに

かまあと

白浜町
61 52図 田の口遺跡

たのくち

（白浜地区） いせき

白浜町
3 57図 大古II遺跡

おおふるに

（日置）1|地区） いせき

所在地 種別 時代 立地

田屋、直川 集落跡 弥生～古墳 沖積地

江南 散布地
縄文、平安、

丘陵
鎌倉

江南 散布地 平安、鎌倉 丘陵

神前 散布地 弥生 沖積地

岩橋 集落跡 弥生、古墳 沖積地

太田•黒田 集落跡 弥生～奈良 沖積地

秋月・津秦 散布地 古墳～室町 沖積地

荒見 寺院跡 奈良 丘陵

湯川町
窯跡 奈良 丘陵

官甲女己~ 

富田 散布地 古墳、古代 沖積地

大古 散布地 弥生 平地
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御坊市
l 上富安II遣跡

白浜町 日置川地区
3 大古II遺跡

遺跡概況
変更・

認定日

竪穴住居（円方）、溝、 平成 23年

弥生土器、土師器、瓦器 7月 27日

石鏃、縄文土器、土師器、

黒色土器、瓦器 平成 23年

須恵器、土師器、瓦、瓦 10月 14日

器

弥生土器、石包丁、紡錘車、 平成 23年

石斧、土師器 1月 13日

ピット、溝、土坑、弥生 平成 23年

土器、土師器、須恵器 9月 20日

竪穴住居、弥生土器（甕、

壺、器台、高坪等多量） 、 平成 23年

石器 （鏃、包丁、錘、斧等）、 5月 18日

袈裟欅文銅鐸

溝、土坑、水田畦畔、土師
平成 23年

器、須恵器、黒色土器、瓦
12月 14日

器、焼締陶器、輸入磁器

軒丸瓦、平瓦、土師器、 平成 23年

弥生土器 4月 28日

須恵器
平成 23年

3月 15日

土師器、須恵器、製塩土器、 平成 23年

砥石、叩石 9月 5日

弥生土器
平成 23年

3月 24日

備考

範囲変更

範囲変更

範囲変更

範囲変更

範囲変更

範囲等

変更

新規認定

範囲変更

範囲変更

範囲変更



平成 22年度

和歌山県内記念物・埋蔵文化財関係届出等資料
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国指定記念物現状変更許可一覧（進達） 1 

No. 
文書番号

史跡名
申請理由 場所

111'打者 備考
日付 申詰日 所有名など

文第 50号
熊史（熊跡野野二本山宮大社境内）

屋根荘替工事 田辺市本宮町本宮
（宗） 熊野本宮大社

田辺市教育委員会

1 平成 22年4月711 平成 22年3月31日 （宗） 熊野本宮大社 上→ムェ・

文第 50号の (2)
金史（奥跡剛院峯地寺区境）内

墓碑墓石改修 伊都郡高野町高野山
（宗） 南院

高野町教育委員会

2 平成 22年4月7日 平成 22年3月10日 （宗）金剛峯寺 上」本^

3 文第 50号の （3)
金史（奥跡剛院峯地寺区境）内

石竹：改修 伊都郡高野町尚野山
（宗）金剛峯寺

高野町教育委員会

平成 22年4月8日 平成 22年3月16日 （宗）金剛峯寺 止→ーノェこ、

4 文第 50号の (4)
金史（奥跡剛院峯地寺区境）内

右灯籠建立 伊都郡高野町高野山
（宗）金剛峯寺

高野町教育委員会

平成 22年4月81-1 平成 22年3月10日 （宗）金剛峯寺 ｝」ームェ

文第 50号の (5)
熊史（熊跡野野三速山干大社境内）

落石防設工事 新宮市新宮
和歌山森林笹理署

新宮市教育委員会

5 平成 22年4月 12日 平成 22年3月5日 国 止」ーム云

6 文第 50号の (6) 天然記念物 電柱及び電線の撤去 西牟婁郡すさみ町周参見
第五管区海上保安本部

平成 22年4月20日 稲梢島暖地性植物群落 平成 22年3月30日 （箭）すさみ町

7 文第 50号の (7) 天然記念物 住宅建設に伴う造成工事 西牟裳郡上盆田町生馬
上富田町

平成 22年4月26日 オオウナギ生息地 平成 22年4月20日 （管）白浜町

文第 50号の (8)
金史（奥跡剛院峯地寺区境）内

墓石改修 伊都郡高野町高野山
（宗） 正智院

高野町教育委員会

8 平成 22年5月12日 平成 22年4月16H （宗）金剛峯寺 止→ームェ

， 文第 50号の (9)
金史（伽跡剛藍峯地寺区）

伽藍整備 伊都郡高野町高野l廿
（宗）金剛峯寺

高野町教育委員会

平成 22年6月2日 平成 22年4月28日 （宗）金剛峯寺 」→ムェ

10 
文第 50号の(10)

高史（慈跡野屯山院町境石内）
ボーリング調査 伊都郡九度山町慈尊院

（宗）慈尊院
九度山町教育委員会

平成 22年6月8日 平成 22年6月3日 （宗）慈牌院 上J-,L云ヽ

11 
文第 50号の(11)

熊史（補跡野陀三洛山山寺境内）
石碑設置 東牟婁郡那智勝浦町浜ノ宮

（宗） 補陀洛山寺
平成 22年6月17日 平成 22年5月24日 （宗） 補陀洛山寺

12 
文第 50号の (12) 名勝天然記念物 転石防止対策 東牟婁郡串本町姫 瀾野川 国土交通省近畿地方整備局

平成 22年6月8日 橋杭岩 平成 22年5月24日 （管）串本町 紀南河川国道事務所

13 
文第 50号の (13) 史跡 防災設備設置 紀の川市名手市場

紀の川市
紀の川市教育委員会

平成 22年6月 15日 旧名手宿本陣 平成 22年6月 llH 紀の川市 ）ームェ

14 
文第 50号の (14)

金史（奥跡剛院峯地寺区境）内
墓石改修 伊都郡闇野町商野山

（宗）赤松院
高野町教育委員会

平成 22年 6月17日 平成 22年6月8日 （宗）金剛峯寺 上」ムヰ、

15 
文第 50号の(15) 特別史跡 照明設備設置 和歌山市岩橋

県立紀伊風土記の丘
県立紀伊風土記の丘

平成 22年6月 17日 岩橋千塚古墳群 平成 22年6月8日 和歌山県 上」ーノ云‘ 

16 
文第 50号の (16) 史跡 発掘調査 紀の川市名手市場

紀の川市
平成 22年6月24日 旧名手宿本陣 平成 22年6月17日 紀の川市

17 
文第 50号の(17) 史跡 構造物調査 伊都郡九度山町慈尊院

（宗）慈尊院
九度山町教育委員会

平成22年6月28日 高野山町石 平成 22年6月21日 （宗）慈尊院 上→£云ヽ

18 
文第 50号の (18) 天然記念物 宇立橋の復旧 田辺市鮎川

田辺市
平成 22年6月30日 オオウナギ生息地 平成 22年6月28H （管）白浜町

19 
文第 50号の(19) 史跡 墓石建立 伊都郡高野町商野山

（宗）賓城院
高野町教育委員会

平成 22年7月13日 金剛峯寺境内 平成 22年6月28日 （宗）金剛峯寺 上→—ノェ‘ 

20 
文第 50号の (20) 史跡 鳥居再建 伊都郡かつらぎ町上天野

（宗） 丹生都比売神社
かつらぎ町教育委員会

平成 22年7月 16日 丹生都比売神社境内 平成 22年 7月13日 （宗） 丹生都比売神社 上—’一人ェ

21 
文第 50号の (21) 史跡 墓石建立 伊都郡高野町高野山

（宗）総持院
高野町教育委貝会

平成 22年 7月28日 金剛峯寺境内 平成 22年7月 16日 （宗）金剛峯寺 し」ームェ

22 
文第 50号の (22) 史跡 説明板建替え 伊都郡商野町商野山

（宗）大但l院
高野町教育委員会

平成 22年7月30日 金剛峯寺境内 平成 22年7月12日 （宗）金剛峯寺 上→—ムェ、

23 
文第 50号の (23) 史跡 発掘調査 和歌山市一番丁

和歌山市
平成 22年8月61-1 和歌山城 平成 22年8月4日 和歌山市

24 
文第 50号の (24) 史跡

平漆設喰置成塗の22期直年間し8延及月長び4仮日設足場
和歌山市一番丁

和歌山市
平成 22年8月6日 和歌山城 和歌山市

25 
文第 50号の (25) 天然記念物 アユ産卵場整備 西牟婁郡白浜町十九淵

富田川漁業協同組合
平成 22年8月 19日 オオウナギ生息地 平成 22年8月 11日 （管）白浜町

26 
文第 50号の (26) 特別史跡 発掘調査 和歌山市岩橋

県立紀伊風土記の丘
平成 22年8月 19日 岩橋千塚古墳群 平成 22年8月5日 和歌山県

27 
文第 50号の (27) 史跡 道路建設 伊都郡高野町高野山

高野山寺領森林組合
平成 22年9月2日 金剛峯寺境内 平成 22年8月16日 （宗）金剛峯寺

28 
文第 50号の (28) 史跡 擁壁設置

岩（宗出）市新総根義本来頁山根后宗来寺
（宗）新義頁言宗

平成 22年9月 13「I根米寺境内 半成 22年9月6日 総本山根来寺

29 
文第 50号の (29) 史跡 蕗石建立 伊都郡高野町高野山

（宗）賓城院
平成 22年9月 14H 金剛峯寺境内 平成 22年9月6日 （宗）金剛峯寺
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国指定記念物現状変更許可一覧（進達） 2 

No. 
文書番号

史跡名
申請理山 場所

II_l請者 備考日付 申請日 所有者など

30 
文第 50号の (30) 史跡 地質及び水文調査 岩出市根来

和近国土畿歌交地山通方河整川省備国道局事務所
和歌山県教育委員会

平成 22年9月 17日 根来寺境内 平成22年9月14日 （宗）根来寺 岩出市教育委員会立会

31 
文第 50号の (31) 史跡 構造物撤去 利］研欠山市鳴神

個人
和歌山市教育委員会

平成 22年9月28日 鳴神貝塚 平成 22年9月2111 個人 立会

32 
文第 50号の (32) 史跡 石垣修理 新宮市新宮

（宗）熊野速玉大社
新宮市教育委貝会

平成 22年9月29日 熊野三山 平成 22年9月27日 （宗）熊野速玉大社 ¥」・,6..ェ

33 
文第 50号の (33) 史跡 法面保護工事

岩（宗出）市新総根義本来真山根言宗来寺
（宗）新義真言宗 岩出市教育委員会

平成 22年9月30H 根来寺境内 平成 22年9月291-1 総本山根来寺 止」ームェ

34 
文第 50号の (34) 史跡 墓石建立 伊都郡高野町高野山

（宗）増福院
裔野町教育委員会

平成 22年 10月6日 金剛峯寺境内 平成 22年9月15日 （宗）金剛峯寺 _―IL’ーム云

35 
文第 50号の (35) 史跡 石灯籠建立 伊都郡高野町高野山

（宗）本王院
高野町教育委員会

平成 22年10月13日 金剛峯寺境内 平成 22年 10月5日 （宗）金剛峯寺 止」ーム云

36 
文第 50号の (36) 天然記念物

工平道路法成拡変22幅更年及11び歩月道15設日置の
西牟婁郡上富田町市ノ瀬

和歌山県
平成 22年11月19日 オオウナギ生息地 （管）白浜町

37 
文第 50号の (37) 天然記念物 草木の伐採 西牟婁郡白浜町十九淵 国土交通省近畿地方整備局
平成 22年11月29日 オオウナギ生息地 平成 22年 11月17日 （管）白浜町 紀南河川国道事務所

38 
文第 50号の (38) 史跡

平石垣成修2理2年及び11落月石防29止日工事
新宮市新宮

新宮市
新宮市教育委員会

平成 22年 12月2日 新宮城跡附水野家墓所 新宮市 JLー・ム云

39 
文第 50号の (39) 名勝

平園路成整2備2年及び11土月砂流29亡日対策
和歌山市西浜

（株）養翠園
平成 22年 12月6日 養翠園 （株）養翠園

40 
文第 50号の (40) 史跡 墓石建立 伊都郡高野町高野山

（宗）親王院
高野町教育委員会

平成 22年 12月9日 金剛峯寺境内 平成 22年 11月29日 （宗）金剛峯寺 立」ーノ云‘ 

41 
文第 50号の (41) 天然記念物 護岸の腐上げ工事 田辺市新庄町

和歌山県
平成 22年 12月9日 鳥巣半島の泥岩岩脈 平成 22年 12月3日 （管）田辺市

42 平文成第 5202年号の12月(4210)日
特別史跡 説明板案内標識設置 和歌山市岩橋

県立紀伊風土記の丘
県立紀伊風土記の丘

岩橋千塚古墳群 平成 22年 11月301:1 和歌山県 止ームェ

43 
文第 50号の (43)

熊史（熊跡野野参川詣）道
橋脚保修 新宮布熊野川町

新宮市
平成 22年 12月2日 平成 22年 12月13日 和歌山県

44 
文第 50号の (44) 天然記念物 道路拡幅 西牟婁郡白浜町生馬

和歌山県
平成 22年 12月21日 オオウナギ生息地 平成 22年 12月 14日 （管）白浜町

45 
文第 50号の (45) 史跡 参堂修復 新宮市新宮

（宗）熊野速玉大社
新宮市教育委員会

平成 23年 1月 11日 熊野三山 平成 22年 12月17日 （宗）熊野速玉大社 止→ー・云

46 
文第 50号の (46) 天然記念物 住宅新築の期問延長 西牟妻郡白浜町生馬

上富田町
平成 23年 1月 11日 オオウナギ生息地 平成 23年 1月5日 （管）白浜町

47 
文第 50号の (47)

丹史高跡生野都山比町売石神社境内
説明板設置 伊都郡かつらぎ町

和歌山県
平成 23年 1月20日 平成 22年 12月241::1 （宗）丹生都比売神社

48 
文第 50号の (48)

高史金野跡剛山峯町寺石境内・熊野参詣道
説明板設置 伊都郡高野町

和歌山県
高野町教育委員会

平成 23年 1月20日 平成 23年 1月5日 （宗）金剛峯寺 上→・‘ェ

49 
文第 50号の (49) 史跡 説明板設置 伊都郡九度山町

和歌山県
九度山町教育委貝会

平成 23年 1月20日 高野山町石 平成 22年 12月24日 九度山町 上→ームェ

文第 50号の (50) 史跡 ， <
及び水文調査の内容

岩（宗出）市新総根義本来真山言根宗来寺
国土交通省近畿地方整備局 和歌山県教育委員会50 

平成 23年 1月24日 根来寺境内 和歌山河川国道事務所 岩出市教育委員会立会23年 1月20日

51 
文第 50号の (51) 史跡

平国宝成等23修年理に1伴月う13仮日設工事
海南市下津町

（宗）長保寺
和歌山県教育委員会

平成 23年 1月25日 和歌山藩主徳川家墓所 （宗）長保寺 海南市教育委員会立会

52 
文第 50号の (52) 史跡 道路改築に伴う仮設工事 新宮市新宮

新宮市
新宮市教育委員会

平成 23年 1月26日 新宮城跡附水野家墓所 平成 23年 1月 13日 新宮市 止」ノ云‘ 

53 
文第 50号の (53) 特別史跡 古墳修景工事 和歌山市岩柚

県立紀伊風土記の丘
県立紀伊風土記の丘

平成 23年 1月26日 岩橋千塚古墳群 平成 23年 1月 19日 和歌山県 上→-9云

54 
文第 50号の (54) 史跡

工備平事設成用置23素年屋1根月及2び5防日災設
伊都郡高野町高野山

（宗）金剛峯寺
平成 23年2月2日 金剛峯寺境内 （宗）金剛峯寺

55 
文第 50号の (55) 天然記念物 橋梁耐震工事 西牟婁郡上冨出町岩田

和歌山県
平成 23年2月21日 オオウナギ生息地 平成 23年 2月7日 （管）白浜町

56 
文第 50号の (56) 特別史跡 説明板案内標識設附 和歌山市岩橋

梨立紀伊風十．記の丘
煤立紀伊風土記の丘

平成 23年2月23日 岩橋千塚古墳群 平成 23年 2月 16H 和歌山県 立→ーム＝ 

57 
文第 50号の (57) 天然記念物 監視カメラ設置 田辺市鮎）II

和歌山県
半成 23年2月28日 オオウナギ生息地 平成 23年2月22日 （管）白浜町

58 
文第 50号の (58) 史跡 手摺り設置 伊都郡九度山町慈尊院

（宗）勝利寺
九度山町教育委員会

平成 23年3月 15日 高野山町石 平成 23年 2月 18日 （宗）勝利寺 止ーム云、

58 
文第 50号の (59) 名勝 題目碑覆屋の設置 和歌山市和歌浦

妹背山護持顔彰会
和歌山市教育委貝会

平成 23年3月24日 和歌の浦 、 1-;• 成 23 年 3 月 16 日 国他 立会
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国指定記念物現状変更許可一覧（権限委任） l 

NQ 
文書番号

記念物名
申請理由 楊所

申請者 権限委任 指示内容 許可権者
日 付 申請日 所有者など

1 文第 51号の (3) 史跡 県指定天然記念物治療 和歌山市一番丁
和歌山市

ヘ 慎重に実施する 和歌山市

平成 22年 4月 20日 和歌山城 平成 22年 4月 19日 和歌山市 樹木の伐採 よう指示 教育委員会

2 田教文第 51号の 2 史跡
通平モ行成ノ用レ22仮ー年設ル5橋設月置設1置0 日

田辺市本宮町本宮 大明 （株） ノ‘ 慎重に実施する 田辺市

平成 22年 5月 14日 大峯奥駈道 （管）田辺市 関西支店 工作物の設置 よう指示 教育委員会

3 
田教文第 103号の 2 史跡 木製管理柵の改修 田辺市本宮町伏拝

田辺市 管施理設のに必設要置な
田辺市教育委員会 田辺市

平成 22年 6月 301:1 熊野参詣道 平成 22年 6月 28日 田辺市 J.L」ームェ 教育委貝会

和教文第 427号 史跡 樹木伐採 和歌山市嗚神
個人

ヘ 慎重に実施する 和歌山市
4 

平成 22年 7月 2日 鳴神貝塚 平成 22年 7月 2日 樹木の伐採 よう指示 教育委員会

文第 264号 天然記念物 樹木伐採 』

西田（管牟辺）婁市郡白白浜浜町町」．．．富田町 和歌山県
ヘ 慎重に実施する 和歌山惧

5 
平成 22年 7月 7日 オオウナギ生息地 平成 22年 6月 28日 樹木の伐採 よう指示 教育委員会

田教文第 130号の 2 史跡 イベント用設備設置 田辺市本宮町本宮 八胞の火祭り Jヽ 慎重に実施する 田辺市
6 

平成 22年 8月 11日 熊野三山 平成 22年 8月3日 （宗）熊野本宮大社 実行委員会 工作物の設置 よう指示 教育委員会

和教文第 438号 史跡 樹木伐採
和歌山市嗚神 個人

ヘ 慎重に実施する 和歌山市
7 

平成 22年 8月 23日 鳴神貝塚 平成 22年 8月23日 樹木の伐採 よう指示 教育委員会

文第 264号の (2) 史跡 墓石建替え 伊都郡高野町高野山
（宗）安養院

ノ‘ 慎重に実施する 和歌山県
8 

平成 22年 8月 25日 金剛峯寺境内 平成 22年 7月 16日 （宗）金剛峯寺 工作物の設置 よう指示 教育委員会

和教文第 426号 史跡 野外テント設置 和歌山市一番丁
和歌山市

Jヽ 慎重に実施する 和歌山市， 
平成 22年 9月 15日 和歌山城 平成 22年 9月 14日 和歌山市 工作物の設置 よう指示 教育委員会

文第 264号の (3) 史跡 墓石設置 伊都郡高野町高野山
（宗）地蔵院

Jヽ 慎重に実施する 和歌山県
10 

平成 22年 9月 14日 金剛峯寺境内 平成 22年 8月 30日 （宗）金剛峯寺 工作物の設置 よう指示 教育委員会

文第 264号の (4) 史跡 木竹の伐採 伊都郡高野町高野山
（宗） 金剛峯寺

ヘ 慎重に実施する 和歌山県
11 

平成 22年 10月 6日 金剛峯寺境内 平成 22年 9月 22日 （宗）金剛峯寺 樹木の伐採 よう指示 教育委員会

文第 264号の (5) 史跡 墓所改修 伊都郡高野町高野山
（宗）本願院

ノ‘ 慎重に実施する 和歌山県
12 

平成 22年 10月19日 金剛峯寺境内 平成 22年 10月 5日 （宗）金剛峯寺 工作物の設置 よう指示 教育委員会

文第 264号の (6) 天然記念物 安全柵の改修 冒山婁熊郡野那那智勝浦町 関西電力 （株） Jヽ 慎重に実施する 和歌山県
13 

平成 22年 11月 8日 那智原始林 平成 22年 10月 26日 和歌山支店 工作物の設置 よう指示 教育委員会智大社

文第 264号の (7) 天然記念物 電線の改修 讐山婁熊郡野那那智勝浦町 関西電力 （株） ノ‘ 慎重に実施する 和歌山県
14 

平成 22年 12月 6日 那智原始林 平成 22年 11月 22日 和歌山支店 工作物の設置 よう指示 教育委員会智大社

文第 264号の (8)
植天江然須物記崎群念暖落物地性

橋梁の架け替え 西す牟さ婁み郡町すさみ町江住 すさみ町
ノ‘ 慎重に実施する 和歌山県

15 
平成 22年 12月 9日 平成 22年 11月 29日 工作物の設置 よう指示 教育委員会

和教文第 522号 史跡 アスファルト再舗装 和歌山市一番丁
西日本電信電話（株）

ノ‘ 慎重に実施する 和歌山市
16 

平成 22年 10月28日 和歌山城 平成 22年 10月 27日 和歌山市 工作物の設置 よう指示 教育委員会

田教文第 215号の 2 天然記念物 護岸保設復旧 田辺市鮎川
和歌山県

Jヽ 慎重に実施する 田辺市
17 

平成 22年 11月15日 オオウナギ生息地 平成 22年 11月 10日 （管）白浜町 工作物の設置 よう指示 教育委員会

文第 264号の (9)
植天江然物須記崎群念落暖物地性

ッタ避け用工作物設置 西す牟さ婁み郡町すさみ町江住 江須ノ川区長
ノ‘ 慎重に実施する 和歌山県

18 
平成 23年 1月 24日 平成 23年 1月 7日 工作物の設置 よう指示 教育委貝会

19 
文第 264号の(10) 天然記念物 看板の設置 西牟婁郡上富田町

上富田町
施管理設のに必設要置な

慎重に実施する 和歌山県

平成 23年 1月 24日 オオウナギ生息地 平成 23年 1月 11日 （管）白浜町 よう指示 教育委員会

和教文第 714号 史跡 ハンドホール設置 和歌山市一番丁 関西電力（株） ノ‘
年度更新の許可

和歌山市
20 

平成 23年 2月 24日 和歌山城 平成 23年 2月 18日 和歌山市 和歌山支店 工作物の設置 教育委員会

田教文第 215号の 4 天然記念物 石積護岸修理 田辺市鮎川
和歌山県

ノ‘ 慎重に実施する 田辺市
21 

平成 23年 3月 4日 オオウナギ生息地 平成 23年 3月 2日 （管）白浜町 工作物の設置 よう指示 教育委貝会

田教文第 300号の 2 天然記念物 樹木伐採 田辺市鮎川
和歌山県

ヘ 慎重に実施する 田辺市
22 

平成 23年 3月 11日 オオウナギ生息地 平成 23年 3月 10日 （管）白浜町 樹木の伐採 よう指示 教育委員会

文第 264号の(11) 史跡 木竹の伐採 伊都郡高野町高野山
（宗） 金剛峯寺

ヘ 慎重に実施する 和歌山県
23 

平成 23年 3月 15日 金剛峯寺境内 平成 23年 2月 24日 （宗）金剛峯寺 樹木の伐採 よう指示 教育委員会

24 
文第 264号の (12) 史跡 木竹の伐採 伊都郡高野町高野山

（宗）金剛峯寺
ヘ 慎重に実施する 和歌山県

平成 23年 3月 15日 金剛峯寺境内 平成 23年 2月 24日 （宗）金剛峯寺 樹木の伐採 よう指示 教育委員会

文第 264号の(13) 天然記念物 木竹の伐採 西牟婁郡上富出町
和歌山県

ヘ 慎重に実施する 和歌山県
25 

平成 23年 3月 16日 オオウナギ生息地 平成 23年 3月 10日 （管）白浜町 樹木の伐採 よう指示 教育委員会

文第 264号の(14) 史跡 木竹の伐採 伊都郡高野町説野山
（宗） 金剛峯寺

ヘ 慎重に実施する 和歌山県
26 

平成 23年 3月 231:1 金剛峯寺境内 平成 23年 2月 24日 （宗）金剛峯寺 樹木の伐採 よう指示 教育委員会

27 
文第 264号の(15) 天然記念物 生息状況調査 県内一円

個人
卜 慎重に実施する 和歌山梨

平成 23年 3月 24日 ヤマネ 平成 23年 3月 22日 地域指定なし 生息状況調査 よう指示 教育委員会

田教文第 320号の 2 史跡 樹木伐採 田辺市本宮町本宮
（宗） 熊野本宮大社

ヘ 慎重に実施する 田辺市
28 

平成 23年 3月 29日 熊野三山 平成 23年 3月 25日 （宗）熊野本宮大社 樹木の伐採 よう指示 教育委貝会

和教文第 780号 史跡 足場の仮設置 和歌山市一番丁 お船に乗ろう ノ‘ 慎重に実施する 和歌山市
29 

平成 23年 3月 29日 和歌山城 平成 23年 3月 28日 和歌山市 実行委員会 工作物の設置 よう指示 教育委員会
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県指定記念物現状変更許可一覧

No 
文書番号

記念物名 申 ~i'江l 「「I請理由 場所 所h・者等 申請者 指示内容
日 付

文第 51号 火然記念物 支障となる枝の剪定 西牟要郡白浜町
（株）NTTドコモl 平成 22年 4月8日 熊野三所神社の社叢 平成 22年 3月10日 （宗）熊野三所神社

許可

2 文第 51号の (2) 史跡 石垣修理工事及び発掘調壺 有田市
有田市教育委員会 許可

平成 22年 4月22日 椒の古瑣 平成 22年 4月20日 有田市

文第 51号の (3) 天然記念物 樹木の治療 和歌山市一番町
和歌山市3 平成 22年 4月22日 ーの橋の樟樹 平成 22年 4月19日 和歌山市

許可

4 文第 51号の ＇（4) 天然記念物 赤外線センサーの設置 東牟婁郡那智勝浦町
山口大学農学部 許可

平成 22年 4月22日 那智山旧参道の杉並木 平成 22年 4月19日 （宗）熊野那智大社

文第 51号の (5) 天然記念物 樹木の治療 伊都郡かつらぎ町笠田
妙楽寺薬師講5 平成 22年 4月22日 十万社の樟樹 平成 22年 4月1日 妙楽寺薬師講

許可

文第 51号の (6) 史跡 被修復説明板設置 御坊市塩屋町
（宗）塩屋王子神社6 平成 22年 5月12日 塩屋王子跡 平成 22年 4月27日 （宗） 塩屋王子神社

許可

7 文第 51号の (7) 天然記念物 腐食部分の伐採 日高郡美浜町
（宗）御崎神社 許可

平成 22年 5月19日 姥目の老樹 平成 22年 5月18日 （宗） 御崎神社

8 
文第 51号の (8) 名勝 枯損木の伐採 伊都郡高野町高野山

（宗）宝善院 許可
平成 22年 6月18日 宝善院庭園 平成 22年 6月17日 宝善院庭園

， 文第 51号の (9) 天然記念物 保全工事 東牟婁郡那智勝浦町
（宗）熊野那智大社 許可

平成 22年 6月28日 那智山旧参道の杉並木 平成 22年 5月25日 （宗）熊野那智大社

10 
文第 51号の(10) 史跡 既設水道管敷設替え 和歌山市西浜

和歌山市 許可
平成 22年 6月28日 水軒堤防 平成 22年 6月22日 和歌山県

11 
文第 51号の(11) 史跡

橋工平脚設成晋施22工年に6伴月う2仮3設日支保 伊文か覚都つ郡井ら水かぎ利つ町組ら合ぎ町笠田中 国土交通省近畿地方整備局
許可

平成 22年 7月28日 中世農耕用水路跡文覚井 和歌山河川国道事務所

12 
文第 51号の (12) 名勝史跡 碑設置 和歌山市和歌浦

（宗）東照宮 許可
平成 22年 11月9日 和歌の浦 平成 22年 11月9日 （宗）束照宮

13 
文第 51号の (13) 史跡 景石の一部撤去 和歌山市木ノ本

和歌山市 許可
平成 22年 11月19日 車駕之古址古墳 平成 22年 11月15日 和歌山市

文第 51号の(14) 史跡

爪<
木の伐採及び幼木の 有田市糸我町

14 
平成 23年 1月25日 糸我村の一里塚 有田市

有田市教育委員会 許可
23年 1月17日

15 
文第 51号の (15)

栄天の福大然樹記寺念名イ物木ブキビャクシン
障害枝伐採 支柱設置 岩出市湯窪

（宗）栄福寺 許可
平成 22年 3月16日 平成 22年 3月7日 （宗）栄福寺

文第 51号の(16) 史跡 ， 雷成の伐採 清掃松ノ 和歌山市西浜
16 

平成 22年 3月31日 水軒堤防 和歌山県
水軒の浜に松を植える会 許可

22年 3月22日
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埋蔵文化財関係届出等件数一覧

文化財
道 鉄 河 港 学 住 個 工 店 兼 そ 宅

： 胄

公 ガ 辰壮lI 農 そ 自 保 学 逍

保護法 人 用 の 地 園 業 業 の 然 存 術 跡

根拠
指示内容等 他 ス 他 計

住 住 建 造 造 基 関 開 災 目 目 敷.:r,こ~
条例名

路 道 JII 湾 校 宅 宅 場 舗 宅 物 成 成 等 盤 係 発 害 的 的 備

発掘調査 15 21 4 11 7 1 2 61 

工事立会 1 4 100 3 3 3 14 l 36 2 l 1 169 

第 93条

慎重工事 1 4 100 6 1 12 19 2 2 147 

その他

゜発掘調査 10 1 l 1 13 

工事立会 8 1 5 3 20 2 1 1 41 

第 94条

慎重工事 6 1 2 3 1 13 

その他

゜合 計 26 

゜゚
1 6 23 221 4 13 4 41 8 1 

゜
78 

゜
8 8 

゜゚゜
3 445 

試掘確認調査 1 1 

第 92条

本発掘調査 8 1 l 1 5 1 1 1 19 

試掘確認調査 2 8 14 4 5 8 1 42 

第 99条

本発掘調査 1 1 1 3 

合 計 8 

゜
1 

゜
3 10 15 

゜
10 

゜
6 ， 1 

゜゚゜゚゜゚゜
2 

゜
65 

県内市町村埋蔵文化財関係届出件数一覧

発掘の届出 通知 発掘調査の届出•報告 発掘の届出 通知 発掘調査の届出報告

市町村名 市町村名

第 93条 増減 第 94条 増減 第 92条 第 99条 第 93条 増減 第 94条 増減 第 92条 第 99条

和歌山市 171 20 16 4 12 23 日高町 2 

゜゜゜゜海南市 15 .... 7 1 .... 2 

゜
5 由良町

゜
• l 

゜゜゜紀美野町 4 4 

゜
..... 3 1 日高川町

゜゜
1 A l 

゜紀の川市 21 6 2 .... 2 2 3 印南町

゜゜゜゜゜岩出市 39 10 4 • 9 1 1 みなべ町 1 ..... 3 

゜゜゜橋本市 7 ... 3 5 2 

゜゜
田辺市 27 ... 1 14 7 1 3 

九度山町 2 1 

゜゜゜
白浜町 2 .A. 1 1 

゜゜
2 

高野町 6 .... 6 4 ... 3 

゜゜
上富田町

゜゜゜
.... 1 

゜かつらぎ町 13 1 12 .... 2 

゜
2 すさみ町

゜゜゜
... 1 1 

有田市 3 2 2 1 

゜゜
串本町 1 1 

゜
... 1 

゜有田川町 21 6 4 

゜
1 4 新宮市 13 3 1 1 

゜゜湯浅町

゜゜゜゜゜
那智勝浦町 4 2 

゜゜゜゜広川町

゜゜゜゜゜
太地町 1 1 

゜゜゜御坊市 19 1 

゜
... 7 1 2 古座川町

゜゜゜゜゜美浜町 5 1 

゜
.... 2 

゜
北山村

゜゜゜゜゜
合 計 377 37 

※市町村名•••専門職員配備 （平成 22 年度 ）
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埋蔵文化財発掘の届出（文化財保護法第 93条）一覧 1

届根出拠等法の種令類 喜i); の種名類称
教育委員会による処理

番号 届出等の日付
指文示習の番日号付 指示事項

備考
在地

1 
工事等の届出 岩悶千冒寸石しLL一I 』悶群 古墳 古墳群 平成 22年3月29日 文第 60犀 慎重丁事
第93条 和山 字峯 1464-3の一部 平成 22 4月9日

2 
工事等の届出 六十谷霊跡縄文～弥生散塁地 平成 22年3月29日 文第 60ごの (2) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山 六十谷字宮ノ後 409 1、409番2 平成 22 4月9日

3 
工事等の届出 川辺追嘉縄文～中世集落跡 平成 22年4月1日 文第 60； の (3) 確詑調査
第93条 和歌山 藤田字流 16番の一部 平成 22 4月9日

4 工第事93等条の届出 田盟西川遺］ 縄文～誓生散布地
日 郡美浜町字田井字津呂 161番7、161番 15

平成 22年4月1日 文第 60； の (4)
平成 22 4月13日

慎重．工事

5 工第事93等条の届出 吉言遺: ／弥生～平安 悶霊地
日 郡浜町大字吉原字 958-76 

平成 22年4月5日 文： 60 : の (5)
平 22 4月13日

慎重工事

6 工第事93等条の届出 悶原 I喜跡縄文～中世散布地
本市 野口町伏原字越ヶ坪］49番 l

平成 22年3月30日 亨ご60 ごの (6)
22 4月13日

確詔調杢

7 工第事93等条の届出 負
野辿跡／弥生～古墳 散布地
宮市佐野字根地原 944-4

平成 22年4月5日 文塁60 ； ロ．の (7)
平 22 4月13日

確眩調壺

8 工第事93等条の届出 井辺迎冒／弥 生 散 布 地
和歌山井辺 144-48

平成 22年4月7日 文: 60 犀のFl( 8) 
平 22 4 16日

慎重工事

， 工第事93等条の届出 和有歌功山遺市跡六十／谷散字布西地ノロ 1049番7、1049番8、1049番2の一部、 1049番5の一節 平成 22年4月8B 斎第60ごの (9)
成22 4月16日

本発掘調査

10 
工事等の届出 中里 II遺跡／弥削‘’ 生～奈靡散布地 平成 22年4月8日 斎: 

60 : の(10) 慎重工事
第93条 岩出市中黒字 島551 の一部 22 4月 16日

11 工第事93等条の届出 堅田舟跡／弥生～古墳初頭、奈良、平安 集落跡、郡術跡
御坊湯J|1町財部 7]5 -1の一部

平成 22年4月8日 斎ご60 ごの(11)
22 4月 16日

浄化槽部分工事立会

12 工第事93等条の届出 蛭田坪市遺跡／弥生～古墳 散布地
御坊 湯川町小松原 456-4

平成 22年4月13日 文塁60 犀の (12)
平 22 4月16日

浄化槽部分工事立会

13 工第事93等条の届出 中黒JI追跡／弥則ヽ・ 生～奈良 散布地
岩出市中黒字島 550-31

平成 22年4月 12日 斎塁60 ょの月（13) 
22 4 21日

慎重工事

14 工第事93等条の届出 田辺城:、旦遺跡／江戸 散布地
田辺市 町 102、103、104

平成 22年4月14日 文: 60 犀仁．の ( 14) 
平 22 4月21日

確詑調査

15 工第事93等条の届出 八丁田圃遺跡／縄文～鎌倉 散布地
平成 22年4月 14日 文塁60 悶の月（15) 慎重工事

田辺市秋津町字東八町 409-21 平 22 4 21日

16 工第事93等条の届出 西飯降 Il逍跡： 縄文～古貸塁芦地
伊都郡かつら町大字西降 本 186-1

平成 22年4月14日 文ご60 塁の月（16) 
平 22 4 21日

浄化槽部分工事立会

17 工第事93等条の届出 塁河寺遺喜／奈良？～ の寺一院部跡
の川市河 2787番地

平成 22年3月30日 文第 60: の月（17) 
平成 22 4 21日

浄化槽部分工事立会

18 工第事93等条の届出 田屋逍嘉／弥生～夏墳集落］ 
和歌山 田屋字南 人神 102 1他36箪

平成 22年4月16日 文ご60 : のfl( 18) 
平 22 4 27日

確詔調査

19 工第事93等条の届出 太田黒田遺跡／弥生～奈良集落跡
平成 22年4月 16日 文ご60 ょ［コ のfl( 19) 確認調森

和歌山市太田 373-5、295-7 平 22 4 27日

20 工第事93等条の届出 八丁田圃遺跡／縄文～鎌倉 散布地
平成 22年4月20日 文悶60 : の,F]( 20) 慎重工事

田辺市秋津町字東八町409番 15 平 22 5 10日

21 工第事93等条の届出 虞ロ需塁
／弥生～中世 集落
屋町北塩屋 1859-2

平成 22年4月 13日 文ご60 : のfl( 21) 
平 22 5 10日

慎重工事

22 工第事93等条の届出 端悶: 逍胃： 弥生散布地
西 郡 町字羅辺 1484-4

平成 22年4月20日
文4塁・ん 60 ー贔ロ． のJ:I( 2 2 ) 
平 22 5 10日

確認調査

23 工第事93等条の届出 佐新宮野市遺跡佐／野字弥生井～関古後墳140・0散番布1地5、1400番 16 平成 22年4月20日 文： 60 : のfl( 23) 
平 22 5 10日

慎重工事

24 工第事93等条の屈出 畠野齋喜‘／弥生～喜墳散布地
宮 野字井関 1363-2 

平成 22年4月21日 文第 60ごの月（24) 
平成 22 5 10日

確認調査

25 工第事93等条の届出 冒霊喜
／弥生～心墳散布地
野字井関 1363-13 

平成 22年4月23日 文第 60: の月（25) 
平成 22 5 10日

慎重工事

26 工第事93等条の届出 榎原遺胃扇古巴散布地
和歌山 原沖ノ城 3-2

平成 22年4月 19日 文第 60: の (26)
平成 22 5月10日

慎重工事

27 工第事93等条の届出 根来］ 塁： ： 工竺ロ～中世、近世 寺院跡
岩出 2165番の一部

平成 22年4月23日 文塁60 犀の月（27) 
平 22 5 12日

工事立会

28 工第事93等条の届出 中炉II遺跡＇ 弥削．． 生～奈畠散布地
岩出市中黒 島550 17の一部

平成 22年 4月28日 斎塁
60 : の (28)
22 5月 12日

慎重工事

29 工第事93等条の届出 太田 黒田遺跡／弥生～奈良集落跡
平成 22年4月28日 文第 60ごの (29) 工事立．会

和歌山市黒田 2丁l=I1-4~1-20 平成 22 5月 12日

30 
工事等の届出

H座霊跡｀ 弥 生 散 布 地
平成 22年5月6日 斎塁

60 ごの (30) 浄化槽部分工事立会
第93条 田辺秋町字東八町 374-1、375-1、376-1 22 5月12日

31 
工事等の届出 椒浜嘉墳群／彗 古墳群 平成 22年5月 10日 斎ご60 : の (31) 工事立会
第93条 有田初島町 之岡 1124番 l、1124番8 22 5月 12日

32 
工事等の届出 川辺遺跡／縄文～悶世番 集落跡 平成 22年4月3OH 斎塁

60 : の (32) 偵重工事
第93条 和歌山市藤田字流 22 22 5月 19日

33 
工事等の届出 田屋追跡／弥生～古墳 集落雷 平成 22年 5月 12日 文悶60 : の (33) 確睦調査
第93条 和歌山市小豆島字榔ノ坪 121 の一部、 122番 lの一部 平 22 5月19日

34 工第事93等条の届出 津ご遺跡／弥 生 散 布 地
和山市有家 188-10~187

平成 22年5月 12日 斎: 
60 塁の (34)
22 5月 191::1 

慎重工事

35 工第事93等条の届出 丁ノ町妙寺遺跡／摩生～中世 悶布地
伊都郡かつらぎ町大丁ノ町字北居田 804番 l

平成 22年5月7日 文： 60 号年の (35) 
平 22 5月19日

確認調査

36 工第事93等粂の届出 負野齋悶／ 亨生～古墳散布地
宮 野根地原 972-5

平成 22年5月 12日 斎塁
60 ］ の (36)
22 5月19日

慎重工事

37 工第事93等条の届出 蛭閃坪市遺跡／弥生～古悶散布地
御 湯川町小松原字田坪 452番4

平成 22年5月7日 文誓60 ごの (37)
平 22 5月19日

工事立会

38 工第事93等条の届出 高贔遺跡／縄文散布冒
和 山市直川字高井拓 1219番 11

平成 22年5月 17日 斎夏60 塁・の (38) 
22 5月24日

工事立会

39 工第事93等条の届出 和高井歌逍山跡市／直縄川文字島散井布恒地内 1218-6 平成 22年5月 17日 文第 60犀の (39)
平成 22 5月24日

工事立会

40 工第事93等条の届出 亀）II齋跡`  亨生～古墳梨落跡海南且 大場 973番 3
平成 22年5月 17日 文第 60: の (40)

平成 22 5月25日
浄化槽部分工事立会

41 
工事等の届出 山一遺跡／弥生～奈馨、中世 散布地 平成 22年 5月 17日 文塁60 ］ の (41) 慎重工事
第93条 岩出市山字石原 752 1 平 22 5月25日

42 
工事等の届出 太田黒田遺跡、太田城跡／弥生～奈良集浴跡、安土桃山城館跡

平成 22年 5月21日 斎
第60: の (42) 慎重工事

第93条 和歌山市黒田 2丁El4-13 成22 5月31日

43 工第事93等条の届出 関戸遺胃／弥生～室町 散布地
和歌山関 戸 4丁目 2-53~3丁目 7-30

平成 22年5月21日 文悶60 : の (43)
平 22 5月31日

工事立会

44 
工事等の届出 川辺遺跡／縄文～中世 集落跡

平成 22年5月21日 文塁60 ごの (44) 工事立会
第93条 和歌山市山口西 1-16～川辺 40-10 平 22 5月31日

45 工第事93等条の届出 誓
川遺跡／弥生～古墳 集落跡
南市且来 652~3 

平成 22年5月20日 文第 60: の (45)
平成 22 6 月］~ 日

確諒調査

46 工第事93等条の届出 冒並地区追跡／夏土器～’ 9-散布地
田郡有田川町字明王 五反田 118-2

平成 22年5月18日 文塁60 : の (46)
平 22 6月1日

浄化槽部分工事立会

47 工第事93等条の届出 田辺冒下町造跡／江戸 散布地
田辺南新町 79

平成 22年5月 17日 斎悶60 : の (47)
22 6月］日

工事立会

48 工第事93等条の届出 六十谷篇跡／縄文～弥生 散布地
和歌山 六十谷字川原畑 364-1

平成 22年5月25H 文誓60 ー皐に．の (48) 
平 22 6月 1日

偵重上事
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埋蔵文化財発掘の届出（文化財保護法第 93条） 一覧 2

届出等の息類 喜： の種名称類
教育委員会による処理

番号
根拠法

届出等の日付
指文示書の番日号付 指示事項

備考
在地

49 工第事93等条の届出 井辺遺悶ヽご亨遺跡 古ヒ 散布地
和歌山神 佃67

平成 22年5月25日 文第 60ごの/=l( 49) 
平成 22 6 8日

工事立会

50 工第事93等条の届出 榎原逍跡市／古墳 散布地
和歌山 木ノ本 440-18~460

平成 22年5月27日 文第 60ごの (50)
平成 22 6月8日

工事立会

51 工第事93等条の届出 秋月遺篇： 弥生～平安 誓布地
和歌山 田字松並 561 lの一部、 561番3

平成 22年5月27日 文第 60； の (51)
平成 22 6月8日

慎重工事

52 工第事93等条の届出 金剛言寺遺跡／平安～ 寺院跡
伊都 高野町高野山 240付近の山林

平成 22年5月31日 文第 60ごの (52)
平成 22 6月9日

工事立会

53 工第事93等条の届出 藤並地区遺跡／先土器～鎌倉 散布地
平成 22年5月28日 文ご60 ごの)=j( 53) 慎重工事

有田郡有田川町天満 233-1 平 22 6 9日

54 工第事93等条の届出 野田地区迫踪／先土器～中世 寺院跡ほか
平成 22年6月 1日 平文成第 6202号年の6月(594)日 確認調査

有田郡有田川町天満 758-1

55 工第事93等条の届出 府中逍靡‘扉散喜地
和歌山 中 小 山 1172番の一部、 1173番の一部

平成 22年 5月27日 文悶60 ごの (55)
平 22 6月9日

工事立会

56 工第事93等条の届出 関戸遺嘉‘／弥生～室町 誓布地
和歌山 関戸三丁目 776 132、776番 215

平成 22年 5月31日 文ご60 : の月（56) 
平 22 6 9日

工事立会

57 工第事93等条の届出 関戸追冒／弥生～室町 散布地
和歌山 関戸三丁目 776-93

平成 22年 6月］日 文: 60 ごの月（57) 
平 22 6 9日

確認調査

58 工第事93等条の届出 大日山 I遺跡： 夏墳～奈畠集17落筆跡
和歌山市井辺 日392 外

平成 22年 5月31日 文悶60 ごの月（58) 
平 22 6 9日

確認調査

59 工第事93等条の届出 /II 塁塁跡／中世集贋跡
東 郡那智勝浦町字天満字中村 30番40

平成 22年 5月31日 文第 60ょの月（59) 
平成 22 6 9日

慎重工事

60 工第事93等条の届出 中里 II遺跡： 弥則‘’ 生～奈良 散布地
岩出市中黒 島550-32

平成 22年5月31日 文第 60ょの (60)
平成 22 6月9日

慎重工事

61 工第事93等条の届出 太田城雷攻め堤跡／戦国～江戸 堤跡
和歌山 出水］17の一部

平成 22年6月3Fl 文： 60 : の (61)
平 22 6月9日

確評調査

62 工第事93等条の届出 中里II遺跡； 弥則‘’ 生～奈塁 散布地 平成 22年6月4日 斎: 
60 : の (62) 慎重工事

， 
岩出市中黒 島550 38 22 6月15日

63 工第事93等条の届出 城ヶ森需跡／弥生 散布地
和歌山 吉礼字九門明 627-33

平成 22年6月7日 平文成第 6202号年の6月(6135)日 浄化槽部分工事立会

64 工第事93等条の届出 霜渋田遺跡／縄文～中世 散塁地
都郡かつらぎ町大字東渋田 丸毛 36-2

平成 22年6月11日 平文成第 6202号年の6月(6146)日 浄化槽部分工事立会

65 工第事93等条の届出 ご
大人遺跡／弥生～中世濱 散布地
坊市塩屋町南塩屋字 ノ上 499-5、502-2の各一部

平成 22年6月4日 斎ご
60 亨の (65)
22 6月 16日

便槽部分立会

66 工第事93等条の届出 塩屋王子跡／平塁 王子跡
御坊市塩屋町北 屋字宮山畑 1144番地

平成 22年6月9日 斎： 60 : の (66)
22 6月 16日

工事立会

67 
工事等の届出 有功遣跡／巳喜地 平成 22年6月8日 文悶60 ー：の,F]( 67) 確認調査
第93条 和歌山市六 字天神前 1091番 1外3筆 平 22 6 16日

68 
工事等の届出 井辺遣悶／弥生散布地 平成 22年6月9日 文ご60 : のFl( 68) 確認調査
第93条 和歌山 井辺字野元 206-1 平 22 6 16日

69 工第事93等条の届出 木ノ本 I遺跡／散布地
平成 22年6月9日 ；・: 60 塁の (69) 工事立会

和歌山市西庄 49-1~49-2 22 6月 16日

70 工第事93等条の届出 嘉田屋胃塁／中世 霜跡
都郡 山町大字 山字桃園 1404番地

平成 22年 6月14日 平文成第 6202号年の6月(7106)日 確認調査

71 
工事等の届出 野田地区遺跡／夏土器～中世 寺院跡ほか

平成 22年6月7日 亨: 60 : の月（71) 慎重工事
第93条 有田郡有田川町 字野田字保寿 395-1 22 6 23日

72 
工事等の届出

喜原土居遺跡国中世 口館跡 平成 22年 6月14日 平文成第 6202号年の6月(7223)日 浄化槽部分工事立会
第93条 田市宮原町町字中 240-6 

73 
工事等の届出

那東牟智婁山坊郡跡那／智勝平安浦～町鎌大倉字那寺智院山跡字榎岸 96番地 平成 22年 6月 10日 平文第成 6202号年の6月(7233)日 工事立会
第93条

74 工第事93等条の届出 城紀の段霊塁／弥生～］ 安 喜落跡
の川 山町調月城之 583番の一部

平成 22年 6月14日 文平成第 6202号年の6月(7243)日 浄化槽部分工事立会

75 工第事93等条の届出 根岩来出寺市根遺跡来／14平04安-～1中世、 近世 寺院跡 平成 22年6月 15日 文ご60 一塁・の (75) 
平 22 6月23日

浄化槽部分工事立会

76 工第事93等条の届出 根岩来出寺市根遺跡来／14平16安～中世、 近世 寺院跡 平成 22年 6月 15日 文喜60 塁―の (76)
平 22 6月23日

慎重工事

77 
工事等の届出

: 
ノロ喜］ ／縄文集落跡 平成 22年6月 16日 文口60 : の月（77) 浄化槽部分工事立会

第93条 南市 88-1 平 22 6 23日

78 工第事93等条の届出 井辺遺冒： 畠生散布地
和歌山 字笠松 120番2

平成 22年 6月 11日 文ご60 ： の月（78) 
平 22 6 23日

浄化槽部分工事立会

79 工第事93等条の届出 高虐遺冒貪冒亨散布地
和山 高井垣内 1218-1、1219-8

平成 22年 6月 15日 文： 60 犀の月（79) 
平 22 6 23日

慎重工事

80 工第事93等条の届出 磯脇遺嘉；畠世散布地
和歌山 字西畑坪 310番8、309番 11

平成 22年6月8日 文塁60 : の月（80) 
平 22 6 23日

工事立会

81 工第事93等条の届出 和歌山雷跡／近世～ 城跡
和歌山 西汀丁 26

平成 22年 6月 18日 平文成第 6202号年の6月(8213)日 慎重工事

82 工第事93等条の届出 大摩婁崎遺跡／縄文～古塁 塁布地
東 郡串本町蘭野川水セギノ衷 1141-9、1141-10の一部

平成 22年 6月18日 平文成第 6202号年の6月(8225)日 慎重工事

83 工第事93等条の届出 ご野遺跡／縄文 塁ご地
田郡有田川町大 野字堂之前 363-1、363-4

平成 22年 6月 17日 斎塁
60 : の (83)
22 6月25日

確詔調査

84 
工事等の届出 畠野霊塁／ 亨生～古墳散布地 平成 22年6月23日 文塁60 ごの (84) 慎重工事
第93条 宮 野根地原 972-3 平 22 6月28日

85 工第事93等条の届出 喜

｀ 
田遺跡／角：文～掌世 散布地
郡かつら 町大東渋田］37番地 8他4箪

平成 22年 6月22日 文: 60 塁の (85)
平 22 6月30日

浄化槽部分工事立会

86 工第事93等条の届出 矢矧遺跡`胃文～室町散布地
田辺市秋 612-3 

平成 22年6月23日 文: 60 : の (86)
平 22 7月 1日

工事立会

87 工第事93等条の届出 田辺城下町雪し／1嘉 散布地
田辺市栄町 町 11番 l

平成 22年6月24日 亨ご
60 : の (87)
22 7月 1日

浄化槽部分工事立会

88 
工事等の届出 木ノ本II塁跡／塁布地 平成 22年6月24日 文： 60 塁の (88) 工事立会
第93条 和歌山市ノ本別所 956番4 平 22 7月 1日

89 工第事93等条の屈出 川辺遺雷／縄文～中世 梨落跡
和歌山 川辺字宮西 33-5

平成 22年6月25日 文ご60 摩の月（89) 
平 22 7 1日

浄化槽部分工事立会

90 工第事93等条の届出 田殿尾中遺跡／弥生～室町 梨落跡
平成 22年 6月24日 文塁60 ごの (90) 工事立会

有田郡有田川町大字尾中字船戸 264番 l、264番 3 平 22 7月2日

91 工第事93等条の届出 関戸遺跡／弥生～室町 散布地
平成 22年6月29日 文: 60 : の (91) 工事立会

和歌山市関戸 3丁目 6-6~8-43 平 22 7月6H 

92 工第事93等条の届出 鴬ノ森追跡／弥生～江戸 散ょ地
和歌山市西釘貰丁 1丁目 7～ ノ森明神町 22

平成 22年6月29日 文ご60 : の (92)
平 22 7月61::1 

工事立会

93 
工事等の届出

和岩橋歌遺山跡市／岩散桔布字小地路 1034-9、1035-1、1036-1 平成 22年6月29日 文悶60 塁のJ=I( 93) 浄化槽部分工事立会
第93条 平 22 7 6日

94 工第事93等条の届出 悶並地犀逍跡／羹土， ～鎌倉 散布地
田 郡 田 川 町 字尻 1087-2の一部

平成 22年6月29日 文第 60塁の,Fl( 94) 
平成 22 7 7日

工事立会

95 工第事93等条の届出
: 

雨山喜跡／弥生～摩良 散布地
本市野々字東光之段 118-52

平成 22年6月28Fl 文悶60 ごの (95)
平 22 7月7日

慎重工事

96 工第事93等条の届出 佐野齋跡／弥生～古悶散布地
新宮佐野字井関ノ 1400-9 

平成 22年 7月1日 文誓60 : の (96)
平 22 7月9日

慎重工事
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届出等のり穎 遺跡の 称ヽ
教育委員会による処理

番号 時代 類 届出等の1::l付
指文示書の番日号付

備考
根拠法

所在地 指示事項

97 
工事等の届出 新宮十郎屋: 跡中世館跡 平成 22年 7月2日 文悶60 : の (97) 慎菫工事
第93条 新宮市熊野 l丁目 6057-1、6070-9 平 22 7月9日

98 
工事等の届出 佐野遺 跡弥生～古墳散布地

平成 22年 7月5日 文塁60 ょに のfl( 98) 慎重工事
第 93条 新宮市佐野字根地原 972-3 平 22 7 9日

99 
工事等の届出 太田里田遺跡、太田城跡 ＇＇弥生～奈良集落跡、安土桃山城館跡

平成 22年 6月29日 文: 60 ごの月（99) 本発掘調査
第93条 和歌山市太田―丁目 9番 2 平 22 7 9日

100 
工事等の届出 太田 里市田遺跡弥生～奈良 集落跡

平成 22年 7月2日 文: 60 ごの月（JOO) 慎重工事
第93条 和歌山太田 l] 10-6 平 22 7 9日

101 
工事等の届出 秋月遺 跡 弥 生 ～ 平 安 散 布 地

平成 22年 7月2日 文第 60: の (!OJ) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市有家字ソリハシ 85-3、85-4 平成 22 7月9日

102 
工事等の届出 津ごJI 雷］ 言 畠良散布地 平成 22年 7月5日

文第 60塁の (102)
確認調査

第 93条 和山秦ノ 3番 26 平成 22 7月9日

103 
工事等の届出 田辺城下町遺跡江戸散布地

平成 22年 7月5日 文第 60皇の(103) 工事立会
第93条 田辺市中屋敷町53番 1 平成 22 7月9日

104 
工事等の届出 西原遺跡 縄 文 散闊地 平成 22年 6月30日 文第 60犀の(104) 浄化槽部分工事立会
第93条 有田郡有田川町大字 水字溝ノ尾 1708番 l 平成 22 7月9日

105 
工事等の届出 ： 王寺犀跡／室町寺院跡 平成 22年 7月5日 文貫60 悶の/cl( 105) 工事立会
第93条 田郡 田川町小川 746番地 平 22 7 9日

106 
工事等の届出 藤並地区遺跡／先土器～鎌’ 散布地 平成 22年 7月6日 文： 60 ごの (106) 浄化槽部分工事立会
第 93条 有田郡有田川町大字土生字 ノ段 217-8 平 22 7月9日

107 
工事等の届出 天満 I遺跡／縄文～室町集落跡

平成 22年 7月6日 文ご60 ごの(107) 慎重工事
第 93条 有田郡有田川町天満 583-6 平 22 7月9日

108 
工事等の届出 蓮華寺遺跡／中世 寺院跡

平成 22年 7月 7日 文悶60 ごのfl( 108) 浄化槽部分工事立会
第93条 海草郡紀美野町下佐々字中通り 631、629-1 平 22 7 9日

109 
工事等の居出 上尾遺跡／弥生～古墳 散布地

平成 22年 7月5日 斎―第60塁のfl( 109) 慎重工事
第93条 紀の川市桃山町調月字北上ノ台 769-62、769-64 成 22 7 16日

110 
工事等の届出 榎原遺跡／古墳散布地

平成 22年 7月6日 文第 60: の (110)
慎重．工事

第93条 和歌山市榎原字沖ノ城 7-1の一部 平成 22 7月 16日

111 
工事等の届出 本渡追跡／古墳～平安 散布地

平成 22年 7月7日 ； 第 60: 0) J'J( 111) 工事立会
第93条 和歌山市本渡字宮ノ前 818 成 22 7 16日

112 
工事等の届出 西渋田造跡／古墳～奈良 散布地

平成 22年 7月6日 文第 60: の(112)
工事立会

第 93条 伊都郡かつらぎ町西渋田酒屋拓内 227-2 平成 22 7月 16日

113 
工事等の届出 井辺遺跡／弥生散布地

平成 22年 7月8日 文： 60 ： の (ll4) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市井辺字浮長 134-1 平 22 7月 16日

114 
工事等の届出 花山古墳群／古墳古墳群

平成 22年 7月 12日 斎悶60 : の (113) 慎重工事
第93条 和歌山市岩橋 1646-48 22 7月 16日

115 
工事等の届出 阿尾造跡／古墳散布地

平成 22年 7月 1日 亨： 60 ごの (114) 確詔調査
第 93条 日高郡日高町大字阿尾字洲［野 4番 l外 6箪 22 7月 16日

116 
工事等の届出 中黒Il遺跡／弥生～奈良 散布地

平成 22年 7月 12日 斎第60: の (116)
慎重工事

第 93条 岩出市中黒字前島 550-42 成 22 7月 20日

117 
工事等の届出 中黒II遺跡／弥生～奈良散布地

平成 22年 7月 12日 斎
．第 60: の (117)

慎重工事
第93条 岩出市中黒字前島 550-39 成 22 7月20日

118 
工事等の届出 中岸Il遺跡／弥生～奈良 散布地

平成 22年 7月 12日 斎
．第 60: の (118)

慎重工事
第 93条 岩出市中黒字前島 550-17 成 22 7月20Fl 

119 
工事等の届出 中黒II遺跡／弥生～奈良 散布地

平成 22年 7月 12日 文第 60: の (ll9)
慎重工事

第 93条 岩出市中黒字前島 550-16 平成 22 7月20日

120 
工事等の届出 中黒1I遺跡／弥生～奈良 散布地

平成 22年 7月 12日 平文成第 6202号年の7月(12200)日 慎重工事
第 93条 岩出市中黒字前島 550-34

121 
工事等の届出 萩原II遺跡／中世 散布地

平成 22年 7月9日 平文成第 6202号年の7月(12201)日 慎重工事
第93条 伊都郡かつ らぎ町大字萩原字稲溝 11番 l

122 
工事等の届出 最初ヶ峰城跡／中世 城誓跡

平成 22年 7月6日 平文第成 6202号年の7月(12222)日 慎重工事
第 93条 紀の川市竹房字扇平 777 内 l

123 
工事等の届出 榎原遺跡／古墳散布地

平成 22年 7月 15日 文塁60 ： の)'J( 123) 慎重工事
第93条 和歌山市榎原字沖ノ城 7-1の一部 平 22 7 22日

124 
工事等の届出 神前遺跡／弥 生 散 布 地

平成 22年 7月 15日 文悶60 ： の(124) 慎重工事
第 93条 和歌山市神前字佃 67-5、67-10 平 22 7月22日

125 
工事等の届出 有功遺跡／散布地

平成 22年 7月］6日 文誓60 ： のFl( 125) 工事立会
第 93条 和歌山市六十谷字西ノロ 1050番 l 平 22 7 22日

126 
工事等の届出 井辺逍跡／弥生 魯布地

平成 22年 7月 16日 文口60 : の (126) 浄化槽部分工事立会
第 93条 和歌山市神前字笠 109-19 平 22 7月22日

127 
工事等の届出 且来VI遺跡／弥生～奈良 集落跡

平成 22年 7月20日 文第 60: の(127) 浄化槽部分工事立会
第 93条 海南市且来字北塚 126番 1 平成 22 7月28日

128 
工事等の届出 且来VI遺跡／弥生～奈良 集落跡

平成 22年 7月20日 文塁60 ごの(128) 確認調査
第 93条 海南市且来字北塚 128番 1 平 22 7月28日

129 
工事等の届出 岩橋遺跡／散布地

平成 22年 6月29日 ； 塁
60 : の (129) 確認調査

第 93条 和歌山市岩橋字小路 1034-9、1035-1、1036-1 22 7月28日

130 
工事等の届出 宇田森遺跡／弥生（中期～後期） 集落跡

平成 22年 7月20日 斎ご
60 : の (130) 浄化槽部分工事立会

第 93条 和歌山市宇田森字馬場 13番 11 22 7月28日

131 
工事等の届出 北田井遺跡／弥生（中期 ）～古墳 （前期） 集落跡

平成 22年 7月26日 文: 60 : の(131) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市北 109-5 平 22 7月30日

132 
工事等の届出 木ノ本小学校 Il遺跡／古墳 散布地

平成 22年 7月27日 文第 60犀の (132) 工事立会
第 93条 和歌山市木ノ本 301-1~314-4 平成 22 8月2日

133 
工事等の届出 中里ll遺跡／弥生～奈良 散布地

平成 22年 7月20日 亨第 60: の (133)
慎重工事

第 93条 岩出市中黒字前島 550番 15の一部 成 22 8月2日

134 
工事等の届出 土器田遺跡／縄文～奈良、中世 散布地

平成 22年 7月 20日 文塁60 ごの(134) 確詔調資
第 93条 岩出市西国分字土器田 204番、 205番 l 平 22 8月2日

135 
工事等の届出 荒田遺跡／弥生、中世 散布地

平成 22年 7月22日 文塁60 ； の (135) 浄化槽部分工事立会
第93条 岩出市堀口字村前 80-ll、80-12、80-15 平 22 8月2日

136 
工事等の届出 中里II逍跡／弥 生 ～ 奈 良 散 布 地

平成 22年 7月22日 文悶60 : の (]36) 慎重工事
第 93条 岩出市中黒字前島 550-30 平 22 8月2日

137 
工事等の届出 宇田森遺跡／弥生 （中期～後期） 集落跡

平成 22年 7月29日 文ご60 : の 037) 浄化槽部分工事立会
第 93条 和歌山市宇田森字馬場 13-14 平 22 8月 11日

138 
工事等の届出 三田古墳群／古墳古墳群

平成 22年 8月2日 文第 60ごの (138) 工事立会
第 93条 和歌山市＝慈 528-1~1156 平成 22 8月 11日

139 
工事筈の届出 蛭田坪遺跡／弥生～古墳 閤地

平成 22年 8月2日
文第 60: の (139)

浄化槽部分工事立会
第 93条 御坊市湯川町小松原 400-17 地 平成 22 8月 11日

140 
工事等の届出 最初ヶ峰城跡／中世城館跡

平成 22年 7月30日 文悶60 ］ の (140) 工事立会
第93条 紀の川市竹房字厨平 777番内 l 平 22 8月 11日

141 
工事等の届出 名古曽廃寺跡／奈良 寺院跳

平成 22年 8月2日 文ご60 塁の (141) 浄化槽部分工事立会
第 93条 橋本市高野口町名古曽字大石 160-4 平 22 8月 ］1日

142 
工事等の届出 六十谷遺跡／縄文～弥生 散布地

平成 22年 8月4日
文ご60号の (142)

工事立会
第 93条 和歌山市六十谷字矢恒内 388番の一部 平 22年 8月 11日

143 
工事等の届出 尚井遺跡／縄 文 散 布 地

平成 22年 8月2日
文第 60: の (143)

浄化槽部分工事立会
第 93条 和歌山市直川字高井垣内 1224番 2、1224番 13、1218番 8 平成 22 8月 16日

144 
工事等の届出 津秦Il遺跡／古墳～奈良 散布地

平成 22年 8月9日 文第 60ごの (144)
浄化槽部分工事立会

第93条 和歌山市津秦字奥ノ畑 3番 27 平成 22 8月 16日
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届出等の息類 遺時跡の種名称類
教育委員会によ る処理

番号
根拠法 代所在地

届出等の1J付
指文示書の番日号付 指示事項

備考

145 
工事等の届出 高ば辿跡縄文 靡布貫 平成 22年8月9日 文: 60 犀の(145) 浄化槽部分工事立会
第93条 和山rli直川字裔垣 1219-7 平 22 8月 161::1 

146 
工事等の届出 木ノ本II塁跡散布地 平成 22年8月10日 文: 60 犀の(146) 確訟調査
第93条 和歌山市 ノ本 1222、1224、1225、1170-2 平 22 8月19日

147 
工事等の届出 東江原火: 墓奈良墳墓 平成 22年8月6日 文第 60塁のR( 147) 慎重t事
第93条 lfl辺市稲 町むつみ 569-2、575-3 平成 22 8 19日

148 
工事等の届出 鬼橋篇塁陰Il遺跡縄文～古墳岩陰 平成 22年 8月5日 文第 60ごの(148) 慎重工事
第93条 田辺 子浜 2丁目 289番2 平成 22 8月 19日

149 工第事93等条の届出 田辺胃跡近世城跡
田辺 上屋敷地内

平成 22年8月12日 文: 60 ごの(149)
平 22 8月20日

工事立会

150 工第事93等条の届出 上兵篇古墳群 喜悶古墳群
橋本隅田町上 岡山 300

平成 22年8月 16日 文ご60 : の(150)
平 22 8月20日

慎重工事

151 工第事93等条の届出 田殿尾ご遺跡／弥生～至町 集落跡
有田郡 田川町大字尾中字船戸 264番 l

平成 22年 8月20日 亨悶60 ごの (151)
22 8月27日

確懃調森

152 工第事93等条の届出 嘉原 l造跡弥生～中世 皐悶地
都郡かつらぎ町大字萩原 本 185番の一部

平成 22年8月II日 平文第成 6202号年の8月(12572) □ 慎重工事

153 工第事93等条の届出 川辺舟誓縄文～中世巣落跡
和歌 山口西 1-16~1-11

平成 22年8月 18l::l 文： 60 : のFl( 153) 
平 22 8 27日

工事立会

154 
工事等の届出 下摩々皿造跡／縄文、十呈立～中世 散布地 平成 22年8月201:1 文: 60 : の月（154) 工事立会
第93条 海郡紀美野町下佐々 戸瀬 1008 平 22 8 27日

155 工第事93等条の届出 根来霊追跡／平太安～中世、近世 寺院跡
岩出 山田字子コウ 89-52

平成 22年8月19E:l 文第 60犀の (155)
平成 22 8月30日

浄化槽部分工事立会

156 工第事93等条の届出 田屋辿嘉／弥生～夏墳 集落跡
和歌山田屋字南人神］02-1他36鉦

平成 22年8月23日 文： 60 犀の月（156) 
平 22 8 30日

確懃調査

157 工第事93等条の届出 歓喜寺ご／鎌倉 ］ 院跡
有田郡 田川町歓喜 ］59 

平成 22年8月25日 文第 60ごの(157)
平成 22 9月2日

工事立会

158 工第事93等条の届出 根岩来出寺市遺根跡来／10平48安番～8中世、 近世 寺院跡 平成 22年8月26日 斎第60犀の月（158) 
成22 9 3日

工事立会

159 工第事93等条の届出 塁郷番: ／弥生集落跡
坊 田町藤井 1837-7 

平成 22年8月27日 平文成第 6202号年の9月(1359日) 浄化槽部分工事立会

160 工第事93等条の届出 太田 雷田造塁／弥生～奈良集落跡
和歌山黒田流 95番 14

平成 22年8月30日 文平成第 6202号年の9月(1360日) 慎重工事

161 工第事93等条の届出 木ノ本 I逍悶； 散畠地
和歌山市西 東ノ内 84番 18

平成 22年8月27日 斎ご
60 : の (161)
22 9月3日

慎重工事

162 工第事93等条の届出 木ノ本 I辿悶／散畠地
和歌山市西字東 ノ内 82番地の一部

平成 22年8月31日 斎: 
60 累の (162)
22 9月3日

慎重丁事

163 工第事93等条の届出 井辺逍篇i: 塁生 胄布地
和歌山 字中 150番 6

平成 22年9月1日 文平成第 6202号年の9月(1963日) 浄化槽部分工事立会

164 工第事93等条の居出 明神 II番ご／弥生～掛平安 用水路跡
和歌山 神字櫛ノ 127-7、127-8、128-4の一部

平成 22年9月2日 亨: 
60 塁の (164)
22 9月9日

浄化槽部分工事立会

165 工第事93等条の届出 木ノ本 I遣跡庄／ 塁ご地
和歌山市西字 ノ内 82の一部

平成 22年9月 1日 文ご60 : の月（165) 
平 22 9 9日

慎重工事

166 工第事93等条の届出 木ノ口I逍塁／ 塁］ 地
和歌市西字 ノ内 84-2の一部

平成 22年9月 1日 文塁60 : の (166)
平 22 9月9F| 

慎重工事

167 工第事93等条の届出 木ノ口I遺跡／誓布冒
和歌市西庄東ノ 84-22 

平成 22年9月 1日 文: 60 : の月（167) 
平 22 9 9日

慎重工事

168 工第事93等条の届出 木ノ百I遺跡； 覧地
和歌市西庄 ノ内 82-3

平成 22年9月 1日 文: 60 : の月（168) 
平 22 9 9日

慎重工事

169 工第事93等条の届出 木ノ口II 塁跡； 塁塁地
和歌市ノ 垣内 1179番 3

平成 22年9月2日 文平第成 6202号年の9月(1969日) 慎重工事

170 工第事93等条の届出 胃田Il市辿下跡井／阪弥字生花～井中世 散布地
の）II 611、605-1、605-2、605-3、605-4

平成 22年8月31日 文ご60 塁の月（170) 
平 22 9 9日

確惚調査

171 工第事93等条の届出 伊東都渋郡田か辿つ跡／らぎ縄町文大～字中西世渋・田散字布今地西 39-4、39-5、41-3の一部 平成 22年9月3日 文ご60 犀のR( 171) 
平 22 9 13日

浄化槽部分工事立会

172 工第事93等条の届出 右円黒Il棗悶： 喜生～奈畠散布地
出市 島550 10の一部

平成 22年9月6日 文ご60 ごの月（172) 
平 22 9 16日

慎重工事

173 
工事等の届出 悶歌山城： ／近世～ 城跡 平成 22年9月8日 文口60 : の月（173) 慎堕工事
第93条 歌山市上 l丁目 2-4 平 22 9 16日

174 
工事等の届出 和歌山篇： ／近世～ 城跡 平成 22年9月8日 文: 60 塁のFl( 174) 慎重工事
第93条 和歌山 上 1丁132-20 平 22 9 16日

175 
工事等の届出 六十谷霊跡悶文～弥生散布地 平成 22年9月8日 文第 60: の月（175) 工事立会
第93条 和歌山 六 364-1 平成 22 9 16日

工事等の届出 田冒迫跡市／田弥屋生字～南古大墳人 集落跡 文： 60 ］ の月（176) 176 悶
山 神 111-3~128-2地先、114-2、96-2、 平成 22年9月8日 工事立会

第93条
施目 42-2

平 22 9 16日

177 
工事等の届出 木ノ本 I遥悶； 塁： 地 平成 22年9月9日 文ご60 犀のFl( 177) 慎重工事
第93条 和歌山市西 ノ内 84-28 平 22 9 16日

l':/8 
工事等の届出

高閲造篇“ 縄斎散布地 平成 22年9月9日 文ご60 : のFl( 178) 浄化槽部分工事立会
第93条 和山 川高井垣内 1219番 2の一部 平 22 9 16日

179 工第事93等条の届出 金:l 雷: 遺跡富平安～ ： 院跡
伊 野町野山 571 地

平成 22年9月6日 文第 60: の(179)
平成 22 9月 16日

工事立会

180 工第事93等条の届出 且霊w追跡／古墳散布地
海市且来 739-5

平成 22年9月 13日 斎悶60 : の(180)
22 9月16日

偵重工事

181 工第事93等条の届出 稲成舟跡／弥生岩陰
田辺 稲成町字新江原 3261番

平成 22年9月8日 文： 60 ごの(181)
平 22 9月 16日

確詔調査

182 工第事93等条の届出 三田古鷹群／亨贋古墳群
和歌山田尻 谷山田 775番24

平成 22年9月13日 文悶60 塁の (182)
平 22 9月］61:1 

惧璽工事

183 工第事93等条の届出 上尾追篇`  弥生～古墳 散布地紀の川 山町調月 769-83
平成 22年9月9日 斎： 60 : の (183)

22 9月28日
確懃調査

184 工第事93等条の届出 悶勢田番: ： 中世 悶布地
の川 田字芝 41-1

ギ成 22年9月9日 文塁60 : の (184)
平 22 9月28日

浄化槽郁分工事立会

185 
工事等の届出 藤並城悶／鎌倉～室町城： 平成 22年9月8日 文: 60 犀の(185) 工事立会
第93条 有田郡 田川町大字下津野土居内 349-10 平 22 9月28日

186 工第事93等条の届出 烹並地犀造跡／羹土器～鎌倉 散布地
田郡田川町字天満字夙浦 177-4他

平成 22年9月 13日 文第 60: の (186)
平成 22 9月28日

惧重工事

187 工第事93等条の届出 伊金都剛郡峯高寺野遺町跡高／野平山安字～小田寺原院谷跡598番 l、598番2、724番の各一部 平成 22年9月 10日 文ご60 ごの (187)
平 22 9月28日

工事立会

188 工第事93等条の届出 用辺城下町遺跡｀ 江戸 散布地田辺市南新町 2 地
平成 22年9月 17l::l 文悶60 : の (188)

平 22 9月28日
浄化槽部分工事立会

189 
工事等の届出 海岡闊．辿• rl• 9 i 9 跡／塁文～奈良 集落跡 平成 22年9月15日 文塁60 ごの(189) 慎重工事
第93条 岡田下佃 496-6 平 22 9月2817 

190 工第事93等条の届出 堅田齋:、／弥生～古墳初頭、奈良、平安 巣落跡、郡術跡
御坊 字宮ノ後 71-1、71-4、72-2

平成 22年9月16日 文第 60: の (190)
平成 22 9月281::1 

但重工事・

191 工第事93等条の届出 堅田遣跡／弥生～古墳初頭、奈良、 平安 巣浴跡、郡術跡
平成 22年9月 16日 亨塁60 : の (191) 慎重 T ] 事

御坊市湯川町財部 604 22 9月28R 
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届出等の悶頷 辿時跡•（しの種名称類 教育委員会による処刑

番号 届出等の日付 文書番号 備考
根拠法

所在地 指示の日付
指示事項

192 
工事等の届出 富安1ll迅跡弥生～江戸散布地

平成 22年9月 17日 文塁60 号年の (192) 恨重工事
第93条 御坊市湯川町富安字寺ノ段 991 平 22 9月28日

193 
工事等の届出 津秦 lI遣跡古墳～奈良散布地

平成 22年9月21Fl 文塁60 号年の (193) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市秋月字瀬見田 481番2の一部、481番3 平 22 9月28日

194 
工事等の届出 時雨山逍跡弥生言良散布地

平成 22年 9月22n 文ご60 号年の (194) 慎重工事
第93条 橋本市神野々字東 之段 99番 18 平 22 10月 1日

195 
工事等の届出 矢矧遺跡縄文～室町散布地

平成 22年 9月22日 文ご60 悶の(195) 浄化槽部分工事立．会
第93条 田辺市秋津町字上新田 690-7 平 22 10月 1日

196 
工事等の届出 三田古墳群古墳古墳群

平成 22年 9月24日 文悶60 ごの(196) 慎重工事
第93条 和歌山市田尻字大谷山用 775-13 平 22 10月1日

197 
工事等の届出 井辺追跡弥生散布地

平成 22年 9月24日 文： 60 犀の(197) 慎重工事
第93条 和歌山市神前 37-34 平 22 10月 1日

198 
工事等の届出 神前遺 跡弥生散布地

平成 22年 9月27日 文第 60ー〖に の >98) 慎重工事
第93条 和歌山市神前佃 67-14 平成 22 JO ]日

199 
工事等の届出 木ノ本 I遺跡 散布地

平成 22年 9月27日 文ご60 ［． の (199) 惧重工事
第93条 和歌山市西庄字東池ノ内 82の一部 平 22 10月1日

200 
工事等の届出 津秦追跡弥生散布地

平成 22年 9月27日 文塁60 犀の (200) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市有家字西ノ坪 201番 19 平 22 10月 1日

201 
工事等の届出 川辺辿跡 縄 文 ～ 中 世 集 落 跡

平成 22年 9月27日 文塁60 ： の (201) 慎重工事
第93条 和歌山市藤田字流 16番 29 平 22 10月1日

202 
工事等の届出 湯川氏館跡／弥生～中世 昇布地

平成 22年 9月24日 文悶60 ょの (202) 慎重工事
第93条 御坊市湯川町小松原字平畑 386番地 13 平 22 10月5日

203 
工事等の届出 岩内 II逍跡／散布地

平成 22年 9月24日 文塁60 : の (203) 工事立会
第93条 御坊市岩内字京保 950番 15 平 22 10月5日

204 
工事等の届出 根来寺逍跡／平安～中世、近世 寺院跡

平成 22年 9月24日 文芯60 : の (204) 慎重工事
第93条 岩出市根来字根来 2072番 2 平 22 10月5日

205 
工事等の届出 那ご山坊跡／平安～鎌倉寺院跡

平成 22年 9月 13日 文: 60 ごの 月(2055 ） 工事立会
第93条 東 婁郡那智勝浦町大字那智山字瀧原 42番地 平 22 10 日

206 
工事等の届出 野田地区遺跡／先土器～中世 寺院跡ほか

平成 22年 9月22日 文ご60 ごの (206) 慎重工事
第93条 有田郡有田川町野田 381番地 平 22 10月5日

207 
工事等の届出 高井遺跡／縄文散布地

平成 22年 9月24日 文悶60 犀の 月(2057 ） 浄化槽部分工事立会
第 93条 和歌山市直川字高井恒内 1219-17 平 22 10 日

208 
工事等の届出 和歌山城跡／近世～ 城跡

平成 22年 9月28日 文: 60 犀の (208) 慎重工事
第93条 和歌山市七番丁 24 平 22 10月5日

209 
工事等の届出 八丁田圃遺跡／縄文～鎌倉 散布地

平成 22年 9月30日 文: 60 塁の 胃） 浄化槽部分I事立会
第93条 田辺市秋津町 422-1 平 22 10 t:l 

210 
工事等の届出 神前遺跡／弥 生 散 布 地

平成 22年 9月29日 文第 60ごの り10) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市神前字壱丁長 285番 46 平成 22 10 13日

211 
工事等の届出 山口遺跡／弥生～平安集落跡

平成 22年 9月30日 文羹60 ごの け11) 慎重工事
第93条 和歌山市谷字池尻 33-1の一部 平 22 10 ]31::J 

212 
工事等の届出 宇田森遺跡／弥生（中期～後期） 梨落跡

平成 22年 IO月 1日 文: 60 犀の げ12) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市宇田森 13-10 平 22 10 13日

213 
工事等の届出 山口遺跡／弥生～平安 躯落跡

平成 22年 10月4日 斎塁
60 ごの (213)

慎重工事
第93条 和歌山市谷字池尻 33-7 22 10月 ］3日

214 
工事等の届出 川辺遺跡／縄文～中世 集落跡

平成 22年JO月5日 斎霊60 犀の 旦14) 工事立会
第93条 和歌山市川辺字寺西 175番 l 22 10 13日

215 
工事等の届出 鳴神v遺跡／弥生～平安 散布地

平成 22年 10月5日 文第 60犀の げ15) 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市嗚神字砂子 1013-1、1014-6、1013-10 平成 22 10 13日

216 
工事等の届出 山口遺跡／弥生～平安集落跡

平成 22年 10月5日 文築 60芯の (216) 確認調査
第 93条 和歌山市藤田字楠下 116-5 平成 22 10月 13日

217 
工事絆の届出 三田古墳群／古墳 古墳群

平成 22年 10月5日 文第 60塁の (217) 工事立会
第93条 和歌山市＝葛 538-13 平成 22 10月 13日

218 
工事等の屈出 武住遺跡／縄文散布地

平成 22年 10月6日 斎第60塁の (218)
工事立会

第93条 田辺市本宮町武住字谷口 7番 l 成 22 10月 19日

219 
工事等の届出 岡田 II遺跡／弥生～中柑散布地

平成 22年］0月8日 文： 60 犀の (219) 慎瓜．工事
第93条 紀の川市西井阪字菅井 71番、 7]番 1 平 22 10月 19日

220 
工事等の届出 中黒Il遺跡／弥生～奈良散布地

平成 22年 10月5日 斎第60: の (220)
慎重工事

第93条 岩出市中黒字前島 550-47 成22 10月 19Fl 

221 
工事等の届出 西国分 I遺跡／奈 良 散 布 地

平成 22年 10月6日 亨第60： の (221)
浄化槽部分工事立会

第93条 岩出市西国分字西野々 545の一部 成 22 10月 19日

222 
工事等の届出 関戸遺跡／弥生～室町散布地

平成 22年 10月 19日亨悶60 塁の (222)
工事立会

第93条 和歌山市関戸 4丁目 684番 l 22 10月27日

223 
工事等の届出 藤並地区迫跡／先土器～鎌倉 散布地

平成 22年 10月 14日 文ご60 ： の (223) 慎重工事・
第93条 有田郡有田川町大字天満字夙浦 177-7 平 22 10月27日

224 
工事等の届出 元遺跡／弥生～中世散布地

平成 22年 10月 19日 文： 60 : の (224) 慎重工事
第93条 紀の川市桃山町元字東嶋 460-5 平 22 10月27日

225 
工事等の届出 稲成1I遺跡／古 墳 散 布 地

平成 22年 10月21日 文第 60犀の 言 工事立会
第 93条 田辺市稲成町字荒光 1087番 1 平成 22 10 日

226 
工事等の届出 花山古墳群／古墳 古墳群

平成 22年 10月 18日 文第 60: の 言 慎重工事
第93条 和歌山市岩橋 1646-69 平成 22 10 日

227 
工事等の届出 太田里田遺跡／弥生～奈良集落跡

平成 22年 10月20日 文第 60: の (227) 慎重工事
第 93条 和歌山市黒田 105-5~88-3 平成 22 10月27日

228 
工事等の届出 六十谷遺跡／縄文～弥生 散布地

平成 22年 10月27日斎悶60 : の (228) 工車立会
第93条 和歌山市六十谷 226-34 22 11月8日

229 
丁．事等の届出 井辺遺跡／弥生散布地

平成 22年］0月29H 文第 60: の (229)
確認調査

第 93条 和歌山市井辺字浮長 134番 22 平成 22 11月8日

230 
工事等の届出 三田古墳群／古 墳 古 墳 群

平成 22年JO月29日 文第 60： の (230) 工事立会
第93条 和歌山市＝葛 1156~1156-1 平成 22 11月8日

231 
工事等の届出 春日山城跡／中世 城館跡

平成 22年 10月28日 文ご60 : の (231) 慎菫工事
第93条 海南市大野中字春日山 1056-292 平 22 11月9Fl 

232 
工事等の届出 阿須賀神社逍跡／弥生 散布地

平成 22年 10月29日 文塁60 : の (232) 浄化槽部分工事立会
第93条 新宮市蓬莱一丁目 7414番 7、7414番 9 平 22 11月9日

233 
工事等の届出 宇田森遺跡／弥生 （中期～後期） 集落跡

平成 22年 l]月2日 文第 60： の (233)
浄化槽部分工事立会

第93条 和歌山市宇田森字馬場 13番 8 平成 22 II月9日

234 
工事等の届出 山口遺跡／弥生～平安 集落跡

平成 22年 11月2日
文第 60皇の (234)

慎重工事
第93条 和歌山市谷字鳥居前 99-6 平成 22 11月9日

235 
工事等の届出 榎原遺跡／古墳散布地

平成 22年 11月2且 文芯60 ごの (235) 慎重上事
第93条 和歌山市木ノ本字沖ノ城 467番 8 平 22 11月9日

236 
工市等の届出 木ノ本 I遺跡／散布地

平成 22年 11月2日 文塁60 ］ の (236) 惧重工事
第93条 和歌山市西庄字東池ノ内 79番 14 平 22 11月9日

237 
工事等の届出 太田里田遺跡、太田城跡／弥生～奈良染浴跡、安土桃山 城館跡

平成 22年 11月4H 文： 60 : の (237) 確詑調査
第93条 和歌山市太田 2丁H2番 8、2番 9 平 22 11月9日

238 
工事等の届出 木ノ本 I追跡／散霊地

平成 22年 11月4日 文喜60 口の (238) 慎重工事
第93条 和歌山市西庄字東 ノ内 82番 7 平 22 11月9日

239 
工事等の屈出 河野城跡 I遺跡／室町 城館跡

平成 22年 11月8日
文第 60塁の (239)

浄化槽部分工事立会
第 93条 海草郡紀美野町福田字落合 47-28 平成 22 11月12日
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届根出等拠の法種令類
遺時跡の種名称類
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備考

工第事93等条の届出
堅ELI齋誓］： 生～古墳初頭、 奈良、平安 外集4落箪跡、、字郡宮術ノ跡後 文: 60 ： の (240)240 御坊 釜井戸 54-4、55-1、56-3 72-2、平成 22年］］月 91::1 

平 22 11月12日
慎重工事

71-1外

241 工第事93等条の届出 悶野遺跡／摩生～古後墳 散布地
宮市佐野井関 1363-2 

平成 22年 11月9日 文: 60 ］ の (241)
平 22 11月12日

慎重工事

242 工第事93等条の届出 三田古需群／塁悶 古墳群
和 歌 山 三 葛 口538-13

平成 22年］1月8日 文： 60 : の (242)
平 22 11月12日

慎重工事

243 工第事93等条の届出 中黒 II追跡／弥削.. 生～奈良 散布地
岩出市中黒字島 550-48

平成 22年 11月11日斎ご
60 犀の (243)
22 11月18日

慎重工事

244 工第事93等条の届出 眉悶齋悶
／弥生～古墳散布地
野字井関後 1432-6

平成 22年 11月12日 文ご60 犀に の (244) 
平 22 11月18日

浄化槽部分工事立会

245 工第事93等条の届出 大日山 I岱跡／塁墳～奈良 集落跡
和歌山市辺字日 414-1 

平成 22年 l]月 10日 平文成第 6202号年の11月(24256)日 浄化槽部分工事立会

246 工第事93等条の届出 大日山 I岱跡芸墳～奈良媒落跡
和歌山市辺 日414-7

平成 22年 11月10日 文第 60: の 月(24266) 
平成 22 11 日

浄化槽部分工事立会

247 工第事93等条の届出 花山古悶群五古墳古墳群
和歌山岩 1760-1 

平成 22年 11月12日 平文成第 6202号年の11月(24276)日 慎厘工事

248 
工事等の届出 井辺辿冒／弥生散布地 平成 22年 11月12日 文第 60: の 霜 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山 井辺字中ノ長 95-9 平成 22 11 日

249 
工事等の届出 天田古悶群／古畠古墳群 平成 22年 11月8日 文第 60: の 霜 確認調査
第93条 御坊市屋町北 640-9、640-10 平成 22 11 日

250 
工事等の届出 川辺遺跡／縄文～中世 集鷹跡 平成 22年 11月 15日 文平成第 6202号年の11月(25206)日 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市川辺字薬師棠 277 1、277番 18

251 
工事等の届出 府中w遺冒／弥生～古墳 ご落跡 平成 22年 11月15日 平文第成 6202号年の11月(25216)日 浄化槽部分工事立会
第93条 和歌山市 中字長通り 318 l 

252 工第事93等条の届出 藤並地区遺跡／先土器～鎌倉 散布地
平成 22年 11月18日 平文成第 6202号年の11月(25320)日 確認調査

有田郡有田川町水尻 ll87-5 

253 工第事93等条の届出 ； 巣池遺跡／先土器～縄文散布地
田郡有田川町庄 1040-6

平成 22年 11月19日 文平成第 6202号年の11月(25330)日 工事立会

254 工第事93等条の届出 且雷VI遺跡： 弥生～奈良集落跡
海市且来榊 101-3

平成 22年 11月 ］5日亨悶60 塁の (254)
22 11月30日

慎重工事

255 工第事93等条の届出 嘉喜降II遺跡／縄： ―一嘉岱散畠悶
郡かつらぎ町字 字八 東 1249番 l

平成 22年 10月28日 文悶60 岱の (255)
平 22 11月30日

確認調査

256 工第事93等条の届出 川辺遺岱“ 縄； ～中世 集落跡
和歌山 田流 16-13

平成 22年 11月 18日 平文成第 6202号年の11月(25360)日 慎重工事

257 工第事93等条の届出
川辺遺嘉`  縄斎～中世 集落跡和歌山 田流 16-30

平成 22年 11月］9日 文: 60 ごの (257)
平 22 11月30日

慎重工事

258 工第事93等条の届出 川辺遺胃／ 藤縄ご～中世 集落跡
和歌山 田流 16-23

平成 22年 11月 19日 平文成第 6202号年の11月(25380)日 慎重工事

259 工第事93等条の届出
川辺遺靡`  冒；～中世 集落跡和歌山 流 16-26

平成 22年 11月19日 文: 60 塁の (259)
平 22 11月30日

偵重工事

260 工第事93等条の届出 川辺遺跡市藤／ 縄斎～中世 集落跡
和歌山 田流 16-18

平成 22年］1月 19日 平文第成 6202号年の11月(26300)日 慎重工事

261 工第事93等条の届出
川辺遺悶`  縄亨～中世 集落跡和歌山 田流 16-17

平成 22年 11月19日 文第 60： の 月(2631)0 
平成 22 11 H 

浄化槽部分工事立会

262 工第事93等条の届出
川辺遺悶`  縄； ～中世 集落跡和歌山 田流 16-27

平成 22年 11月19日 文第 60ごの 言
平成 22 11 日

懐重工事

263 工第事93等条の届出 中飯降遺跡／： 生～摩世 散亨地
伊都郡かつら 町大 中飯降大将軍前 1112-1

平成 22年 11月 17日 文第 60: の 言
平成 22 11 H 

工事立会

264 工第事93等条の届出 上塁遺跡／縄文 悶布地
日 郡みなべ町東田 411-6

平成 22年 11月22日 平文第成 6202号年の11月(26340)日 確詔調査

265 工第事93等条の届出 百田中齋跡／言生～中世 集落跡
の川打田八王子 1077-21 

平成 22年 11月22日 文第 60: の 言
平成 22 11 日

慎重工事

266 
工事等の届出

塁田Il遺跡／弥生～中喜5．6散番布l地 平成 22年 11月21日 文平成第 6202号年の11月(26360)日 工事立会
第93条 の川市下井阪字西預

267 
工事等の届出 金剛峯寺遺跡／平安～ 寺院跡

平成 22年 11月 17日 文平成第 6202号年の12月(2617)日 工事立会
第93条 伊都郡高野町高野山字小田原谷 408番

268 工第事93等条の届出 中黒II造跡／弥則‘’ 生～奈良 散布地
岩出市中黒字島 550-33

平成 22年 11月 19日 平文成第 6202号年の12月(2618)日 慎重工事

269 工第事93等条の届出 入山 1: 悶／ 夏悶m古墳
日高郡 町 田2855番地

平成 22年 11月25日亨ご
60 : の (269)
22 12月 1日

慎重工事

270 工第事93等条の届出 神田霊塁： 弥生～古墳散布地
田辺 神田 602

平成 22年 11月26日ご塁
60 : の (270)
22 12月8日

浄化槽部分工事立会

271 工第事93等条の届出 西庄遺嘉／ 畠墳～平番安 散布地
和歌山本 336 7 

平成 22年 11月26日 文悶60 犀の 芦） 
平 22 12 日

慎瓜工事

272 工第事93等条の届出 宇田森霊塁／ 悶生口中期13～番後6期） 集落跡
和歌山 田字場

平成 22年 12月1日 文ご60 ー皐に の (272) 
平 22 12月8日

浄化槽部分工事立会

273 工第事93等条の届出 中里 Il遺塁： 弥即冨9 生～奈良 散布地
岩出市中 島550-52

平成 22年 11月29日 文ご60 犀の 月(2783 ） 
平 22 12 日

慎重工事

274 
工事等の届出 下芳養遺: ／縄文散布地 平成 22年 12月2日 文ご60 : の 月(2784 ） 確詑調査
第93条 田辺市芳松原 2-1430-2 平 22 12 日

275 工第事93等条の届出 闊黒II遺跡／喜生～奈畠散布地
出市中里字 島550 18の一部

平成 22年 11月30日斎塁
60 : の (275)
22 12月10日

惧重工事

276 工第事93等条の届出 北田井齋跳／弥生 （中期）～古墳 （前期） 集落跡
和歌山北 284-42

平成 22年 12月6日 文ご60 : の (276)
平 22 12月 16日

慎重工事

277 工第事93等条の届出 堅田嘉こ／弥生～古墳初頭、奈良、平安 集落跡、郡術跡
御坊 25-3 

平成 22年 12月9日 文: 60 ごの (277)
平 22 12月 16日

工事立会

278 工第事93等条の届出 木ノ雷I遺跡； 悶布地
和歌市西庄 池ノ内 84番 20

平成 22年 12月13日 文第 60塁の け78) 
平成 22 12 16日

慎重工事

279 工第事93等条の届出 上□毛齋跡／悶ご地
和歌山上＝ 堂ノ下 5番 3

平成 22年 12月 13日亨： 60 ごの (279)
22 12月16日

確認調壺

280 工第事93等条の届出 塁遺跡／塁生～中世 ［； 布地
の川市 山町元字東 460番地 6

平成 22年 12月6日 文悶60 ごの (280)
平 22 12月 16日

慎重工事

281 
工事等の届出 中黒 lI遺跡／弥則．． 生～奈良 散布地 平成 22年 12月 13日 文塁60 犀の (281) 慎重工事
第93条 岩出市中黒字島 550-50 平 22 12月2]日

282 
工事等の届出 冒ノロ遺跡／縄盃ご落跡 平成 22年 12月 15日 文: 60 ごの (282) 工事立会
第93条 南市椋木字嗚 2 1 平 22 12月21日

283 工第事93等条の届出 田関西川遺跡／縄文～弥生散布地
日 郡美浜町田井 161-JO 

平成 22年 12月 16日 文ご60号の (283)
平 23年 1月4日

慎重工事

284 
工事等の届出 西渋田遺跡／古墳～奈良 散布地

平成 22年 12月3日 文口60 ょ＇ の (284) 慎重工事
第93条 伊都郡かつらぎ町西渋田 250-1 平 23 1月4日

285 工第事93等条の届出 和歌山冒り／近世～ 城跡
和歌山 番丁 52

平成 22年 12月 17日 文塁60 ］ の (285)
平 23 1月4日

慎重工事

286 工第事93等条の届出 川辺追篇／縄； ～中世 集落跡
和歌山川辺宮西 33-13

平成 22年 12月 17日 文ご60 塁の (286)
平 23 1月4日

浄化槽部分工事立会
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287 工第事93等条の届出 闘歌山篇跡 近世～ 城跡
歌山四番丁 6

平成 22年 12月22日 文第 60: の月（287) 
平成 23 l 4日

確懃調査

288 工第事93等条の届出 大西谷造跡弥生散布地
平成 22年 12月21日 文悶60 : のl'l( 288) 浄化槽部分工事立会

田辺市秋津町 1712-3 平 23 1 4日

289 工第事93等条の届出 小喜[1遺： 弥生散塁地
日 郡日町大字小浦東出 201番

平成 22年 12月21日斎: 
60 ごの (289)
23 1月4日

工事立会

290 工第事93等条の届出 儡内m喜悶／古墳集落、古墳群
坊市 550-11 

平成 22年 12月21日 斎悶60 : の (290)
23 1月4日

慎直上市

291 工第事93等条の届出 川辺迫悶縄文～中世 ：落跡
和歌山 川辺字宮西33

平成 23年 12月24日斎ご60 : の (291)
23 1月 13日

浄化槽部分工事立会

292 工第事93等条の届出 霊は出追跡 覧←ョ・］ 世散亨地
郡かつら 町大東渋田丸毛 38-3、38-4

平成 23年 12月21日斎： 60 ： の (292)
23 1月13日

浄化槽部分工事立会

293 工第事93等条の届出 冒飯降II遺跡／縄文～古代散布地
都郡かつら ぎ町西飯降 136-1

平成 23年 12月21日 文悶60 ごの月（293) 
平 23 1 13日

確認調査

294 工第事93等条の届出 塁
ヶ辻魯跡室町散布地
出市米字中溝 861-1

平成 23年 12月24日 文: 60 : の,F]( 294) 
平 23 1 13 B 

工事立会

295 工第事93等条の届出 ご国分 I虚跡／中世 喜落跡
の川市 国分字村之 158-2、158-3、158-4、159-2 

平成 23年 12月24日 文第 60ごの月（295) 
平成 23 l 13日

工事立会

296 工第事93等条の届出 塁
寺南篇跡／中世城館跡
の）II 貨志川町上野山字北畑 158-33 

平成 23年 12月28日 文平成第 6203号年の1月(21963)日 慎重工事

297 
工事等の届出 木ノ本 I喜跡／贄布地 平成 23年 1月6日 斎悶60 : の (297) 慎頂工事第93条 和歌山市庄字池ノ内 82番の一部 23 1月13日

298 工第事93等条の届出 秋は喜篇／弥生～並平安 誓布地
和 太田字松 561 1の一部、 561番3

平成 23年 1月 11日 文平成第 6203号年の1月(21978)日 慎直工事

299 工第事93等条の届出 田辺篇’ ／近世城跡
田辺 屋敷二丁目 l84-ll

平成 23年 1月7日 文平成第 6203号年の1月(22909)日 浄化柏部分工事立会

300 工第事93等条の届出
府よw 齋雷`  弥生～贋墳 雷落跡和山 字長通 318 の一部

平成 23年 1月 13日 斎： 60 : の (300)
23 1月20日

浄化杷部分工事立会

301 工第事93等条の届出 西岩国出市分西II辿国跡分／字防奈本良 68散9布番地地 l 平成 23年 1月4日 文: 60 : の (301)
平 23 1月20日

本発掘調査

302 工第事93等条の届出 六十谷嘉跡： 胃ご～ 喜＇生 誓布地
和歌山六 揚 457 4 

平成 23年 1月 14日 斎: 
60 : の (302)
23 1月20日

工事立会

303 工第事93等条の届出 井辺遺悶ヽ弥削・ • 生 悶布地
和歌山 字笠 112番 1

平成 23年 1月 14R 平文成第 6203号年の1月(32003)日 確認調査

304 工第事93等条の届出 天神前魯跡／平羹誓布地
有田郡田川町字川字仮屋垣内 590番l

平成 23年 1月 19日 文ご60 ごの月（304) 
平 23 1 21日

工事立会

305 工第事93等条の届出 冒は嘉跡／塁文～奈良 8集の落一跡部
岡田下佃 496-

平成 23年 1月 18日 文平成第 6203号年の1月(32065)日 慎重工事

306 工第事93等条の届出 山一雷跡； 弥生～奈良、中世 散布地
岩出山石原752-2、747-1、747-2地内

平成 23年 1月 13日 文平成第 6203号年の1月(32066)日 工事立会

307 工第事93等条の届出 喜田番悶； 摩生、中世 散布地
出 村前 602番 3

平成 23年 1月 13日 文ご60 犀の (307)
平 23 1月26日

工事立会

308 工第事93等条の届出 北山廃霊； ， 良寺院跡
紀の川 川町北山 297番地 l

平成 23年 1月24日 文平成第 6203号年の1月(32088)日 工事立会

309 工第事93等条の届出 田辺篇下町遺跡／江戸 散布地
田辺栄町 24-1、24-2

平成 23年 1月 18日 文平成第 6203号年の1月(32089)日 慎重工事

310 工第事93等条の届出 魯我： ， 追跡／百塁・←. : 安 散: 地
田 我町中 上井340 2 

平成 23年 1月26日 文: 60 塁の (310)
平 23 1月31日

工事立会

311 工第事93等条の届出 西庄逍篇／ 畠悶～平安散布地
和歌山本 田井田坪 20、21、22、23、24、25、26、15、水路

平成 23年 1月24日 斎: 
60 ー：の (311)
23 1月31日

確詔調査

312 工第事93等条の届出 有功追冒／ 皐布地
和歌山六谷字天神前 ］118番 7

平成 23年 1月21日 斎： 60 一塁の (312) 
23 1月31日

工事立会

313 工第事93等条の届出 春日 111覧跡／ごょ城館跡
海南市野中 日山 ］056番 282

平成 23年 1月22日 文: 60 : の月（313) 
平 23 1 31日

慎重工事

314 工第事93等条の届出 鳴神VI齋悶／ 塁生～江戸散布地
和歌山 月川田 78番 l

平成 23年 1月26日 斎第60ー：の月（314) 
成23 2 10日

工事立会

315 工第事93等条の届出
井辺造需`  弥削• • 生 散布地和歌山 字笠松 112番 1の一部

平成 23年 1月25日 文第 60: の.fl( 315) 
平成 23 2 10日

本発掘調査

316 工第事93等条の届出 三田古悶群／霜 古墳: 
和歌山 三葛 口543 5 

平成 23年 1月27日 斎第60: の (316)
成23 2月 10日

工事立会

317 工第事93等条の届出 報喜講霊臭跡／弥生□9 散布地
和山 川字村坪

平成 23年 1月28日； 第60: の (317)
成23 2月10日

工事立会

318 工第事93等条の届出 中黒II塁塁こ悶生～奈良 散布地
岩出市 島 550~43

平成 23年 1月26日 斎塁60 ； のfl( 318) 
23 2 10日

慎重工事

319 工第事93等条の届出 八岡山城悶： 中世 讐誓
紀の川市 川町岸 八岡 990番 107

平成 23年］月 26日 斎： 60 ； の (319)
23 2月 10日

慎重工事

320 工第事93等条の届出 出辺胃:、町逍跡／江戸 散布地
田辺 福町 4

平成 23年 2月2日 文: 60 ごのJc!( 320) 
平 23 2 10日

工事立会

321 工第事93等条の届出 金剛虐二マ高f: 遺跡芦平安～ ； 院跡
伊都 野町野山 361 地

平成 23年 1月25I:! 文: 60 犀の (321)
平 23 2月 10日

慎重工事

322 工第事93等条の届出 榎原遣闊; 古墨散布地
和歌山 ノ 462-2

平成 23年］月 27日 斎第60悶の (322)
成23 2月10日

慎重工事

323 工第事93等条の届出 和河7南歌番中山学l市・校2和」、ヒ佐方14中8選番字跡、／下1散神53布戸番地1l4、3 番、 145 番 I 3、146 番 1 2 3、平成 23年 1月31日 文第 60犀のFl( 323) 確詑調査
14 、 161番3 13、162番4

平成 23 2 10日

324 工第事93等条の届出 北長田齋跡／縄文、弥生、中世散布地
紀の川 北長田字：野末 38-1、38-2、43-8

平成 23年2月71:1 斎: 
60 ごの (324)
23 2月10日

浄化槽部分工事立会

325 工第事93等条の届出 西鴨牟居古婁墳郡／白古浜墳町才古野墳字鴨居 1492番 l 平成 23年 1月31日 文: 60 : の (325)
平 23 2月 10日

慎重工事

326 工第事93等条の届出 金剛峯; 戸J辿跡畠平安～ 寺院跡
伊都郡野町野山蓮花谷 53-3番地の一部

平成 23年2月3日 文ご60 : の (326)
平 23 2月 10日

工事立会

327 工第事93等条の届出
西庄 Il齋跡｀ 散布地

平成 23年2月 1日
文第 60号の (327)

工事立会和歌山西 154 -17 平成 23年 2月 10日

328 工第事93等条の届出
津秦逍悶`  弥生 悶霊地和歌山 秦字天 98番 7

平成 23年2月3日 亨悶60 ょの (328)
23 2月 10日

確詔調査

329 
工事等の届出 西庄遺靡‘／ 畠塁～平安散ご地 平成 23年2月9日 文: 60 : の (329) 工事立会第93条 和歌山本 田井田坪 4 1 平 23 2月 10日

330 
工事等の届出

嗚神 II遺市悶`  摩生～平安 用水路跡 平成 23年2月4日 文ご60 : の (330) 浄化槽部分工卓立会第93条 和歌山 栗坪 135番 10、135番 11、135番 12 平 23 2月10日

331 工第事93等条の届出 岡闊．齋跡／縄文～奈良 集落跡
海 岡田字下佃 496番 ll 

平成 23年 2月9「I 文: 60 : の (331)
平 23 2月 17日

慎重工事

332 工第事93等条の届出 畠野番跡／弥生～: 墳散布地
宮 佐野字：井関 1401 -]、 ]401-6

平成 23年 2月8El 文: 60 犀の (332)
平 23 2月 17日

浄化槽部分工事立会

333 工第事93等条の届出 夏瀬の: 追跡／弥生 悶塁地
有田郡田川町大字船 新田 3番4

平成 23年 2月8F| 斎: 
60 : の (333)
23 2月17日

工事立会
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334 工第事93等条の届出 寺和歌内古山墳市群吉礼古字墳坂本古］1墳18群番 ］外3箪 平成 23年 1月19日 文第 60ごの月（334) 
平成 23 2 17日

工事立会

335 工第事93等条の届出 木ノ本 I造跡 塁塁地
和歌山市西庄字 ノ内 84番29

平成 23年 2月14日 斎第60ごの月（335) 
成23 2 17日

慎重工事

336 工第事93等条の届出 東那牟智婁山坊郡跡那／智平勝安浦町～鎌那智倉山寺37院跡 平成 23年 2月10日 文ご60 ごの月（336) 
平 23 2 17日

工事立会

337 工第事93等条の届出 塁
上遺>／弥生～中世 集落喜
の川 桃山町最上字東上ノ 612番7

平成 23年 2月9日 文悶60 犀の (337)
平 23 2月22日

浄化槽部分工事立会

338 工第事93等条の届出 西国篇II遺塁／ 畠良 -散1布外地1 
岩出岡田 中 199 5筆

平成 23年 2月15日 文ご60 ごの (338)
平 23 2月24日

慎重工事

339 
工事等の届出 西菖霊谷遺跡／古墳～平安 散布地 平成 23年 2月15日 文塁60 犀の (339) 浄化槽部分工事立会
第93条 田辺文里二丁目 651-43 平 23 2月24日

340 
工事等の届出

東野遺言`  縄文散亨地 平成 23年 2月22日 文ご60 ごの月（340) 確懃調査
第93条 海草郡 野町東野森坪 40番6 平 23 2 24日

341 工第事93等条の届出 鳴神1lI逍~: ロ散布地
和歌山市 字惣拒内 551-1の一部、551-4

平成 23年 2月15日 文ご60 塁の (341)
平 23 2月24日

浄化槽部分工事立会

342 工第事93等条の届出 高井遺跡／縄文散布地
平成 23年2月21日 文第 60ごの (342) 確懃調査

和歌山市直川字高井垣内 1219-18 平成 23 2月25日

343 
工事等の届出 和岩橋歌遺山市跡岩／橋散字布小地路 1050-2、1050-3、1048の一部、1050-1の一部、 平成 23年2月14日 文悶60 ごの (343) 浄化槽部分工事立会
第93条

1049-1の一部
平 23 2月28日

344 
工事等の届出

府中遺雷`  散亨地
平成 23年2月21日 文誓60 : の (344) 工事立会

第93条 和歌山 中森脇 1094-3の一部 平 23 2月28日

345 
工事等の届出 川辺遺篇／縄文～讐 番 集落跡 平成 23年2月22日 文塁60 犀の (345) 慎重工事
第93条 和歌山 藤田字流 34 平 23 2月28日

346 
工事等の届出 岡村霊跡／口文～奈良 集落跡 平成 23年2月24日 文塁60 犀の (346) 慎重工事
第93条 海南岡田下佃 496番8 平 23 3月4日

347 工第事93等条の届出 八丁田圃遺跡／縄文～鎌倉 散布地
平成 23年2月23日 文ご60 犀の月（347) 浄化槽部分工事立会

田辺市秋津町字西八町 231-8 平 23 3 7日

348 工第事93等条の届出 慈尊院Il遺跡／夏塁： 落跡
伊都郡九度山町 慈院字西馬場 51-3、54-1

平成 23年 3月3日 文ご60 ごの (348)
平 23 3月7日

工事立会

349 工第事93等条の届出 旧ば熟帯植物園内遺跡／先土器 出土地
束 郡太地町大字太地 1285-1 他3第

平成 23年 2月28日 斎悶60 : の (349)
23 3月7日

工事立会

350 工第事93等条の届出 井辺遺跡贔生 散布地
和歌山市 字笠松 112番 l

平成 23年 2月25日 文平成第 6203号年の3月(3750日) 浄化槽部分本発掘調査

351 工第事93等条の届出 田辺城下町遺跡／江; 散布地
田辺市中屋敷町 109 3、llO番4、110番8

平成 23年 2月24日 文悶60 ごの月（351) 
平 23 3 9日

浄化槽部分工事立会

352 工第事93等条の届出 小田遺： ／古墳～ 散喜地
橋本市野口町小田字田 164番

平成 23年 2月7日 文: 60 口の (352)
平 23 3月9日

確認調査 餌済届み着工顛末書提出

353 工第事93等条の届出 栄谷遺悶／ 古谷墳85～0-中6世 散布地
和歌山栄

平成 23年 3月1日 文第 60: の月（353) 
平成 23 3 9日

慎重工事

354 工第事93等条の届出 明王寺霊跡／皇良～室町 6散番布l地
和歌山明王字六ノ坪 l

平成 23年 2月28日 文第 60: の (354)
平成 23 3月9日

確認調査

355 工第事93等条の届出 永山遺雷永／ 散亨地
和歌山 山牛神ノ段 160番

平成 23年 3月2日 文第 60ごの (355)
平成 23 3月9日

工事立会

356 工第事93等条の届出 河南中霊悶北方遺跡／散布地
和歌山 佐中 155-3

平成 23年 3月3日 文: 60 ごのFl( 356) 
平 23 3 9日

工事立会

357 工第事93等条の届出 儡内1I" 遺ム目・Rヒ跡／散布地
坊市野44-4 45 48-1 48-4 

平成 23年2月28日 文悶60 塁のfl( 357) 
平 23 3 15日

確言忍調査

358 工第事93等条の届出 海岡畠遺跡／言～奈良 5集番落地跡
市岡田 佃 496-

平成 23年 3月7日 平文成第 6203号年の3月(31578)日 慎重工事

359 工第事93等条の届出 橋高尾本遺市跡尚野．名口古町曽名皿古遺曽跡字／上中ノ世段 7城45館番、3弥4生～ 集落跡 平成 23年3月7日 文： 60 : の月（359) 
平 23 3 17日

工事立会

360 工第事93等条の届出 有功遺闊／ 巳喜地
和歌山 六 字天神前 1117番 1の一番

平成 23年 3月2日 文第 60: の (360)
平成 23 3月 17日

確認調査

361 工第事93等条の届出 木ノ本 I遣跡庄／散布地
和歌山市西 30~58 

平成 23年 3月4日 斎悶60 : の (361)
23 3月 17日

工事立会

362 工第事93等条の届出 和磯脇歌遺山跡市／本脇中世字宮散後布坪地263番 2 平成 23年 3月8日 亨： 60 : の (362)
23 3月17日

確認調資

363 工第事93等条の届出 木ノ本 I遺悶； 塁布地
和歌山市西 池ノ内 84番 17

平成 23年 3月9日 亨: 
60 : の (363)
23 3月17日

慎重工事

364 工第事93等条の届出 鳴神v齋跡／亨生～平安散布地
和歌 山 秋 月 城 堀 259番 l、259番5

平成 23年3月9日 斎ご60 : の (364)
23 3月17日

確認調査

365 工第事93等条の届出
冗遺跡`  虐生～中塁こ布地紀の川 山町元東 460番8

平成 23年 3月3日 平文成第 6203号年の3月(31675)日 慎重工事

366 工第事93等条の届出 和寺歌内山古市墳吉群礼／字古坂墳本 lll古墳9番群、1120番 l、1121番3、1118番 1の一部 平成 23年3月15日 亨: 
60 : の (366)
23 3月22日

工事立会

367 工第事93等条の届出 井辺遺篇： 芦生 喜布地
和歌山 字笠 119番9

平成 23年3月14日 斎悶60 : の (367)
23 3月22日

浄化槽部分工事立会

368 工第事93等条の届出 中黒II遺跡； 弥則̀’ 生～奈畠散布地
岩出市中黒 島550 55 

平成 23年 3月15日 斎ご60 : の (368)
23 3月22日

慎重工事

369 工第事93等条の届出 八岡山城跡／中世城跡
平成 23年 3月14日 文ご60 ： の (369) 慎重工事

紀のIll市貸志川町岸宮字八岡 990番地 90 平 23 3月24日

370 工第事93等条の届出 栄谷追靡／古墳～中世 の散一布部地
和歌 山 栄 谷 847、846

平成 23年3月22日 文第 60: の (370)
平成 23 3月30日

浄化槽部分工事立会

37] 工第事93等条の届出 井辺迎冒／弥生 散布地
和歌山 井辺字山貰 144-46

平成 23年3月22日 文: 60 : のJl( 371) 
平 23 3 30日

確詔調査

372 工第事93等条の届出 田よ塁川遺［ ／縄文～弥生散布地
日郡浜町字田井字川添 194-8、194-9

平成 23年3月22日 文喜60 ごの (372)
平 23 3月30日

確認調査

373 
工事等の届出 東大人遺跡／弥生～中世散布地

平成 23年3月23日 文: 60 : の (373) 浄化槽部分工事立会
第93条 御坊市塩屋町南塩屋 283-1、283-2 平 23 3月30日

374 工第事93等条の届出 田辺胃下町喜跡／73江番戸6 散布地
田辺下屋町

平成 23年 3月29日
文第 60: の (374)
平成 23 3月31日

工事立会

375 工第事93等条の届出 闊黒II遺塁； 弥生～奈畠散布地
出市中 前島 550 54 

平成 23年 3月25日 文塁60 : の (375)
平 23 3月31日

慎重工事

376 
工事等の届出 中黒II遺跡／弥則‘’ 生～奈畠散布地 平成 23年 3月25日 斎悶60 犀の (376) 慎重工事
第93条 岩出市中黒字島 550 35 23 3月31日

377 工第事93等条の届出 中黒II遺跡／弥生～奈畠散布地
岩出市中黒字前島 550 20 

平成 23年 3月25日 文： 60 累の (377)
平 23 3月31日

慎重工事
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埋蔵文化財発掘の届出 （文化財保護法第 94条） 一覧 1

遺時跡代の種名称類
教育委貝会による処理

番号 届出等のり類
届出等をした者 届出等の日付

指文示害の番日サ付
備考根拠条

所在地 指示事項

1 
工事等の届出 束渋田遺跡 ／縄文～中世 散布地

かつらぎ町長 、ド成 22年 3月31日 平文成第 5272号年4 H 9 日 工事立会第 94条 伊者II郡かつ らぎ町大字東渋田 151-1

2 
工事等の届出 出屋追跡 ／弥生～古墳集落跡

和歌山市長 平成 22年 4月 16日 文: 57 ： の (2) 本塁掘調査、
第 94条 和歌山市直川 377地内 平 22 4月27R 工立会

3 
工事等の届出 椒の古墳 ／古瑣古墳

有田市教育委員会教育長 ギ成 22年 4月20日 文: 57 ：． のR( 3) 慎重工事第 94条 有田市初島町浜字経塚 978番地 平 22 4 27日

4 
工事等の届出 和歌山城跡 ／近世～ 城跡

最高裁判所事務詮局経理局長 平成 22年 4月 16日 文悶57 : の (4) 配立管会工事
第 94条 和歌山市二番丁 l 平 22 4月27日

5 
工事等の届出 東渋田逍跡 ／縄文～中世 散布地

かつらぎ町長 平成 22年 4月22日 文第 57： の (5) 工事立会第94条 伊都郡かつらぎ町大字束渋田 151-1 平成 22 5月 10日

6 
工事等の届出 太田城水攻め堤跡 ／戦国～江戸堤跡

和歌山市長 平成 22年 4月28日 文第 57: の (6)
確認調査第 94条 和歌山市黒田地内及び出水地内 平成 22 5月 121::1 

7 
工事等の届出 井辺辿跡 ／弥生散布地

和歌山市長 平成 22年 4月30日 文: 57 : のR( 7) 確認調査第 94条 和歌山市津秦地内 平 22 5 12日

8 
工事等の届出 古佐田遺跡 ／奈良 寺院跡？

橋本市長 平成 22年 4月30日 文第 57犀の月（8) T．事立会第 94条 橋本市古佐田地内 平成 22 5 12日

， _[ —事等の届出 上兵府古墳群 ／古墳古墳群
橋本市長 半成 22年 4月30日 文: 57 ごのR( 9) 確腔調査第94条 橋本市隅田町上兵庫字塚田 270-1、271-1 平 22 5 12日

10 
工事等の届出 金剛峯寺造跡 ／平安～ 寺院跳 西日本電信電話株式会社

平成 22年 5月31日 文ご57 茎の)cj( 10) 工事立会第 94条 伊都郡嵩野町高野Lil479地先 和歌山支店長 平 22 6 9日

l l 
工事等の届出 田辺城下町逍跡 ／江戸 散布地

田辺市長 平成 22年 5月31日 文ご57 ］ の)=j( 11) 工事立会第 94条 田辺市今福町地内 （今福町中屋敷町 1号線） 平 22 6 9日

12 
工事等の届出 束渋田遺跡 ／縄文～中世散布地

かつらぎ町長 平成 22年 6月7日 文悶57 : の月（12) 本発掘調査第 94条 伊都郡かつらぎ町大字東渋田 151-1 平 22 6 16日

13 
工事等の届出 初山城跡 ／中世 砦跡

日本放送協会和歌山放送局長 平成 22年 6月 10日 文： 57 犀の月（13) 工事立会第 94条 田辺市下万呂字片山 309番地 2 平 22 6 23日

14 
工事等の届出 田中遺跡 ／縄文散布地

日高振興局建設部長 平成 22年 6月 14日 文塁57 ］ の月（14) 工事立会第 94条 日高郡日高川町大字船津 平 22 6 25日

15 
工事等の届出 橋高尾本城市跡隅田／町中世大字城霜館草跡字高尾 698-3 橋本市長 平成 22年 4月 19日 文平成第 5272年号の7月(1252)日 慎重工事第 94条

他 2大字 2字 56箪

16 
工事等の届出 粟島逍跡 ／奈良～平安散布地

紀の川市長 平成 22年 7月 14日 文第 57： の月（16) 確認調査第94条 紀の川市東大井 420番地 平成 22 7 22日

17 
工事等の届出 平井逍跡 ／弥生～奈良 散布地 国土交通省近畿地方整備局

平成 22年 7月 23日 文: 57 : 0) 月（17) 確認調査第 94条 和歌山市平井 和歌山河川国道事務所長 平 22 8 4日

18 
工事等の届出 内之浦岩陰遺跡 ／古墳？ 岩陰

西牟婁振典局地域振典部長 平成 22年 7月27日 文悶57 ： の月（18) 工事立会第 94条 田辺市新庄町北内之浦 3057番地先、 3058番地先 平 22 8 4日

19 
工事等の届出 古佐田追跡 ／奈良 寺院跡？

橋本市長 平成 22年 7月27日 文平成第 5272号年の8月(149)日 工事立会第 94条 桔本市古佐田地内

20 
工事等の届出 金剛峯寺逍跡 ／平安～ 寺院跡 西 日本霞信電話株式会社

平成 22年 7月29Fl 平文成第 5272号年の8月(2011)日 工事立会第 94条 伊都郡高野町高野山 734地先 和歌山支店長

21 
工事等の届出 古佐田逍跡 ／奈良寺院跡？

橋本市長 平成 22年 8月2日 文悶57 : の (21) 工事立会第 94条 橋本市古佐田地内 平 22 8月 11日

22 
工事等の届出 田辺城跡 ／江戸城跡

田辺市長 平成 22年 7月30日 斎： 
57 : の (22) 工事立会第94条 田辺市上屋敷一丁目地内 22 8月 11日

23 
工事等の届出 田辺城下町遺跡 ／江戸 散布地

田辺市長 平成 22年 8月4日
文第 57ょの (23)

工事立会第 94条 田辺市下屋敷町 平成 22 8月 111:1 

24 
工事等の届出 萩原II辿跡 ／中世散布地 国土交通省近畿地 胄ヽ1iiii局 平成 22年 7月30日

文第 57； の (24)
確詔調査第 94条 伊都郡かつらぎ町萩原地内 和歌山河川国道事 長 平成 22 8月 19日

25 
工事等の届出 田辺城下町遺跡 ／江戸 散布地

田辺市長 平成 22年 8月5日 文第 57: の (25) 工事立会第94条 田辺市新北町、今福町地内 平成 22 8月 191:1 

26 
工事等の届出 田辺城下町遺跡 ／江戸 散布地

田辺市長 平成 22年 8月5日 斎第 57: の (26)
工事立会第 94条 田辺市湊地内 成 22 8月 19日

27 
工事等の届出 東渋田逍跡 ／縄文～中世 散布地

かつらぎ町長 平成 22年 8月 16日 文塁57 : の (27) 慎重工事第 94条 伊都郡かつらぎ町大字東渋田 151-1 平 22 9月2日

28 
工事等の届出 田辺城下町辿跡 ／江戸 散布地

田辺市長 平成 22年 8月25Fl 文ご57 ーご―の (28) 工事立会第 94条 田辺市湊地内 （湊栄町 1号線） 平 22 9月2日

29 
工事等の届出 東渋田辿跡 ／縄文～中世 散布地

かつらぎ町長 平成 22年 8月24日 文: 57 : の (29) 慎重工事第 94条 伊都郡かつ らぎ町大字東渋田地内 平 22 9月9日

30 
工事等の届出 八反田請／弥生散布地

新宮市長 平成 22年 9月8日 文塁57 ： のR( 30) 確認調査第 94条 新宮市 字久保 77l-l外 13箪字八反田 91-1 平 22 9 28日

工事等の届出 山ー出遺市跡U ／弥生～奈良、中世 散布地
文悶57 ごの (31)31 

第94条
岩 I715-2、752-2、752-4、752-5、718-2、岩出市長 平成 22年 9月6日

平 22 9月28日
工事立会

718-3、718-5、744-2、744-3、745-2 

32 
工事等の届出 根来寺逍跡 ／平安～中世、近世 寺院跡

岩出市長 、ド成 22年 9月 10日 文ご57 ： の (32) 工事立会第 94条 岩出市根来字根米 2347番 20 平 22 9月28日

33 
工事等の届出 根来寺辿跡 ／平安～中世、近世寺院跡

和歌山県知事 平成 22年 9月 15日 文塁57 菜の (33) 慎重工事第 94条 岩',t,'市根来 598-8、598-3、2277、今畑 598-14 平 22 9月2811 

34 
工事等の届出 八丁田圃辿跡 ／縄文～鎌倉 散布地

出辺市水道事業 田辺市長 平成 22年 9月 17日 文第 57: の (34) 工事立会第94条 田辺市秋津町地内 平成 22 10月 1日

35 
t事等の届出 目良遺跡 ／弥生～平安 散布地

IIl辺市水道事業 田辺市長 平成 22年 9月 17日
文第 57素の (35)

工事立会第 94条 田辺rIin良地内 平成 22 10月 1H 
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埋蔵文化財発掘の届出 （文化財保護法第 94条） 一覧 2

届根出等拠条の種名類
遺時跡代の種名称類

教育委員会による処理

番号 届出等をした者 届出等の日付
指文示書の番日号付 指示事項

備考

所在地

36 工第事94等条の届出 笠m束辿跡 ／鎌倉 塁塁地
伊郡郡かつ らぎ町大 田東 825

和歌山県知事 平成 22年9月7日 文塁57 犀の (36)
平 22 10月5日

工事立会

37 工第事94等条の届出 靡
渋1:1:1追跡 ／縄文～中世散布地
都郡かつら ぎ町大字東渋田 151-1

かつ らぎ町長 平成 22年9月］4日 文平成第 5272号年のIO(月371)3 日 工事立会

38 工第事94等条の届出 山一~齋跡 ／弥生～奈良、中世散布地
岩出山 752-2

岩出市長 平成 22年9月28日 文： 57 累の (38)
平 22 10月13日

慎直工事

39 工第事94等条の届出 西要牟害要山郡城白跡浜／町中富世田字・城上跡ミノ谷南側 1653-133他 11箪 紀国土交通省畠ご地喜， 備局
南河川国 務

'l'-1成22年 10月14Fl 文第 57年C の 胃。
ギ成 22 10 日

慎諏工事

40 工第事94等条の届出 野こ浦靡跡加 ／弥生～江戸 2．6散73布番地地
和山 太字苫ヶ沖島 （友ヶ島）

和歌山市長 平成 22年 10月 19日 文： 57 J: の 昇
平 22 10 日

工事立会

41 工第事94等条の届出 嘉渋田遺跡 ／： 文～悶世散布地
都郡かつら 町大東渋田 151-1

かつらぎ町長 平成 22年 9月24日 文第 57ごの (41)
平成 22 11月2日

慎重工事

42 
工事等の届出 田辺城 F町喜跡 ／江戸 散布地 田辺市長 平成 22年 10月14Fl 文： 57 号年の (42) 工事立会
第94条 田辺市湊地 平 22 11月21::1 

43 工第事94等条の届出 げ屋城ご／中世城跡
田郡 田川町大字長谷川 1547-1、1547-3

和歌山県立自然博物館長 平成 22年 11月5日 文ご57 」：：；コの 仇3) 
平 22 11 12日

恨重工事

44 工第事94等条の届出 海岡村南古市墳且群来、城且ノ来内城3跡／古墳 古墳群、中世 城館跡 海南市長 平成 22年 11月5日 文喜57 塁の (44)
平 22 ]]月18日

工事立会

45 
工事等の届出 悶田逍冒／弥生散布地 和歌山県知事 平成 22年 11月4日 斎ご

57 ょ屯 の (45) 
確眩調査

第94条 歌山和田地内 22 11月26日

46 工第事94等条の届出 露行遺需／中世 集落跡
紀の川 重行字東中原 312-2、字石原 433外

和歌山県知事 平成 22年 11月8日 平文成第 5272サ年の11月(462)6 日 慎重工事

47 工第事94等条の届出 岱
ヶ谷魯跡／古墳～室町策落跡
田郡 田川町西丹生図 74地先

有田川町建設課長 平成 22年 11月12日 文第 57： の (47)
平成 22 11月30日

工事立会

48 工第事94等条の届出 和歌山篇跡 ／近世～ 城跡
和歌山 岡山丁 4

和歌山市長 平成 22年 12月 1日 平文第成 5272号年の12月(488)日 慎重工事

49 工第事94等条の届出 西塁降II遺跡 ／町縄大文字～妙古寺代 散布地
伊郡かつらぎ 857 

かつらぎ町長 平成 22年 12月6日 斎: 57 : の 閲9) 
22 12 20 1::1 

慎重工事

50 工第事94等条の届出 嘉こ田遺跡 ／縄文～中世散布地
郡かつらぎ町大字東渋田 151-1

かつらぎ町長 平成 22年 12月6日 文ご57 ごの 胃。
平 22 12 日

工事立会

51 工第事94等条の届出 伊金都剛郡峯高寺野遺町跡高／野平山安字内～子・谷寺川院1跡3-1、字地蔵辻 14-1 和歌山県知事 平成 22年 11月22日斎: 
57 ごの (51)
22 12月20日

慎重工事

52 工第事94等条の届出 木ノ本m塁跡 ／散喜地
和歌山市 ノ本地

和歌山市長 平成 22年 12月13日 平文成第 5272号年の12月(522)0 R 工事立会

53 工第事94等条の届出 西庄II魯跡、この下遺跡 ／散布地、散布地
和歌山西庄内

和歌山市長 平成 22年 12月 14日 平文第成 5272号年の12月(532)1 日 工事立会

54 工第事94等条の届出 金塁喜: 遺跡 ／平安～ ］ 院跡
伊 野町商野山字蓮谷 548-3番地先

高野町長 平成 23年 1月4日 文平成第 5273サ年の1月(5147)日 工事立会

55 工第事94等条の届出 羹塵｀ 田・城遺館跡跡、太田城跡 ／弥生～奈良 槃落跡、 和歌山市公営企業管理者 平成 23年 1月21日 斎ご57 ： の (55) 工事立会

和歌 太田 l丁目 13-16
23 1月31日

56 工第事94等条の届出 木ノ本Il塁跡 ／散喜地
和歌山市 ノ本地

和歌山市長 平成 23年 1月25日 文ご57 犀の月（56) 
平 23 1 31日

工事立会

57 工第事94等条の届出 芳田整辺辿市跡芳／養弥町生字目散良布谷地1633-12、1648-2、1654、国土交通省近犀地嘉整備局 平成 23年 1月26日 文第 57: の (57) 確認調査

1656-2 
紀南河川国道務長 平成 23 2月 10日

58 工第事94等条の届出 西の冒辿跡 ／弥生～古墳散布地
田辺中芳養

和歌山県知事 平成 23年 2月3R 斎第57号年の (58) 
成23 2月 16日

確認調査

工第事94等条の届出
太田 黒8:1城逍館跡跡、太田城跡 ／弥生～奈良 集落跡、

斎ご57 ： の (59) 書皿提通知出恙あ上り顔末59 岱土桃山 和歌山市公営企業管理者 平成 23年 2月 1日
23 2月 16日

工事立会

歌山市太田 1丁目 13-16

60 工第事94等条の届出 ： 我闊の一里塚 ／近世一里： 
田 糸我町中番字鳥居 233 地

有田市教育委員会教育長 平成 23年2月9日 文悶57 ； のR( 60) 
平 23 2 16日

工事立会

61 工第事94等条の届出 霊ノ本rr塁跡 ／散喜地
歌山市 ノ本地

和歌山市長 平成 23年2月 17日 文悶57 ー年" ワの (61) 
平 23 2月28日

工事立会

62 
工事等の届出 崎山屋冒跡／鎌倉城館 和歌山県知事 平成 23年2月28Fl 斎震57 : の (62) 工事立会 無通知ミ工顔末
第94条 有田郡 田川町大字井口字西慶中 23 3月 16日 書提出 り

63 工第事94等条の届出 ロ山屋悶跡／鎌’ 城館田郡 田川町字井口字西慶中
和歌山県知事 平成 23年2月28日 文成第57 ごの (63) 

平 23 3月 16日
工事立会

64 工第事94等条の届出 嗚和神歌山rv市遺跡秋、月嗚地神内～VI遺鳴跡神地／弥内生～江戸 散布地 和歌山市長 平成 23年3月 1日 文ご57 号年の (64) 
平 23 3月 16日

工事立会

65 工第事94等条の届出 lノ町妙寺遺跡 ／弥生～中世 散布地
かつらぎ町長 半成 23年3月2日 斎誓57 ］ の (65) 確認調査

伊都郡かつらぎ町大字丁ノ町地内 23 3月16「I

66 工第事94等条の届出 和歌111冒跡／近世～ 城跡
和歌山 二番丁 l

最高裁判所事務総局経刑Iii長 平成 23年3月7日 文: 57 : の (66)
平 23 3月30日

工本発事掘立調会査、

67 工第事94等条の届出 田辺城跡 ／江戸城跡
田辺市長 平成 23年3月24日 斎悶57 犀の (67) 工事立会

田辺市」こ昂敷二丁目地内 （扇ヶ 浜龍神橋号線） 23 3月31日
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発掘調査の届出（文化財保護法第 92条） 一覧

辿跡の畠称 調査の目的
教育委員会による処理

No. 時関 類 届出をした者 届出の日付
種別

面栢 調査期間 指示貫の日付
在地 文番号

備考

西田井追跡
財団法人 平成 22年4月 12日

l 弥生～靡百 集井番落字1跡森 和雷山市都市整備公社 平成 22年4月2日 本開発発対掘応調査 229.89m ： 成22年4月6日

2和65歌番山 田 ノ前 256番 2、理長 平成 22年 5月28日
第39号

l、266

太田： 田遺: [<法人 貫
発対応

平成 22年6月7日
平文成22ょ6月8日2 弥 生 ～ 良 落跡 長山市都市整備公社 平成 22年5月31日

認調査
20111 

第39 の (2)
和歌山 黒田一丁目 4番9、11 平成 22年 6月18日

和神弥前生歌遺・山跡散市布神地前字馬乗免 593-1、財団法人
開発対掘応

平成 22年 6月21日
平成 22年6月23日

3 588-1 2、547-1、546-1、545
和歌山県文化財センター 平成 22年6月23日

本発調査
4842111 

文第 39号の (3)
-1、542-2 3、貝原 627-1、

理事長 平成 22年 10月29日

628-1、629-1

蛭田坪喜旦
和財歌団山法県人文化財センター

平成 22年7月1日
4 

弥生～ 散布地
平成 22年6月28日

開発対応
66可 - 平成 22年7月（9日

御坊市湯川町小松原蛭田坪 455-2、
理事長

本発掘調査
平成 22年8月6日

文第 39号の 4) 
455-4、456-1、456-4

太田： 田遺: 
財団法人

開発対応
平成 22年 7月12日 ： 成22年7月（12日

5 弥生～ 落跡 和塁山市都市整備公社 平成 22年7月7日 152.33面
和歌山 良太田一丁目 4番9、11 理長

本発掘調査
平成 22年9月 10日

第39号の 5) 

太田 黒［ 追ご、太田城跡
和財歌団法山人市都市整備公社 開発対応

平成 22年 7月15日
平成 22年7月（16日

6 弥生～ 落跡 平成 22年 7月12日 661甘
和歌山市奈 田二丁目 9番2 理事長

本発掘調査
平成 22年9月24日

文第 39号の 6) 

北山廃川・寺寺市院貴、跡北志、川山弥三町生嶋北～遺山中跡世 和財歌団山法県人文化財センター 本開発発対堀応調査
平成 22年7月 15日

平文成第 2329 年号7(7月)22 日7 紀奈良の 散布地 平成 22年6月30日 3,050rrl 
理事長 平成 22年9月30日

根来寺遺跡
和財理団歌事山長法県人文化財センター

遺跡確認
平成 22年 7月 15日

平成 22年7喜22日
8 平岩安～根中世、近世 寺院跡 平成 22年6月 15日

本発堀調査
403rri' 

文第 39号（
出市来 2347番 22、2348番 l 平成 22年9月 10日

八文丁辺～市田鎌圃秋倉遺津跡町・散、字布目東地座八、遺町弥跡3生98・-縄 散布地

［ ：． 法人 夏
発対応

平成 22年8月9日 ： 成22悶8 月（4日， 田 7、398- 山長県文化財センター 平成 22年 7月 16日
発掘調査

1543111 
第39 の 9)

6、397-4、396-4、432-3、430-3、 平成 23年 1月31日
427-3、426-5、392-2、433-4、392-6

立野遺跡

弥生～婁古郡墳す 散布地
西牟 さみ町周参見字字四火十I刀ヽ

財和理歌事団山長法県人文化財センター
平成 22年 8月 19日

10 
2860-1、2861-1、2862-2、尻

平成 22年 7月 16日 ， 発対応
7931対 平文成第 2329号年の8月(150)日

ネ車 2867-3、2866-6、2868-1、2869- 発掘調査
平成 23年 2月28日

］、字菅原 2951-7、2951-6、2950-2、
2952← l、2953-1、2950-4、29553、
2955-1、2954-1、2957-4

1日生吉備～中倉学校校集庭落遺跡 開発対応
平成 22年9月 1日 ： 成22塁8 月（27日11 有田川町遺跡調査会 平成 22年 8月19日 300rr/ 

弥有田郡鎌有田川町下跡津野 647番地他 本発掘調査
平成 22年 10月29日

第39 の 11)

田屋造跡
財冒人

塁
発対応

平成 22年 11月1日 ： 成22雷， 月（ 22日12 弥生～嘉塁塁落跡 和理 市都市整備公社 平成 22年 9月15日
発掘調査

72352m 
第39 の 12)

和歌山 川 須井 田 377番地 平成 23年 2月15日

喜
功遺跡

財員l人
平成 22年 9月27日

13 
布地

和理 市都市整備公社 平成 22年9月21日
開発対応

32rri ： 成22年9月（28日

悶
歌山市六十谷字天神前 1091番 l 本発掘調査

平成 22年 10月
第39号の 13) 

3筆

田屋造跡
財団法人 平成 22年 10月 18日

和弥生歌～山古市墳田屋・集字落南跡大人神 102番 l
遺跡確認

平文成第2329年号の10月(141)9 日14 和歌山市都市整備公社 平成 22年 10月12日
本発堀調査

260rr/ 

外 36筆
理事長 平成 22年 12月17日

井辺遺： 和財理歌事団山法長県人文化財センター
開発対応

平成 21年 10月25日
平文成第 2329年号の10月(152)2 日15 弥生 地 平成 22年 10月1日 1219rri 

和歌山 布神前字祇園圃 94-1他 本発掘調査
平成 22年 12月23日

福田下只
i: 

文、 野2f・16骰町、番布福133地田1、番↑129澤2̀番1133232、番番1 

財団法人
開発 応ヽ

平成 22年 11月1日
平成 22年 11］ 18日

16 悶 3、和歌山県文化財センター 平成 22年 10月25日
本発調査

630団
文第 39号の 6) 

13 4、1 28 理事長 平成 22年 ］1月30日
番3、127番 、 3 、 番 2

［ : 寺遺跡 財団山法県人文 開発対応
平成 22年 10月29日

平成 22年 11］ 22日
17 ？～ 寺院 和歌 化財センター 平成 22年 10月29日 194而

の川市粉河字跡寺川地内 理事長
本発掘調査

平成 23年 1月9日
文第 39号の 7) 

田屋造跡
財<法人

平成 22年 12月27日
弥生～古墳集落跡 開発対応 ： 成 22年 12f1 28日18 
和外歌36山筆市田屋字南大人神 102番 l

和 山市都市整備公社 平成 22年 12月 17日
本発掘調査

747.711-f 
第39号の 8) 

理長 平成 23年 3月25日

太田 里田遺悶‘ 財団法人

誓
発対応

平成 23年 1月24日
平文成 23喜1月 13 日19 弥生～雷良 落跡 和盟山市都市整備公社 平成 23年 1月4日

発掘調査
1605団

第39 の(19)
和歌山太田＝丁目 2番8 9 理長 平成 23年3月25日

田屋鴨山市貨田
財団法人 平成 23年4月1日

弥和生歌 屋・集字落南跡大人神 102番 l
開発対応 平成 23年3月（30日20 和犀山市都市整備公社 平成 23年3月23日
本発掘調査

1469.55rrl 
文第 39号の 20) 

外36筆
理長 平成 23年 6月24日
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発掘調査の報告（文化財保護法第 99条） 一覧 l

番号 遺時跡所代在の種地名類称 調地査方公を行共団っ体た 届出の日付 調査種の別目的 面積 調査期間 備考

散木布ノ地本 I遺跡
確開認発対調応査

平成 22年3月29日
l 和歌山市教育委員会 平成 22年3月31日 14.5111' --

和歌山市西庄字東池ノ内 82番地 平成 22年3月29日

蛭弥御生坊田市～坪古塩遺墳屋跡町・散南布塩屋地字九原坪 531-2、530-2 ロ
発対応

平成 22年3月11日
2 御坊市教育委員会 平成 22年3月11日

詑調査
63I甘

平成 22年3月11日

註～山逍平市跡安有 集落跡 確開詔発対調応査
平成 22年4月14日

3 和歌山市教育委員会 平成 22年4月16日 26751甘
和歌 家字西ノ坪 187番3 平成 22年4月14日

雪～山遺平市跡安谷 集落跡 確間発認対調応査
平成 22年4月20日

4 和歌山市教育委員会 平成 22年4月16日 50rri' —_ 
和歌 字池尻 33番 l、38番 平成 22年4月23日

西和弥生歌田～山井市中遺世北跡字・集馬場落跡添 181-3 確開認発対調査応
平成 22年4月15日

5 和歌山市教育委員会 平成 22年4月19日 675nf 
平成 22年4月15日

確開認発対調応査
平成 22年4月26日

6 縄海岡南文村市～遺奈岡跡良田 集落跡 海南市教育委員会 平成 22年5月6日 40m' • ̀  

字下佃 496番 1、498番3 平成 22年5月7日

江田田戸辺辺市城・散今下布福町地町遺10跡2、103、104 確開発詔対調応査
平成 22年5月17日

7 田辺市教育委員会 平成 22年5月13日 30m ～ 
平成 22年5月21日

太弥生田～ 市奈黒黒良田田辿・集8跡8落-跡3 確開発認対調応査
平成 22年5月］3日

8 和歌山市教育委員会 平成 22年5月14日 10m’ 9→ -

和歌山 平成 22年5月13日

確遺跡認確調認査
平成 22年 1月5日

9 - 紀の川市教育委員会 平成 22年 1月5日 439.66国 —_ 
紀の川市名手市場 639-2、640 平成 22年2月28日

粟良島遺跡
確開認発対調査応

平成 22年 1月28日
10 

紀奈の～川平市安東大散井布字東地山168-1、168-2 
紀の川市教育委員会 平成 22年2月2日 939.48m2 —_ 

平成 22年7月31日

確開発認対調応査
平成 22年5月14日

11 只市璧且履来 集落跡 海南市教育委員会 平成 22年5月17日 20rri --
字野田 252 平成 22年5月22日

端西弥生牟田婁峠・散郡遺布白跡地浜町頷辺 1484番地 4 確開発認対調応査
平成 22年5月20日

12 白浜町教育委員会 平成 22年5月20日 6rrl ―̂  

平成 22年5月20日

儡文歌辺～山遺市中跡世藤 塁落跡 確開認発対調応査
平成 22年4月28日

13 和歌山市教育委員会 平成 22年5月25日 101甘 ―̂ 

和 田流 16番 平成 22年4月28日

確開認発対調応査
平成 22年6月7日

14 鱈市彗且扇来 某落跡 海南市教育委員会 平成 22年6月8日 15rrl ―̂9 

海 652-3 平成 22年6月18日

<歌2屋生番一山追古市1跡の墳小一豆・集島落字椰跡ノ坪 121番の一部、 確開発認対調応査
平成 22年6月21日

15 和歌山市教育委員会 平成 22年6月23日 44m2 --

12 部
平成 22年6月23日

閾歌文辺～山遺市中跡世川 集落跡 確開発認対調応査
平成 22年6月21日

16 和歌山市教育委員会 平成 22年6月23日 3 75rrl ―一

和 辺字宮西 33番 12 平成 22年6月21日

弥関生戸～遺室跡町 散布地 確開発認対調応査
平成 22年6月28日

17 和歌山市教育委員会 平成 22年6月29日 525111 ・・ • 

和歌山市関戸三丁目 776-93 平成 22年6月28日

確開認発対調応査
平成 22年7月13日

18 
野
先有土田田器郡地～有区中田遺世川跡町・寺院跡ほか 有田川町教育委員会 平成 22年7月13日 l2m' --

天満 758-1 平成 22年7月16日

縄糸有文野田郡遺・散有跡布田川地町糸野 363-1、363-4 
確開認発対調応査

平成 22年7月7日
19 有田川町教育委員会 平成 22年7月7日 9rr/ ～ 

平成 22年7月8日

太田城水攻め堤跡
確開発認対調応査

平成 22年7月13日
20 戦国～嘉戸 堤 跡 和歌山市教育委員会 平成 22年7月 13日 lOrrf ―一

和歌山 出水 117の一部 平成 22年7月13日

元遺跡
平成 22年6月17日

21 弥生～開世散布地 紀の川市教育委員会 平成 22年6月25日 確開発詔対調応資 2149 38rr/ 
紀の川 桃山町元字東嶋 459-4、460-1、

平成 22年6月23日460-2、461-3、461-5

太弥生田～ 市奈黒太良田田遺・集3跡7落3、-跡太5、、田安城土跡桃山 城餓跡 確開発認対調応査
平成 22年7月14日

22 和歌山市教育委員会 平成 22年7月21日 5 25rri --
和歌山 295-7 平成 22年7月14日

和井弥歌生辺山遺・散市跡布井辺地字野元 206-1 確開眩発対調応査
平成 22年7月15日

23 和歌山市教育委員会 平成 22年7月21日 20nf ～ 
平成 22年7月15日
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発掘調査の報告 （文化財保護法第 99条） 一覧2

番号 遺時跡所代在の種地名称類 調地査方公を共行同っ体た 届出の日付 調査種の別LI的 面梢 調査期問 備考

和津古墳歌秦～山II市奈遺津良跡秦・散字奥布地ノ畑3番26 開確認発対調応査
平成 22年7月7H 

24 和歌山巾教育委具会 平成 22年 7月21R 20m’ --

‘ | ;•成 22 年 7 月 7 日

縄東伊都文渋郡～田か中遺つ世跡ら・ぎ散町布大地字東渋田 151-1、152-1、 本開発発掘対調応査
平成 22年7月1日

25 かつらぎ町教育委員会 平成 22年 7月15Li 108804 n-f ——· 

153-1 平成 22年9月30日

和岩散布歌橋地山遺市跡岩橋 1034-9、1035-1、1036-1 
確開認発対謂応査

平成 22年 7月28日
26 和歌山市教脊委貝会 平成 22年8月18日 12 38111 ー→

、ド成22年 7月28日

謬三井良遺辺跡・染字・落跡 確聞懃発対調応査
平成 22年8月17日

27 和歌山市教育委員会 平成 22年8月26Fl 57 22ni --
和歌 大日 392番外 l7箪 平成 22年8月19日

弥田生殿～尾室中町遺跡・巣落跡 確開発認対調応査
平成 22年8月31日

28 有田川町教育委員会 平成 22年8月31日 24m' -
有田郡有田川町尾中 264-1 平成 22年9月3日

散和有歌布功地山逍市跡六十谷字天神前 1091番 1外3箪
確開詔発対調応査

平成 22年9月7日
29 和歌山市教育委員会 平成 22年9月14日 43 27nf ―― 

平成 22年9月8日

確開認発対調応査
平成 22年9月21日

30 
且
弥海生南来市～VI且奈遺良来跡字・集落跡 海南市教育委員会 平成 22年9月22Fl 40rrf ー→~

北塚 128番 1 平成 22年9月27日

稲弥田生辺成市遺・稲岩跡陰成町字新江原 3261 確開発眩対調応査
平成 22年 10月8日

31 田辺市教育委員会 平成 22年 10月6日 14n-f •一

平成 22年 10月13日

確開発認対調応査
平成 22年 10月18日

32 
且
弥海南生来市～VI且奈遣良来跡 集落跡 海南市教育委員会 平成 22年 10月18日 30nf ・. 

101-3 平成 22年 10月22日

臼地本Il遺跡
確開発認対調応査

平成 22年 ］0月5日
33 和歌山市教育委員会 平成 22年 10月181:1 80n-f --

山市木ノ本 ］222、1224、1225、1170-2 平成 22年 10月7日

冒～山遺平市跡安藤 集落跡 確開認発対調応査
平成 22年 10月25日

34 和歌山市教育委員会 平成 22年 11月1日 9.43rrf --

和歌 田116-5 平成 22年 10月25日

闘山璧市‘布井地 確開発認対調応査
平成 22年 11月8日

35 和歌山市教育委員会 平成 22年 11月22日 7.6m2 ―ー

和歌 辺字浮長 134番22 平成 22年 11月8日

和太弥生歌田～山市奈黒良太田田遺・二集跡落丁跡目2 番8 9 確開発認対調応査
平成 22年 11月12日

36 和歌山市教育委員会 平成 22年 11月22日 16 76m' • ・ 

平成 22年 11月12日

藤先有土並田器郡地～有区鎌田遺倉川跡町・散水布尻地1187-5 確開発認対調応査
平成 22年 12月3日

37 有田川町教育委員会 平成 22年 12月3日 16m' —_ 

平成 22年 12月6日

: 
発対応

平成 22年 ］］月29日
38 縄西伊都文飯郡～降古か1I代つ遺ら跡・散ぎ布地 かつらぎ町教育委員会 平成 22年 12月10日

詔調査
100m' ・ -

町大字妙寺 857 平成 22年 12月10日

稲弥田生辺成市辿・岩芳跡養陰松原 2-1430-2 確開発冦対調応査
平成 22年 12月17日

39 田辺市教育委員会 平成22年 12月14日 60rrl -' 

平成 22年 12月28Fl 

［： 地毛遺跡 確開詔発対調応査
平成 23年 1月13日

40 和歌山市教育委員会 平成23年 1月6日 lOrrl • → 

山市上コ毛 5-3 平成 23年 1月］3日

古天御墳坊田市古・古塩墳墳屋群群町北塩屋640-9、640-10 確開詔発対調応査
平成 22年 12月14日

41 御坊市教育委員会 平成 22年 12月14日 10.75吋 -
平成 22年 12月14日

和和近世歌歌山山・城市城館四跡跡番丁 6 確開懃発対調応査
平成 22年］2月27日

42 和歌山市教育委員会 平成 23年 1月311::1 10m’ -
平成 22年 12月27日

闘山逍｀市神地 確開発懃対調応査
平成 23年 1月28日

43 和歌山市教育委員会 平成 23年2月9日 30m ー→

和歌 前 112番2 平成 23年 1月28日

要中1西6捐牟56害婁山番！郡城成地踪白勒l 浜町宮m字j-ミノ谷南側 l655番地 本学発術掘研調究資
平成 23年2月10日

44 白浜町教育委員会 平成 23年2月22日 117rrf ―― 

平成 23年3月9日

奈西良国分・散II布遺地跡
確開発懃対調応査

平成 23年2月15日
45 岩出市教育委員会 平成 23年2月24日 641甘 ―ー

岩出市西国分字筋元 689番 l 平成 23年2月18日
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出土文化財認定通知（文化財保護法第 102条） 一覧 1

No. 物件名 遺時発跡代見の・場種名所称類 発見日 懃定H 認定者 発見者 上地所有者 保管勘所 備考

弥生土器、石器 田辺市秋：． 町244-I 

悶
歌山県 田辺塁 田辺歴史民俗

l 八丁田： 跡 平成 22年 1月19日 平成 22年4月9H 個人
一括

縄文～ 散布地
ギ日女天貝＝ム云 教育員会 資料館

器陶鉄古コ磁代、）ン］須器瓦~テ恵鉄等、ナ．器釘、中、石等800瓦世鏃、瓦器箱柱、、、 剥士部弥師r材生f等器等士、、紀の川廃嘉市冠費志川山弥三町生北嶋～ 山地内
平成 21年6月9日

和歌山県員 財旦法人
2 北 遺跡 平成 22年4月9日

嬰
山県 個人 旧岩橋整理事務所

北奈良山 跡、 中世散布地 平成 22年3月15日
教 育 委 会

化財センター

土逍物師器袋 l 袋
伊畠郡かつらぎ町妙寺地内

和歌山悶 かつらぎ: かつらぎ町
3 西降II追跡 キ成 21年3月16B 平成 22年4月16日 かつらぎ町長

縄文～古代散布地
教 育 委 会 教育委貝 教育委員会

須遺物恵器袋、 土l袋師器
伊都郡かつらぎ町西飯降 230-3

和歌山県 かつらぎ町 かつらぎ塁4 西飯降 1I遺跡 平成 20年 11月20日 平成 22年4月16日
教育委員会 教育委員会

かつらぎ町長
教育委員

縄文～古代散布地

遺白磁物、袋須恵l袋器、上帥器
伊塁郡かつらぎ町西飯降 230

和教歌育委山員県会 かつらぎ塁 かつらぎ町
5 西降II遺跡 平成 20年8月26日 平成 22年4月16日

教育委員
かつらぎ町長

教育委員会
縄文～古代散布地

6 染遺付物袋、土師1袋器
伊西都飯郡降かIIつ遺ら跡ぎ町妙寺～西飯降地内

平成 20年 11月51::1 平成 22年4月16日塁
歌山県 かつらぎ喜 かつらぎ町長

かつ らぎ町

縄文～古代散布地
ゴ自女天貝＝ム云 教育委員 教育委員会

土言器
伊都郡かつらぎ町西飯降地内

は
歌山県 かつらぎ町 かつらぎ悶7 

逍袋 l袋
西飯降Il造跡 平成 21年 1月10日 平成 22年4月161:1 

育委員会 教育委員会
かつらぎ町長

教育委員
縄文～古代散布地

土遺物師器袋 l 袋 臼
郡かつらぎ町西飯降地内

和教歌育委山県員会 かつらぎ塁 かつらぎ町
8 降II遺跡 平成 21年 1月26日 平成 22年4月16日 かつらぎ町長

～古代散布地
教育委員 教育委員会

遺染付物袋、土師l袋器
伊都郡かつらぎ町西飯降 154-2

以
歌山県 かつ： ぎ町 かつらぎ悶， 西飯降rr遺跡 平成 21年 1月19日 平成 22年4月16日
ゴ同天女貝＝ム云 教育 員会

かつらぎ町長
教育委貝

縄文～古代散布地

土遺物師器袋 l 袋
伊ロ郡かつらぎ町妙寺 910-8

和教歌育委山県員会 かつらぎ悶 かつらぎ： 10 西降II遺跡 平成 2]年 1月20D 平成 22年4月16日
教育委員

かつらぎ町長
教育委員

縄文～古代散布地

伊都郡かつらぎ町西飯降 230-2、

11 土遺物師器袋 l 袋
230-5 

平成 21年2月5日 平成 22年4月16日 和教歌育委山県員会 かつらぎ塁 かつらぎ町長 かつらぎご
西悶降Il遺跡 教育委員 教育委員
縄～古代散布地

染遺付物袋、須恵l袋器、土師器
伊縄西都飯文郡降～ かつらぎ町中飯降 394-5

和教歌育委山県員会 かつ らぎコ・ かつらぎ町
12 ll迫跡 平成 21年 1月13日 平成 22年4月16日

教育委員
かつらぎ町長

教育委員会
古代散布地

陶磁器、 悶器
伊都郡かつらぎ町中飯降 270-5

は
歌山県 かつらぎ町 かつらぎ塁13 

遺物袋 西飯降Il貫跡 平成 20年7月15日 平成 22年4月16日
コ目天ー女貝＝ム云 教育委員会

かつらぎ町長
教育委員

縄文～古 散布地

陶遺磁物器袋 1 袋
伊芦冒かつらぎ町中飯降地内

和歌山悶 かつらぎ: かつらぎ町
14 西 II遺跡 平成 21年2月27日 平成 22年4月16Fl 

教脊委会 教育委員
かつらぎ町長

教育委員会
縄文～古代散布地

土遺物師器袋 1 袋
伊都郡かつらぎ町中飯降 289-1

和教歌育委山員県会
かつらぎ町 かつらぎ町

15 西嬰降Il遺跡 平成 21年 1月23日 平成 22年4月16日
教育委員会

かつらぎ町長
教育委員会

縄～古代散布地

瓦、瓦器、 言焼
伊都郡かつらぎ町上天野 230

悶
歌山県

かつ畠ぎ:f かつらぎ町
16 

コンテナ 丹古墳生都～比売社神跡社境内造跡 平成 20年8月20日 平成 22年4月16日
ギ月天女貝＝ム云 教育員

かつらぎ町長
教育委員会

中国製陶贋器、同産胃磁
岩出市寺～番根迫中地跡世米の、2］1近32携番地の 1（一部）、

平成 21年5月11日

17 器、土口土器、瓦土 1987 
平成 22年4月21日 和教歌育委山員県会 岩出塁 個人 岩管理出市収教蔵育庫委員会

器、瓦
悶ご 、 寺院跡

平成 22年3月31日
教育貝会

コンテナ 9箱

田辺市秋: 町字東八町地内 平成 22年3月8日 財旦法人
国土交， : 

18 弥生土器（壺塁）、陶磁器 八丁田圃跡 平成 22年4月27日ば
歌山県

嬰
山県 近塁地 備 旧岩橋整理事務所

コンテナ 2 
縄文～鎌 散布地 平成 22年4月 12日

ギ月女天貝＝ムム
化財センター 事局務南所長河川国

土遺物師器袋、 瓦l袋器
伊ご郡かつらぎ町中飯降地内 半成 21年 11月18日

和歌山賞 かつらぎ町 かつらぎ町
19 西降II遺跡 平成 22年5月 lO日

教育委会 教育委員会
かつらぎ町長

教育委員会
縄文～古代散布地 平成 21年 11月19日

伊都犀かつらぎ町大藪 38-1 平成 21年4月27日 国土交通ヽ
20 道鏡、刀子、冒磁器

胃陀前経塚 平成 22年5月10日
和歌山県 かつらぎ町 近畿地方備 かつらぎ町

コンテナ l 
代～中世経塚 平成 21年5月22日

教育委員会 教育委貝会 局ご歌山河川 教育委員会
国 務 所 長

21 士遺物師器袋 l 袋

2伊30都番郡5かつらぎ町西飯降230番2、

平成 21年4月 ］3日 平成 22年5月 10日 和教歌育委山県員会 かつらぎ喜 個人 かつらぎ: 
西飯降II遺跡 教育委員 教育委員

縄文～古代散布地
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出土文化財認定通知 （文化財保護法第 102条） 一覧2

No. 物件名
遺発跡見の場名所称

発見日 詑定日 詑定者 発見者 土地所有者 保管場所 備考
時代種類

伊都郡かつ らぎ町西飯降 230-1、

22 
土師器 230-6 

平成 21年 6月3日 平成 22年 5月10日
和歌山県 かつ らぎ町

個人 かつらぎ: 
遺物袋 1袋 西飯降II遺跡 教育委員会 教育委員会 教育委員

縄 文 ～ 古 代 散 布 地

土師器
伊都郡かつらぎ町中飯降地内

和歌山県 かつらぎコ かつらぎ塁23 
遺物袋 l袋

西飯降Il遺跡 平成 21年 9月14日 平成 22年 5月10日
教育委員会 教育委員

かつらぎ町長
教育委員

縄文～古代散布地

土師器
伊都郡かつらぎ町西渋田 8-7

和歌山県 かつらぎ町 かつらぎ町
24 

遺物袋 1袋
東渋田遺跡 平成 21年 9月15日 平成 22年 5月10日

教育委員会 教育委員会
個人

教育委員会
縄文～中世 散 布 地

土師器
伊都郡かつらぎ町妙寺地内

和歌山置 かつらぎ町教育 かつらぎ町
25 

逍物袋 l袋
西飯降II遺跡 平成 21年 10月5日 平成 22年 5月10日

教育委会 女釆貝ロム云
かつらぎ町長

教育委員会
縄文～古代散布地

縄文土器、土帥器、中国 閲都郡かつらぎ町中飯降地内、
平成 21年 9月11日

財和歌団法山県人
26 

製磁器、国産陶磁器、石器、 薮地内
平成 22年 5月］0日 和教歌育委山県員会 和歌山県知事 旧岩橋整理事務所

石製品 中飯降遺跡、加陀寺前経塚
平成 22年 2月15日 文化財センター

コンテナ 60箱 弥生～中世散布地、

洵南市野上中 417-2、419-1、

弥生土器、
420、423、424-1、425、431-1、平成 21年 4月10日

和歌山県 海南市 海南市文化財保存
27 

コンテナ l 
432-1、432-2 平成 22年 5月19日

教育委員会 教育委員会
個人

作業所
野上中南遺跡 平成 21年 5月1日
弥生、中世集落跡

土師器
海南市野上中 9 平成 21年 5月11日

和歌山県
海南嬰 作海南業所市文化財保存28 

1カゴ
野上中南遺跡 平成 22年 5月19日

教育委員会 教育員会
個人

弥生、中世集落跡 平成 21年 5月12日

土師器 海南市冒田 256 和歌山県 海南塁 海南霊文化財保存29 
lカゴ

岡村遺 平成 21年 7月6日 平成 22年 5月19日
教育委員会 教育員会

個人
作業

縄文～奈良梨落跡

海南市野上 中 431-1、432-2、
平成 21年 11月16日

30 
弥生土器 432-2 

平成 22年 5月19日
和歌山県 海南塁 個人 冑南市文化財保存

コンテナ 3箱 野上中南遺跡
平成 21年 12月21日

教育委員会 教育員会 業所
弥生、中世集落跡

弥生土器、瓦器、陶磁器、
紀の川市名手市場 641

平成 21年 10月1日
和歌山県 紀の川市 紀の川市歴史民俗

3l 石器、近世瓦
国史跡 旧名手宿本陣

平成 22年 5月31日
教育委員会 教育委員会

紀の川市長
資料館

コンテナ 19箱 平成 22年 3月31日

弥生土器、須恵器<i宰一
甕） 、土師器、瓦 椀

すり鉢羽釜閾 JIil、
橋本市神野々地内 平成 22年 2月1日 財団法人 財団法人和歌山県

32 
土師質羽釜、 i骨焼、天

神野々 I遺跡 平成 22年 7月27日 和教歌育委山県員会 和歌山県 和歌山県知事
整文化理事財務セ所ンター目茶碗、中国製磁器（青

弥 生 ～ 中 世 散 布 地 平成 22年 7月7日 文化財センター
磁白餡） 、瓦、サヌカ

イト剥片、 悶
コンテナ

須陶磁恵器器等、瓦器、 土師器、日高郡； 南町西ノ地 498-1
和教歌育委山員県会33 太鼓屋遺跡 平成 21年 10月頃 平成 22年 8月11日 個人 個人 発見者自宅

コンテナ l箱 古墳、中世～近世散布地

弥生土器、土師器、須恵器、 御坊市湯川町小松原 平成 22年 7月1Fl 
和歌山県

財団法人 財団法人和歌山某
34 木製品 蛭田坪遺跡 平成 22年 8月11日

教育委員会
和歌山県 和歌山県知事 文塁財センター

コンテナ l箱 弥 生 ～ 古 墳 散 布 地 平成 22年 7月23日 文化財セン ター 調事務所

備前悶言冒、̀ 国製磁
器（ 、瀬戸 岩出市根来地内 平成 22年 7月22日

平成 22年 11月22 和歌山県 財旦法人 塁<ょ人 和歌山誓； 輩財セ35 天目茶碗、土師器皿、近 根来寺遣跡
日 教育委員会

和山県
総 山根=岳-=-ホ来寺 ンター 務所

世陶磁器、石製品 （墓石）、平安～中世、近世寺院跡 平成 22年 10月28日 文化財センター
金属製品 （用途不明品）

海草郡紀美野町福田字澤 132番
瓦器、土師器、須恵器、3、131 番 4、121 ヽ冑3、129 番 3、 平成 22年 l]月4日 財団法人 財団悶人和歌山県

36 
木製品など 128番 3、127番 6 道、131番 2、

平成 23年 1月20日 は
歌山県

和歌山県 紀美野町長 文愈化庫 センターコンテナ 132番 2地内
平成 22年 12月28日

ギ自 —天ク：貝＝ L云‘ 
文化財センター

木製品 3 
:
: 田下遺跡
文、中世散布地

須恵器、軒丸瓦、丸瓦、 紀の川市東大井 地内 平成 22年 12月6日
和歌山県 紀の川市 紀の川市歴史民俗

37 平瓦 粟島遺跡 平成 23年 2月10H 
教育委員会 教育委員会

紀の川市長
資料館

コンテナ l箱 奈 良 ～ 平 安 散 布 地 平成 22年 12月28日

土讐 （皿 土釜ょ 瓦
器皿）、瓦 （軒瓦 紀の川市粉河字寺川地内 平成 22年 11月4日

ば
歌山県

財団法人 財団法人和歌山県
38 丸瓦平瓦）、陶器 （備前 粉河寺遺跡 平成 23年 2月10日

ゴ閂一天仄貝’コノ云‘ 和歌山県 和歌山県知事
新文化在財家分セ室ンター

常滑）、磁器 （青陪） 奈良？～ 寺院跡 平成 23年 1月7日 文化財センター
コンテナ 8箱

瓦恵（古器代、瓦 中世瓦 ）、紀の川市貴志川町北山地内
平成 22年 7月15日 財団法人 財団<人和歌山県

39 
須 瓦器、土師器、 北山廃寺 北山三饒遺跡

平成 23年 2月10日
和歌山県

和歌山県 紀の川嬰長 文化センター
陶磁器等 奈良寺院跡、弥生～中世散

平成 23年 1月18日
教育委員会

文化財センター
ほか 5

旧岩整理事務所
コンテナ 456箱 布地

縄文土器、弥生土器、陶
紀の川市名手市場 641

平成 22年 12月6日
和歌山県 紀の川市

馨
の川市歴史民俗

40 磁器、近且瓦、石器、銭
国史跡 旧名手宿本陣

平成 23年 2月10l::l 
教育委員会 教育委員会

紀の川市長
料館

貨 コンテナ 28箱 平成 23年 1月 19日
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平成 22年度

和歌山県内における埋蔵文化財の調査成果
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市町村教育委員会による調査一覧 l
和歌山市

逍跡名 所在地 調査期間
調査

No. 
面積

1 北田井遺跡 和歌山市北 284-64 H22 4.7 0 751甘

2 津秦遺跡 和歌山市有家 187番3 H22.4.14 26 7511{ 

3 西田井造跳 和歌山市北＼81-3 H22.4 20 6.751甘

4 駕ノ森遺跡 和歌山市蒋ノ森東ノ丁 9 H22.4.20 2.25111 

5 山口遺跡
和歌山市谷 33番 l、 H22.421 

50.66ni 
38番 ~ 4. 2 6 

6 城の前II遺跡 和歌山市朝日 878-5 H22.4 23 8.55111' 

7 川辺遺跡 和歌山市藤田 16 H22.4.28 563可

和歌山市川辺 243番4、 H22.4 30 
8 川辺遺跡

193番外 ~5.7 
247 25n{ 

， 太田黒 田遺跡 和歌山市黒田 88-3 H22 513 12.241甘

10 商井辿跡
和歌山市直川 1233-18

H22.514 4 321廿
20、1230-3 

l l 高井遺跡 和歌山市直川 1219-11 H22.514 3.38111 

12 高井遺跡
和歌山市直川 1230-1、

H22.5.21 384n1 1229-3、1233-9

13 高井遺跡 和歌山市直川 1219-14 H225.25 3751甘

14 有功逍跡 和歌山市六十谷 I-!22 5.25 12.88rn' 

15 晒山古墳群 和歌山市大谷 421-17 H22.526 3.38m 

16 六十谷遺跡 和歌山市六十谷 338番6 H22.5.31 368m' 

17 太田黒田遺跡
和歌山市里田 2丁目

H22.6.l 12.88rrl 1-4~1-20 

18 高井遺跡 和歌山市直川 1219-12 H22.6.l 3.75rr/ 

19 岩橋千塚古墳群 和歌山市岩橋 1464-7 I--!22 6.3 4.20ば

20 高井遺跡 和歌山市直川 1218-6 H2268 6 48rrf 

21 磯脇遺跡 和歌山市本脇 310番8 H22.69 2.1対

22 六十谷遺跡 和歌山市六十谷 338番5 H22.616 336rrl 

23 田屋遺跡
和歌山市小豆島 121、 H22.6.21 

36.36m 122番 l ~623 

24 川辺造跡 和歌山市川辺 33-12 H22.6.21 3 75rri 

25 川辺遺跡 和歌山市藤田 16-22 H22 6.21 375rrl 

26 川辺逍跡 和歌山市山口西 1-16 H22.6.21 10650m 

27 関戸遺跡
和歌山市関戸 3丁目

H22.628 5.251甘
776-93 

28 岩涌千坂古培群 和歌山市岩瀬 1464-4 H22.7 l 4 751甘

29 井辺遺跡 和歌山市神前 120-6 H227.5 5.761n 

30 井辺神前逍跡 和歌山市神前 67-4 H22 7.6 2rr/ 

31 津秦II遺跡 和歌山市津秦 3-26 H22 7.7 20.14m' 

32 
太田城

和歌山市出水 117 H22713 8.82I甘
水攻め堤跡

33 府中遺跡
和歌山市府中

]-!22 7 13 1.50111 
1172 1173 

34 井辺遺跡 和歌山市井辺 206-1 H22.715 1s.4orrl 

35 木ノ本 I
和歌山市西庄

H22 716 1350団49-1~49-2 

36 岩橋遺跡
和歌山市岩橋 1034-9、

H22 7.28 12 38rr/ 1035-1、1036-1 

37 川辺遺跡
和歌山市山口西 1-16 

H228.2 154m 
～川辺40-10

38 大日山 I逍跡 和歌山市井辺 392外
H228.17 

57.22m ~ 8. 1 9 

39 有功遺跡 和歌山市六十谷 1050-1 H22.93 3.75可

40 城ヶ森逍跡 和歌山市吉礼 627-33 H22.93 312ni 

41 関戸遺跡
和歌山市関戸3丁目

H22.9.3 7.Snf 6-6~8-43 

文化庁 県教育委員会による指示
実施機関 調査経緯 調査内容

文書番号 指示事項

文第 52] (285) 工事立会
和歌山市

ガス管撤去
遺構なし

平成 2 2月3日 教育委員会 遺物なし

文第 叫号年(331) 確認調査
和歌山市

宅地造成 遺追構物 土な師し器小片 （第 1次）平成 3月24日 教育委員会

文第 5号 (338)
確詫調査

和歌山市
個人住宅 造悶中世と古墳時代の遺構面溝ピソト （第 4次）

平成 22年3月26日 教育委員会 遺 なし

文第` (337) 
工事立会

和歌山市
ガス管工事 遺遺構物 ななしし

平成 3月26日 教育委員会

文第 5号 (317)
確詑調査

和歌山市
宅地造成 遺悶杭状ピソト （第7次）

平成 22年3月15日 教育委員会 遺 なし

文第 5号 (280)
工事立会

和歌山市
個人住宅 遺遺構物 土な師し器小片平成 22年 1月22日 教育委員会

文第 60: (3) 確認調査
和歌山市

個人住宅 造悶なし
平成 22 4月9日 教育委員会 遺 なし

文: 5 2ー］ (277) 和歌山市
遺構 古墳， 代初頭か ら飛鳥時代の遺構面

平 2 1月21日
工事立会

教育委員会
店舗建設 土坑溝 ット

遺物なし

文第羞］(305) 確認調査
和歌山市

専修学校 遺遺構物 ななしし
平成 2月22日 教育委員会

文第 5号 (320)
工浄事化槽立部会分

和歌山市
個人住宅 逍悶なし

平成 22年3月15日 教育委員会 遺 なし

文第 60号 (38) 工浄化事槽立部会分 和歌山市
個人住宅 遺悶ピット 1基 （B9 ] 9ヽヽ期不明）

平成 22年5月24日 教育委員会 遺 土師器小片 l

文第 5l: (247) 工浄化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅 昇 なし
平成 2 12月18日 教育委員会 なし

文第 5号 (298) 工浄化事槽立会部分 和歌山市
個人住宅 遺遺構物 ななしし

平成 22年2月10日 教育委員会

文第 60号 (9)
工浄事化槽立部会分

和歌山市
遺構 弥生時代落ち込み l基時期不明ピソト l

平成 22年4月 16日 教育委員会
集合住宅 霜次）

なし

文第 5号 (269) 工浄化事槽立部会分 和歌山市
個人住宅 遺塁なし

平成 22年 ］月 8日 教育委員会 遺 なし

文ご`  (293) 
浄よ悶部分 和歌山市

個人住宅 悶 なし
平 2月 10日 工会 教育委員会 土師器小片

文塁60号 (29) 工事立会 悶歌山市
ガス管埋設 遺遺構物 な弥生し土器 古墳時代須恵器 奈良時代

平 22年 5月 12日 育委員会
須恵器

文ご5号 (12246月) 塁輩槽部分 和歌山市
個人住宅 遺遺構物 ななしし

平 21年 18日 .lL」-̂云 教育委員会

文第 5号 (303)
工浄事化槽立部会分

和歌山市
個人住宅 遺悶なし

平成 22年2月 19日 教育委員会 遺 なし

文第 60号 (39) 工浄事化槽立部会分 和歌山市
個人住宅 遺悶なし

平成 22年5月24日 教育委員会 遺 土師器 瓦器小片

文第 60号 (80)
工事立会

和歌山市
個人住宅 遺悶なし

平成 22年6月23日 教育委員会 遣 摩滅した土師器小片少量

文第｀ (328) 
浄輩槽部分 和歌山市

個人住宅 遣口なし
平成 3月 18日 工立会 教育委員会 遺 古墳時代土師器

文第 60号 (33)
確訟調査

和歌山市
集合住宅

遺 構 な し
平成 22年5月 19日 教育委員会 遺物 中世土師器小片

文悶`  (282) 
確認調査

和歌山市
個人住宅 遺遺構物 土な師し器小片平 1月25日 教育委員会

文第 60号 (32)
工浄化事槽立部会分

和歌山市
個人住宅

遺 構 な し
平成 22年5月19日 教育委員会 遺 物 な し

平文成第 6202 号年 5(4月4)31 日 工事立会 和歌山賞
教育委会

ガス管埋設 遺遺構物 ななしし

文第 60: (57) 確認調査
和歌山市

個人住宅 遺喜なし
平成 22 6月9日 教育委員会 遺 室町時代の逍物包含層（第 2次）

文第 5号 (321) 浄・輩槽部分 和歌山市
個人住宅 遺悶なし

平成 22年 3月15Fl 工立会 教育委員会 遺 なし

文第 5号 (334)
工浄事化立槽会部分

和歌山市
個人住宅

遺構なし
平成 22年 3月24日 教育委員会 逍物なし

文悶60 塁(49) 工事立会
和歌山市

宅地造成 遺遺構物 ななしし
平 22 6月8日 教育委員会

文第 60ご(102) 確認調査
和歌山市

診療所 遺悶なし
平成 22 7月9日 教育委員会 遺 中世土師器小片 （第2次）

文第 60: (61) 確認調査
和歌山市

個人住宅 辿悶なし
平成 22 6月9日 教育委員会 遺 なし

文第 60(55) 
工事立会

和歌山市
個人住宅

遺 構 な し
平成 22年6月9日 教育委員会 造物土師器小片

文ご60 ー年ロ巧 (68) 和胃山市 遺悶 なし
確認調査 集合住宅 追 弥生時代後期末～古墳時代初頭の遺物

平 22 6月16日 教委員会
包含層 （第8次）

文第 60号 (69)
工事立会

和歌山市
ガス管埋設

遺構なし
平成 22年6月16日 教育委員会 遺物なし

文第 60号(129)
確眩調査

和歌山市
個人住宅

追構なし
平成 22年 7月28日 教育委員会 遺物土師器中世土師器小片 （第 1次）

文第 60号 (44)
工事立会

和歌山市
ガス管埋設 遺悶なし

平成 22年 5月31日 教育委員会 遺 なし

文第 60号 (58)
確認調壷

和歌山市
宅地造成 遺悶なし

平成 22年6月9日 教育委員会 遺 奈良時代の遺物包含層

文: 60号 (125) 浄輩槽部分 和歌山市
個人住宅 遺遺構物 ななしし

平 22年 7月22日 工立会 教育委員会

文第 60: (63) 工浄化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅
遺構なし

平成 22 6月15日 教育委員会 遺物なし

文第 60号 (91)
工事立会

和歌山市
ガス管埋設

遺構なし
平成 22年 7月6日 教育委員会 追物 奈良時代の土師器甕の把手 2点

-27-



市町村教育委員会による調査一覧2

遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁 県教育委員会によ る指示

実施機関 調査経緯 調査内容No. 
而積 文書番号 指示事項

42 鶯ノ森遺跡 和～歌鴬山ノ市森西明釘神貰町丁2l2丁且 7 H22.9.6 0.65111 文第 60ご(92) 工事立会
和歌山市

ガス管埋設 遺逍構物 ななしし
平成 22 7月6日 教育委員会

43 有功遺跡 和歌山市六十谷 1091-I 
H22.9.7 

43 27111 文ご60 ご(67) 確詑調査 悶歌山市
宅地造成

造土坑閾 （第古墳5次時）代土坑 l碁 中世以前ピ ソト

~9.8 平 22 6月16日 育委員会
遺 物 な し

44 宇田森遺跡 和歌山市宇田森 13-14 H22.9.10 3.081甘 文塁60 ご(137) 工浄事化槽立部会分
和歌山市

個人住宅 遺悶なし
平 22 8月11日 教育委員会 追 平安時代末～鎌倉時代の遺物包含層

45 六十谷遺跡 和歌山市六十谷 409-1 2 H22.9.16 4]村 文： 60 : (2) 
平 22 4月9日

工浄事化槽立部会分 和雷山市
教委員会

個人仕宅 遺悶ピット5碁
造 中期弥生土器壺甕

46 津秦II造跡 和歌山市津秦 3-27 H22.9 24 493m2 亨: 
60 : (144) 工浄事化槽立部会分

和歌山市
個人住宅 遺口なし

22 8月16日 教育委員会 造 土師器小片

47 関戸造跡
和歌山市関戸

H22.9.24 56m 文誓60 塁(57) 工浄事化槽立部会分 和雷山市 個人住宅 遺追構物 土な師し器小片3 -776-93 平 22 6月9日 教委員会

48 府中遺跡
和歌山市府中

H2210.l 5.981甘 文悶60 : (55) 工浄事化槽立部会分 和ご山市 個人住宅 遺辿構物 ななしし
1172 1173 平 22 6月9日 教委具会

49 和歌山城跡
和歌山市 13番丁 16

H2210.4 4.51甘 平文第成 8202 号年 10(39月)2] 日 工事立会 和冒山市 下水道管埋
遺遺構物 堺不明焼福鉢 国産陶陪器 瓦～屋形l丁目 2-1 教委員会 設

50 木ノ本II遺跡
和歌山市木ノ本 H2210.5 

72.24111 文悶60 塁(146) 確詫調裔
和歌山市

宅地造成
坦Uす'・悶杭穴 （時期不明）

1222、1224、12251也 ~ 1 0. 7 平 22 8月19日 教育委員会 逍 土師器瓦器小片 （第 1次）

51 三田古墳群 和歌山市三葛538-13 H22 10.12 14 lnf 文第 60悶(217) 確眩調査
和歌山市

個人住宅 遣造物構 ななしし
平成 22 10月13日 教育委員会

52 三田古墳群
和歌山市三葛

H2210.18 6111 
文悶60の (138) 工事立会

和歌山市
ガス管埋設 遺悶なし

528-]~ll56 平 22年 8月 11日 教育委員会 遺 なし

53 山口遺跡 和歌山市藤田 116-5 H2210.25 9.431甘 文ご60の (216)
平 22年 10月 13日

確詫調査 和馨山市
教委員会

個人住宅 遣遺構物 ななしし

54 井辺遺跡 和歌山市津秦 150-16 H2210.27 4ば 文ご60の(163)
平 22年 9月9日

工浄化事槽立部会分 悶歌山市
ゴ自女天貝＝本^

個人住宅 遺悶なし
遺 土師器 瓦器小片

55 川辺遺跡 和歌山市川辺 33-5 H2210.27 3.75団
文第 60の (89)

工浄化事槽立部会分
和歌山市

個人住宅 逍悶なし
平成 22年 7月 1日 教育委員会 遺 土師器小片

56 鳴神v遺跡
和歌山市鳴神

H22 l 14 2.81rt 文悶60の (215) 工浄事化槽立部会分 悶歌山市
個人住宅 遺悶なし

1013-1 10、1014-6 平 22年 10月13日 ゴ目釆女貝＝云^ 遺 土師器小片

57 高井遺跡 和歌山市直川］219-7 H22 ll.5 322面 文悶60の (145)
平 22年8月 16日

工浄化事槽立部会分 悶歌山市
ギ目女天貝＝云^

個人住宅 遺悶なし
遺 なし

58 田屋遺跡
和歌山市田屋 H22 ll.8 

32.041甘 斎ご
60の(176)

工事立会 悶歌山市
電線路埋設

遺構素堀小溝 l条
111-3~ 128-2他 ~1110 22年 9月16日 ギ自天女貝＝云^ 遺物土師器小片

59 井辺遺跡 和歌山市井辺 134-22 H22 ll.8 7.6111 
文: 60の (229)
平 22年 11月8日

確認調査 悶歌山市
ギ目女天貝＝ム云

個人住宅 遺遺構物 古な墳し時代初頭の遺物包含層 （第9次）

60 太田黙田遺跡
和歌山市太田二丁目

I--l22 ll 12 16 76n-/ 
文第 60の (237)

確認調査 は
歌山市 集合住宅建 遺悶弥生時代 4面の遺構面（第 66次）

2-8 9 平成 22年 11月9日 育委員会 設 遺 なし

61 井辺遺跡 和歌山市神前 109-19 H22 ll 18 15rrf 斎塁
60の (126)
22年 7月22日

工浄化事槽立部会分 和教歌育委山市員会 個人住宅 遺遺構物 古な墳し時代の土師器

62 府中w遺跡 和歌山市府中 318-1 H22.ll 19 2.2 rr/ 文： 60の (251) 工浄化事槽立部会分 悶歌山市
個人住宅

遺構なし
平 22年 11月26日 土自女天貝＝ム云 遺物なし

63 三田古墳群
和歌山市三葛

H22 ll 24 101廿 文ご60の (230) 工事立会 悶歌山市
ガス管埋設

遺 構 な し
1156~1156-1 平 22年 11月8日 育委員会 遺 物 な し

64 川辺造跡 和歌山市藤田 16-17 H22.ll 26 2.2rr/ 文： 60の (261)
平 22年 11月30日

工浄事化槽立部会分 悶歌山市
云自女采貝＝ノ云

個人住宅 遺悶なし
遣 なし

65 野奈浦遺跡 和歌山市加太 2673 H2212 l 4.68m 平文成第 5272 年の 10(40月)22 日 工事立会
和歌山市

ベンチ設置 鱈 なし
教育委員会 なし

66 六十谷遺跡 和歌山市六十谷 388 H221213 3.84m 斎ご
60の(142)
22年 8月 11日

工浄事化槽立部会分 は
歌山市
育委員会

個人住宅 霜 なし
弥生時代中期土器

67 高井遺跡
和歌山市直川 1224-2 

H221215 2.94rri 亨： 60の(143) 工浄化事楷立会部分
和歌山市

個人住宅 霊悶なし
13、1218-8 22年 8月16日 教育委員会 土師器瓦器陶磁器

68 宇田森逍跡 和歌山市宇田森 l3-ll H221216 3.64m 斎悶60 ご(130) 
22 7月28日

工浄化事槽立部会分 悶歌山市
ゴ目未女貝ロム云

個人住宅 遺悶なし
遺 土師器小片

69 高井遺跡 和歌山市直川 1219-17 H2212 21 336m 文ご60の (207)
平 22年 10月5日

工浄化事槽立部会分 ば
歌山市
育委員会

個人住宅 遺悶なし
遺 なし

70 津秦遺跡 和歌山市有家 201-19 H22 12.27 3 75rr/ 
文第 60の (200)

工浄事化槽立部会分
和歌山市

個人住宅 遺悶なし
平成 22年 10月 1日 教育委員会 遺 なし

71 和歌山城跡 和歌山市 4番丁 6 H22.12 27 11.66m: 文悶60の (287) 確認調査
和歌山市

事務所建設 遣喜なし
平 23年 1月4日 教育委員会 遺 土師器国産陶器瓦

72 井辺遺跡 和歌山市井辺 134-1 H23 l 12 3 25rrf 文悶60の(113)
平 22年 7月 16日

工浄事化槽立部会分 和胃山市
教委員会

個人住宅 遣遺構物 弥な生し時代末～古墳時代初頭の遺物包含層

73 井辺遺跡 和歌山市井辺 95-9 H23.l 12 8.1可 文ご60の (248) 工浄事化槽立部会分 和悶山市 疾合住宅
遣 構 な し

平 22年 11月26日 教委員会 辿 物 な し

74 上三毛遺跡 和歌山市上三毛 5-3 H23.l 13 8.75可
文第 60の (279)

確詑調査 和冒山市 個人住宅 遺遺構物 土な師し器小片平成 22年 12月 16日 教委員会

75 井辺遺跡 和歌山市井辺 134-22 H22.ll 8 3rrf 文: 60の (229)
平 22年 11月8日

工浄事化槽立部会分 和胃山市
教委員会

個人住宅 遺遺構物 古な墳し時代初頭の遺物包含層

76 神前遺跡 和歌山市神前 285-46 H23.l 13 3rrf 亨悶
60の (210)

工浄事化槽立部会分
和歌山市

個人住宅 遺悶なし
22年 10月 13日 教育委員会 遺 なし

77 津秦II遺跡 和歌山市秋月 481-1 2 H23 l l 7 3.75rri 文ご60の (193) 工浄事化槽立部会分 和教歌育委山市員奈 個人住宅
遺構なし

平 22年9月28日 遺物なし

78 宇田森遺跡 和歌山市宇田森 13-10 H23 l l 7 351甘
文第 60の (212)

工浄化事槽立部会分 悶歌山市
個人住宅 造悶なし

平成 22年 10月 13日 育委員会 遺 土師器瓦器

79 高井遺跡 和歌山市直川 1219-2 H23 l 20 384n-/ 文： 60の (178) 工浄事化槽立部会分
和歌山市

個人住宅 造悶なし
平 22年 9月 16日 教育委員会 遺 なし

80 井辺遺跡 和歌山市神前 112-l H23 l 28 3055nf 文: 60の (303)
平 23年 1月20日

確眩調査 和喜山市
教委員会

集合住宅
造悶古墳時代初頭の竪穴建物］基溝 1条 （第IO次）
遺 なし

81 川辺遺跡 和歌山市川辺 33-13 H232.9 2rr/ 
文第 60の (286)

工浄事化槽立部会分
和歌山市

個人住宅
追構なし

平成 23年 1月4日 教育委員会 遺物 土師器須恵器

82 津秦遺跡 和歌山市津秦 98-7 H233 ! 161甘
文第 60の (328)

確眩調査 和悶山市 個人住宅
造悶古墳時代後期の溝 1条 （第2次）

平成 23年 2月 10日 教委員会 遺 なし

83 川辺遺跡 和歌山市川辺 277-1 H233.8 3.75m 文塁60の (250)
平 22年 11月26日

工浄事化槽立部会分 和悶山市
教委員会

個人住宅 遺遺構物 ななしし

84 三田古墳群 和歌山市三葛534-5 H23.317 10m 文塁60の (316) 工事立会
和歌山市

個人住宅 遺悶 なし
平 23年 2月10日 教育委貝会 辿 なし
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市町村教育委員会による調査一覧 3

逍跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁 梨教育委員会による指示

実施機関 調査経緯 調査内容No. 
面栢 文鸞番号・ 指示事項

85 河贋中学校 和歌山市和佐中 155-3 H233.18 4rri 
文第 60の (356)

エボ立会 悶歌山市
電柱設置 逍悶なし

北遺跡 平成 23年3月9日 土月女天只←9 云£ヽ 辿 なし

86 有功逍跡 和歌山市六十谷 1117-1 H233.22 42.8nf 文: 60の (360) 確認調査
和歌山市

宅地造成 忍悶近世の小悶1条
平 23年3月 17日 教育委員会 土師器 恵器瓦器小片

87 磯脇遺跡 和歌山市本脇 263-3 H23.3.23 28.26ば
文第 60の (362)

確懃調査 悶歌山市
集合住宅 辿悶 なし

平成 23年3月 17日 育委貝会 辿 土師器須恵器瓦器小片

88 明王寺造跡 和歌山市明王寺 16-1
H23.3.24 

58.2111 文ご60の (354) 確訟調査 悶歌山市 社会福祉施 迫造構物 中な世し溝 1条 自然流路 l条
~325 平 23年3月9日 コ目天女只＝ ムム 設

89 嗚神v遺跡 和歌山市秋月 259-l H23.3.28 21 rrf 亨: 
60の (364)

工浄事化槽立部会分 和雷山市 個人住宅
造構なし

23年3月 17日 教委員会 遺物土師器須恵器

海南市

迎跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁 県教育委員会による指示

実施機関 調査経緯 調査内容No. 
面積 文書番号 指示事項

1 岡村追跡
海南市岡田 496-1、

1-122.4 26 321甘 平文第成 522号年の3月(33254)日 確終調査 教海南育市委員会 宅地造成 逍ロなし
498-3 逍 土器片少菜

2 亀川造跡 海南市且来字野田 252 H22.517 161廿 文平成第 522号年の3月(32168)日 確訟調査 海教南育市委員会 染合住宅 喜塁
土器溜、包含層
土器片少址

3 坂本屋敷跡 4海77南番市藤2外白字3箪王子免 I--122.5.27 24ボ 斎ご
522号年の3 (327) 

月18I:! 
工事立会 海南塁

教育員会
側溝、擁壁 霊悶なし

なし

4 亀川遺跡 海南市且来 652-3 H22.69 15可 斎第60: の月（45) 
成22 6 l日

確詔調査 海南塁
教育員会

個人住宅 辿塁なし
迫 土器片少屈

5 亀川辿跡
海南市且来字大場

H22.93 3m2 文: 60 ： の月（40) 工浄事化槽立部会分 海南塁 個人住宅 造造構物 ななしし973-3 平 22 5 25日 教育員会

6 且来VI遺跡 海南市且来 739-5 H22.9.16 3rri 斎悶60 ごのR( 180) 
22 9 16日

慎軍工事 海南塁
教育員会

工浄事化槽埋設 造悶なし
遺 なし

7 溝ノロ遺跡 海南市椋木 88-1 H229.16 81甘 文悶60 : の)=J( 77) 
平 22 6 23日

工浄事化柄立部会分 海南塁
教育員会

個人住宅 追追構物 ななしし

8 且来VI遺跡 海南市且来 128-1
H22.9.21 

40rn 文平成第 6202号年の7月(12288)日 確認調査 海教南育市委員会 宅地造成 辿こピット
~ 9. 2 2 造 土器細片少最

， 且来VI遺跡
海南市且来字北塚

H2210.13 3ポ 文第 60: の月（127) 工浄化事槽立部会分 教海南育市委員会 個人住宅 造追構物 ななしし126-1 平成 22 7 28日

10 且来VI遺跡 湘南市且来字榊 101-3 H2210.19 30rri 文平成第 6202号年の11月(25340)日 慎重工事 教海南育市委員会 福祉施設 辿悶なし
辿 土器片少氣

11 溝ノロ遺跡 海南市椋木字鳴瀬 2-1 H23.l 26 3対 文平成第 6202号年の12月(28221)日 工事立会 海教南育市委員会 塁
帯電話
地局

追辿構物 ななしし

12 岡村古悶群
且来城

海南市且来城ノ内 3 H23.l.26 57.5ボ 文平成第 5272号年の11月(441)8 日 工事立会 海教南育市委員会 水路整備 逍悶なし
辿 なし

紀の川市

遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁 県教育委員会による指示

実施機関 調査経緯 調査内容No. 
面積 文書番号 指示事項

1 岡田 1I遺跡 紀の川市下井阪 25-1 H22413 3面 文塁5 間 (237) 
平 2 2月2日

工浄事化立槽会部分 紀教育の川委市員会 個人住宅 逍悶なし
遺 なし

2 元迫跡 紀の川市元 505 H22.5.6 2n-/ 平文成第 522号年の3月(3133)日 工浄事化立槽会部分 塁
の川市
育委員会

個人住宅 逍辿構物 ななしし

3 元遺跡 紀の川市元 459-4ほか
H22.6.28 

16m’ 文: 522号年の3 (324) 確詔調在 紀の閾市 宅地造成 辿遺構物 ななしし （自然流路）
~29 平 月 18日 教育員会

4 巌初ヶ峰城跡 紀の川市竹房 777-1 H22.916 50団 文第 60: の月（140) 
平成 22 8 11日

工事立会 ヽの川市
育委員会

電話基地造成 遺追構物 ななしし

5 史1日跡名手宿本陣 紀の川市名手市場 64]
H22927 

16111 22 ：． 庁讐髯］の665発掘調査 紀教育の川委市員会 内容確認調査 迫誓門土塀 喜棄土坑（近世～現代）
~ 1 2. 2 平 22 6日 逍 近世瓦陶器

6 南勢田造跡 紀の川市南勢田 41-1 H22.10.13 3rr/ 平文成第 6202号年の9月(8208) H 工浄事化立槽会部分 紀教育の川委市員会 個人住宅 逍悶なし
遺 なし

7 旧史跡名手宿本陣 紀の川市名手市場 641
H2210.15 

53rri 22 : 庁閂4号の 527工事立会 紀のJI口教 設文化備財工事防災 退逍構物 土弥坑生土落器ち込・石み器（弥・近生世） •瓦土坑・陶（ 中磁世器～・ 近銭世貨） ~12.2 平 22 月16日 育委員

8 城の段遺跡 紀の川市元 583ほか I-12210.22 3rrl 文平成第 6202号年の6月(7243)日 工浄事化立柏会部分 紀の儡市
教育員会

個人住宅 遣悶なし
逍 なし

， 上尾遺跡 紀の川市調月 769-83 H22.ll 24 2面 文ご60 犀の(183)
平 22 6月23日

確詔調査 ； の川市
育委員会

個人住宅 逍追構物 ななしし

10 粟島遺跡 紀の川市東大井 420ほか
H22.12.6 

155ni 文平成第 5272年号の7月(1262)日 確詔調査 紀の閾市 市駐車場造成 追悶喜土坑 （奈良？｀ 近世二次堆梢瓦層~28 教育員会 追 丸瓦平瓦丸 近世磁照

11 固田 Il造跡 紀の川市下井阪 56-1 H22.12.28 lrrl 文塁60 : の (266)
平 22 11月30Fl 

工事立会 は
の川市
育委員会

電話基地造成 迫追構物 ななしし

12 東国分 I遺跡
紀の川市東国分 158-2 

H23.l 17 16ni 文ご60 素の (295) 工事立会 紀の閾市 資材倉廊建設 虚
構なし

ほか 平 23 1月13日 教育員会 物なし

13 岡田 II遺跡 紀の川市下井阪 605ほか
H23 1 

24m' 文塁60 ； の (170) 確懃調査
紀の川市

福祉施設建設 遺悶なし
20~21 平 22 9月9日 教育委員会 逍 なし

14 北長田遺跳 紀の川市北長田 38-1 H23.2.25 3m2 文塁60 ；； " の (324)
平 23 2月 10日

工浄事化槽立部会分 芦
の川市
育委員会

工場増設 逍悶なし
辿 なし

岩出市

No. 追跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁 惧教育委員会による指示

実施機関 調査経緯 調査内容面積 文寄番号 指示事項

l 荒田遺跡
岩出市堀口字村前 80番

H 22.4.8 6対 文悶522号年の1 (266) 工事立会 岩教育出市委貝会 個人住宅 逍悶なし
22の一部 平月8H 造 弥生土器 （少品）

2 山遺跡 岩出市山 429-1外5笙 H 22.4.8 13 31 I rri 文: 80 ーょロ．の ( 35 ) 
平 21 10月13日

工事立会 岩出塁
教育員会

下水道
悶.,,,, 構なし

物なし

3 山一遺跡 岩出市山 727-1外3笙 1122.4.8 13 295吋 文: 80 ； の (36)
平 21 10月13日

丁．事立会 岩出塁
教育貝会

下水道 追悶なし
遺 なし

4 荒田遺跡
岩出市波分字村東 1番の

H 22.517 25rrf 文： 522号年の3 (315) 確認調査 岩教育出市委員会 集浄（今合化回住槽実宅部施）箇 逍悶なし
1外 2筆 平月8日 逍 なし

5 根来寺逍跡 岩出市番根の来一字部東ク口ミ．
2165 

H22.6.14 47可 文: 60 t の (27)
平 22 5月 12日

工市立会 岩出塁
教育員会

個人住宅 辿辿構物 中な世し土器 （少舟）
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市町村教育委員会による調査一覧4

遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁 県教育委貝会による指示

実施機関 調査経緯 調査内容No. 而梢 文書番号 指示事項

6 根来寺遺跡 岩出市根来 1404-I H22.726 4m' 亨: 
60 : の (75)
22 6月23日

工事立会 岩教育出市委員会 個人住宅 遺塁なし
遺 なし

7 士器田遺跡 2岩04出番市、西2国05分番字l土器田
H22.8.10 63ni 文塁60 : の(134) 確訟調査 岩出塁 集合住宅 魯ご

竪穴住居ほか

11 16 平 22 8月2日 教育員会 弥生土器

8 根来寺遺跡 岩出市根来 1048番8
H22.l0.l3 31ポ 文: 60 : の月（158) エボ立会 岩教育出市委員会 個人住宅 遺辿構物 ななしし
H 23 1. 24 平 22 9 3日

， 根来寺遺跡 岩出市根来 2347番20 H22.10 20 27ni 文第 57； の (32) 工事立会 岩出鷹 その他建物 迫構なし
平成 22 9月28日 教育員会 （トイレ建設） 遺物なし

10 西国分 1造跡 5岩45出の市西一部国分字西野々 H2212 6 3対 斎: 
60 ］ の (221)
22 10月19日

工事立会 岩教育出市委員会 個人住宅 追辿構物 ななしし

11 根来寺追跡
岩出市山田字太子コウ H2212.8. 6n-f 文: 60 塁の月（155) 工事立会 岩出塁 個人仕宅 辿辿構物 ななしし
89-52 H23 l 25 平 22 8 30日 教育員会

12 荒田迫跡
岩出市堀口口寸-削'"・ 

80-11外2
H23 l 21 4対 斎: 

60 : の(135)
22 8月2日

工事立会 教岩出育市委員会 個人住宅 辿悶なし
逍 なし

13 山一遺跡 岩出市山 715-2外9箪
H23.214 343吋 文平成第 5227号年の9月(3218)日 工事立会 岩教育出市委員会

事道路拡幅工 逍造構物 ななしし
~223 

14 西国分II遺跡
岩出市西国分字筋本

H23 2.15 64rrl 文ご60 ］ の (301) 確詔調査 岩出塁 集合住宅 霊
悶上坑、ピ ット

689-1 平 23 1月20日 教育員会 奈良時代 （少量）

15 西国分Il遺跡
岩出市西国分字筋本 H23.2.16 107可 文平成第 4233号年の3月(332)日 発掘調査 岩教育出市委貝会 集合住宅 逍‘99 悶土覧、ピット
689-1 ~2.21 遺 奈時代（少醤）

16 山一遺跡
岩出市山字石原

H23.2.21 9m' 文平成第 6203号年の1月(32066)日 工事立会 岩教育出市委員会
毎早I=ヌ＼~

迫逍構物 ななしし
752-2、747-1、747-2 電柱移設

17 荒田造跡
岩出市根来字村前

H23.223 31]甘 文: 60 : の月（307) 工事立会 岩出塁 その他開皇逍悶 なし
602-3 平 23 1 26日 教育員会 駐車場造 辿 なし

かつらぎ町

No. 遺跡名 所在地 調査期間 詞
文化庁 県教育委員会による指示

実施機関 調査経緯 調査内容
文書番号 指示事項

1 東渋田遺跡
伊都郡かつらぎ町東渋田 H22.4.13 162可 文第 57: 工事立会 かつらぎ塁仮設校舎建築 霊悶なし
151-1、152-1、153-1~15、513 平成 22 4月9日 教育委員 土師器片、須恵器片

2 中飯降遺跡 伊地都内郡かつらぎ町中飯降 H22.4 21、
4.32m 斎: 

80 : の (21) 工事立会
かつらぎ町

水道埋設 霜 なし
69 21 8月11日 教育委員会 なし

3 
丁ノ町妙寺 伊地都内郡かつらぎ町丁ノ町 H22.5.10 4.65吋 文平成第 8201号年の10月(422)6 日 工事立会 かつらぎ塁通信線埋設 逍逍構物 ななしし
遺跡 教育委員

4 笠田東遺跡
伊都郡かつらぎ町笠田東

H22.5.l9 40吋 文平成第 523号年の3月(33224)日 工事立会 かつらぎ塁電気ケーブ
遺遺構物 ななしし

989-1 教育委員 ル埋設

5 東渋田逍跡
伊都郡かつらぎ町東渋田 H22.6.l 770.485 文第 57犀の月（5) 工事立会 かつらぎ: 校舎解体 遺造構物 ななしし
151-1、152-1、153-1 ~30 m ， 平成 22 5 10日 教育委員

6 東渋田遺跡
伊都郡かつらぎ町東渋田

H22.6.21 8rri 文ご60 犀の (64) 工浄事化立槽会部分
かつらぎ町

個人住宅 造遺構物 ななしし
36-2 平 22 6月 16R 教育委員会

7 東渋田遺跡
伊都郡かつらぎ町東渋田 H227 1~7、

6.61吋 文: 57 ごの月（12) 本発掘調査
かつらぎ町

小学校改築 遺ロ竪穴建物、柱穴列、 土坑
151-1、152-1、153-17. 29 ~10.29 平 22 6 16日 教育委員会 辿 弥生土器、須恵器、瓦器、陶磁器

8 東渋田遺跡
伊都郡かつらぎ町束渋田

H22.7.30 36対 平文成第 6202号年の6月(8350)日 工浄事化立槽会部分 かつらぎ悶個人住宅 逍迫構物 ななしし
137-8 教脊委員

， 丁ノ町妙寺 伊都郡かつらぎ町丁ノ町 H22.8.23、 220対 平文第成6202号年の5月(3159)日 確言忍調査
かつらぎ町

宅地造成 追悶溝
遺跡 804-1 10.29、12.l22 教育委員会 辿 土師器片

10 西飯降II逍跡
伊都郡かつらぎ町西飯降

H22.914 3.6nf 斎第60: の月（16) 工浄事化立槽会部分 かつらぎ塁倉庫兼事務
辿遺構物 ななしし

186-1 成22 4 21日 教育委員 所

11 西渋田遺跡
伊都郡かつらぎ町西渋田

H22 ll l 121甘 文: 60 : の (ll2) 工事立会
かつらぎ町

農業用倉庫 遺辿構物 ななしし
227-2 平 22 7月16日 教育委員会

12 東渋田遺跡
伊都郡かつらぎ町西渋田

H2212.6 2吋 斎ご60 ょのfl( 171) 工浄事化立槽会部分 かつらぎ悶個人住宅 辿迫構物 ななしし
39-4 5、41-3 22 9 23日 教育委員

13 中飯降遺跡
伊都郡かつらぎ町中飯降

H2212.13 15rri 平文成第 6202号年の11月(26330)日 工事立会
かつらぎ町

個人住宅 遣悶なし
1112-l 教育委員会 造 なし

14 西飯降lI遺跡 伊地都内郡かつらぎ町西飯降 H2212.14 0.6耐 平文成第 8201号年の10月(371)3 日 工事立会 かつらぎ塁
教育委員

道路改良 遥遣構物 ななしし

15 西飯降 II追跡 伊都郡かつらぎ町妙寺地内 H23 l 13 35対 斎: 
56 ごの (27) 工事立会

かつらぎ町
道路改良 遣悶なし

20 8月19日 教育委員会 辿 なし

16 西飯降JI遺跡
伊都郡かつらぎ町西飯降 H23 l.27 80ポ 斎: 

60 ごの (293) 確昭調査
かつらぎ町

宅地造成 霊霊
溝、土靡、ピ ット

136-1 31~ 2. 7 23 1月13日 教育委員会 土師器 、弥生土器片

17 束決田遺跡
伊都郡かつ らぎ町東渋田

H23.217 8m' 斎第60ごの月（292) 工浄化事杷立部会分 かつらぎ塁個人住宅 遺逍構物 ななしし
38-3、38-4 成23 1 13日 教育委員

橋本市

No. 逍跡名 所在地 調資期問 冒嘉
文化庁 県教育委員会による指示

実施機関 調査経緯 調査内容
文書番号 指示事項

1 古佐田造跡 橋本市古佐田地内 H22.5 21 約 18111文: 57 犀の (8)
平 22 5月12日

工事立会 橋教本育市委員会 下水道工事 逍塁なし
逍 なし

2 上兵庫古墳群
橋本市隅田町上兵庫

H22.510 約225rn' 斎．ご57 : の (9) 確眩調査 棉教本育市委員会
こども園

塁塁なし
270-1、270-2 22 5月 12日 用地造成 なし

3 古佐田遺跡 橋本市古佐田地内 H22.8.20 約 166対 斎第57: の/i( 19) 
成22 8 4日

工事立会 橋教本育市委員会 下水道工事 逍沿構物 ななしし

4 古佐田遺跡 橋本市古佐田地内 H22.9.2 約 150rri文: 57 ごの (21)
平 22 8月 11日

工事立会 橋本塁
教育貝会

水道工事 逍悶なし
造 なし

5 小田遺跡 橋本市嵩野口町小田 164
H23.2 8、

約 150rr/文ご60 犀の (352) 確認調在 橋教本育市委員会 宅地造成 沿悶 なし
H23.215 平 23 3月9日 遺 なし

裔野町

No. I 遺跡名 所在地 調査期間 I 言塁 I文化口：：：：委員会1i:：：□|実施機関 I 調査経緯 調査内容

1 I金剛峯寺造跡伊都郡高野町高野山

2 I金剛峯寺遺跡1]]野町商野山 240:]-!2::2612212

21甘 1文第 57号の (10)
平成 22年6月9日

30rri I文第 60号の (52)
平成 22年6月9日 :::: I芦茎芸：： I品［：：線 1芸猛言：
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市町村教育委員会による調査一覧5

辿跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁 惧教育委員会による指示

実施機閣 調査経緯 調査内容No. 
面積 文門f番号 指示事項

3 金剛峯寺遺跡； 伊地先都；郡高野町高野山 734 H22.9.19 12nf 文： 57 ーょロ の (20) 工事立会
高野町 既設電話線 遺悶なし

平 22 8月11日 教育委貝会 取替 逍 なし

4 金剛峯寺遺跡 伊都郡高: 町高野山小田
原谷 598 l 2、724番

H22.ll.4 5 60対 文: 60 : の (187)
平 22 9月28日

工事立会 高教封育委町員会 個人住宅 悶 なし
なし

5 金剛峯寺遺跡
伊悶郡喬野町高野lU小田

H23.2.4 20吋 亨悶60 ごの (267) 工事立会
: 

野町 携帯電話基 逍悶なし
原 408 22 12月 1日 脊委員会 地局 造 なし

6 金剛峯寺遺跡 伊都郡高野町高野山 571 H232.4 5 50対 文塁60 犀の(179)
平 22 9月 16日

工事立会 高教野育委町員会 車庫 迫遺構物 ななしし

7 金剛峯寺遺跡
伊都郡高野町高野山蓮華谷

H23.2 7 2001甘 平文成第 5273年号の1月(5147)日 工事立会 高野委町 道路用排水路 遺悶 なし
548-3 教育員会 辿 なし

8 金史跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山 553 H22.820 2.5nf 22 : 庁閂〗ー］．の282
平 22 8日

工事立会 高教野育町委員会 墓石修復 辿造構物 ななしし

， 
金史跡剛峯寺境内 伊都郡嵩野町高野山 548 H22.8.30 35ボ 22 : 庁竺4号の 546工事立会 高教野育委町員会 墓所改修

辿構なし
平 22 月6H 造物なし

10 金史跡剛峯寺境内 伊都郡喬野町尚野山553 H22.9.I 31甘 2平2成受2庁2財年第84月号5の日769 工事立会
高野町

墓石建立 辿悶なし
教育委員会 遺 なし

l l 金史跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山553 H22.10.20 lnf 22 ：． 庁讐4号の 841
平 22 月 17日

工事立会 尚野コ1-l 町
教委員会

説明板取替 遺遺構物 ななしし

12 史金跡剛峯寺境内 伊都郡商野町高野山21 I-!22.111 600ni 22 畠庁22財年第4 閏1134 
平 10 5日

工事立会 教高野育委町員会 作業道設置 遺遺構物 ななしし

13 金史跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山 553 H22 ll.2 2対 2平2成受庁22財年第94月号の2911日90 工事立会 教高野育委町員会 墓石建立
辿 構 な し
遺物 なし

14 金史跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山553 H22 ll.20 13rrl 2平2成受庁22財年第141号月の81日348 工事立会 教高野育委町員会 墓石建立 謬 なし
なし

15 史金跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山 548 H22 ll 30 24.3対 22 1:・ 庁悶4号の829
平 22 月17日

工事立会 高教野育委町員会 墓石建立 造悶なし
遺 なし

16 金史跡剛峯寺境内 伊都郡高野町高野山548 H22.12.10 l吋 22 ぇ庁22財年第4 閏1360 
平 II 日

工事立会 教高野育委町貝会 石灯籠新設 遺追構物 ななしし

17 金史跡剛峯寺境内 伊都郡嵩野町高野山
H233 25 各未1満rrf 22 成受庁23財年第24月号2の8 1903 工事立会 高教野育町委員会 説及び明新板設撤去 塁悶なし
~29 平 日 なし

有田市

No. 遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁 県教育委員会によ る指示

実施機関 調査経緯 調査内容面積 文書番号 指示事項

1 椒県の史跡古墳 有田市初島町浜987
H22.6.25 

19.5111 斎: 
57 : の (3) 確認調査 教有育田市委員会 古墳石垣修理 辿ご周雷の一言

~ 10.27 22 4月27日 遺 近 陶磁片、近世瓦片等

2 椒浜古墳群
有田市初島町浜1124-1、

H22.8.12 3.5対 文第 60: のfl( 31) 工浄事化槽立会部分 有田ょ 個人住宅 塁悶なし
1124-8 平成 22 5 12日 教育員会 なし

3 宮原土居跡 有田市宮原町新町 240-6 I-12210.20 3.75ポ ご悶
60 ょの (72) 工浄事化槽立部会分 有教育田市委員会 個人住宅

遺構なし
22 6月23日 遺物なし

4 糸県我史村跡の一里坂 有田市糸我町中番 233 H23.2.25 l.5nf 平文成第 5273号年の2月(6106)日 工事立会 教有育田市委員会 松植え替え 霊塁なし
なし

有田川町

No. 遺跡名 所在地 調査期間 言
文化庁 県教育委員会による指示

実施機関 調査経緯 調査内容
文書番号 指示事項

l 藤並地区遺跡
有田 郡有 田川町明王寺 l-!22.6.30 

6.0可 斎成第60 : の (46) 工浄事化槽立部会分
有田川町

個人住宅 遺遺構物 ななしし118-2 ~ 8. 1 8 22 6月1日 教育委貝会

2 藤並地区遺跡
有田郡有田川町水尻

H22.7.6 30111 平文成第 6202号年の7月(974)日 工事立会 有教育田委川員町会 車庫建設 逍悶なし
1087-2 逍 なし

3 糸野遺跡
有田郡有田川町糸野

H22.7.7 lorri 斎悶60 : の (83) 確認調査
有田川町

倉庫建設 霊誓なし
363-1 4 22 6月25日 教育委員会 なし

4 野田地区遺跡
有田郡有田川町天満 H22.7.13 

268rrf 斎第60ごのfl( 54) 確眩調査 有田閾町 個人住宅 遺悶ピッ ト （須中恵世器） 
758-1 ~15 成 22 6 9日 教育員会 逍 土師器、 、瓦器、肥前系磁器、鉄釘

5 田殿尾中遺跡
有田郡有田川町尾中 H22.8.31 

24.9rrl 斎塁60 犀の月（]51) 確認調査 ： 田川町
個人住宅 塁悶

ピッ ト 土坑 （時期不明）
264-1 3 ~ 9. 2 22 8 27日 ゴ「l女牙貝＝ム云 黒色土器

6 
旧吉備中学校 有田郡有田川町下津野 H22 9.1~ 220rr/ 斎悶39 Fょ屯．の月（11) 本発掘調査 教有育lfl川委町員会 遊歩道建設 退遺構物 竪な穴し建物 土坑 ピノ ト（弥生）、ピノ ト（中世）
校庭追跡 674他 1029 22 8 27日

7 薬王寺遺跡 有田郡有田川町小川 746
H229 l~ 

71 rri 斎: 
60 : の(105) 工事立会

有田川町
防災施設 逍構 瓦溜まり （近世以降`  1130 22 7月9日 教育委員会 遣物瓦一石五輪塔石品

8 歓喜寺遺跡 有田郡有田川町歓喜寺 159 H229.16 4.55rr/ 平文成第 6202号年の9月(1257日) 工事立会 有田儡町
教育員会

排水溝 遺遺構物 ななしし

， 西原遺跡
有田郡有田川町清水

H22 10.27 3.75耐 斎第60: の(104) 工浄化事槽立部会分 有田儡町 個人住宅 造塁なし
1708-1 成 22 7月9日 教育員会 遺 木杭木板

10 藤並地区遺跡
有田郡有田川町土生

H 2 2. 1 1 2 9 4.0rrl 斎ご60 : の (106) 工浄事化槽立部会分 有田川町
個人住宅 追悶なし

217-8 22 7月9日 教育委員会 遺 なし

11 藤並地区遺跡
有田郡有田川町水尻

H22.12 3 16ni 斎塁
60 ごの (252) 確認調査

有田川町
集合住宅 逍追構物 肥な前し系磁器1187-5 22 11月30日 教脊委員会

l2 鷹巣池遺跡
有田郡有田川町庄

H22.1222 3 241甘 斎塁
60 : の (253) 工事立会

: 
田川町

福祉施設 遺悶 なし
1040-6 22 11月30日 ゴ日 女天貝＝ム云 追 なし

13 藤並城跡
有田郡有田川町下津野

H22.1224 3.6rrf 斎成第60 : の (185) 工浄事化槽立部会分 有田閾町 個人住宅 遺逍構物 土な坑し （時期不明）
349-10 22 9月28日 教育員会

14 石ヶ谷遺跡
有田郡有田川町西丹生図

H23 l 24 4.0rr! 文ご57 ： の (47) 工事立会 有田閾町 水路改修 遺悶なし
74 平 22 11月30日 教脊員会 逍 なし

御坊市

No. 遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁 県教育委員会による指示

実施機関 調査経緯 調査内容面積 文害番号 指示事項

l 東大人遺跡 胃坊市塩屋町南塩屋字
居縄手 287番 3 4 

H22.4 l l.8吋 文: 5 1号年の1 (259) 
平 2 2月 18日

便工事層立部分会 御教坊育市委員会 個人住宅 遺悶なし
遺 なし

御坊市藤田町吉田字中黒
斎成第5 2号年の1 (264) 工浄事化槽立部会分 教御坊育市委員会

＇ 遺悶 なし2 津井切遺跡
761-5 H22.4 7 2.94 rri 

2 月8日
個人住宅

逍• ..l器細片

3 岩内 lI遺跳
御坊市岩内字岡ノ前

H22.413 2.89rrf 文ご5 2¥0)1 (265) 工浄事化槽立部会分 教御坊育委市貝会 個人仕宅 遺悶なし
1036-1 ギ 2 月8日 遺 なし

-31-



市町村教育委員会による調査一覧 6

逍跡名 所在地 調査期間
調在 文化庁 児教育委貝会によ る指示

実施機関 凋究経綽 調査内容No. 
I fli栢 文害番号 指示市・項

4 蛭田坪遺跡
御坊市湯川町小松原 H22.510 

5.5,n' 
文第 60号の (37)

工事立会 御悶市 装農地畦畔舗
遺直構物 上な器し細片

字蛭1廿坪 452番4 ~511 平成 22年5)-jl9日 教委員会

5 蛭田坪造跡
御坊rlf湯川町小松原

l-!22.513 594m‘ 
文第 5号の (306)

工浄事化槽立部会分 御坊市
個人仕宅

遺構なし
455-2 平成 22年2月22日 教育委員会 逍物なし

6 蛭田坪遺跡
御坊rli湯川町小松原

H225.14 9.65n-f 
文第 5号の (333)

工事立会
御坊市

擁壁工事 迫悶なし
字蛭田坪 452番4 5 平成 22年3月24LJ 教育委員会 迎 士器細片、須恵器片

7 蛭田坪遺跡
御坊市湯川町小松原

H 2 2. 7. 30 6. 2 nf 
文第 60号の(12) 浄化り部分 御坊市

個人住宅 魯悶落ち込み（土坑 ？）
456-4 平成 22年4月16日 工事会 教脊委員会 七器細片

8 塩屋王子跡
御坊市塩屋町北塩屋字

H22.8.18 6.985nf 
文第 60号の (66)

工事立会
御坊市

説明板設四
叫.,,,. 悶なし

宮l廿畑 1144番 平成 22年6月］6日 教育委員会 辿瓦）＇，

， 蛭田丼遺跡
御坊市湯川町小松原

H22.10.8 4.86ni 
文第 60号の(139) 工浄・ィ市ヒ柄立部会分 教御坊育市委員会 個人仕宅 遺逍構物 土十坑器片、須恵器片、瓦器400-17 平成 22年8月11日

lO 岩内 lI遺跡
御坊市岩内字京保

H22.IO.l8 2.09111 
文第 60犀の (203) 工事立会 御悶市 個人住宅 遺逍構物 ななしし

950番 15 平成 22 10月5日 教委員会

11 東大人遺跡 御坊市塩屋町南塩屋地内
H22.5.26 

4 72n-/ 
文第 80号の (52)

上事立会
御坊市

下水道工事
遺構なし

~ 1 0. 2 2 平成 21年 II月9日 教育委員会 遺 物 瓦 片

12 東郷遺跡
御坊市藤田町藤井

H22 ll 10 5.28m 文第 60ごの (159) 浄輩槽部分 御坊市
個人住宅 逍悶なし

1837-7 平成 22 9月31:1 工立会 教育委員会 遺 なし

13 天田古墳群
御坊市塩屋町北塩屋

H2212.14 10.75rrl 
文第 60号の (249)

確詑調倉 御坊塁 倉廊建設 遺辿構物 ななしし
640-9 10 平成 22年 11月26日 教 育 員 会

14 堅田遺跡
御坊市湯川町財部

H2212 20 ]2.6111 
文第 60号の(11) 工浄事化枡立部会分 御坊こ 医院建設

辿構溝状落ち込み

715-lの一部 半成 22年4月16日 教育員会 辿物 土器片

15 堅田遺跡 御坊市薗 25-3 H2317 11 520rrf 
文第 60号の (277)

工事立会
御坊市

既にき存取伴建うり物等甚悶追悶なし
平成 22年 12月16日 教育委員会 抜体き取 等基 遺 なし

16 岩内 II迫跡
御坊市熊野 44-1、45、 H233.22 

80吋
文第 60号の (357)

確懃調査
御坊市 特別養護老 逍悶なし

48-1 4 23 平成 23年3がつ 15日 教育委員会 人ホーム 遺 須恵器甕体部片 l

田辺市

No. 遺跡名 所在地 調査期間 冒魯
文化庁 県教育委員会による指示

実施機関 調査経縫 調査内容
文書番号 指示事項

l 田辺城跡 田辺番市地上l 屋敷 3丁目
94 06 

H22.5.10 3.8rrf 文成第5 ”l  (209) 
平 2 1月6日

工浄事化杷立部会分 田辺塁
教 育 員 会

個人住宅 遺塁なし
辿 なし

2 田辺城下町遺跡
田辺市今福町 102、103、 H22.517 29m2 文ご60 : の月（14) 確認調査 田辺農 店舗 辿構 土坑 l、陶礎磁石器l 
104 ~26 平 22 4 21日 教育員会 遺物瓦片、 片 （近代以降）

3 田辺城跡 田虐門上屋敷 3丁目
94 14 

H22.528 3.8耐 文平成第 522号年の3月(33391)日 工浄事化槽立部会分 田辺塁
教育員会

個人住宅 追遺構物 ななしし

4 田辺城下町遺粉 田辺市南新町 79 H22.6.7 6.5rrf 文悶60 : の (47)
平 22 6月1日

工事立会 田辺塁
教育員会

個人住宅 遺逍構物 ななしし

5 神田遺跡 田辺市湊字神田 563-3 l-!22.617 5 8m' 文平成第 522号年の2月(30284)日 工浄事化槽立部会分 田辺塁
教育員会

個人住宅 逍逍構物 ななしし

6 田辺城下町遺跡 霜市栄町 30、
町 11-1

l-!22.7.27 43対 文： 60 : の月（87) 
平 22 7 19日

工浄事化槽立部会分 田辺虞
教育員会

個人住宅 遺辿構物 ななしし

7 田辺城下町遺跡 田辺市今福町 地内
H22.8.2~ 

44rri 斎第57: のFl( 11) 工事立会 田辺塁 市道改良 辿悶なし
17 成22 6 9 H 教育員会 遺 なし

8 初山城跡
田辺市下万呂字片山 H22.8.18 

45ポ 斎: 
57 ごの(13) 工串立会 田辺塁 テレビアンテ 逍悶なし

309-2 ~ 19 22 6月23日 教育貝会 ナ設備設置 遺 なし

， 田辺城下町遺跡 田辺市中屋敷町 53-1 H2297 5 5rrf 斎: 
60 ： の (l03)
22 7月9日

工事立会 田辺塁
教育貝会

個人住宅 逍遺構物 ななしし

10 田辺城跡 田辺市上屋敷一丁H 地内
H2210.5 

196m' 文ご57 ： の (22) 工事立会 田辺塁 市道改良 逍遺構物 ななしし
~ 21 平 22 8月11R 教育員会

11 稲成遺跡
田辺市稲成町字新江原 H2210 8 

146対 斎第60ごの月（181) 確認調査 田辺塁 個人仕宅
逍構なし

3261 ~ 13 成22 9 16日 教育員会 逍物なし

12 矢矧遺跡 田辺市秋津町 612-3 H221029 46対 亨: 
60 ： の (86)
22 7月1日

工事立会 田辺虞
教育員会

個人住宅 遺逍構物 ななしし

13 田辺城下町遺跡 田辺市南新町 2 I-122114 1651甘 文: 60 ごの (188)
平 22 9月28日

工浄事化槽立部会分 教田辺育市委員会 庫裡建築 辿遺構物 ななしし

14 田辺城下町遺跡 田辺市下屋敷町 地内
H22 ll 5 

130n1 文第 57ごの (23) 7こ市立会 出辺嬰ヽ 水道工事 逍悶なし
~ 8 平成 22 8月11H 教育員会 逍 なし

15 出辺城下町遺跡 出辺市北新町、今福町 地内
H22.l l 9 

83対 斎: 
57 : の (25) 工事立会 田辺塁 水道工市 造逍構物 ななしし

~ 12 22 8月19日 教育貝会

16 田辺城下町遺跡 田辺市湊 地内
H2211 9 

l40対 文塁57 ー贔ロ．の (26) 工事立会
田辺市

水道T．事
追.,,, 悶なし

~ 16 ギ 22 8月19日 教育委員会 逍 なし

17 田辺城下町遺跡 田辺市湊 地内
H 2 2. l l. 9 

140rr1 文塁57 ょの (28) 工事立会 田辺塁 市道改良
逍 構 な し

~ 16 平 22 9月2日 教育員会 逍物なし

18 目座遺踪
田辺rli秋津町 374-1、

I-1221111 7 6rrf 文ご60 犀の (30) 工浄化事-槽If．部会分 田辺塁 個人住宅 辿遺構物 ななしし
375-1、376-1 平 22 5月12日 教育員会

19 田辺城跡 田辺市上屋敷 地内 H22.l l 21 3ポ 斎第60: の (149)
成22 8月20日

丁．車立会 出辺皇
教育貝会

通信管跨設骰 遺悶なし
遺 なし

20 稲成 II遺跡
田辺市稲成町字荒光

H22.1125 74 3可 文ご60 ごの (225) 工事立会 田辺塁 個人住宅 逍悶 なし
1087-1 半 22 10月27日 教育員会 辿 なし

21 神田遺跡 田辺市・i奏宇神田 602 H22l210 4 3rri 文第 60: の (270) 芦
槽部分 田辺嬰 個人仕宅

逍構なし
平成 22 12月8日 止」.£云ヽ 教育員会 遺物なし

22 下芳養追跡
田辺rli芳禿松原二丁目 H22.12.17 

54 61甘 文: 60 ］ の (274) 確懃調奢 田辺塁 船会所
遺造構物 ななしし

1430-2 ~24 平 22 12月8日 教育員会 （葬儀場）

23 八「田圃遺跡 田辺巾秋津町 地内
H22.12 18 

1601甘
文第 57犀ロ の (34) 

-T射・立会 田辺嬰←女 水道―［市 逍悶 なし
~ 24 平成22 10月1日 教育貝会 辿 なし

24 武住遺跡
田辺市本宮町武住字谷口

H22.1222 2対 文第成 60 : の (218) 工事立会
田辺市 携帯電話ア 逍悶 なし

7-1 平• 22 JO月19日 教育委員会 ンテナ設置 逍 なし

25 田辺城下町遺椋 田辺市湊 地内
H23.l l 7 

280rrl 文塁57 ばの (42) _[事立会 m辺ょ 水道工事 俎悶なし
~21 平 22 11月2日 教育員会 逍 なし
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市町村教育委員会に よる調査一覧7

No. I 遺跡名 I 所在地 調査期間 1 調査 文化庁 県教育委員会による指示 実施機関 I 調査経緯 I

面積 文書番号 指示事項
調査内容

26 I目良遺跡 1田辺市且良 地内 H23.215 lOOrrf 
~25 

文平成第 5272年号の10月(351)日 工事立会 田辺市天ーク： I 遺悶なし教育貝会水道工事 辿 なし

27 I田辺城下町遺紛 1田辺市今福町 4 H23 3.25 | 文: 60 ごの'1( 320) 
12面平 23 2 10日 工事立会 田辺塁 I 遺口なし教育員会庫裡建築 追 なし

白浜町

No. 遺跡名 所在地 調査期間 瓢
文化庁 惧教育委員会による指示

実施機関 調査経緯 調査内容
文書番号 指示事項

1 端田峠遺跡 西牟婁番郡地白の浜4 町
1484 H225.20 3nf 文： 60 : の月（22) 

平 22 5 10日
確認調査 教白育浜委町員会 個人住宅 逍悶なし

追 なし

西牟婁郡畠浜町 H23.2 10 
教白育浜委町員会 重内要容確遺跡認 霊悶土坑、鍛畠炉輩中世：農

2 要害山城跡
富田 1655 、1656番地の1 ~ 3. 3 0 

57ni - 1,f磁、白 、 戸美系天目茶碗、
土師lUl、鉄釘、 碁石

新宮市

No. 遺跡名 所在地 調査期間
調査 文化庁 県教育委員会による指示

実施機関 調査経緯 調資内容面積 文書番号 指示事項

1 佐野遺跡
新宮市佐野字井関後

H22.6.ll 6nf 斎： 522号年の3 (316) 工事立会 新教宮育市委員会 個人住宅 逍悶なし
1394-19、1394-1 月10日 遺 なし

2 佐野逍跡
新宮市佐野字根地原

H22.6.17 451甘 文塁5 1号年の1 (255) 工事立会 新教宮育市委員会 個人住宅 迫悶なし
917-4 平 2 2月18日 遺 なし

3 佐野造跡
新宮市佐野字井関後

H22.7.7 61Tl 文: 60 ： のFl( 24) 工事立会 教新宮育市委員会 個人住宅 造逍構物 ななしし1363-2 平 22 5 10日

4 佐野遺跡
新宮市佐野字根地原

H22.714 6ポ 斎ご
60 ； の (7)

工事立会 新教宮育市委員会 個人住宅 遺迫構物 ななしし944-4 22 4月13日

5 八反田遺跡 新宮市佐閂； 保771-1
外13節 、 田91-1 H22.I0.14 12rrl 斎第57: の11( 30) 

成22 9 28日
確認調査 教新宮育市委員会 歩道設置 霊悶なし

なし

6 阿須賀遺跡 塁宮市74蓬14莱番l 丁目 7414
7、 9 H23.210 6吋 斎: 

60 : の (232)
22 11月9日 工事立会 新教宮育市委員会 個人住宅 辿悶なし

迫 なし

那智勝浦町

所在地 調査期間 冒嘉 文化庁県教育委員会による指示 実施機関 調査経緯

文書番号 指示事項
調査内容

那智勝浦町那智山 42 I H2210.26 I 0.61甘 平文成第 6202号年の10月(2055)日 工事立会 那教智育勝委員浦会町 電柱設置 悶 なし
なし

那智勝浦町那智山 I H232.21 I 8対I平文成第 6203号年の2月(31376)日 工事立会 教那智育勝委員浦会町 宅地造成 逍ロなし
遣 なし
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財団法人和歌山県文化財センターによる調査一覧

No. 逍跡名 調杏年月日 所在地 調査面積 指示文習番号 調倉経緯 調査内容

逍構 弥生時代前期悔、末平～ 安中時期代のの溝井． 土坑・溝． 自室然町流時路代、塁〖時井代戸前、
期の井戸溝 戸 、

1 神前迫跡
H223.l8~ 

和歌山市神前 4.6441甘 文第 39号の (3) 道路改良 江戸時代の屋敷跡 埋桶井戸
1-122.10.29 

遺物 国産陶磁器、輸入陶磁器、瓦、瓦器、土師器、畠り器、弥
生上器、木製品、鉄製品、銅製品、土製品、石

遺構 弥生時代後期～古墳時代前期のピソト、土坑、溝、谷状地

H22 7.23~ 
和歌山市神前 文第 39号の (15) 追路改良

形
2 井辺遺跡

H23.325 
650nf 

造物 国産陶磁器、輸入陶磁器、瓦、瓦器、土師器、須恵器、弥

生土器、木製品、上製品、石製品

3 根来寺遺跡
H22.6.4~ 

岩出市根米 文第 39号の (8) 移旧転県会議事堂
遺構石列 階段状遺構、半地下式含

H22 ll.4 
4071甘

造物 青磁、石造物、白磁Jlll、備前焼甕

4 粉河寺造跳
H22 3.3 ~ 雷ダ1の川摩 文第 39号の (17) 砂防工事

遺構石桔み

H23.l.9 河字川
116出

遺物土師器、瓦器、陶磁器、瓦

北山廃寺
馨

の川市
中山コ

辿構古代の瓦冒基柱穴土坑 土皆採霜 粘土採掘坑、中
H22.527~ 

3,394n-f 文第 39号の (7) 世の瓦窯 穴土坑溝粘
5 北山三嶋遺跡 H 23. 3 2 2 志川町北山 総合備事業

遺物 古代瓦、中世瓦、須恵器、土師器、瓦器、陶懃器

口本市
遺構 ピット、溝、土坑

6 神野々 I遺跡
H 2 1. 9. 3 0 ~ 

256n-/ 文第 78号の (16) 道路改良 逍物 弥生時代中期の剥片、奈良時代の須恵器、鎌倉時代の瓦器、H22 7.15 野々地内
土師皿

7 福田下遺跡
H22.10.l~ 福洵草田郡地紀内美野町 文第 39号の (16) 道路改良

遺構 中世の溝、柱穴、土坑

H22.12 28 
555吋

遺物 土師器、須恵器、瓦器、陶磁器

8 蛭田坪遺跡
H22.610~ 御坊市湯川町

651甘 文第 39号の (4) 道路改良
造 構 ピ ッ ト 、溝

H22.917 小松原 遺物 須恵器、土師器、弥生土器、木製品

， 八丁田圃追跡 H22.6.22~ 
田辺市秋津町 文第 39号の (9) 商速道路

遺構 ピノト、土坑

目座遺跡 H23 l 31 
1.6281甘

遺物 須恵器、土師器、青磁、石器

遺構 弥生時代前期の• 中水期田及状び造古構墳、時代奈塁時代のば、自然流路、

立野遺跡
H22.6.22~ 西牟婁郡

文第 39号の (10) 高速道路
古墳時代前期 中世の田状遺と杭列

10 
H23.3.25 すさみ町周参見

8.526rr/ 
造物 弥生土器、突帯文七器、土師器、須恵器、里色土器、瓦器、

青磁、国産陶磁器、石器、木製品

H2210.l~ 
有田郡 遺構土坑

11 岩野河遺跡 有田川町 241可 道路改良
l-1221210 

岩野河 遺物縄文土器

H23.l 7 ~ 西； 婁郡 遺構堀切
12 塗屋城跡 上田町 2 759n{ 高速道路

H23.318 
朝来 逍物 土師器、近世磁器
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和歌山県教育委員会による調査一覧

遺跡名 調合件名 所在地 調介年月日 調介原因 調査種類 調査面柏 内容 （辿構 ／遺物等） 時代

l ヒ田追跡 10・94・14 
橋100本地市先上～田字森ノ本

99地先
ll22.ll 16 道路改良 分布調査

遺 構 な し

遺物なし

金剛峯寺
伊口郡高野町内子谷川 13-1、

道路改良 分布調査
遺構なし

2 09-94-51 H22.12.IO 
地辻 14-1 迫物なし

3 真田屋敷跡 10-93-70 桃伊都園郡14九04度番山地町大字九度山字 I-!22.7 16 店舗建槃 確認調査 14n-/ 
遺構 ピッ ト 落ち込み （近世）

近世
造物陶磁器瓦上師器 （近世）

西渋田遺跡 伊都郡かつらぎ町西渋田地内
J--122.6 28~ 

道路改良 試調掘査確肩忍 113111 
辿構土坑ピソト 弥生4 09-94-49 

H22.713 造物弥生土器 土師器須恵器 古墳

萩原 II遺跡 伊都郡かつらぎ町萩原地内
1-122.111~ 

工事用道路建設 確認調査 13nf 
追構なし

5 10-94-24 
H 2 2. l l. 4 造物瓦器

根来遺跡 10-94-70 
礼闘出市麿来安上、 H22.8.23~ 

道分布路建調設資 確分布認調調査査 2332rrf 
遺構柱穴土坑溝道等

中世6 
春日山城跡 74 の川中三谷 H22.915 遺物土帥器中世陶磁器瓦

芦： 確詔
遺構竪穴建物溝土坑ピット

［］ 7 六十谷造跡 06-94-35 和歌山市六十谷地内
f-122.531~6.2 

道路改良 261甘／28消 遺物弥生土器土師喘須恵器瓦器石H2210.12~15 
丁． 立会 器

8 仁
辺遺跡
前逍跡

08-94-10 和歌山市神前地内 H22.5 11~21 道路改良 試調掘査確認 223 rrl 
遺構溝土坑ピット

言遺物弥生土器 土師器須恵器石器

神前遺跡 和歌山市神前地内 道路改良 試掘調査 lOlnf 
遺構溝土坑 弥生， H22.12.17~27 
遺物土師器石器 中枇

和歌山城跡 和歌山市二番丁 1番地
H22.6.10~11、

和仮歌庁舎山地建簡築裁 工事立会 20nf 
遺構礎石溝柱穴土坑

近世10 10-94-04 
H22.9.ll 13 14 遺物陶磁器瓦等

11 下佐々 1II遺跡 10-93-154 海草郡紀美野町下佐々地内 H23.6.2 個人住宅 工事立会 llm2 
遺構土坑溝礎石

中世
造物土師器瓦器石器

東野遺跡
海草郡紀美野町東野字森坪

H23.3 l 個人住宅 確認調査 4.6ボ
逍構なし

12 10-93-340 
40-6 遺 物 な し

13 蓮花寺造跡 10-93-108 下佐々字中通り 631、629-1 1122.9 7 個人仕宅 工事立会 753.46rrf 
遺 構 な し

遺物なし

14 和田 11遺跡 07-94-9 日嵩郡美浜町和田 1203 H22.ll 15~19 道路改良 試調掘査確眩 394m' 
遺構溝土坑柱穴

古墳
遺物 土師器須恵器土錘製塩土器

15 阿尾遺跡 10-93-115 日高郡t 高町大字阿尾字
洲野 4 1他

H22.8.30~3l 老人ホーム増築 確認調査 113rri 
遺構なし

遺 物 な し

16 蛭田坪遺跡 09-94-69 御坊市湯川町小松原地内 H22.4.6 道路改良 工事立会 4.25可
遺構土坑

弥生
遺物弥生土器

上城城跡
日高郡みなべ町東吉田 411-6 建店舗築付工事き住宅 確認言杏 80.825m 

遺構溝土坑
17 

上城遺跡
10-93-264 H22.12 l 7~20 

本発据 遺物 サヌカイト剥片土師器

悶山城跡
田辺市下万呂字片山地内 道路改良 分布調査

遺構なし
18 09-94-7 H22.4 27 

本城跡 遺物なし

内之浦岩陰遺跡
田辺市北内之浦

海岸堤防補強工事 工事立会 350面
遺構なし

19 10-94-18 H22.l l.24 3057地先 3058地先 遺物なし

芳養遺跡 田辺市芳養町地内
H23.2.2 1 ~22、

道路改良
試 掘 確 認

21 rr/ 
遺構なし

20 10-94-57 
H23 3.9、11 調査 遺物 土師器近世陶磁器

稲成 I遺跡、矢田ヶ
田辺嬰ロヨ 稲成、 上隣 町西大牟占婁・

確分布詔、鯛試杏掘、

造構溝上坑ピノト
弥生～21 悶逍跡、野田城跡、

09-94-43 

塁
上田町岩崎 H22.517~ 6. 2 2 高速道路 191 ni 遺物弥生土器土讐 須恵器黒色土器

野遺跡
~46 

宅、すさみ町立野 中世陶磁器
中世
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1 上田遺跡

種別：分布調査

所在地：橋本市上田字森ノ本 100地先～ 99地先

く調査の経緯＞ 橋本五條線地方道路交付金交通安

全工事事業に伴う確認調査に先立ち分布調査を実施

した。

く調査の成果＞ 今回通知のあった工事範囲は遺跡

の北端部に該当し、段丘崖部とわずかな平坦面から

なる。大部分は段丘崖部で、平坦面は崖からの最大

幅約 1.5mと狭小である。 また、周辺の耕作地にま

で範囲を広げて分布調査を行ったが、遺物の散布は

認められなかった。

以上のことから、工事予定は埋蔵文化財包蔵地の

縁辺部で、その大部分が段丘崖であり、わずかな平

坦部にもその地形や遺物分布状況から遺跡は展開し

ない公算が高いため、該当事業については確認調査

の必要はなく慎重工事の措置とすることが適当と判

断した。

2 金剛峯寺遺跡 （調査件名： 09-94 -51) 

種別：分布調査

（調査件名： 10-94 -14) 

遺構：なし

遺物：なし

遺跡位置図

—---—· 
→ ―’”・・ 

ーク ‘

,11 

し II 
¥ 1'1 

・.II I ¥ II 

I I i l I ¥ 1 [ I I 

I I I 丞—/00,6-上 --、--
遺構：なし調査位置図

所在地：伊都郡高野町内子谷川 13-1、地蔵辻 14-1 遺 物：なし

国道 480号線道路改良工事が計画され、その計画地西端の一部が包蔵地範囲に該当したため、

分布調査を実施した。また、計画地付近で過去にサヌカイト石核が表採されていたことから、そ

の周辺も併せて分布調査を実施した。

金剛峯寺遺跡の分布調査では、人為的な地形改変の痕跡のない自然地形であり、遺物の散布も

確認されないことから、慎重工事の取扱いが適当と判断した。

また、御殿川支流中流付近のサヌカイ ト石核が採取された周辺でも、河川を中心に分布調査を

実施したものの、遺物の散布は確認されなかったことから、現状では埋蔵文化財包蔵地と認定す

る必要はないと 判断した。

遺跡位置図
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3 真田屋敷跡 （調査件名： 10-93-70) 

種別：確認調査 遺構：ピット、落ち込み（近世）

所在地：伊都郡九度山町大字九度山字桃園 1404番地遺 物：陶磁器、瓦、土師器（近世）

く調査の経緯＞ 財団法人九度山町柿の里振興公社

が計画した店舗の建築に伴い確認調査を実施した。

県指定史跡真田屋敷跡の東隣の敷地に位置してお

り、大正時代に建て られた民家に隣接する建物の基

礎掘削部が調査の対象である。

く調査の成果＞ 対象範囲南部を部分掘削したとこ

ろ、 1層から 3層が堆積し、工事掘削深度が 3層上

面付近まで達することが確認された。3層上面には

遺構の分布が想定されたため、基礎掘削部すべてに 遺跡位置図

ついて、 3層上面まで掘削して確認した。

基本土層 〇層：砕石で西側にのみ堆積する。1層：隣接する大正時代築造の建物基礎部との高

さ関係から大正時代の盛土層と考えられる。2層：江戸時代中期以降の遺物を含む盛土層。3層

時期不明の盛土層で硬く締まる。

3層上面の検出状況 すべての工事掘削予定範囲で3層上面に影響を与えないことが判明したが、

3層上面近くまで掘削が及ぶ範囲では十分な保護層を確保できないため、 3層上面で遺構検出を

行い遺構の有無等を確認した。

精査の結果、多数のピットや落ち込みを検出した。遺構埋土は A、B、C、Dの4種類があり A、

B、Dの埋土については 2層土と江戸時代の遺物を含むことから近世以降と判断できる。埋土 C

については遺物の出土がなく時期の特定はできなかったが、周辺から中世以前の遺物の出土が認

められないことから、埋土 Cについても近世以降に帰属する公算が高い。

以上のとおり、 3層上面検出遺構も近世以降に帰属する公算が高いことから、慎重工事の取扱

いが適当と判断した。

も一 =- - - ------ ---------------------- --]こ口＝＝―—------=='-

ー-う-B

囚
A
 

1卜撹乱 →l

A
 

堆積土暦

0層：砕石、西側に堆積（現代）

l庖 IOYR3/2黒褐細砂、粗砂含む（大正時代の盛土か）

2府 ．IOYR4/3にぶい鼓掲シルト、粗砂・小礫（片岩含む）多呈（近世直物包含屑）

3層 JOYR5/6苗褐シルト～1cm大角礫多 屈 硬 い

遺構埋土
A:2層土

B:2層十3陪

C: !OYR4/3にぶい黄褐・ンルト

D:A層＋黄・橙色粒、炭

遺構平面図・断面図 S=l/80 
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4
 

西渋田遺跡

種別：試掘・確認調査

所在地：伊都郡かつらぎ町西渋田地内

く調査の経緯＞ 主要県道和歌山橋本線道路改良工

事に伴い試掘 ・確認調査を実施した。調査は用地の

買収状況から 1次調査と 2次調査に分割して行った。

く調査の成果＞ 西渋田遺跡は、紀ノ川左岸に形成

された河岸段丘上に位置し、北端の一部は段丘崖下

まで及ぶ。

今回の調査予定範囲では、段丘崖に沿って路線が

計画されており、大部分が段丘崖下に位置し、一部

のみ段丘上に該当する 。

調査対象地の現況は、荒蕪地又は旧耕地である。

以下、 1次調査、 2次調査に分けて記載する。なお、

査位置図参照。

1次調査

トレンチ配置

遺

遺

（調査件名： 09-94 -49) 

構：土坑、ピット

物：弥生土器、土師器、須恵器

遺跡位置図

トレ ンチ配置位置については、 43ページ調

道路改良工事対象位置に計画した調査区のうち、用地買収の完了した範囲 (2、

4、7、8、11、12、24、25トレンチ）について確認調査を実施した。段丘の上下で大きく堆積土

層が異なるため、段丘上の 4トレ ンチと段丘下のそれ以外のトレンチに分けて報告する。

(1)段丘上 (4トレ ンチ）

東西方向の トレンチを設定し調査を進めた後、 北側ヘトレンチを拡張し、段丘端部付近の遺構の展開

及び土層堆積状況を確認した。

0層：現代盛土層、基本土層

3層土を多く含む。1層：現

代耕作土で 2層に細分され

る。2層：灰黄褐色系土で弥

生時代及び古墳時代の遺物を

含む。現代の耕作等で削平さ

れており、遺存状況は良くな

い。北側拡張部での堆積は認

められなかった。3層：黄褐

色又は褐色系の自然堆積層

で、遺物の出土は認められな

い。この上面で遺構を検出し

た。3-1層はシルト質で上層

から根が多く進入するためや

や脆い。3-2層以下は砂層で

締まる。
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3-la附上面

3-2居ヒ面

堆積上恩

0: !OYRS/,11こぶい黄掲（盛土）

1-1: IOYR4/2灰黄褐シルト（耕作土）

1-2」-1層＋3-la層プロック状に含む

I -3: I OYR5/3にぶい黄渇，ノルト軟

2: IOYR4/2灰黄渇細砂、やや粘性ありやや軟 3-la吊、土器、炭粒含む

3-1:IOYR5/4にぶい黄褐シルト、中砂含む

恨多岳で灰色土混じる（迫情検出面）

3 la・根多く脆し、、 3-lb・根少なくやや硬い

:1-2: IDYRS/4にぷい黄掲中砂、やや粘性あり

局所的に黄白色土プロック状に含む硬炭化物少飛

3-3: IOYR4/4褐粗砂硬炭化物少駄

3-4: I OYR4/ 4褐粗砂硬炭化物中量、～5cm大円礫中屈

3-5: IOYR5/2 灰黄渇粗砂

遺構埋上

A:IOYR4/2灰苗渇シルト炭、土器含む

B: IOYR4/2灰黄渇細砂炭、土器粒中飛、 3-1,層プロック状に含むやや硬し、

4トレンチ

トレンチ平面図・断面図 S=l/100 
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4トレンチ 3-1層上面で精査し、土坑 2基、ピット 2基の遺構を検出した。遺構 4-1では上面

から完形に近い 6世紀初頭の須恵器杯蓋が出土した。遺構は南側の調査区外に続く 。遺構 4-2~

4-4付近では大きく撹乱を受けているが、この範囲にのみ 1-2層土と 3層の黄色土が混在し、弥

生時代から古墳時代の遺物が多量に含まれることから 、遺構 4-4等遺構の存在が推測される 。北

側拡張部では、 遺物包含層 (2層）及び遺構は確認できなかったが、 3層は連続しほぼ平坦面を

形成している。

(2)段丘下 (2、7、8、11、12、24、25トレンチ）

基本土層 各調査区は離れているため土層の堆積状況が異なる部分もあるが、近年の盛土層を除

き5層に大別した。

0層 ：現代盛土層。1層： 現代耕作土。2層 ：旧耕作土で、近世以降の遺物が少量出土した。3層

黄灰色系の自然堆積土で 2層に比べ起伏が大きい。酸化した鉄分も一定量含まれることからある

程度乾燥した状態での堆積と考えられる。4層：青灰色、暗灰色系のシルト又は粘土で滞水環境

下での堆積である。7、8、11、12トレンチで堆積が認め られ、 7、8トレンチ付近はやや泥炭気

味である。5層：3～ 5cm大の円礫層で河川堆積と考えられる。24、25トレンチで確認した。なお、

4層との前後関係は不明である。

2トレンチ 旧耕作土 (2層）を 12層確認した。遺構は検出されなかった。3層から土師器細

片 1点が出土した以外遺物の出土は認められなかった。3層以下の堆積状況は、掘削可能深度を

超えたため確認できなかった。

1,V 

］ i -言二言五と
公ー9)、- 2 一 2-1 0 ~ 

3-1 

で̀‘～ー一、～—-生3___ど

2トレンチ

2トレンチ

〇：盛 1こ
\ - \, ~ 5/ 0灰 細砂（現代耕作土）
¥-2ci.5Y6/l灰シルト、細砂含む鉄分沈沼層

2-1 c5Y6/l灰 細砂鉄分中屈

2-2c5Y6/l灰細砂ヒ位に鉄分沈tt局
2-3c 5Y6/2灰オリープシルト鉄分沈苔屑

2-4c2.5Y6/l黄灰シルトマンガン中祉

2-5c2.5Y6/l黄灰シルト上位に鉄分沈沼
2-6c2.5Y6/l黄灰シルトマンガン多貸

2-i c 2.5Y6/2灰黄シルト鉄分・マンガン多品

2-8c2.5Y6/l黄灰シルト鉄分中負
2-9 c 2.5Y6/2灰黄シルト鉄分沈苔局

2 10c5Y6/l灰シルトマンガン斑多五

2-¥ I c5Y6/l灰シルト鉄分・マンガン多董
2-12 c 2.5Y6/ I黄灰シルト上位にマンガン多景、

鉄分中且

;i-1 • 2.5Y5/2暗灰祓シルトマンガン ・鉄分中貴
3-2 c 2.5Y5/2暗灰黄粘 t ~5cm 人•IT) FI 礫中依、

鉄分中駄

3-3 2 . 5\•5/2暗灰拭シルトマンガン ・鉄分中景

7トレンチ

0-I : 2.5Y5/2暗灰黄細砂．祖砂含む

0-2: IOYR4/1褐灰細砂

0-3: 2.5Y6/4にぷし‘黄シルト、
祖砂・~20cm大礫含む

1-1: IOYR4/1褐灰細砂
1-2: 2.5Y5/ l黄灰細砂 l-1侶斑に含む

I -3: 2.5Y5/ I黄灰シルト、細砂含む鉄分巾駄

1-4:2.5Y6/1黄灰・ンルト、細砂含む鉄分多最

l-5:2.5Y5/1黄灰シルト、細砂含む
I -6: 2.5¥'6/ I黄灰シルト

l-7:2.5Y6/1苗灰シルト上位に鉄分沈芯
2-1 :5Y6/1灰シルト上位に鉄分沈着マンガン中伍

2・2:5Y6/1灰シルト上位に鉄分沈笠マンガン中量

2-:U.5Y6/2灰拭シルト上位に鉄分沈笞
鉄分・マンガン中国

2・4:2.5¥'6/3にぷい黄シルト鉄分沈召
3-1 :1.5Y6/I黄灰シルト鉄分・マンガン中景

3-2 :5Y6/ I灰シルト鉄分多伍

3-3:5Y6/1灰枯土鉄分中量、局所的に多最
4-1: IOYR4/l褐灰粘ヒ縦筋状鉄分少伍

4-2: IOY4/I灰細砂～シルト縦邪状鉄分少址

s 

‘―-----—三考＝＝＝三'。 1
II' 

！ーロー三言ニミ戸：9 46 6m 

24亡ニロニ□言皇二
'-------ー·---·---·-•----~’9-----ー一 1ヽ-1

,.-- - -― □L J..--------------•_.i, 
＊少なくともT.P.044.Smi'で行灰色粘 k

7トレンチ 8トレンチ

トレンチ平面図・断面図 S=l/100 
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8トレンチ

（）：盛土

l-l:IOYR6/ll8/天シルト、細砂含む
鉄分・マンガン多凪・鉄分沈培

1 -2:~6/0灰シルト 、 細砂含む
1-3: I OYR6/6明黄褐シルト（床土）

2-1 :5Y6/]灰細砂鉄分中最

2-2:5Y6/]灰細砂鉄分・マンガン中舟
2-3: 7.5Y6/]灰、ンルト ヒ位に鉄分沈着

マンガン多址

2-I: 7.5Y6鼻灰シルト鉄分沈苔多景
マンガン中量

2-5:7.5Y6 I灰・ンルトマンガン中量

2-6:7.5¥'6/]/天シルト，粘性大鉄分沈贅多伍

マンガン中品

3-1 :5Y5/]灰シルト、粘性大局所的に鉄分あり

軟質

3 2 :5Y5/]灰粘士鉄分少杖軟質
1-:!:5¥'5/2灰オリープ粘土 鉄分少岳軟質

4-］：ヽ:.110灰粘 I:鉄分少沢軟質

撹乱

撹乱

46.4m 



7トレンチ 地表から 2.4m以下もグライ化した粘土層が続くようである。遺構は検出されなかっ

た。1層から江戸時代の染付が 1点出土した。湧水がある。

8トレンチ 遺構は検出されなかった。1層から近世又は近代の染付等 4点、 2層から土師器及

び瓦質土器等 3点、 3層から土師器 1点が出土した。湧水がある。

11トレンチ 遺構 ・遺物とも確認できなかった。湧水が激しい。

12トレンチ 遺構・遺物とも確認できなかった。湧水が激しい。

24トレンチ 3層下で河川堆積層である 5層を確認した。3層以下を各層ごとに掘削したが、遺

構・遺物とも確認できなかった。

25トレンチ 3層下で河

川堆積層である 5層を確

認した。3-1層上面及び

3-5層上面で精査を行っ

たが遺構 は検出 できな

か った。遺物は C層か

ら江戸時代の染付 1点、

土師器 1点が出土したの

みである。

2次調在

トレンチ配置 1次調査

完了後、用 地買収の完

了 した範囲 (3、5、15、

18、21、26トレ ンチ）に

ついて確認調査を実施し

た。1次調査 と伺様、段

丘上下の調査区に分けて

記載する。

(1)段 丘 上 (3、5トレ

ンチ）

基本土層 l層 ：近世以

降の堆積土である。3ト

レンチでは 2層の近現代

耕作土、 5トレンチでは

4層の近現代耕作土及び

近世以降の灰色砂質土に

細分される。2層 ：3、5

トレンチでは確認されて

いない。3層：黄褐色又

は褐色系の砂及びシルト

S N 
トー――-- --1. -I . 1 

2- 1 → - -」立――—----2-2午 - - - - - - —y 2-3 

2_-:4_づ 2-5 ーゴ 46.4m 
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続

灰
土
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9
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9

9

9

,
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1-1 c2..5Y6/2灰黄 ・ンルト、細砂含む

1 2 c2.5Y6/2灰黄、ンルト、細砂含む

2-1 c 2.SY6/2灰黄シルト、細砂含む

2-2 c 2.5Y6/2灰黄シルト、細砂含む

2 3 c2.5Y6/2灰黄シルト、細砂含む上而に鉄分沈着マンガン中は

2-4c2.SY6/2灰黄シルト、細砂含む上面に鉄分沈沿マンガン中嶽

2-5 c 2.5Y6/2灰黄シルト、細砂含む 上曲に鉄分沈着マンガン中歴

3 I c2.5Y6/2灰黄シルト、細砂含む上面に鉄分沈竹 t位：にマンガン中は

;i-2:25Y6/1黄灰シルト、細砂含む上位にマンガン中拭

3-3cS6/0灰枯土鉄分多景

4 - 1,~6/0灰枯土

91-2:N5/0灰粘土木片含む

N 
， 

2-2ニニ1-l --‘ 

3-l ¥ 1-? ! 4 6. 4 nl 

¥_ ------3遵＿＿＿ ＿ ＿ ＿，ー―-------------J
9 ,  

3-4→一1

¥--]] -」
~ I 
’, 4 3 i 
¥ 4-4 i 
し

11トレンチ

l-l:2.5Y4/I黄灰 シルト、細砂含む（現耕（乍上）

l-2:W4/I灰ンルト、細砂含む

2-l:2.5Y6/3にぷい黄・ンルト、細砂含む上位に鉄分礼芯

2-2: 2.5Y6/3にぷし、黄シルト、細砂含む ヒ位に鉄分沈者

3-1 :2.W6/2灰苗ンルト鉄分・マンガン中砒

3-2: 2.5Y6/2灰黄シルト 2-1層よりやや暗い

3-3:2.5Y6/2灰黄シルト、細砂含む

3-4: I OYRS/6共掲 シルト、細砂含む涅地堆団

4-1: IOYR6/]褐灰 シルl、鉄分少最

4 2:2.5Y6/I黄灰 シルト、細砂含む鉄分少屈

4-'.l:.5Y6/I苗灰・ンルト鉄分少鼠

4-4:W6/0灰粘 I::

12トレンチ

―

―

+

|

』

I 2屈 r．面

24トレンチ

口
w 

24トレンチ 25トレンチ

1-1: 10¥'RS/1褐灰細砂 1-1: IOYR5/I褐灰細砂

1-2: IOYRS/41こぶい黄褐シルト～細砂鉄分沈着/ii I 2 10¥'RS/,l1こぷい黄掲シルト～細砂鉄分沈祈層

2-1 :5¥'5/1灰細砂鉄分・マンガン粒細かい 2-1 :5Y5/I灰細砂鉄分・マンガン粒細かい

2 2:5Y5/I灰シルト～細砂上位に鉄分沈着 2-2:.¥YS/I灰シルト～細砂上位に鉄分沈着

1-3: IOYR5/4にぶい黄掲ンルト鉄分沈杵層 2-3: IOYR5/4にぶい黄掲シルト鉄分沈杓陪

3-2': 1.5Y5/ I黄灰 シルトマンガン多保 3-1: 2.5Y5/l黄灰シルト鉄分・マンガン中俵

3 2": 2 .. 5¥'5/ I黄灰、ンルトマンガン・鉄分中凪 ．i-2 2.5¥'5/1黄灰シルト、 3I陪より粘性ありマンガン多凪

'.1-5: I OYRS/3にぷい 黄 掲 細 砂 ～3cm大亜円礫中ほ ，l-:l:5Y5/I灰細砂～3cm大角 ・亜円礫中最

5-1: 2.5Y4/I黄灰 3~5cm人円礫肘 3-91 10¥R5/1喝灰シルト ~5cm火角而円雑多枯

3 5: IOYR5/3に ふ い 黄 掲 細 砂 ～3cm大亜円礫中址

5-l :2.5¥'91/1黄灰：i～5cm大円礫層

W E 

＿巳三三笠三三三三二三三三ご□□；18 0nl 

戸ミニニニニエ三塁—-----•一—ーベ----- -------------------·----------- - - • 一3-5 3-5 ¥ 3-5 ! 
5-1 

¥--------・-・-―------------------ノ，

1-2 

48 6孟仁竺亡二已
! 3 2 

i 3 -2’' 1 ! 
！ ・
1.  l -5 1 

i.5-1 、1
' ---- --·------------ - —ロー--.,

3~.5附 I：面

3~1 附 1：而

25トレンチ

トレンチ平面図・断面図 S=l/100 
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質の自然堆積層で、遺物の出土は認められない。この上面で遺構を検出した。3-1層はシルト 質

で上層から根が多く進入するためやや脆い。3-2層以下は砂層で締まる。第 1次調査で実施した

4トレンチと大別土層番号は対応する。

3トレンチ 調査対象地西半に設定した幅 2.lm X長 5.4mのトレンチである。現地表面の標高は

51.9 mである。2層は認められず、 1-2層と 3-1層の間に両層が混在した a層が堆積する。この直

下にはシルト質の 3-lb層が堆積するが4トレンチに比べ薄く、 3-2層が露出する部分も認められ

る。第 3層上面で精査し、ピ ッ ト2基を検出した。検出面の標高は 51.6m~51.7mである。時

期を確認するため南半について遺構掘削を行ったが遺物の出土はなかった。

5トレンチ 調査対象地東半に設定した幅 2.2mX長さ 5.0mのトレンチである。現地表面の標高

は51.8m前後である。調査区の大部分が遺構埋土であ ったため、 3層は本来の検出面から 20cm

程下で検出したが、3-1層はなく 3-2層の堆積が確認された。検出面の標高は51.4m~51.5mである。

この面で検出した遺構 lは近世以降に帰属し、遺構 2も出土遺物はないが、土質の類似性か ら近

世以降に帰属するものと考えられる。遺構 3~6については、切り合い関係から番号の大きい遺

構ほど古い。いずれの遺構からも弥生時代もしくは古墳時代と考えられる土師質土器や須恵器が

出土している 。遺構 3~5については、埋土に 3層ブロック土を含む点や若干軟質である点等か

ら近年の撹乱の可能性も考えられたが、古墳時代より後の遺物を含まないことから、遺構と判断

した。遺構 6については、3層の自然堆積と

考えられる埋土が堆積しており、 皿層から古

墳時代の須恵器が出土している。

(2)段丘下(15,18, 21, 26トレンチ）

基本土層 各調査区は離れているため土層の

堆積状況が異なる部分もあるが、 3層に大別

し、各大別層については枝番で細分した。

1層 ：現代耕作土。2層： 旧耕作土で、近

世以降の遺物が少量出土している。3層：自

然堆積層で黄灰色系の酸化鉄分を一定量含む

乾燥状態下での堆積土、 青灰色、暗灰色系の

シル ト又は粘土で滞水状態下での堆積土、 青

灰色砂礫の河川堆積土の 3つに分けることが

できる。

1次調査の 3~ 5層について、前後関係が

認められなかったため、 2次調査では 3層 と

して扱った。

15トレンチ 幅 2.2X長 4.3mの トレ ンチで

ある。現地表面の標高は 47.2mである。旧耕

作土 (2層）は 7層に細分でき、 2-4及び2-7

層か らは土師器と染付が出土した。2層下で

は黄灰から灰色系のシルト層を主とする 3層

3-Ib 

る‘9
』

閃
D遺溝I

1-2 1-¥‘⇔一
’ 

‘ 

― 7 

3トレンチ
E 

旦6: —--- - 1 一—---------;

一 三遺構1霞巴□□□□：ロロ：□□三言わ
呈 遺1料6 3-2 

芽

遺情5

紅

1-1 1ー ¢ --ー三云□一入
ロ u,0・1,

5トレンチ
3トレンチ

1-1 灰黄褐色(¥OYR42)細砂現代1片作土
1-＇とにふし黄色 (2.5Y6!3)細砂 1口耕作土

（9 にぶい黄色f2.5Y63)~(IO¥'R5. 4)細砂～111砂
l-2層， 3-2/!'lの洪（£層やや軟質

3-lb：こふい黄褐色(IO¥'R,/4)シルト

:1-2 にぶ黄褐色(IO\'R5/•I)中砂～11!砂
3-3 褐色（IOYR44)111砂やや硬質

05cm大までの円廂を少量含む
遺溝1昂渇色(IOYR3I)細砂

遺情2 黄灰色(2.5YI I)細砂11!砂を含む

5トレンチ

曰灰黄渇色（IOYR42)細砂（現代耕（乍土）
I 2にぷい黄色(2.5¥'63)細砂（旧耕(FL)
]-3黄褐色(2.. 1¥'5"3)細砂

l-4黄灰色（2.5Y6/])細砂～中砂木の恨が多数1RIモ
/l にぷい故橙色（ I OYR6/ 4)•ン 1叶~遺溝牡望土等斑に含む
2 にふい伍色(2.5¥'6/3)細砂～シルト
3-2にぶい黄色(IO¥'R5/4)中砂～柑砂

迫構l黄灰色(2.5¥'6I)中砂近世

遺情2 黄灰色(2.5¥'6I)中砂

遺i/I/3 黄褐色(2.5¥'5.3)ンルト恨の跡が多数土器出上
迫情1黄褐色(2.5¥'541シルト恨の跡が多数

ヘース土小プロノク含む
遺情5 I暗灰黄色(2.. 1¥'5 4)細砂

ペース上プ「リク状に少景含む
nにぷし、黄渇色（IOYR42)シルト

遺構6 Iにぶし、黄比色(10¥'R412)シルト＋ペース 1：プロノク
口にぶし哉褐色(IOYR4~)シルト
ITI 9音灰缶仏(25¥'5 2)細砂珀東堺

トレンチ平面図・断面図 S=l/100 
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を確認した。上位は比較的乾燥状態での堆積と考えられるが、標高 45.2m以下はグライ化したシ

ルト層で、滞水状態であ った ことを示している 。3-1層から黒色土器片が 1点出土した以外、遺

構遺物とも検出されなかった。

18トレンチ 幅2.2X長さ 6.0mのトレ ンチである。現地表面の標高は 47.9mである。旧耕作土（2

層）を 7つの層に細分した。第2層以下では黄灰から灰色系のシル ト層を主とする 3層を確認し

た。上位は比較的乾燥状態での堆積と考えられるが、標高 45.8m以下はグライ化した砂礫層で

旧河川跡と考えられる。3-1層から瓦盛片が出土した以外、遺構遺物とも検出されなかった。

21 トレンチ 幅 2.2X長さ 3.5mの トレンチである。現地表面の標高は 48.lm~48.2mである。

旧耕作土 (2層）を 2つの層に細分した。2層以下では黄灰から灰色系の細砂及びシルト層を主

とする 3層を確認した。上位は比較的乾燥状態での堆積と考えられるが、標高 46.8m以下はグ

ライ化した砂礫層で旧河川跡と考えられる。遺構遺物とも検出されなかった。

3 2/l'l上面
3-2a吊上面

l5トレンチ

l-l拭灰色(2.. 5Y5/I)細砂下位に鉄分沈で現耕作 I:

2-l凶灰色(2.5Y6/!)細砂 下位に鉄分沈廿 Int井作士

2-2黄灰色(2.5¥'6,!) 2-Iよりやや黄色が強い細砂

下位に鉄分沈倍マンガンを少厨含む旧耕（乍ヒ

2-3黄灰色～灰黄色(2.5¥'61!)~(2.5¥'62)細砂

下位に鉄分沈済マンガン、鉄分を少景含む旧耕（乍士

2-4 iii灰色～灰拭色(2.5¥'6/!)~(2.5¥'6/2)細砂～シルト

下位に鉄分沈沿鉄分を中祉、 マンガンを少址含む l□1井作土

2-5にぷい黄色(2.5Y6/3)細砂～シルト

下位に鉄分沈芍鉄分を多は含む 上器拉出上旧耕（乍上

2-6にぶい黄色(2.5Y6/3)2-5より共色が強い細砂～シルト

士器粒を含む旧耕作上

2-7明黄褐色(!O¥'R66)細砂～シルト上器粒を含む床上

3-1灰白色～黄灰色(2.5Y7/!)~(2.5¥'(il)細砂～シルト

E E ¢ lcm大円粍、炭根を含む

＿ - 二言豆＼：三三三三三三二ご三：こ言［言詈ど竺f)
三丁→□万丈三 2-7 召［ にt_-_------~ ----- --- Iヽ ］悶置塁塁こ｀’9t'(f,をば言少景含む

1 ー→←―-,----------' c,u ~-]•—— ―--------ー／ ：手贔色(25Y5/1)細砂 現I井（乍土

3-I ご-ー―-ーで丘―--J―ご―-=-=-=-=-=-=---- l-2 明苗褐色(IOYR6/6)シルト床士

I --/ I--—―更に二二 3-2,, 2-1黄灰色（2．5Y6/1)細砂 l日耕作土

← ご —」 , 3 3 / 2-2 黄灰色(2.5Y6/1)細砂旧耕作土鉄分を中猷含む

ロ←言 一―→ 1, 3-5 /9 3-4 芦塁塁覧篇霊誓／］言［冒霜昇登に含す：
` - -- 2-5 黄灰色(2.5Y6/I~5/1)細砂～シルト鉄分、 マンガンを少枯含む IOI井（乍土

15トレンチ

2-6灰色(5Y6/I)シルト鉄分、マンガンを少景、上器拉を含む 旧耕作土

2-7 にぶい黄橙色（JOYR6/4)シルト鉄分を多械に含む IR耕（乍上鉄分沈清ラインでa,b層に分離

3-1黄灰色～灰黄色(2.5Y6/i~6/2)シルトやや軟質鉄分少蘊含むマンガン位で,,,b,c層に分隙

18トレンチ 3-2aにぶい黄色（2．5Y6/4)細砂～シルトやや硬質マンガンを少量含む

3-2bにぷい貨色(2.5Y6/,1)細砂～シルトやや硬質 マンガンを多量に含む

3-3 黄灰色～灰黄色(2.5¥'6/1~6/2)シルト～細砂マンガン、鉄分を少駄含む

3-4 にぷい黄褐色（IOYRS/4)細砂

3-5 灰色(5Y5/ I ) 砂躁 ¢2cm大までの円礫 ~5cm大も少杖含む

:l-2層上面

e1 1.8m 

ロニこ——_-ー ニニニ====------__―― -L三ニ――----, 2-3

I - ---------- ------ --_ _ 2 - 5 云—--」,2-4
- - - - - - - 、ー・ —-~3-:l 

21トレンチ

21トレンチ
1-1黄灰色(2.5¥'5I)細砂現耕作土

2 I褐灰色（IOYR6/I)細砂旧耕作土

3-6 
17.6m 

2-2 黄灰色(2.5¥'fi・2)シルト～細砂鉄分、マンガンを中昂含む下位に鉄分沈サ旧耕作士

3· 1 • 黄灰色(2 . 5\'6 2)シル1、鉄分．マンガンを中位含む IHI片作上の可能性あり

:I-lb 黄灰色(2.5¥'6'2)シルト鉄分を中負、マンガンを多量に含む IBI＃作土0)可能性あり

3 1c・黄灰色(2.5¥'6'2)ンルト鉄分を中駄、マンガンを少屈含む旧耕作 I’.d),1能性あり

:1 2 にぷい貨渇色（10¥'RS3)シルト鉄分未酪化やや軟質

:1-:1 灰黄(2.5¥'72)ンルト～細砂鉄分、マンガンを少爪含む

3 •I Iこふい黄(2.5¥'63)細砂鉄分を中最含む

:1.1灰白色(10¥'ll?/I)細砂鉄分を少景含む

:i b 貨掲色（IOYRS6)細砂鉄分を含む

3 7 灰オリープ(5¥'52)中砂

:1-H 灰色(5¥'5I)砂粍～2,m大円礫．～IOunkl'I罪も少量含む

26トレンチ

26トレンチ

I I渇灰色（IOYR5/I)細砂下位に鉄分沈沿現耕1乍土

2-1褐灰色（IOYR6I)細砂 l日耕作i:

2-2灰黄色(2.5¥6/2）ンルトマンガンを少且含む下位に鉄分沈者 l□t#I乍j’.

2 3灰黄色(2.fi¥62)シルトマンガンを少貸含む l□耕1乍土

2-4明黄渇色(]0¥'R66)細砂～シルト床i--

2-.; 黄灰色（2.fi¥6I)細砂～ンルトマンガンを中位含む IRl#I乍上

2-6 黄灰色(2.5¥6I)シルトマンガンを中最含む l印＃1乍土

2-7 にふい黄色(2.5¥6:J)シルトマンガンを中!it含む ln耕1乍卜＿

2 8 明缶渇色（IO¥R66)シルト 床上

：l-］渇灰色(10¥'RfiI)シルトマンガン中依やや赦質 IH耕作上0)叩記性もあり

3 2 明褐色(7 . 5\•5 6) /9レト．用砂、小粍含むやや硬質

トレンチ平面図・断面図 S=1/100 
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三~2-8
:1-0 

3 10 

3-1 

3-3 黄灰色(2.5¥'6 l）・ンルト

3 4灰色（ヽ 50)砂罪～3cm大の円礫も少触含む

:i-5 灰黄渇色（ 10\•R5 2）シルト

3-6灰黄色(2.5Y62)粘上～シルト鉄分少量含む

3-7 灰色(5¥61）シルト～ km大円粍少景含む

:l-8 ICふい黄色(2.5¥631ンルト鉄分、炭を含む

3 9 灰色(S¥'6I)ノルト～2un大円粍中欣．鉄分少Iii:含む

:HO 黄灰色(25¥6 1）シルト

3-11 灰故色12..¥¥fi,)ンルト

3 12 日立～：如吠l'I叩倍 表面阻色 赤色化

下位 •~30cm)c円礫層



幅2.4X長さ10.0mのトレンチである。

現地表面の標高は 48.6mであ る。 旧耕作土 (2層）

を8つの層に細分した。2層以下では灰か ら黄灰色

系のシルト 層を主とする 3層が堆積する。上位は比

較的乾燥状態での堆積と考えられる。標高 47m付

近ではグライ化した砂礫層が北西方向へ落ち込む旧

河川の肩部を確認した。遺構、遺物とも検出されな

26トレンチ

かった。

く調査の所見＞

上記のとおり、段丘上の第 3、4、5トレンチでは

埋蔵文化財が展開することが確認された。一方段丘

下の調査区については、周辺からの流れ込みと考え

られる中世以前の遺物数片が確認されたが、遺構は

検出されなかった。

段丘上では安定した地盤である 3層上面で遺構が

検出された。3層上面は段丘端の北側へ向かいやや

標高を下げるが、ほぼ平坦面を形成していることか

この平坦面上には埋蔵文化財が展開する可能性ら、

が高い。

一方、段丘下は各調査区で若干様相は異なるが、

河川や滞水環境を経た後、草木が生い茂る比較的乾

燥した時期もあったと推測される。出土遺物が少な

くこれらの堆積時期を明確にすることはできなかっ

たが、近世以降に水田として利用されるまで、生活

の痕跡は認められなかったことから、段丘下につい

ては埋蔵文化財が展開する可能性は極めて低いもの

と考えられる。

以上から、段丘下の埋蔵文化財が展開しない範囲

については、慎重工事として取扱うことが適当と判

断した。

段丘上の 3、4、5トレンチ付近については、埋蔵

文化財が展開することが確認されたため、記録保存

のための本発掘調査が必要と判断した。
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調査位置図及び埋蔵文化財取扱い図 S=l/4,000
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5 萩原 II遺跡

種別：確認調査

所在地：伊都郡かつらぎ町萩原地内

く調査の経緯＞ 京奈和自動車道工事用道路建設工

事に伴い確認調査を実施した。

く調査の成果＞

基本土層 第 1層 ：現代盛土、第 2層 ：現代水田耕

作土、2層に細分される。第3層：落ち込み部堆積層、

第 4層 ：1トレ ンチ南部でのみ確認した黄褐色系の

シル ト又は砂土である 。

1トレンチ 第 1層から第 4層が堆積する。第 2層

の下には、 トレンチ中央付近か ら南側では第 4層が

堆積し、北東方向に落ち込む状況が確認された。こ

の落ち込み部には、グライ化した第 3層が堆積する。

遺構は検出できず、遺物についても第 3-1層から瓦

器細片が 1片出土したのみである。

2トレンチ 第 1層から第 3層が堆積する。第 2層

の下には第 3層の砂礫層とシルト層が交互に堆積す

るが、 1トレンチとは異なり、シル ト層に は酸化鉄

分を多く含む堆積層も認められる。遣構・遺物の出

土は認められなかった。

（調査件名： 10-94-24)

遺構：なし

遺物：瓦器

遺跡位置図

"・".,,_",; a・・・' 

-=戸
一 トレンチ位置図

調査位置図

く調査の所見＞ 調査の結果、対象地は現代の盛土で嵩上げされていたことが判明し、北側及び

東側と同様、谷への落ち込み部に該当する不安定な地形であることが確認された。遺構は確認さ

れず、遺物についても瓦器細片が 1片出土したのみである。1トレンチ南側では比較的地盤の安

定した第 4層を確認したが、踏切北側で実施された町教育委員会の確認調査でも遺跡の展開は認

められていない。以上のことから、工事対象範囲に遺構が展開する可能性は著しく低いと評価さ

れ、本発掘調査を要しない範囲と判断した。

:' ←—グライ化、

, i 56.0m 

2-l 

22三 41

4-5 

l ：盛土（現代）

2-1 2.5Y3/1黒褐、細砂、 l~2cm大亜円礫少絋（旧水田耕作土）

2-2 7.5Y5/l灰、細砂粗砂含む、～5cm大亜円礫少屈、下位に鉄分沈着（旧水田耕作土）

3-1: IOYR5/!灰、細砂細砂・粗砂・小礫多埜、 やや軟

3-2: IOYR5/6黄掲、細砂粗砂・小礫多蘇、鉄分多餞

3-3: 7.5Y4/2灰オリープ、シルト（北側）

7.5Y5/2灰オリープ、シルト（中央）

3-4 : l OYR5/ I灰、砂礫、～5cm大円礫・亜円礫多枯

3-5: I OYR5/l灰、中砂

4-1 :2.5Y6/4にぶい黄、中砂、 2~3cm大亜角礫多旦、灰色上斑状

,J-2:2.5Y6/4にぷい黄、シルト祖砂含む、鉄分多屈

4-3: 2.5¥'5/2暗灰黄、粗砂

4-4:2.5Y6/4にぶし黄、細砂、 4-:lより橙色、鉄分多祉

4-5: 2.5Y7 / I灰白、シルト、縦筋状鉄分

lトレンチ

トレンチ平面図・断面図
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口
、,'56.0m

、', 2 -l --- ,‘ 

3-6`~-3- 7 

¥ 3-12,' 
＼ --------------' 

＼ ：盛土（現代）

2-¥ :2.5Y3/l黒褐、細砂、 1~2cm大亜円礫少品（旧水田耕作土）

3-6 2.5Y6/4にぶし黄、細砂祖砂・小礫多見

3-7:2.5Y6/2灰黄、中砂粗砂・小礫(~¥cm大）小枯

3-8 2.5Y5/l装灰、粗砂、 2~:lcm大円礫亜円礫多品

3-9:2.5Y6/4にぶし、黄細砂、鉄分多拡、やや硬

3-10: IOYR5/l褐灰、砂礫、～5cm大円礫・亜円礫多品

3-1 I :2.5Y6/4にふし、黄、細砂～シルト、やや軟

3-I 2: I OYR5/ I褐灰、砂礫、 3-10より礫やや小振り

2トレンチ



6 京奈和自動車道（紀北西道路） 1次調査

種別：確認調査、分布調査

所在地：岩出市根来安上、紀の川市中三谷

く調査の経緯＞ 京奈和自動車道紀北西道路建設予

定地の一部が周知の埋蔵文化財包蔵地に該当するた

め、国土交通省近畿地方整備局和歌山河川国道事務

所と協議のうえ、平成 22年 7月現在に調査可能で

あった根来寺遣跡の一部を対象として試掘確認調査

を、春日山城跡については分布調査を実施した。

く調査の成果＞ 岩出市根来寺遺跡と紀の川市春日

山城跡に分けて報岩する。

根来寺遺跡 紀ノ川右岸の和泉山脈山麓部に位置す

る。北は和泉山脈とそこから派生する幾つかの尾根、

（調査件名： 10-94 -70 • 7 4) 

遺構：柱穴、土坑、溝、道等

遺物：土師器、中世陶磁器、瓦

遺跡位置図（岩出市）

南は独立山塊状の通称「前山」と呼ばれる丘陵に挟まれているため、盆地状の地形を呈しており、

要塞としての機能を併せ持つとされる。また、西側は根来街道（現在は県道泉佐野岩出線）に接

しており、交通の要衝としての側面も認められる。

現在、根来寺遺跡は東西 3km、南北約 2kmの範囲が周知の埋蔵文化財包蔵地とされているが、

これは根来寺域（山内）とその周辺に町屋が展開する範囲を含む範囲で、包蔵地範囲のうち根来

寺大門が築かれる蓮華谷川左岸以東が主たる旧境内地内として評価されている。なお、包蔵地範

囲の一部は根来寺境内として、平成 19年 2月6日に国史跡に指定され、さらに平成 22年 2月

22日に追加指定が行われた。

既往の調査 昭和 51年度の広域営農団地農道（以下、「大規模農道」という 。）整備に伴う発掘

調査以来、 30年以上にわたり 160地点を超える箇所で、発掘調査が実施されている。遺跡を東

西に横断するように実施された大規模農道の発掘調査では、根来寺開山以降、江戸時代までの塔

頭子院跡が多数検出されている。また、根来寺は豊臣秀吉の紀州攻めでほぼ全山灰儘に帰したと

言われるが、発掘調査ではその紀州攻めの際の天正の兵火による焼土層がほとんどの調査区で確

認されており、発掘調査におけるメルクマークとして利用されている。

根来寺遺跡のうち京奈和自動車道紀北西道路建設予定地周辺では、根来トンネル西側坑D付近

にある桃坂新池南側の大規模農道から桃坂新池に向う町道桃坂線は町道建設時に発掘調査が実施

された。発掘調査では、現在の桃坂線が中世の古道を踏襲して築かれていることやその古道の両

側に子院敷地が設けられること 等が明らかとなった（財団法事人和歌山県文化財センター 1989

『根来寺坊院跡ー根来地区普通農道整備事業に伴う根来寺坊院跡発掘調査＿』）。

調査の方法 試掘確認調査は、地形等を勘案しながら建設予定地内に疎らに幅 2mX長 10m程

度のトレンチを配置した。ただし、掘削の状況や撹乱及び地山の検出状況に応じて、 トレンチ長

を増減した。

なお、試掘確認調査は調査対象地が 3つの地区に分かれており、地理的環境、土壌堆積状況及

び現在の土地利用状況が大きく異なるため、 A・B・C地区の 3つの地区に分けて、以下、調査

成果を記述する。
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〔A地区〕 根来街道を前身とする県道泉佐野岩出線が西側に隣接する位置で、根来寺遺跡の西側

に位置する。戦前の航空写真等を見ると 、こ の地区周辺では旧来から丘陵麓の平坦地であ ったこ

とが確認され、遺跡の展開も想定できる。なお、 A地区の南側の根来寺大門西側では調査が実

施され、根来寺町屋跡が検出されていることから、同様の遺構の検出が予想される。 しかしなが

ら、街道沿いに位置することから現在は一部の耕作地を除き 、工場等の敷地として利用されてき

たため、地形の改変が著しい。A地区では、8つの トレ ンチを設定して、135.4mの調査を実施した。

基本層序 〇層は現代盛土、 1層が現代耕作土ないしは盛土以前ま での耕作土、2層が旧耕作土、

3層が水成堆積層であるにぶい黄色系の砂礫土ないしはシルト質土で地山と認識し、 4つの層位

に大別した。各大別層は、 トレ ンチごとに土色・土壌等により細分している。いずれの トレ ンチ

でも 明確な遺物包含層は確認されず、耕作土 (2層）直下に地山面 (3層）が検出された。

1トレンチ 約 2mX約 7mの南北方向に設定した トレ ンチである。lm以上の盛土 (0層） 、耕

作土(1層）の直下、現地表面から 1.3mの深度で砂礫土の地山 (3層）を検出した。その上面で、

精査したものの遣構・遺物とも検出されなかった。

2トレンチ 約 2mX約 9.5mの南北方向に設定した トレ ンチである。lm弱の盛土 (0層）の下

に、現代耕作土(1層）、旧耕作土 (2層）が併せて 0.5m以上堆積する。 トレンチ北東角付近では、

耕作中に利用されたとみ られる 旧水路 (A~H層）が何度も 掘削された模様である。遺物は、 2

層から土師器片が採集された。

3トレンチ 約2mX約9.5mの南北方向に設定したトレンチである。1トレンチ同様、盛土(0層） 、

耕作土(1層）の直下で、砂礫土を主体とする地山 (3層）を現地表面から 0.7mの深度で検出したが、

遺構・遺物とも検出されなかった。

4トレンチ 周辺を擁壁が取り囲む箇所に、約 2mX約 10mの東西方向に設定したトレンチで

ある。盛土 (0層）・現代耕作土 (1層）・旧耕作土 (2層）下の 0.5m程度の深度で、シルト質土

を主体とする地山 (3a層）を検出した。 トレンチ壁面や 3a層上面を精査したところ、土坑やピ ッ

トないしは不整形な範囲の黒褐色系土壌 (B層）の堆積を確認した。遺物は、 2層から土師器片

根来寺遺跡 トレンチ位置図 S=l/10,000 
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根来寺遺跡 A地区 トレンチ位置図 S=l/1.000 
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が採集された。 lトレンチ

5トレンチ 擁壁が設置され

た範囲内に南北方向に設定し

た トレ ンチである。現地表面

から 2.5m以上盛土がされて

おり、盛土直下でシルト 質土

(3層）の地山

盛土造成前に、 地盤整形等を

行った際に耕作土等は除去さ

6トレンチ

れている模様である。

約 2mX約 10m

ンチである。

層）

の南北方向に設定したトレ

現代耕作土（1

を除去すると現地表面か

ら0.2m程度の深度でシルト

質土の地山 (3層）

た。3層上面で精査したとこ

トレンチ外に及ぶため長

さは不明だが、幅約 lmの隅

丸長方形土坑を検出した。土

坑の壁面ぱ焼土で、埋土は炭

化物を主体とする用途不明の

を検出し

ろ、

土坑である。

7トレンチ

を検出した。

このほか、 ピッ

ト1基を検出した。

遺物は、 2層から被熟によ

るとみられる赤色変化した

瓦片、土師器皿片のほか、遺

構内からも土師器片を採取し

た。A地区では最も遺物出土

量が多量であり、炭化物を埋

土主体とする遺構とともに、

遺構・遺物が展開することが、

A地区内では最も顕著に確認

できた。

約 2mX約 10m

の南北方向に設定した トレ ン

チである 。1・3トレ ンチ同様、

耕作土 (1層）の直下で、砂

＼ ， ， 
＼ ゜ I
I ''1.0m 

¥- ---------l'―-------------し―--—’↓h' 9ノ

I 1 / 
I , 

L -- -- -- -I 

lトレンチ 1；層注記

〇造成 I:
la褐灰色（JO¥Rfi I)シルト～細砂

Ihl登色（7 ． 5\•R6 6)シ，い卜～細砂

3渇灰色(7.5¥".5I)砂粍 L

2トレンチ土層注記

〇盛上

h 緑灰色(.5G6I)シルト質土

lb黄灰色(2.5¥.6l)耕作七

2a灰白色(2.5¥'7 I)耕作土

2h灰黄色(25¥6 2)耕（乍土

2c橙色(7.5¥'R76)シルト質t

3、，灰オリープ色(5¥'52)砂質士

'.lb黄灰色(2.. 5¥'6 I)砂礫土

ぷ浅黄色(25¥7 3)砂礫 ＿L

A 灰色IN50)シルト囲I:

B 緑灰色（IOGSI)細砂

C 灰オリープ色（7.5¥'S2) 

D灰オリープ色(.5¥'b2) 
E 黄灰色(25¥'b I) 

F明黄掲色(IO¥'R7,6)砂礫上

G 灰色(7.5¥'SI) 

H 明黄掲色(JO¥'R76)ンルト質＿I:
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土層注記

〇盛士

la灰色(5Y5/J)砂質」＿

lb明黄掲色（JOYR6/6)砂質土

如暗灰黄色（2.. 5Y5/2)砂質土

:{h にぷ黄色(2.5Y6/3)砂礫土

3b'渇灰色（JOYR6/J)砂痒l.:

4トレンチ士層注記

〇暗オリープ灰色(2.5G¥'1/I)砂質上

la褐灰色（IOYR4!1)シルト質土

lb橙色（7.5YR7/6)シルト質土

2a渇灰色（IO¥'R6/1)シルト質上

2b灰白色(IOYR7/1)シルト質上

2c橙色(7.5YR7/6)ンルト質七

3aにぶい黄橙色（IOYR.5/4)ンルト質上

3h灰苗色(2.5¥'6/2)砂質土

3i暗灰貨色(2.S¥'S'2)砂礫上

A 灰白色(IOYR7/1)シルト質 十

B 灰色17.5¥'4/J)シルト質・卜 （し黄色(5¥74)プロソク5％含む

5トレンチ土層注記

〇造成 1.•. 

Ob造成シルト宕土

Oc造成シルト質上

Od造成・ノルト～細砂

：iにふし黄色(l..S¥ fi -1)シルト質土

根来寺遺跡
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礫土を主体とする地山 (3層） を現地表面か ら0.2mの深度で検出したが、遺構 ・遺物とも検出

されなかった。

8トレンチ 約 2mX約 10mの東西方向に設定したトレンチである。盛土 (0層） が 0.8m堆積し、

耕作土(1層） の下、現地表面 l.lmの深度で砂質土の地山 (3層）を検出した。3層上面で精査

したところ、 トレ ンチ南壁付近で、土坑 3基を検出した。ただし、遺物は採取できなかった。

〔B地区〕 根来トンネル西坑口の西側、根来寺奥の院から東側の丘陵を越えた蓮華谷川右岸の谷

地形の平坦面に該当する。近年まで果樹園として利用されていた。この平坦面の北側には、桃坂

新池が所在し、平坦面中央部には市道桃坂線が敷設されている 。先述のとおり、その敷設工事に

先立ち実施された発掘調査では、古道と子院敷地区画跡の石造遺構の一部が検出された。B地区

には 4つの トレ ンチを設定して、 83.4rrlの調査を実施した。

基本層序 〇層は現代盛土、 1層は現代耕作土、 2~4層は旧耕作土及び耕作のための造成土と

みられる土層で、 10-2• 11 • 12トレ ンチにおいて確認された。5層は遺物包含層の可能性がある

褐灰色系土壌で、 6層は地山と みられる黄褐色～黄橙色系シル ト質土ないしは砂礫土である。6

層上面で遺構を検出した。なお、2~4層が確認されなかった 9トレ ンチ、 10-1トレ ンチでは耕

作土（l層）直下で地山 (6層）を検出した。

9トレンチ 南北方向に設定した約 2m X約 10mの 9-1トレ ンチとその延長上の北側に配置した

約 2mX約 5mの 9-2トレ ンチからなる トレ ンチである。

9-1トレ ンチでは、 1層を除去した現地表面から 0.2m程度の深度で、地山 (6層）を検出した。

6トレンチ
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6トレンチ土囮注記

la灰色(5Y6/1)砂質土

lb灰黄掲色(lOYR.5/2)シルト質土

le明苗褐色（10YR6/6)シルト質士

31こぷい黄色(2.5Y6/4)シルト質土

A灰黄褐色（10YR5/2)シルト質土

炭化物含む

B 灰色（7.5Y4/1)シルト質土

c渇灰色（10YR5/1)シルト質土

D炭化物

Eにぶい橙色（7.5YR7/4)焼七

7トレンチ
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3b,/  

｝ ／ 
／ 

／ 

7トレンチ上陪注記

la灰色(5Y6/1)耕作士

lb灰黄喝色(!OYRS/2)床土

ぬ黄灰色(2.5Y5/])砂質土

3h黄喝色（2.5Y5/3)砂礫土

3c暗灰黄色(2.5Y5/2)シルト質七

8トレンチ
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□ B 三̀ 質土質土
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その上面では、不整形土坑や溝等を検出した。出土遺物は、 1層中からは瓦片、土師器片等を採

集した。

9-2トレンチでは トレ ンチ西壁に沿ってサブトレンチを設定した。9-1トレンチ同様、 1層直下

で地山 (6層）を検出し、その上面で整地土層とみられる A・B層を検出した。B層南端部には

径 10cm以上を測る礫を列状に配しており、土塀等の基礎とみられる。このほか、 A・B層の上

面に細い溝や根石跡等も検出された。出土遺物は、サブ トレ ンチ掘削中に A又は B層から土師

器皿や備前焼甕片等を採集した。

10トレンチ 南北方向に設定した約 2mX約 6mの 10-1トレ ンチとその延長上の南側に配置し

た約 2mX約 3.5mの 10-2トレンチからなるトレンチである。10-1トレ ンチと 10-2トレンチの間

には、現在排水溝が設置されており、異なる敷地として利用されている。10-1トレ ンチでは、耕

作土 (1層）直下の 0.2~0.3mの深度で地山 (6層）を検出した。6層上面では、心々距離 1.8m

で一列になる堀形跡や根石跡等を検出した。出土遺物は、 1層で土師器片・白磁片・青磁片など

を採集した。

10-2トレ ンチでは、 10-1トレ ンチとは異なり、後述する 11トレ ンチ同様、耕作土(1層）の

根来寺遺跡 B地区 トレンチ位置図 S=l/1,000 

-50-



下層に造成土 (2• 3 

層） や旧耕作土(4層）

が認められ、現地

表面から 0.4~0.5m

の深度で遺構を検出

した。いずれの遺構

もトレンチ外に及ぶ

ため、詳細は不明で

あるが、礫が不整形

に並ぶものもあり、

石組み井戸等の石造

遺構の一部を検出し

ているものと推定さ

れる。出土遺物は、3・

4層で土師器片・染

付片・陶器片・備前

甕片等、 B・C層で

も土師器片 ・備前焼

片・白磁片・瓦片等

を採集した。

11 トレンチ 蓮華

谷川に近接した位置

で、南北方向に設定

した約 2mX約 10m

トレンチである。現

地表面から約 lmの

深度まで、耕作土（1

層） 、造成土(2・3層）、

耕作土 (4層）が堆

積する。蓮華谷川に

近接しているためか

地山 (6層）の標高

が低い。6層上面で

は、柱穴 ・土坑のほ

か、礎石も検出され

ており、子院敷地内

に建物跡が所在した

範囲に位置するとみ

9-1トレンチ

9-2トレンチ

戸 昌",.珈

10-2トレンチ

冒 110m 

II トレンチ

I " I 

□ ロla貨灰色(2.5¥.51)耕作士 袖灰白色～渇灰色(5¥'RBI~5 I)細砂 5 
lb明缶褐色(7.5¥'66)床土 3b青灰色(5BG6I)シルト百土

l i・灰黄色（7 ． 5\•6 2)砂質上 3c灰オリープ色(5Y62)砂質上

Id渇灰色（IO¥R6I)砂ぽ土 3d貨灰色(2.5W I) 

leにふい必橙色（IOYR7 I)砂質七 ：le灰オリープ色（7..,162) 

2a暗灰黄色(2.5¥52)砂茂土 lal)i色(5¥'6I)ンルト質J:

2bにぷい凶色(2.5¥.6:l)砂百士 •l b にぶい lll 色（7.5\R5 ~)ンルト質上
2c貨灰色(2.5¥51)砂陪J: le灰色(5¥I I)ンルバtt

12 トレンチ 2d灰黄色(2.5¥62)砂質土 Idにふい褐色(7.5YR51)シルト質七

2c伍褐色(2.5¥53)砂粍土 5 lU灰色（10¥RI I)砂代土

2f灰オリープ色(5¥52)砂質 I: 6 にふ9ヽi/;I望色(10¥H6 :i)ンルト質上

＼ 
、_--

1：層，1記
〇渇／火色110¥RS I)砂n.t
la仄色17.5¥5llシ9し卜～滋砂

lh 111色17.5¥R7 s)シ,,卜甘 I

如 I引＆出色(10¥R66)砂買土

6h /lilll色（IO¥R56)砂質 I

I llli・又色（10ヽ R!iI)砂質i:

H 181·~ 色()0) Rli()シ，し卜廿土

C,"伍渇色（IOYRti6)ににぷlヽ 黄橙色（IOWR6:1)シ9し卜111.lる

t 
L '9., J 

＼ 比 ＇

‘----I 

こ ロ

10-1トレンチ

9-2トレンチ土凶注記

0a黄灰色（15W l) 

Obにぶし淡色(2.5ヽ631 

la灰色17.5¥'5I)シルト～細砂

lb橙色(7.5¥R76)シルト質 l:

lし，オリープ灰色（10¥62) 

6a 明黄褐色( I O\•R6 (i) 

6b黄褐色（10¥'RS6) 

A 灰色（7.5ヽ6 I) 

B 灰色(7.5¥'5I) 

C 灰臼色(10¥'7I) 

D 灰白色(5¥'7I) 
10-1トレンチヒ層注記

1に応ヽ黄色(2.5¥63)砂百士

6 にぶt淡澄色（10\•R6 / 1 )砂距 L

A黄灰色(2.5¥SI)砂筏上炭化物沢しる

B灰白色(2.5¥'7/1)シルト質土

10-2トレンチ上層注記

la渇灰色(10¥'4 I)及土

?a llJI汲渇色（10¥R(i 3)砂質 •I→•

2b灰色(5¥'5I)砂質上

2c灰黄褐色(10¥R52)・ンルト質土

3.,灰白色（IO¥R7I)シルト質 I:

3bにぶい黄褐色（IO¥’R53)砂質上

91 9音灰苗色12.5¥'52)砂質土

5 暗灰娯色(2.5¥'5'2)細砂

6 明黄渇色（10¥'Rfi6)砂質上

，A灰オリープ色(5\•52)砂質土

B にぷい貨橙色（10¥'R63)砂質 I:(IO¥'R8 I〉シルトプロック含む

C にぶい黄橙色（10¥R64)砂竹上

羹

□

6
 

隕

゜
0 11 

根来寺遺跡 B地区トレンチ平面・土層図
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12トレンチ I:層注記

〇咲

la灰黄色(2.5¥62)砂質上 r＃上
2 にふし黄橙色llO¥R7 3)砂粍 l

叩＆色（10¥R:il)i昆しる

3 Iり1伍渇色（10¥'R6.6)砂廂 le 造成 1

h,iにふ9、//,I召色(IO¥’R64)砂竹上

灰fl色(IO¥’R81)シルトプログを含む

6h明缶掲色(2.5¥66)砂荏t

~ I火色(7.5¥1 1)砂ぽ土炭ft物を含む

B にふ9、伍橙色（IO¥'R73)砂貨 I:

灰白色（10¥RH I)シルトプrワク

（火色17.S¥I I)砂佳 I：を含む

Cl火色IS¥I I)砂質 I:

l) 灰色(5¥hl)砂買士炭化粉を含む

E 隕色(7.. i¥2 I)砂質 t炭化物を含I・

S=l/100 
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られる。出土遺物は、 2層及び4層で土師器・瓦器・瓦質土器 ・青磁碗片・瓦片等が採集された。

12トレンチ 10トレ ンチと 11トレ ンチの敷地をまたぐように東西方向に設定した トレ ンチで

ある。10トレ ンチの敷地と 11トレ ンチの敷地とで現地表面の標高の比高差が lm近い。

耕作土 (1層）を除去すると 0.2~0.3m程度の深度で地山 (6層）を検出した。6層上面では、

土坑やピッ トのほか、敷地境界にある作業道の位置で、幅 lm程度を測り、埋土 (A層）に炭化

物を多量に含む溝状遺構を検出した。その周囲には堀形とみられる土壌 (B層）も併せて検出し

た。溝状遺構は未掘削のため詳細は不明だが、既往の調査等から考えると、この溝状遺構は天正

の兵火後の火事場整理により埋められた溝と推定される。また、その検出位置や掘形 (B層）の

存在などから敷地境界を示すための石組溝であったと推定される。出土遺物は、 1層で土師器皿

が出土した。

〔C地区〕 現在、工場用敷地として区画整理された地区で、北側・西側斜面には岩盤が露出する。

元々は和泉山脈から延びる丘陵部であ ったとみられるが、丘陵の切土工事により平坦面となって

おり、現在は車両駐車場として利用されていた。C地区では、 3つのトレンチを設定して、 14.4

mの調査を実施した。

基本層序 駐車場として利用されている表土及び砂利層（1・2層）の直下で岩盤層 (3層）を検

出した。

13~15トレンチ いずれのトレンチも約 2mX約1.6m～約 3mのグリッド状のトレンチで、

駐車場敷地の中央部に設定した。いずれのトレンチでも、表土等を除去したら、現地表面から

10cm未満で岩盤を検出した。

小 結 A地区では、 1・3・5・7トレンチで埋蔵文化財の痕跡は検出できなかった。一方、 2・4・6・

8トレンチは、遺構検出及び遺物も極少数ながら出土した。検出した遺構群の帰属時期の詳細は

不明だが、土師器・瓦片等の少数の出土遺物からは中世まで遡るものとみられる。

B地区では、いずれのトレンチでも遺構を検出し、遺物の出土も確認された。市道桃坂線に伴

う発掘調査成果同様、現在も埋蔵文化財の展開が確認される範囲であることが確認された。既往

の調査成果や今回の確認調査出土遺物

13トレンチ

E 

99.2’" 

] -9 Jれ ＾＿ i 2 

15トレンチ

り99in'-

14トレンチ

叩伽9

s 

13トレンチ士府注記

］灰色（IOY4/])砂利

2 缶橙色(7.5YR7/8)砂礫上

3岩盤

14トレンチ土陪注記

］灰色（IOY4/])砂利

3岩盤

15トレンチ士附注記

］灰色（10¥'4/])砂利

3岩盤

根来寺遺跡 C地区トレンチ平面・士層図 S=l/100 
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等から、 6層上面で検出した遺構群は

いずれも天正の兵火以前に帰属する公

算が高く、江戸時代に子院は再興され

ていないようで、検出される遺構面は

原則 l面であるとみられる。

C地区では、いずれのトレンチでも

遣構 ・遺物は一切検出されず、岩盤を

現地表面直下で検出された。駐車場や

周辺地が工場敷地．として利用される以

前の造成において、丘陵の岩盤が削平

して造成した結果、埋蔵文化財は一切

残存しないと判断した。



春日山城跡 打田町史に詳細が記されている。町史

によると、和泉山脈から南に延びる 228mの標高を

測る丘陵上に主曲輪を、その北側の尾根線上に堀切

を築く 。さらに、主曲輪から延びる丘陵に堀切、曲

輪を築き、谷部を挟む南側の独立丘陵部にも出城状

性格の施設を築いているものである （打田町 1986

『打田町史』第 3巻通史編）。春 日山城跡の縄張り図

を京奈和自動車道紀北西道路設計図と重ね合わせる

と、図のとおり春日山城跡の山城施設遺構には道路

建設範囲は影響がないことは明らかである。

遺跡位置図（紀の川市）

く調査の所見＞ 根来寺遺跡では、 A地区では根来街道に近接する 4・6・8トレンチ周辺及びB

地区では丘陵斜面地を除く平坦地に埋蔵文化財が展開する。C地区は現地表面直下で岩盤が検出

され、遺構・遺物ともまったく確認することが出来ず、埋蔵文化財は残存しない。このため、 A

及びB地区では記録保存目的の本発掘調査が必要と判断した。

春日 山城跡では、 トンネルであるため山城施設遺構に直接影響が無いものとみられるものの、

京奈和自動車道紀北西道路建設工事施工に際しては慎重に工事する必要がある。

春日山城跡検討図 S=l/5000
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7 六十谷遺跡

種 別：試掘・確認調査、工事立会

所在地：和歌山市六十谷地内

く調査の経緯＞ 都市計画道路西脇山口線道路改

良工事に伴い第 3 次•第 4 次試掘確認調査を実施し

た。また、事業者から擁壁工事の先行実施について

協議があったため、この部分についてはエ事立会と

した。

く調査の成果＞ 六十谷遺跡は、大部分が紀ノ川北

岸の段丘状地形上面に立地し、南端の一部が下の低

地にまで及んでいる。現在、この段丘状地形の境界

には、東西方向に走る県道粉河加太線があり、この

北側が段丘状地形上面、県道を含む南側が下面とな

（調査件名： 06-94 -35) 

遺構：竪穴建物、溝、土坑、ピット

遺 物：弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、石器

遺跡位置図

る。調査対象地は現在、段丘状地形上面が宅地、南側の下面が店舗および駐車場等として利用さ

れている。

以下、 3次調査、 4次調査、工事立会に分けて記載する。なお、 トレンチ配置位置については

59ページ調査位置図参照。

第 3次試掘・確認調介

(1)段丘状地形下面

10トレンチ アスファルト及び砕石層の下に 7層の堆積を確認した。地表面から約 2.5m掘り下

げたが、いずれも近現代の盛土であった。

(2)段丘状地形上面

基本土層 第 1層 ：砕石 （近年の盛土）、第 2層 ：近現代耕作土、 第 3層：灰黄色系細砂層（近

世以後の旧耕作土）で 3-2層には土器を多量に含む（第 4層の遺物と同種であることから耕作中

に第 4層の遺物が混入したと考えられる。）、第 4層 ：灰黄褐色系砂層、弥生時代から古墳時代及

び中世の遺物包含層。遺物量多い。第 5層：灰黄褐色系砂層、弥生時代から古墳時代及び中世？

の遺物包含層。遺物量多い。第 6層：灰黄色系砂層に黄色土をブロック状に含む。黄色、灰白色

粒の混入状況等から盛土層の可能性もある。第 7層：黄褐色系砂層に黄灰色系土を斑状に含む。

ベース土、遺物なし。

9トレンチ 第 2層、第 3層を各 2層に細分した。第 4層は土色と礫の量で 2層に細分したが、

両層とも局所的で調査区全面に分布しない。第 6層は土器細片の出土が微量認められたことと、

ランダムなブロック土の堆積状況から地山崩落土又は盛土と判断し、 6層に細分した。

第5層上面でピット 1基を、第6層上面でピ ット及び土坑を検出した。検出面の標高は9.6~9.8m

である。遺構からは少量の瓦器、土師器に加え摩耗の激しい弥生時代末から古墳時代初頭の遺物

が出土した。上面を覆う第 4,5層の出土状況も同様で、近世以降の遺物は含まれない。

第 7層上面については、部分的に確認したが、遺構の分布は確認されなかった。

第 4次試掘・確認調査

(1)段丘状地形下面
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13トレンチ アスフ ァルト及び砕石層の下で 5層の堆積を確認した。いずれも近現代の盛土で

ある。地表面か ら約 2.7m掘り下げたが盛土下の堆積を確認することはできなかった。

(2)段丘状地形上面

基本土層 第 3次試掘・確認調査における段丘状地形上面の土層に対応させて細分した。第 1層

～第 3層及び第 7層を確認した。

11トレンチ 堆積土層は、上位からアスフ ァルト及び砕石等（第 1層） 、近現代の旧耕作土 （第

2層） 、ベース土 （第7層）である。第 7層上面で精査を行ったが遺構・遺物とも検出されなかっ

た。検出面の標高は 9.lmである。

12トレンチ 堆積土層は、上位からアスフ ァルト及び砕石等 （第 1層） 、近現代の旧耕作土 （第

2層）、整地土 （第 3層）、ベース土（第 7層）である 。第 3層上面及び第 7層上面で精査を行っ

たところ、第 7層上面南端部で落ち込み状遺構を確認した。検出面の標高は約 9.0mである。落

ち込み部には弥生土器片又は土師器片を含む暗灰色土層が堆積する。

工事立会

(1)段丘状地形上面

基本土層 第 3次、第 4次調査と同様、 7つの層に大別し各層について細分した。

調査方法 第 4層上面まで重機により掘削、第 4層、第 5層については人力により掘削し、第 6

層上面で遺構検出を行った。検出面の標高は約 10.0mである。遺構は完掘し、図面及び写真記

録取得後調査を完了した。

調査成果 第 6層上面（第 6層が堆積しない部分では第 7層上面）で竪穴建物 l棟（遺構 l)、

溝 l条（遺構 11)、ピット 13基（遺構 2~10、12~15) を、第 5層上面で柱穴 1基を検出した。

第 7層上面では遺構は検出されなかった。遺物は包含層及び遣構から遺物収納コンテナ約 3箱分

が出土した。
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堆積土層

1-1：砕石

1-1: ¥O¥'R-112灰黄渇細砂

2-2:2.. 5¥'4/2暗 灰苫細砂

:1-1 :2.. 5¥'7 2灰黄細砂、柑砂含む

3-2:2.. 5Y7/2灰黄細砂、やや枯性あり鉄分沈着部あり士器多依

4:IOYR52~4/2灰苗渇細砂．粗砂含む：lcm大礫少伍、土器多は硬

.5: 10¥'R4 2灰・共渇細砂、粗砂含む ：＼cm大粍中祉．土器多最硬

6-1: 10¥'R4/2灰黄渇細砂、やや粘性あり黄色プロノク十少屈 L器中祉

6 l '•4 - 1 よりやや薄い黄色プロック上中凪土器なし

6-2: I O¥'R4/2灰黄渇細砂 2cm大粍少旦、共色プロノク土中飛硬

6-3:2.5¥'4/2暗 灰貨細砂 5cm大礫多；；，．策色プロソク上含む

a．暗灰黄土多呈

b暗灰黄上と黄色プロ沙上ぽIf窃且
し：苗色プロノク土多は

6-4 2.5¥4 29音灰黄細砂．祖砂含む～：km大礫中昼、苗色プロノク土多昴．灰白粒含む

6-5:2.5¥'4 2暗／火貨細砂、枯性あり黄色プロソク 1一＿少砒．灰白粒含む

7-1:2..5¥'.5 2暗灰黄中砂～2cm大、 IOcm大庄多址（径揃わなし、）やや軟

7-2'2..5¥'!'3オリープ渇中砂、粗砂含む上府より廂少なし、やや軟

7 :l:2.5¥.5 3黄褐中砂 2.5¥'4I凶灰～42暗灰黄土斑に含む Scm大粍中址（径揃わない）

7-I :2.5¥'.5 :l黄掲中砂：km大荏＇P拭
7-.5:2.5¥'.5 3黄1＆中砂 2.5¥'4I黄灰～ I2暗J天缶 I-t好に含むふm大発中屈（径揃わなtヽ）

7-6:,.5¥4 3オリープ渇中砂．祖砂含む粍Iiとんどなしやや軟

7 7 2.. 5¥'5：＼黄渇中砂 2.5¥'II共灰～ 1 29音灰黄J:(.551i'iJ:り少なt,1

.¥-6附斑に含む：ic9l91く淫中依（径揃わなし、）

俎i//i埋J-
A 5\••I II火細砂、粘性あり黄色／ロノクt少 W, I• 器、～如n 大粍徴杖

B: 10¥'l<I 2灰黄褐～1lt＆灰細砂

(̀  l(J¥ RI 2灰黄渇細砂．相砂含む．l（Ink痒多飛、黄色プliノクヒ中「（

S J I ド、9

= ― 1. 1-2 , 
_ '==E:J』 7.0m

¥ l -4 』~

9,  
1-5 

9 ,  

，ー，•

i 1-6 ,  
9 9 

' ,  
i 1-7,  

’’  ， ， 
' I 8 .' i勇水面
' .' ◄ ， 
l -• -------
・-・-I二9ー・9

口
1-1：砕石

I 2:2.5¥513黄掲中砂、やや粘性あり

10cm大角礫中俵

1-3:7.5¥4 I灰中砂 ～10cm大角礫中址

l- 4• 2 ¥5 :1黄渇中砂，やや枯性あり

I Oun大角礫多依

I 5:2.¥5/3黄褐中砂，やや粘性あり

10~30tIn大角礫中昼（ガラス出卜）

1-6: 10¥4 I渇灰粗砂

30~.50cm大角礫含む（ヒニール出上）

1-,: 10¥1, I渇灰 Ill砂～20cm角礫含む

l-8 2.5¥'5 4黄褐 シルト～IOcm大角痒

小礫多景プロノク状灰色七やや軟

1-9:~.5cm大の角砂陛附

（フラスティノク、クイル含む）

10トレンチ

第 3次調査トレンチ平面図・断面図 S=l/100 
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遺構 l（竪穴建物） 調査区西端で竪穴建物の北東隅部（北辺 2.6m、東辺 1.9m)を検出 した。北

辺西端では鼈を検出しており 、これが北辺中央部に設置されたと仮定すれば、 1辺約 5mの（長）

方形竪穴建物に復元される。埋土は Iから V層が堆積し、上面を第 5層が覆う 。 ii層はほぱ水平

面をなすことと、鼈設置の際の堀方がii層上面から掘り込まれることから貼床と判断した。W層

は壁溝埋土と思われるものの、周囲に比べ若干黒みを帯びる程度で、m、ii層との境界は明瞭で

ない。

i層は第 6層に類似するが、黄色ブロ ックの含有量が少ない点や 10cm大の亜円礫を多 く含む

点で異なることから周堤の可能性も考えられる。iii層は東辺の拡張部南半で確認した。 i層に類

似するためi層の流れ込みの可能性もあるが、局所的な堆積であることから出入り口の関連施設

に相当する可能性も考えられる。これらi、iii層については、部分的な発掘であるためその性格

を断定するには至らないが、以南の記録保存のための本発掘調査時にi、iii層の広がりを確認す

ることで明らかにすることができるものと考える。

調査区西端の竪穴北辺で検出した寵は、北西部及び南端の一部が調査区外にのびる 。焼成部の

東西幅1.2m、南北残存長さ 0.8mを測る。焼成部中央付近には、石製支脚が据えられ、周辺には

甑の破片が多数散乱していた。甑は、遺構 1で確実に遺構に伴うと判断できる唯一の資料である。

この他裔に伴う鍋や甕等については確認できていない。北端断面では建物外に延びる煙道を確認

した。この寵は、 I,j層上面及び K層で焼土面が確認されていることから、少なくとも 2時期の

使用が認められる 。

2-1 ―-------文,年---→
「 ^7-~――_ -_ _ '9.0m 

7 2 - l―＿ここ—_-- F5 ----`―`_—_- 7-2 -----------_—一＿一― H 7-4 ___ ! 
----------

'•1-(i 

11トレンチ

12トレンチ

]-]：アスファルト
1-2：砕石

l-3:2.5Y6/6明黄渇細砂、粗砂・黄色プロソク含む

2-1 :2.5¥'5/1苗灰細砂（旧耕作土）

3: IDYR5/4にぷい黄褐細砂、粗砂・上層土含む、
0.5~lcm大黄色プロノク・黄灰色粒多低

~3cm大亜円 ・円礫中趾｀やや硬い
ー］暗灰色土多最に含む

-2暗灰色、黄色土ほぽ等且含む
-3：酋色土多凪に含む

7-l:2.5Y.5/3黄褐細砂、 10cm大亜円・角礫多景

7-2: I OYR5/6黄褐粗砂、灰色士少は、 5~10cm大亜角 ・角距中批
硬し、

7-3:2.5Y5/3黄掲中砂、黄色・灰色土斑に含む
7-4 :2.5Y5/3黄掲祖砂

7-5: IOYR5/6黄褐シルト～細砂硬

7-6: IOYR5/6黄渇砂礫、～3cm大亜角礫多枇、祖い

7-7: I OYR5/6黄喝中砂、～3cm大亜角・円牲中址

7-8: 2.5Y6/6明黄掲砂土、～5cm大亜円 ・角礫多保

洛ち込み状遺構埋土
I : IOYR5/2灰黄褐細砂、粗砂含む、 1cm大黄色プロック少飛

士器含む
U: I層より黄色プロック多い

Ill: IOYR4/2灰黄掲細砂、祖砂含む
IV:7-3層に灰・白煎色プロyク含む

上位には鼓色プロック・7-1庖土含む

N 
3-l| l-3 1-2 ,  1-l 

9 0m [I 1言□言□:：□□];:□-=====----

I"ーロ ロ！：ロ一

-11ニ
7-2 

12トレンチ

IIトレンチ
1-l ：アスファルト

1-2：砕石

I 3: 2.5Y6/6明黄褐細砂、粗砂・黄色プロック含む
2-1 :2..¥Y5/I黄灰細砂(|H耕I乍土）

7-1: IOYR5/6黄褐細砂、柑砂含む、～3cm大亜円程・角礫中黙
72:IOYR5/6黄褐、 7-1より黄色濃い細砂、やや粘性あり

7-3: lOYRS/41こぶい苗褐細砂、粗砂含む、～1cm大礫中最

7-•I: 2:5Y4/2暗灰黄細砂

7-5: 2.5Y6/6明黄褐細砂、祖砂含む、～10cm大亜円 ・角礫多址
7-6: IOYR.¥/6苗1&、7-2と同色細砂、やや粘性あり、～3cm大亜円礫中蘇

13トレンチ

1-1：アスファルト

1-2：砕石

1-3：黄色シルト、砂礫混じり

1-4: I 0~20cm大亜円礫・角 礫 屑

1 -5 •灰色砂土 、 ～ 10cm大亜円礫多品
1-6•灰色砂土、～ 10cm大亜円礫中駄

1-7:~2cm大砂礫層

W 1-1 

• ¥ l -2 ,  
T 

,L l-3 //  { 

¥, l -4 ; 
し-----—-,

'. J-5 i 
! - I 
I'  
, 1 

! ‘  
, l -6'  
＼ ＇  
, 1 

E 7.0m 

l--------------------,.._1勇水面
, 1 
＼ ＇  

'I  

1-7 

ロ
13トレンチ

第 4次調査トレンチ平面図・断面図 S=l/100 
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堆積土居
1 - 1 • 砕石

1-2：前建物基礎による悦乱
2-1 : 2 . 5Y5/ I 黄灰細砂～シルト（旧水田耕作土 • S40頃まで）
2-2: 1 OYR5/ 4にぶい政褐シルト、鉄分・マンガン多屈、下位になめらな茄いシルト思（床土）
3-1 : I OYR5/2灰黄掲細砂、マンガン中紐、～中世までの追物含む
3-2: 1 OYR4/2灰黄褐細砂、粗砂含む、～3cm大角 ・円礫、黄色プロック中鼠、～中世七器多贔(4,5層涅（£か？）
3-3: 10YR6/I褐灰細砂、 3-2の下に2~3cm匝で敷かれる。
4: IOYR5/4にぶい黄褐細砂、～lcm大角 ・円礫中品、～中世土器中蘇、やや軟
5: lOYR4 /2灰黄褐細砂、 3-2よりやや暗い、～3cm大角 • 1-Y礫少品、黄色プロック ・ 上器中屈
6-1: IOYR4/2灰黄褐細砂、粗砂含む、～3cm大角 ・円礫・黄色プロック多量、やや軟
6-2: 2.5Y4/2暗灰黄細砂、粗砂含む、～5cm大角礫・黄色プロック多拭
6-3:2.5Y5/2暗灰黄細砂、黄色プロック多拡、やや軟
6-4: 2.5Y4/2暗灰黄細砂～シルト、黄色プロック多品、やや軟
6-5:2.5Y4/2暗灰拭細砂、黄色プロック多屈、やや軟
6-5': 2.SYS/2暗灰位細砂、～5cm大角 ・円礫多屈、やや軟
7-l :2.5Y6/6明黄褐細砂、暗灰黄土含む、～5cm大角 ・円礫多批、やや硬
7-2: 2.5Y6/6明黄褐細砂、暗灰黄土含む、～2cm大角 ・円礫多絋、やや硬
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追構埋土
A:5K/i類似土
B:2.5Y4/2暗灰黄シルト～細砂、やや軟

竪穴建物埋土
I : IOYS/2/火黄褐細砂、黄色プロック少歴、～2cm大角礫少址、やや軟
n. IOY5/2／火黄渇細砂、 ［よりやや明るい、黄色ブロック中枯、～2cm大角礫少祉、やや軟
IT': IOYR4/2灰黄褐細砂
[I:IOYS/2灰黄褐細砂
IV: 2.5Y4/2暗灰黄シルト～細砂、炭少
V: W層と同様のベース、礫なし、黄色プロック少埜
（竪穴建物付屈施設？）
i : 10YR4/2灰黄掲細砂、粗砂含む、やや軟、～10cm大亜円礫多絋、黄色砂礫中最→VII府と類似
ii :2.5Y5/2暗灰黄シルト～細砂、凶色プロック・礫少屈、なめらか、貼床
iii: 2.5Y4/2暗灰黄細砂～シルト、 5~10cm大円礫・黄色プロック中址、

やや硬、拡張部南半のみに分布（出人り口？）
（瑚構造崩落士）
a: !OYRS/2灰黄褐細砂～シルト、汝色プロック中数、炭少最、やや硬
b:2.5Y5/3黄褐～IOYRS/2灰鼓褐細砂、上位：～ 1cm大礫少丑、粗くやや軟質

ド位土器・黄色プロック中且
c: IOYR5/2灰黄褐細砂～シルト、黄色プロック中駄、炭少祉、硬
d: ! OYRS/2灰黄褐細砂～シルト、黄色プロック中祉、炭 • ~3cm大角礫少屈、やや祖い
e:bil'!よりやや暗い細砂、粗砂含む、焼士少枯、士器多駄、 b庖より密
f: 2.5Y4/l黄灰シルト～細砂
（砲使月1時堆禎上）
g:2.5Y4/I鼓灰シルト～細砂やや軟質， 1屑と類似
h: IOYR5/2灰禎褐細砂～シルト、暗灰上プロック状に含む
i:b思よりやや暗い細砂、粗砂含む、焼 I：少依、土器多屈、 1屑より密
j IOYRS/1渇灰細砂～シルト、グライ気味
k: 5YR5/6明赤褐砂土、灰色土含む
I: IOYR4/I褐灰シルト～細砂、～1cm大礫・凶色プロノク中屈、やや軟質
l':l囲に比べ礫少紐

（福構築土）
m: IOYRS/1褐灰細砂、祖砂含む v附と類似
n: 10YR4/2灰黄褐細砂～シルト、黄色プロック中品、士器細片少址
o: 10YR5/2灰黄掲細砂～シルト、黄色プロ；；ク中店、炭・～3cm大角礫少拭、在、やや硬
p: IOYR4/2灰黄掲シルト～細砂～2cm大礫含む部位あり硬質
q: IOYR4/2灰凶掲・ンルト～細砂～2cm大礫含む部位あり硬質
q':2.5Y6/4にぶ淡細砂、粗砂含む／火色土少祉含む碩質
r: IOYR4/2灰黄褐シルト～細砂～5cm大礫多駄北東部のみに分布

u,o・or 

鼈平面図 ・断面図(S=i/50)

工事立会平面図・断面図 S=l/100 
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調査の最終段階で饉構築時の堀形を確認したところ、東側の堀込みは確認できたものの、西側

については明瞭に検出できなかった。g.1層を寵に伴う堆積と認識したが、ベース土の第 7層

はこの付近から西側に向かって落ち込み、その上面に第 6層が堆積していることから、g.1層

を第 6層として捉えるべきであ ったかもしれない。この場合、寵の堀形は、主としで焼土を大量

に含む k層の堆積範囲で寵南半となる （遺構平面図灰色部）。

この他床面でピットを 1基検出したが、その規模から主柱穴とは考え難い。

遺物は、甑以外に遺構埋土からコンテナ約 1箱分が出土した。古墳時代の土師器、須恵器の他、

石庖丁や弥生土器と思われる破片も出土している。いずれも原位置を留める遺物ではないが、 6

世紀以降の遺物は確認できないことと、甑の特徴から 5世紀後半頃に機能した竪穴建物である可

能性が高い。

遺構 11（溝状遺構）

第6層上面で南北に延びる浅い溝状遺構を検出した。断面は緩い U字形で深さは 0.2mを測る。

遺物の出土はないものの第 5層を埋土とすることから 6世紀以降の古墳時代に帰属するものと考

えられる。

く調査の所見＞ 上記の通り、段丘状地形下面の 10、13トレンチでは調査可能な深度まで現代

盛土であり埋蔵文化財は確認されなかった。地形及び第 1、2次試掘・確認調査成果から段丘状

地形下面に埋蔵文化財が展開する可能性は極めて低いと 考えられる。

一方段丘状地形上面の 9トレンチでは、遺物包含層（第 4、5層）と第 6層上面及び一部第 5層

上面で遺構を確認した。この状況から調査区と同一平坦面を形成する範囲には埋蔵文化財が展開

するものと考えられる。

また、段丘状地形上面の 12トレンチでは、調査区南端部で落ち込み状遺構を確認した。第 3

層あるいは第 7層上面の標高がほぼ一定であることと、包含層が全く認められないことから、

11、12トレンチが所在する平坦面は後世に整地のため削平、盛土されたものと考えられる。そ

の削平量は、立会調査と第 3次調査の地山面を結ぶ傾斜が南側へも延長すると仮定すれば、当時

11トレンチ北端のベース面は標高 9.6m程度であったと推測され、 40~50cm前後は削平されて

いたと考えられる。12トレンチ南端部の落ち込み状遺構は、段丘状地形先端の落ち込みである

可能性もあるが、底面や切り込み形状から削平星の小さかった南端部に遺存した遺構と判断した。

以上から、 11,12トレンチ付近の平坦面では、一定量後世の削平を受けているものの、当時生活

域として利用された地点であり、削平量の少ない地点及び掘削深度の大きい遺構が存在する地点

については、埋蔵文化財が遺存する公算が高いと判断される。

工事立会については、弥生時代～中世の遺物を含む包含層及び古墳時代の竪穴建物等の遺構を

確認したことから、調査区北側にも遣構が展開するものと考えられる。竪穴建物の寵から出土し

た甑は外面に水平方向の平行タタキ、底部にケズリが施される。この特徴を持つ甑は、紀ノ川下

流域で 5世紀後半を中心に分布し、韓式系土器との関連も指摘されており、竪穴建物からの出土

は当地域と朝鮮半島との関係を検討する上で重要な資料である。今後南及び西側に続く竪穴建物

の調査により新たな知見が得られることが期待される。

なお、本調査区については、遺構の完掘、記録類の作成後、慎重工事の措置とした。

以上、第 3次～第 4次調査及び工事立会の成果から、県道粉河加太線の南側 （段丘状地形下面）
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については、埋蔵文化財の展開
は極めて低いと判断されるため、
慎重工事の取扱いとするのが適

当である。

一方、県道粉河加太線の北側

（段丘状地形上面）で今回調査対
象とした範囲については、埋蔵
文化財が展開する公算が高いこ
とから、平成 19年教育長通知「和
歌山県における発掘調査等を要
する場合の取扱い基準」に基づ
く記録保存目的の本発掘調査が

必要と判断した。

これ以外の埋蔵文化財

包蔵地内の取扱いについては、
別途確認調査の実施が必要であ

なお、

る。
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8 井辺遺跡、神前遺跡 （調査件名： 08-94-10)

種別：試掘・確認調査 遺構：溝、土坑、ピット

所在地：和歌山市神前地内 遺物：弥生土器、土師器、須恵器、石器

く調査の経緯＞ 都市計画道路松島本渡線及び湊神

前線道路改良工事に伴い第 3次、第 4次、第 5次試

掘・確認調査を実施した。

く調査の成果＞ 井辺遺跡は、岩橋山塊の西端に位

置する福飯ヶ峯の独立丘陵の北西側丘陵裾部から沖

積平野部に立地しており、井辺遺跡の南側に接する

神前遺跡は沖積平野部から遺跡南側に西流する和田

川により形成された自然堤防上に立地する。調査対

象地の現況は、水田及び宅地として利用されている。
遺跡位置図

以下、調査次数ごとに記載する。なお、トレンチ配置位置については 67ページ調査位置図参照。

第 3次調介

トレンチ配置 調査対象地は、調査地点 lの北側に位置する調査地点 6の水田部に 43~49トレ

ンチを、調査地点 l南端の宅地部分に 50トレンチを、調査地点 3北側の水田部に 51,52トレン

チの計 10トレンチを配置し調査を実施した。

各調査地点は離れており、堆積土層の関連づけは困難であるため、調査地点ごとに報告する。

(1)調査地点 6(43トレンチ～ 49トレンチ）

基本層序 6つの層に大別し、各大別層についてはトレンチごとに細分を行った。

l層：近現代耕作土。2層：旧耕作土。第 1,2次調査成果との対応関係から、中世以降の堆積と

みられる。3層：灰～暗灰色系土壌で縦筋状の鉄分が多く認められることから湿地状の環境下で

の堆積と考えられる。4層：調査区西側の 43~45,47トレンチで確認した。細砂～シルト質の灰

色系土壌で鉄分、マンガンを多く含む。この上面で遺構を検出した。上面の標高は 2.1~2.3m

である。5層：細砂～シルト質の黄灰～黄褐色系土壌で鉄分を多く含む。東側ほど粘性が高い。

4層の堆積がない東側の 46,48,49トレンチではこの上面で遺構を検出した。上面の標高は1.7~

2.2mで西に比べ東側が低い。6層：グライ化した粘土又は砂層。上面の標高は1.4~1.7mである。

43トレンチ 4a層上面でピット 6基を検出した。4a層上面の標高は 2.3mである。4a層下には

黄灰～黄褐色系砂質土の 5a層～ 5c層が堆積する。検出時に土師器が出土した。

45トレンチ 4層上面で土坑 l基を検出した。4層上面の標高は 2.3mである。4a層下には黄褐

色系の 5d,5e層、グライ化した 6a層が堆積する。土坑埋土からは弥生時代末から古墳時代初頭

の甕を含む土師器が出土した。

46トレンチ 5g層上面で南北方向に延びる溝を検出した。5g層上面の標高は 1.8mである。溝

は南半で分岐し、北半の溝埋土は灰色シルト層と黄灰色細砂層に分層できる。溝埋土上面には弥

生時代末から古墳時代初頭の土器が含まれる。標高 1.6m以下で 6a層の堆積を確認した。

47トレンチ 4a層上面で溝状遺構 1条と土坑 1基を検出した。検出した溝状遺構は西側の堀形

のみで東側の堀形については調査区外となる。4a層上面の標高は 2.lmである。4a層下には 5,6

層が堆積する。土師器が少量出土した以外に溝埋土上面か ら須恵器片が出土した。
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48トレ ンチ 南半

の6.2m長について

は表土を除去するに

留めた。1 ----:--- 3 層が

堆積するが 4層は認

められない。5h層

上面で溝状遺構を検

出した。5h層上面

の標高は 1.7mであ

る。溝の断面形状か

ら南北方向の可能性

が高いが平面での検

出ができなかったた

め判然としない。遺

構底面に は木板、炭

など有機物や土器片

が多く認められる。

北東隅では木杭、木

枝が特 に多く、標

高 1.2mで弥生時代

土 した。

末から古墳時代初頭

の甕が倒立状態で出

口縁部から

体部中位までほぱ完

形品である。出土 レ

ベルは6a層～ 6c層

付近に まで及ぶが、

湧水が激しく上面か

ら堀込まれた遺構内

の遺物か否か確認す

ることができなかっ

た。6層とした灰色

粘土層を遺構埋土と

考えることもできる

が、 6層が粘土と砂

の自然堆積層とみら

れることから、上面

から堀込まれた遺構
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44トレンチ

4a: ー／ー□□□□9-20m 

4a'ヒ面

45トレンチ

lb 

-- - --- - - - ---こ---—・―-
「 ＼ -- _?..Om

ー・一ー・ー・一 ー・

43トレンチ

堆栢土層

la:5Y4/]灰細砂．やや粘性あり（現代耕作上）

lb:'-4/0灰 細砂、やや粘性あり（近現代耕1乍土）
le.5Y5/2灰オリープシルト鉄分沈者部あり（床土）

4o:5Y6/1~5/1灰シルト、細砂含むマンガン斑多泣、鉄分中駄やや硬

5a: IOYR5/6黄掲細砂鉄分多最、マンガン少散

5b 2 5Y5/]黄灰細砂、粗砂多景鉄分少且やや軟

5c:2 .. 5Y5/1黄灰粗砂．～!cm大円礫含むやや軟

遺惰埋土

.~ : 5\'5/ 1 }火ンルト、祖砂少祉含む

D・IOYR6/]灰細砂マンガン・鉄分少景軟（近現代かoI 

45トレンチ

堆柑土層

1a:5Y4/1灰細砂、やや粘性あり（現代耕作上）

lbぶ4/0灰 細砂、やや粘性あり（近現代耕作土）

11ゞ ＼S/0灰細砂～シルト(I日耕作土）

lc:5Y5'2灰オリープシルト鉄分沈行（床土）

4a":4a'に比ペマンガン少堡

•la :4,層よりやや暗い鉄分・マンガン多岳やや硬

ね 5Y6/!~5/1灰細砂マンガン少位、鉄分多凪やや硬

Sd: 2.SY5/:l黄褐細砂鉄分多仕やや軟

5e:2 .. 5Y5/4~5 i6黄褐シルト

6a: lOY.¥1!灰枯土

遺構等埋土

B:WS/1灰細砂鉄分，マンガン少位

E2  5\•5/2暗灰共粗砂部分的に25Y4 1 3オリープ褐（頃砂）
F:2.5Y5/2暗灰黄祖砂（墳砂）

(; 5Y5/1灰細砂、粗砂含む、やや粘性あり（頃砂）

トレンチ平面図・断面図
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トレンチ
44トレンチ

堆積土屈

la 5Y4/1灰細砂、やや粘性あり（現代耕作 ．l：)
lb:¥4/0灰 細砂、やや粘性あり（近現代耕作土）

lc:5Y5/2灰オリープシルト鉄分沈荘（床土）

紐 ・4a層よりやや暗く砂分多し、やや硬

4a:5Y6/l~5/1灰シルト．細砂含むマンガン・鉄分多散やや硬

5d:2.5Y5/3黄掲、ンルト酸化植物痕跡ありやや硬

5e:2.5Y5/4~5/6黄渇・ンルト

遺1情埋上
A:5¥5/1灰シルト祖砂少量

B:5Y5/1灰細砂鉄分・マンガン少位

C:5Y4/1灰シルト～細砂炭・土器混じり

•1 6トレンチ

堆積土層

1"5Y4/1灰細砂．やや粘性あり（現代耕（乍土）

lb,,4/0灰 細砂、やや粘性あり（近現代耕作土）

lb.,~5/0灰細砂～シルト（旧耕（乍士）

lc2.5Y6/6明黄渇・ンルト鉄分多拭（床土）

2a,2.5Y6. I装灰 ・ノルト鉄分・マンガン斑多飛

2b,2.5Y6/1黄灰シルト鉄分・マンガン1)!多位（径大）

2c2.5Y6/I黄灰細砂

2d,2..SV5/I~61 I黄灰細砂． 2cより細かい鉄分多屈r.tifi

3a上位2..5Y6/]黄灰、下位2.W5/1黄灰細砂縦筋状鉄分

5g, 2.5Y6/I黄灰・ノルト縦筋状鉄分

伽： IOY5/I灰粘土

瑣情埋Jこ

11.5Y5/]灰ンル1、J:.Jlilから縦莉状鉄分続く
l,2.SY5/1黄灰細砂鉄分中凪

S=1/100 
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と判断した。

49トレンチ l ~ 3層が堆積するが 4層は認められない。5i層上面で溝状遺構を検出した。5i

層上面の標高は 1.8mである。この溝周辺で出土遺物は確認できなかった。

(2)調査地点 1(50トレンチ）

50トレンチ 1.2mの盛土 (0層）の下に近現代耕作土(1層）、旧耕作土 (2層）、その下の標高

1.5m以下にはグライ化した砂層 (3層）が堆積する。3層は軟質で遺物の出土はない。

(3)調査地点 3(51,52トレンチ）

基本層序 4つの層に大別し、各大別層についてはトレンチごとに細分を行った。

1層 ：近現代耕作土。

2層 ：旧耕作土、 1 

次調査成果との対応

関係から、近世の整

地土に対応する可能

性もある。3層 ：51

トレ ンチで確認した

湿地状の環境下での

堆積と考えられる。

4層 ：細砂～シル ト

質の灰～黄灰系土壌

で鉄分を多く含む。

この上面で遺構を検

出した。上面の標高

は1.0~1.3mであ

る。5層：グライ化

した粘土及び砂層で

ある。

51 トレンチ 1層

~ 5層を確認した。

4,5層は当初の調査

区南東隅で検出した

が、その土層断面か

ら黄灰色系土壌 (4a

層）の北西方向への

落ち込みが予想され

た。このため南側へ

調査区を拡張し確認

したところ、北東

ー南西方向の落ち

ー

1
.
I

i
i
.
1
.口

屑
|
ー
+
ー
|
+
卜

3

A

-

， 
le le 
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47トレンチ

堆積上屈

lac5Y4/I灰細砂、やや粘性あり（現代耕（乍j・）

lbN4/0灰 細砂、やや粘性あり（近現代耕作土）

ft'c5Y6/2灰オリープ細砂上位に鉄分沈 5
I,・ , 5Y6/2灰オリープシルト（床土）

2ac 2.5Y7 /I灰白シルト鉄分 ・マンガン斑多最

4ac 2.5Y6/i黄灰細砂鉄分・マンガン多貴

5fc5Y6/f灰シルト炭化有機物・酪化鉄分多・"'

S,C2.5Y6/i黄灰シルト縦筋状鉄分

6a c IOY5/i灰粘 lこ
遺1//i埋土
Jc2.5Y5/I黄灰シルト縦筋状鉄分多黛須恵器・土師器含む

47トレンチ

N 1---¥＝＝主＝三三エ＝＝コニニ--s L 

_ .  2a _—享

48トレンチ

堆積土層

la:5Y4/1灰細砂、やや粘性あり（現代耕作土）

lb:¥4/0灰 細砂、やや粘性あり（近現代耕1乍＿19.)
le: 2 .. IY6/6明黄褐シルト鉄分多猷（床土）

le':5Y6/2灰オリープ細砂上位に鉄分沈呑

2a:2.5Y6/I黄灰シルト鉄分・マンガン斑多景

2b:2.5Y6/I黄灰・ンルト鉄分・マンガン斑多駄（径大）

3b：上位2.5¥'6/I黄1火、 I'’位2.5Y5/1黄 灰細砂縦筋状鉄分

5h: 5¥'6/1灰シルト炭化有機物・酸化鉄分多景

6a: IOY5/I灰粘土薄い砂層局所的に含む上面に炭・木片多い

6bポ5/0灰柑砂

恥： IOY5/I灰粘土薄い砂層局所的に含む

遺情埋土

K: IOYR5/tl8灰シルト、粗砂含む鉄分多黛（上層から縦筋状鉄分続く）

炭化有機物

L:2.5Y4/29音灰黄シルト士器・木片含む

M:L吊より暗いシルト、砂分多い有機物少ない

L——- 3b 
木板-こゴこニニニニフ―ー＝て了=---. ----!;_h_. __,—:·· 

如 ＇ 
旦 6b王壬ーゴ
塁弓色／悶 ¥6c 

lト-ill I-ii 

2.0m 

ロロロ
48トレンチ

証 ＿．＇三
3c' 

ー・ー・ ー ・一・ー・一•こ ： こ• • ·— ······· c· ー・ー・ー・- - -・ー・ー・ー・一・ー・ー ・ 一・ー・ー ・ ー·ー・--ー·ー・ー・ー・ー·ー・ー ・ 一·ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・一--・ • 3c i 

・ー・～ • 一・ー ・ J. 9・一--・-・―-------—— 

w, 百|
〒

？ 

lト

＇ 
. 

19トレンチ

堆nl：陪
la:5¥ ] 1灰細砂、やや粘性あり（現代1片作 I:)

lb:~ I 0灰 細砂．やや粘性あり（近現代耕1乍土）

ih': lb'：ヽ.I0灰細砂～シルト（旧耕作土）

I, • • .I¥'6 2灰オリープ 細砂上位に鉄分沈行

l9.3¥'6'21火オリープシルト（床土）

2a:2..I¥'6 I黄灰シルト鉄分・マンガン斑多景

2≪ • :2aよりやや灰白

:1,':2.5¥' . .1/1黄I火シルト鉄分多飛、炭化有機物

:k:7..1¥'.l l灰細砂縦筋状鉄分多は

.¥i:2.5¥'6I]黄灰シルト縦筋サ、紅分

遺情埋上

：ヽ7．5Y51灰 シルト鉄分少駄

（）：ヽ.I0灰粘t

P：ヽ I0灰粘土

＇，し 9,'9- -―↓------i 

r’ グライ化

:--------
＇辛

/; 2a -上—―――—，旦
• 3 a 
1 .  - - -
i -:l_bー・一ー ・一・-- - · =·•ゴ··ニ ・

口
49トレンチ

50トレンチ

堆積七層

〇盛土（下位グライ化）

¥a:2.W5 I黄灰シルト（現Itth1乍I:)
lb:2..5Y5 I黄灰シルト（現代耕1ヤ士）
k:7.5¥'6i¥灰シルト

2a: IOY6 I灰シルト鉄分・マンガン斑多uk
3a：ヽ60~5 0灰細砂 やや枯性ありやや軟

:lb: ¥6 0~.5 0灰細砂縦筋状釘：夕）＇少"1

50トレンチ

トレンチ平面図・断面図 S=l/100 
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込みラインを検出し

た。4a層上面の標

高はl.Omである。こ

の落ち込み部には木

杭跡と思われるピ ッ

トが落ち込みライン

の両側に多数確認で

き、傾斜部には炭化

した有機物が多く 分

布する。 このことか

ら、木杭と木板等を

用いた護岸施設が設

置されていた可能性

が高い。 この落ち込

みは少なくとも 10m

以上北側 に続き 、北

へ向かう ほど有機物

が少なくなることか

ら、 北西方向に落ち

込む谷状地形の南東

端に相当するもの と

思われる。 この トレ

ンチからは、土師器

片、須恵器片が出土

した。

52トレンチ l、2、4、

5層を確認した。4層

上面で土坑、ピ ッ ト

など遺構を検出した。

4層上面の標高は

1.3mである。4層 は

北側でシル ト質、南

側で砂質土壌 となる。

南側はやや軟質でそ

の下の 5層も砂質で

軟 らかい。一部遺構

を掘削したが、遺物

の出土はなく時期の

299 

三戸H -i ：ロニ三三二二

21,~Lui 

堆情土闇

la: IOYRS 2灰黄褐細砂．粘性あり下位に鉄分（現代耕（乍土）

lb: IOYRS I渇灰 シルト、細砂含む鉄分（近現代1＃（乍い

!,・：ヽ 50灰シルト、細砂含む（旧耕（乍 L)

id: !OY6 I灰 シルト k（立に鉄分沈情

2.9:7.5¥.6 1灰細砂鉄分・マンガン多位

2h:7.5Y6 I灰・ンルト t位にマンガン斑多懸、鉄分中祉

3":2.5Y5 I~6 I故灰 シルト縦筋状鉄分、黒色h・廣物多景やや軟

3正油と同色細砂

3b: ¥OYR6/¥褐灰細砂、 3創よりやや粗い縦筋状鉄分中ftt

3c: ¥OYRS I~6 lt81火細砂、やや粘性あり縦筋状鉄分多景

:1c・::lcと同色シルト鉄夕）なし

ln:5Y6 2灰オリープシルト鉄分多母

5n: IOY6 I灰枯 ．I:

へ、

＾
 

ヽ

E II S ヽ
訊埋 I:□：へ鬱：：：心□冒言d:D n 

D. :Ctり粘性あり 拡張前南壁 断血 ・西 壁 南端断面

l).. :,fi 0灰中砂

E:2.. 5¥'5 I黄灰シルト黄l'J・県色土． 4b溜上プロック状に多屈

f-:2.5¥5 I黄灰シルト細砂含む黒色七、lb土プロック状に中は

r-・ :2.5¥5 I 黄灰粘土灰 ・ 木片中g,~

G:2.5¥6 1~5 1黄灰 シルト炭・木片含むものあり 51トレつ／ラチ

1 4m 

I d@三 ，― ーマ
91c9A 

ニー ， 
- -- .--- - 'A+•le 

4c 
l..雪ー―-• • • • • • ---- ----—口，

5b 
...... J 

C
-
d
 

rJ

-
5
 

・
l
 

A, ..... 

::‘、`;、●：／未検出

堆積＿l約
J,,, JOYR5/2灰黄褐細砂、やや粘性あり下位に鉄分沈符

lb,N5/0灰シルト、細砂含む

¥" IOY5/1灰シルト上位1こ鉄分中祉土器片含む

Jd,5¥'6/1灰ンルト鉄分多舟

Jc,5¥'6/1灰～1i/2灰オリープシルト 1廿砂混じり

20'5Y6/Jシルト、Itl砂含む屈所的に暗灰色土｀ヒ器粒含む鉄分中最、マンガン1:位に多址

k2.5Y71灰白シルト、祖砂多最鉄分多量

4d, I OY¥l6/ I褐灰シルト鉄分多丘

52トレンチ

4"2.5Y6/l黄灰～7/1灰白細砂 9ldtり細かい鉄分多県

5b:N6/0灰細砂グライ化

5"7.5YR5/i渇灰シルト細砂混じり木片含む

5d, N6/0灰中砂グライ化

遺構埋ヒ
A,2.5Y5/!~1/1黄灰シルト灰白土斑に人る

B, 10¥'6/l灰 シルト 軟

2-2a, 

尋ヒニ=—ニニニニニニーニ—~ -----
9- l ＼ しし
-------
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 。

木根痕

` ----------_― 
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53トレンチ

I -l 

1-2 

/ 2.6999 

¥ - - 2-1 一三戸＝二了穏
¥ 3-2 

3-3a I 

I L -- -- -―ーで琴芦喜戸
‘ •!-9 / 

＼こ万四プ

53トレンチ

1 盛 I:
2-1 灰色（ヽ 50)細砂

2-2a灰色(JOY(;¥)シルト～細砂鉄分を多店に含む箇所がある

2-2b灰色(J0¥'6I)シルト～細砂鉄分沈 8屑で分離

：＼ 灰白色12.1¥'7JIシルトマンガンを多沢に含む

4-1 灰黄色(2.1¥'62)細砂鉄分・マンガンを多Jilに含む

4 2黄灰色(2..I¥'6I)細砂鉄分を中嚢含むやや軟質

J-:l灰位色(2..1Y6/2)シルト鉄分を中Ii¥:含むやや軟質

4-4灰黄褐色(JOYR5/2)粘土鉄分を中位含む

4-5村灰色1585/J)粘 I--

54トレンチ

54トレンチ

l I盛土

1-2盛J:

1-3様色盛 I:
2-1 灰色（ヽ 50)細砂

2-2,灰色（10¥.61)・ンルト～細砂

2-2b灰色(I0¥"6I)シルト～細砂鉄分0){,t3で分離

2-:la灰色()0¥.61)シルト～細砂

2-3b灰色(10¥.61)シルト～細砂鉄分の沈行で分離

3-1灰色(5¥6I)シルト～粘上鉄分を中昼含む

3-2渇灰色（1（)¥R61)シルト縦；；；状If9：分を多景に含む

3 :la渇灰色IIOYR4I)粘上鉄分を少枯含む上器出土

:l-:lb渇灰色（10¥RII)粘上鉄分を少量含むJ-3,に比べややJ:色か9行し、

3-4a l火凶渇色IIOYRI 2)シルト木片を多此こ含む

3-lb灰白色(.¥¥II)白色粘t

3-4（黒色110¥R2 I)煎色粘土

3-.¥渇l火色IIOYR5I)粘 ．I:F段に白色粘上を含む

3-6村灰色（JOIJC;sI)灰色砂 I:I：器出 1
3-7.,,,レト (1色 I:木片を含む

3 8灰貨渇色（10¥RI2)シルト

3-9 黄灰色12.5¥5I)細砂やや粘性、t，り

S-10暗灰貨色（2.5¥12)シル I・ 黒色土砂木片を合む 1器出 1→

トレンチ平面図 ・断面図 S=l/100 
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比定はできなかった。

第 4次調在

トレンチ配置 調査地点 6に2箇所の調査区 (53、54トレンチ） を設定した。

53トレンチ 堆積土層は、 1層 現代盛土層。2層：旧耕作土。3層：古墳時代から中世の遺物

を含む包含層。4層：上位から灰黄色系の細砂 (4-1、4-2層）、シルト (4-3層）、灰黄褐色の粘土（4-4

層） 、青灰色の粘土 (4-5層）の順に堆積する。4-5層からの湧水が激しい。4-1層以下では遺物の

出土は認められない。1,2層から須恵器、土師器、 3層から須恵器、土師器、瓦器、 金属器、石器？

が出土した。

4-1層上面で精査したところ北西隅で幅 30cm、深さ 10cm弱の溝状遺構を検出した。一部遺構

掘削を実施したところ、埋土から須恵器、土師器、黒色土器片が出土した。検出面の標高は 2.2m

~2.3mである。

54トレンチ 堆積土層は 1層：現代盛土。2層：旧耕作土。3層：灰～暗灰色系のシルト～粘土

層で一部砂層も認められる。量は多くないが 3層以下では湧水がある。3-4層は木片を多量に含

む3-4a層、 白色粘土の 3-4b層、黒色粘土の 3-4c層が 5cm前後の厚さで堆積する。黒色粘土層

は3-8層でも堆積が認められる。 トレンチ南東隅を基準に 3-4層上面の標高をみると、 北東隅で

12cm低く、北西隅で 21cm低いことか ら、 北北西に緩やかに傾斜堆積する。

3層からは、土師器、木片（木器含む）が出土した。3層のいずれの層からも弥生時代後期か
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ヽ
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ヽ
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55トレンチ

、 4-2b .1

ヽ ず 3 ! 
・し—--『「---→
.し--・ー・ー・ー・一・ー・一・一’

55トレンチ

堆積土層

］盛土
2-1 灰色(N4/0)細砂 IR耕作土

2-2オリ＿プ灰色(2.5GY6/])細砂、グライ化．旧耕作土

2-4 にぷい黄色（2.5Y6/3)細砂アゼ

3 灰黄色(2.5Y7/2)シルト、マンガン・鉄分多址、やや硬質
4-]明黄掲色(IOYR6/6)シルト、砂含む、鉄分多飛、やや硬質

9]-2a にぷい黄橙色（IOYR7/2)シルト、砂含む、鉄分多品
4-2b にぷい黄橙色(IOYR7/2)ンルト、鉄分多韮

4-3 灰黄色(2.5Y6/2)ソルト～細砂、鉄分少蘇
9]-4 背灰色(5B5/1)中砂～細砂

遺構埋上
A 黄灰色(2.5Y5/l)・ノルト、砂含む
B 灰白色（IOYR7/])シルト

.56トレンチ

堆積土屑

］盛上
2-1 灰色(N4/0)細砂旧耕作土
2-2 灰色(IOY6/])細砂旧耕作上

2-3 オリープ灰(2.5GY6/])ンルト、砂含む、マンガン多星、 やや硬質．旧耕作上
2-4 にぶい黄色(2.. IY6/3)細砂：アゼ

3 I火黄色(2.5Y7/2)シルト、砂含む部位あり、やや硬質

4ー］明黄褐色(IOYR6/6)シルト、砂含む、鉄分多鼠、マンガン少罰、やや硬質
4-2 にぶい酋橙色(IOYR7/2)シルト、鉄分・マンガン中仇

4-2b にぷい缶橙色（IOYR7/2)シルト、鉄分多は

4 3 黄灰色(2.. IY6/l)細砂、やや粘性あり、軟質、湧水あり
4-4 青灰色(5B5/1)中砂～粗砂
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ら古墳時代初頭の土器や木器が多量に出土するが、特に 3-3層以下からの出土が目立ち、標高 0.6

mの3-10層でも遺物の出土が認められる。

第 5次調介

トレンチ配置 調査地点 6に5箇所の調査区 (55、56、57-1、57-2、58トレンチ）を設定した。

基本層序 1層 ：盛土。2層：旧水田耕作土。3層：灰黄色シルト層で 57-1、-2トレンチ以外に

堆積する。遺物は包含しない。4層：自然堆積層で、遺物を包含しない。

55トレンチ 1~4層が堆積する。3層上面及び4-1層上面で精査を行ったと ころ、 3層上面で東

北東ー西南西に延びる畦、 4-1層上面でピ ット1基と杭跡を検出した。畦は 2層の耕作時期に機能

したと考えられ、近世以降に帰属する。4-1層上面の遺構は遺物の出土がなく、帰属時期は不明で

ある。遺物は 2層から近世以降の磁器が出土したのみである。

56トレンチ テニスコートとして利用されており、地表面の標高は現有道路面より高く 4.0mである。

1 ~4層が堆積する。55トレンチ

より各層とも標高が 10cm程度高

い。3層上面及び 4-1層上面で精

査を行ったが、 3層上面で 55トレ

ンチと同様の畦を検出した以外、

遺構 ・遺物とも認められなかった。

57-1トレンチ 掘削は 4-1層上面

までとした。3層の堆積は認めら

れない。4-1層上面で精査を行っ

たところ、ピット 3基と杭跡を検

出した。ピット埋土に含まれる土

師器片は細片のため時期の特定は

できなかったが、埋土の特徴から

第 3次調査 43トレン チで検出し

た遺構と同時期に帰属する可能性

が高い。

57-2トレンチ 57-1トレンチと同

様、 4-1層上面で精査を行ったが

遺構 ・遺物とも検出されなかった。

58トレンチ 57-1トレンチで検出

した遺構の西側への展開を確認す

るため 56トレンチ南側に南北方向

のトレンチを設定した。堆積土層は

56トレンチと同様である。3層上面

及び4-1層上面で精査を行ったが、

畦、杭跡、墳砂を検出した以外、

遺構 ・遺物とも認められなかった。
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57-1トレンチ

堆積上屑

1盛上
2-1 灰色(~4/0)細砂•旧耕作上
2 2 オリープ灰色(2.5GY6/I)細砂、下位にシルト含む lHr井作上
IヽI明苗褐色IJOYR6/6)シルト、鉄分多量

遺構埋上
A渇灰色（IOYR4,I)シルト、土器位含む

8渇灰色（IO¥R61)細砂

c 灰色（ •ヽ6 0)細砂、 2-2囲以上からの掘り込み
D灰色（ヽ 50)中砂～粗砂、 2-2層以上からの掘り込み

.18トレンチ

堆fn土層

I盛 L
2 I灰色（ヽ 40)細砂． 1日耕作土
2-2 灰色（10¥6.1)細砂・旧耕作七

2 3 オリープ灰(2.SG¥61)シルト．砂含む、マンガン多景
やや硬ぽ： I□耕作土

2-1 Iこぶい黄色（2.5Y6:3)細砂：アゼ

3 灰黄色(2.5Y7•21シルト、砂含む部位あり、やや硬質

58トレンチ

o7-2トレンチ

1盛土
2-1灰色（ヽヽ1/0)細砂～シルト：旧耕作土

2-2 オリープ灰色(2.5GY6/l)シルト旧耕作土（グライ化土頃）
2-3 明オリープ灰色(2.5GY7/])シルト～細砂、マンガン・鉄分多屈（グライ化土壌）
4-J明黄色（IOYG6/6)シルト、砂・鉄分多伍
4-2 黄灰色(2.5YG6.I)細砂（下位粗い）やや粘性あり、軟質｀湧水あり

4-l 明黄掲色(IO¥'R66)ンルト．砂含む、鉄分多此、マンガン少藷、やや硬質
4-2 に忠ヽ瓦橙色（10¥'R7/2)ンルト、鉄分・マンガン中租
4 3 黄灰色(2.S¥'6I)細砂、やや枯性あり．軟質．湧水あり

遺情埋上

A 召灰色(SBGSI)粗砂項砂
B 灰白色CIO¥'R7 I)ンルト：杭跡

トレンチ平面図・断面図 S=l/100 
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く調査の所見＞

第 3次調査のうち、調査地点 6の43~49トレンチでは、すべてで遺構を確認した。西半の

43~45トレンチ周辺では 4層が堆積し、標高 2.3m付近で遺構が検出される。中央付近に位置

する 47トレンチも同様の堆積状況であるが、 4a層上面は 2.lm とやや標高を下げる。東側に位

置する 46、48、49トレンチでは、西半でみられた 4層の堆積はなくその下の 5層上面は標高1.7

~1.8mまで落ち込み、この面で溝I犬遺構が検出される。

このように、調査区西半は標高が高く、建物を構成する可能性がある柱穴なども認められるこ

とから日常生活の場として利用された一方、東半は地形が落ち込み、南北方向に溝が掘削される

環境にあったと考えられる。

調査地点 1では、埋蔵文化財の展開は確認できなかった。2次調査で実施した 24~30トレン

チ以南、 51トレンチ以北では埋蔵文化財の展開は確認できず、谷状地形を形成すると推定される。

調査地点3では、平成21年度文化財センター調査区 lの北端から徐々に北西方向に標高を下げ、

51トレンチ付近で落ち込む状況を確認することができた。この落ち込みの護岸と考えられる施

設は人為的な土木工事によるもので、埋土上面から出土した遺存状態の良好な甕から古墳時代初

頭以前に設置されたものと判断できる。52トレンチで検出した遺構の時期については確認でき

なかったが、 51トレンチ及び文化財センター調査区 lのベース土標高から見て、連続する遺構

面と考えるのが自然である。

以上の通り、第 3次調査の対象とした調査地点 6及び調査地点 3については、埋蔵文化財が展

開する範囲と推定されることから、湊神前線及び松島本渡線道路改良事業の実施に際しては、事

前に記録保存目的の本発掘調査が必要と判断した。一方調査地点 1付近については、 50トレン

チ付近及び 27、28トレンチまでの間を慎重工事とするのが適当と判断した。

第 4次調査では、 53トレンチの 4層上面で溝状遺構を検出したが、それ以外に明瞭な遺構は

ない。また 54トレンチでは、 3層から多量の遺物が出土したものの、遺構の検出には至ってお

らず、 53トレンチとの土層対応も確認できなかった。54トレンチ第 3層についても、落ち込み

に堆積する自然堆積層である可能性もあるが、現状の調査成果では多量の遺物が出土する点や

3-4層の堆積に至る過程を十分把握できていない。

以上のことから、第 4次調査対象範囲については、第 5次調査成果で地形及び埋蔵文化財の展

開状況を把握した上で、埋蔵文化財の取扱いについて評価することとした。

第 5次調査では、 57-2トレンチでピット 3基及び杭跡、 55トレンチでピ ット1基及び杭跡を

検出した以外遺構の分布は認められなかった。

調査地周辺で過去に実施された調査例を確認すると、第 3次調査 43トレンチ付近では埋蔵文化

財の展開が確認されている。この他和歌山市教育委員会の調査成果として、 ① 54トレンチ北隣の敷

地での確認調査、 ② 57-2トレンチ北側での工事立会、 ③ 57-2持ち込み頭トレンチ南東側での工事

立会がある。①の調査では竪穴建物等の遺構が検出された。ただし、敷地南端では遺構は検出され

ず標高を南に向かって下げることから、 54トレンチで検出した落ち込み部につながるものと考えら

れる。②③の工事立会同様の谷状の落ち込み部で、この堆積土から遺物の出土が認められている。

また、遺構検出面の標高を比較すると、東から 44トレンチ 2.4m、43トレンチ 2.3m、57-1,2

トレンチ 2.2~2.3m、56トレンチ 2.2m、58トレンチ 2.lm、55トレンチ 2.lm、53トレンチ 2.lm

―-66_ 



であり、西に向かい標高を徐々

に下げる状況が確認された。

いずれも断片的な調査である

ため資料不足は否めないが、以

上を総合的に評価して当時の地

形復元を試みると、現有道路上

に概ね沿うように東北東ー西南

西方向の谷状地形が延びてお

り、その両側に遺跡が展開する

ものと推定される。谷状地形の

南側については、遺跡の展開

は57トレンチ付近までであり、

これ以西は谷状地形により近づ

くためか標高も低くなり遺構の

展開は極端に希薄になる。ま

た、 54トレンチでの多量の遺

物の出土は遺構に伴うものでは

なく、北側に近接する居住域か

ら谷に転落したものと考えるの

が妥当である。

このことから、 第 4次、第 5

次調査対象範囲のうち、現有道

路以北の当該工事対象地につい

ては、遺物の出土は認められる

ものの谷状地形に該当するた

め、慎重工事の取扱いが適当と

判断した。また、現有道路以南

の当該工事対象地のうち、 56、

58トレンチ以西についても、

杭跡等わずかな遺構は検出され

る可能性はあるものの、極めて

希薄であることから、慎重工事

の取扱いが適当と判断した。一

方 57トレンチ付近については、

東から連続して埋蔵文化財が展

開する公算が高いため、記録保

存目的の本発掘調査が必要と判

断した。
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神前遺跡周辺

種 別：試掘調査

所在地：和歌山市神前地内

遺

遺

（調査件名：

構 ：溝、土坑

物：土師器、石器

く調査の経緯＞ 平成 22年度に和歌山橋本線道路

改良事業に伴い、神前遺跡の発掘調査を文化財セン

ターが実施したところ、南へ向かうほど遺構密度は

減少傾向にあるものの、調査区の南端部（埋蔵文化

財包蔵地の南端部とほぼ一致）の 6区でも弥生時代

の溝や中世の掘立柱建物跡が検出された。また、遺

構密度は低いものの、調査区南端付近の古墳時代の

溝からは金銅製の鈴や遺存状況の良い土器が出土す

るなど、本発掘調査に より神前遺跡の範囲がさらに

南へ広がる可能性が考えられた。

文化財保護法第 97条ならびに第 184条の規定に より、工事等に より遺跡が発見された場合は

現状を変更することなく和歌山県教育委員会に通知する必要があり、さらに必要と認められる場

合は調査、保存の協議が必要となる。この場合、工事等が中断することとなる可能性が生じるこ

とから、このような事態を回避し、事業実施と埋蔵文化財の保護に係る調整の円滑化を図るため、

遺跡の展開範囲等を確認することを目的とした試掘調査が必要との判断に至った。

和歌山県教育委員会では、文化財保護法第 99条の規定に基づき、事業者あてに試掘調査に係

る依頼を し、 承諾を得て、生涯学習局文化遺産課が試掘調査を実施することとなった。

く調査の成果＞ 調査対象地は、神前遺跡の南隣に所在し、和田川によって形成された沖積地に

位置する。用地買収前までは、水田及び畑地として利用されていた。

遺跡位置図

1-2 

14cm=---/:ヽ ： L 人:こ-ロ-/99:]
マ ；＿ー3-

三 ー一
デ ←-~ - a 

1-3 三

B゚ 

lトレンチ

＼＼＇ 

` l -3 1 -l 

＿ '~—-三□―-- - --、ー←二/ì =
l灰黄色五．5行ふ辺;- -—一ー 灰黄褐色（10¥'R6/1）～褐灰色（IOYRb/2)

＂ 渇灰色（IOYR5/l)シルト シルト、やや粗い、上位は10¥R5/2に近い

1-2' 

褐仄色(IO □̀□三こ三ヱここ］。了R6I.] /-Iレト～細砂 L府より明るし
マンガン・鉄分少欣含む

E 

＇ 
99 1 4ln 

遺 溝I

lトレンチ

堆積j：刷 遺惰埋土

1-1 渇灰色（IOYRSI)シルト、 F位に鉄分沈行（現代耕作土） A 渇灰色IIO¥'R6I)シルト、粗砂含む、鉄分多景

1-2黄灰色(25¥'6 11細砂～ンルト、ド位に鉄分沈1'/(IB耕作士） B 渇灰色（10¥'RSI)シルト、鉄分多匝

1-3明黄掲色（10¥'R66)シルト（床上） C l-2層士

3-1, Iこぷし黄色(25Yb/’i)細砂、東端はやや粘性あり、鉄分中墜

上位にマンガン多餓

2トレンチ

2トレンチ

堆積上陪 追構埋土

]-]褐灰色（IOYR.¥I)シルト、ド位に鉄分沈行（現代耕作 1:) ,1掲灰色(IO¥'R6'1～印l）ンルト、マンガン中凡

]-2貨灰色(2..1¥'6I)細砂～ンルト．下位に鉄分沈行（旧耕作土） B・暗灰偵色(2.S¥'52)シルト、浅黄色(2.5¥'7-I)ンルトを斑に含む

1-2・ c ]-2層と同様、鉄分沈召居で分/"1 C 凶灰色（2.5¥'6I)シルト

I 3cl!fl黄褐色ll0¥'R6'6)シルト（床j-)

3 3．明黄褐色(IO¥'R6/6)シルト～細砂、上位やや暗く、マンガン中昼含む

トレンチ平面図・断面図 S=l/100
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道路改良工事対象範囲に 1~5トレンチ

は4-1と4-2に分割）を設定した (70ページ調査位置図）。

基本土層 3層に大別し、各大別層については枝番で細分した。

第 1層 ：近現代の耕作土。床土を含め最大 4層に細分される。第 2層：灰～青灰色の細砂～シ

ルトで、湿地あるいは流水環境での水性堆積土。第 3層：にぶい黄～明黄褐色の細砂～シルトで、

遺物を含まない自然堆積土。ベース土と考えられる。

調査対象地北半に設定した幅 2.0mX長 13.9mの トレ ンチである。現地表面の標

高は 1.6~ 1.7mである 。3-1層上面で精査し、溝状遺構 3条及び土坑 2基と溝状遺構周辺に杭跡

を検出した。検出面の標高は 1.5mである。溝状遺構は北東―南西方向に掘削されており 、文化

財センターの調査区で検出された方向と概ね一致する。遺構 4からはサヌカイト片が出土した。

調査対象地北半に設定した幅 2.lm X長 13.9mのトレンチである。現地表面の標

高は 1.6~ 1.7mである 。ベース土は 1トレ ンチと若干異なり明黄褐色を呈する。3-3層上面で精

査し、溝状遺構 2基及び土坑 2基等を検出した。検出面の標高は 1トレンチよりやや下がり、1.3

トレンチ配置 (3トレンチは 3-1と3-2、4トレンチ

1トレンチ

2トレンチ

~ 1.4mである。遺構 4の埋土

は褐灰色のシルト又は砂質土で

他の黄褐色系のベース土と異な

るため落ち込み状の遺構と考え

たが、ベース土との境界は明瞭

でなく遺物も出土しなかったこ

とから、 5トレンチで検出した

自然堆積層 (3-2層）

もある。

11・ E 
1 ] -l , 

l l-・) ―-- - -五竺
-'. 2-1 

＼ 、-2 -一ー 7 
し一，
, 2-3 / 
. -. ---------・---------・ 

IV E 
l -l 

` ----~I.Om 
--‘, 2-]'  
9 ,  

、ヽ、 2 - 3 , '
-------------------

3-2トレンチ
一

3-1トレンチ

W E 
I I I I 

1 -3--E--ーニニこ—1, 1 0m 

ー＇へ入～芦：ヘ ーベ
――-―五 ――プ

口4-2トレンチ

の可能性

3トレンチ 調査対象地中

央付近東側に 3-1トレ ンチを、

西側に 3-2トレンチを設定し

た。3-1トレンチは幅 2.Qm X 

長 2.4m、3-2トレンチは幅 2.lm

x長 2.6mである。現地表面の

標高は 1.3~1.4 mで西側が若

干低い。旧耕作土の下は、上位

からオ リー ブ黄色のシル ト(2-1

層 ）、 青灰色の細砂 (2-2層 ）、

緑灰色の中砂(2-3層）が堆積し、

標高 0.8m付近で湧水がある。

3-1トレ ンチでは 2-2層の堆積

は認められない。2-1層上面の

標高は l.lm前後である。遺構

遺物とも検出されなかった。

w 
→ 

1 -2 .'.s=--•一・
--―`」-， 戸

'-----~ 

ロ

E 

i 
ュ----下王 l.0m

2-la ,¥：忍ごと髭，；
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3-3' ‘̀ 
ー 、，

ヽ
- - / 
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I 
/ 3-J',3 ・2, 

IOYR6/6土含む

3-1.3-2トレンチ

曰． 灰貨褐色（IO¥'R4'2)細砂現代耕作土

1-2:貨灰色（2．5¥'5/1）シルト、 旧耕作士

2-1 :オリープ黄色 (5Y6I)シルト｀鉄分少最含む

2-2: l'I灰色（IOBGSI)細砂

2 3・紐灰色 (5G5I)中砂

H,1-2トレンチ

l-1 ：暗灰黄色 12.5¥'52)シルト～細砂、現代耕I乍土

I 2 灰色（ヽ 6,0)シルト～細砂、 旧耕作土

1-:¥: I父貨色 1.IY7/3)シルト． 床土？

2-la ：灰色 (SYSI)シルト、恨痕多い、上位の凹凸部には 1ー：リill：含む

2-lb:灰白色 (2.. IY7/l)シルト、鉄分多く含む

2-1, 灰C.~6/0) シル 1ヽ～粘上
2 3 召灰色（IOBG6/I)中砂

口4-1トレンチ

---;-_、1' ----旦、旦―------年 ーー一― ヽゞ ご―ーニこ→―l-9、 ー ザ
=--ヽ ------=='.

5トレンチ

5トレンチ

堆積土層

］ー］．黄灰色 (2.5Y511)細砂、現耕作士

1-2 灰色(5¥'6I)細砂～中砂響下位に鉄分沈着

1-3 黄灰色 (2.5¥'6I)細砂～中砂＿ 下位に鉄分沈着

]-,] :明黄褐色 (IOYR66)シルト．床t

3-1'・灰黄褐色（IOYR6"2)～にぶい黄橙色(IOYR7/21

3-2 渇灰色 (IOYR6I~ 5,'])細砂～シルト、鉄分中景

3-3' にぶい黄色 (2.5¥'64)シルト～細砂、鉄分中伍

3-4' にぶい黄色<2.5¥'6/4)・ンルト～粘土、 鉄分中景

遺情埋土

A 褐灰色 (IOYR5/l)シルト、マンガン中鼠

B:褐灰色］10¥'Ro/l)・ンルト倉 マンガン多最

C:灰色 (.l¥'6I)中砂． シルトプロソク含む

ロ．

,-----
l――`ー ，

.V V 

B
 

一・ー'f
i

トレンチ平面図・断面図 S=l/100
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4トレンチ 調査対象地南半東側に

4-1トレ ンチを、西側に 4-2トレ ンチを

設定した。4-1トレンチは幅 2.0mX長

8.0m、4-2トレンチは幅 2.0m X 長 2.2m

である。現地表面の標高は 1.3~1.4m 

で西側が若干低い。旧耕作土の下は、上

位から根痕を含む灰色のシルト (2-la

層） 、灰白色のシルト (2-lb層） 、灰色の

シルト～粘土 (2-lc層）、青灰色の中砂

(2-3層）が堆積し、標高 0.6m付近で湧

水がある。2層上面の標高はl.lm前後

である。遺構遺物とも検出されなかった。

5トレンチ 2、3トレ ンチの西側に

設定した幅1.5mX 長 9.lmのトレンチ

である。現地表面の標高は 1.5mである。

ー

旧耕作土の下は、上位から灰黄褐色系の

シル ト (3-1'層） 、褐灰色の細砂～シル

ト (3-2層）、にぶい黄色のシルト～細砂

(3-3'層）、にぶい黄色のシルト～粘土 (3-4'層）が堆積する。3-1'層上面で精査し、溝状遺構と

土坑等を検出した。検出面の標高は 2トレ ンチよりやや下がり 1.3mである。

また、 当初 3-2層は褐灰色を呈することから遺物包含層の可能性も考えられたため、 3-1'層上

面で遺構が検出されなかった地点について部分的に 3-2層を除去し、下面遺構の有無を確認した。

トレンチ中央付近で溝状の凹みを検出したが、 3-2層土が埋土であり 3-2層も含め遺物を全く含

まないことから自然堆積層と判断した。

占 Im疇 勺 ぷば

調査位置図及び埋蔵文化財展開図 S=l/2,000 

く調査の所見＞ 上記のとおり、 1、2、5トレンチで遺構を検出し、 3、4トレンチでは遺構 ・遺

物とも検出されなかった。調査対象地の地形を見ると、第 3層上面の標高は南西方向に下がって

おり、標高 1.2m程度以上の地点では比較的安定した土壌（第 3層）が広がることが確認された。

一方これより標高の低い地点では、青灰色の砂土や灰色の粘土のグライ化土壌 （第 2層）が堆積

する。

以上のことから、比較的安定した第 3層が広がると推定される範囲には埋蔵文化財が展開し（上

図参照）、この南側の第 2層が堆積する範囲については、標高も低く水成堆積層が広がることか

ら埋蔵文化財が展開する可能性は極めて低いと判断される。このため、埋蔵文化財の展開する範

囲については記録保存のための本発掘調査が必要と判断した。

なお、今回確認した埋蔵文化財は、地形及び溝状遺構の形態から神前遺跡と一連のものであり、

神前遺跡の南端がこれまでの認識よりさらに南側に広がることが確認されたため、和歌山県文化

財保護条例第 17条の規定に基づき、和歌山市教育委員会と協議の上、神前遺跡の範囲を拡大し

（変更範囲については 3ページ参照）。た
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10 和歌山城跡

種別：工事立 会

所在地：和歌山市二番丁 1番地

遺

遺

（調査件名： 10-94 -04) 

構：礎石、溝、柱穴、土坑

物：陶磁器、瓦等

く調査の経緯＞ 和歌山地簡裁判所仮庁舎建築に伴

い、工事立会を実施した。なお、工事立会は既往の

調査結果から第 1遺構面の保存に影響が及ぶ可能性

のある標高 3.3m以下に掘削が及ぶ工事を立会対象

その結果、配管工事の 5地点の立会を実施とした。

した。

＜既往の調査＞ 和歌山地簡裁判所南別館建築に伴う

発掘調査では、中・近世の遺構面計5面を検出した。（財

団法人和歌山県文化財センター 2008

『和歌山城跡ー和歌山地方・ 家庭裁

判所増築工事に伴う発掘調査報告書

-』)。また、現庁舎中庭でも確認調査

を実施し、5つの遺構面を検出した（和

歌山県教育委員会 2011『和歌山県埋

蔵文化財年報ー平成 21年度ー』）。

く調査の成果＞ 地点①で は標高

遺跡位置図

； ； 

溝 1条を検出

地点②でも標高 3.0mの 1層

上面で、柱穴と礎石を検出した。地

3.0 mの 1層上面で、

した。

点③でも標高 3.0mで 1層を検出し、

土坑のほか結晶片岩の板石敷設する

遺構を検出した。地点④では標高3.2

z

↓
 

mで石列を検出し

た。地点⑤は標高

3.2 mまで掘削し

たものの現代盛土

内に収まった。

立会調査の結

果、既往の調査同

様、撹乱が著しい

標高 3.0

m付近に近世末～

近代の第 1遺構面

が遺存することを

ものの、

地点① I 
\~ 

I 

［ ： 
地点①
Oa褐灰色(IOYR4/l)細砂ー中砂

炭化物含む

Ob灰共掲色(10YR4/2)シルトー細砂

Oc オリーブ黒色(5Y3/l)細砂

Od灰オリープ色(5Y4/2)砂質上

Oe灰黄褐色(1OYR4/2)シルト

灰白色 (5Y7/l)シルトプロック含む

0「灰色 (IOY6/l)シルトー細砂

A 褐灰色 (IOYR6/I)シルト

l 暗灰黄色 (25Y5/2)粗砂

確惚した。

ー
員
ふ
i
い

い

□□
叫

□ト

”に
地

i i ! 
調査区位置図 • S= l/1 ,500

地点③

ーロ＿ー／ー二言
i 

地点②
Oa 暗緑灰色（IOGY4/1)砂礫土

Ob 緑灰 (5G6/1)砂質上

Oc (2. 5GY)粗砂

Od オリープ色(5Y5/4)

Oe (5BG5/l)砂礫土、炭化物を含む、炭

Of オリープ灰色 (lOY5/2)

Og オリープ色(5Y5/4)砂質土

l 黄褐色 (2.5Y5/4)砂質士

黄灰色 (2.5Y6/l)シルトブロック含む炭化物を含む

A 灰オリープ色(75Y4/2)砂礫上結晶片岩を含む

B オリープ黄色(5Y6/3)砂質土炭化物を含む

地点③
Oa 暗緑灰色(IOGY4/1)砂礫上

Ob 緑灰 (5G6/l)砂質土

Ocオリープ黒色 (5Y3/l)粗砂

Od オリープ色(5¥'5/4)

Oe にぶい黄褐色（IOYR5/4)砂質上

Of にぶい黄掲色(lOYR5/3)砂質土

Og にぶい黄橙色(IOYR6/3)砂質士

l 灰オリープ色(5Y5/2)砂質土

2 にぶい黄橙色（IOYR6/3)砂質土

A 灰オリープ色(5Y4/l)砂質七

炭化物を含む辿構埋土

立会箇所平面 ・土層図 S=l/100 
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1 1 下佐々皿遺跡

種別：工事立会

所在地：海草郡紀美野町下佐々字唐戸瀬 1018番 5 遺

（調査件名： 10-93-154)

遺構：土坑、溝、礎石

物：土師器、瓦器、石器

く調査の経緯＞ コンクリート 擁壁への改良工事に

伴い工事立会を実施した。

く調査の成果＞ 基本土層 第1層～第4層が堆積。

第 3層は、南東部、南西部に厚く堆積 し、 第4層は

南東方向に落ち込み、南西方向に緩やかに傾斜堆積

する。

遺構検出状況 第4層上面で遺構検出をおこない、

調査区中央付近で南東方向に延びる浅い溝状遺構

（遺構 l)と北東端で土坑（遺構 2)を検出した。土

坑については地山の凹部に第 3層が堆積した可能性

も考えられる。

浅い溝状遺構は第 3層に比べやや暗い I層が堆積

し、この層からは瓦器片等中世の遺物に加えサヌカ

イト製石鏃や剥片が出土した。この底で 2基の礎石

を検出した。礎石間隔は約1.6mである。

く調査の所見＞ 遺構検出面もほぱ現状の地形通り

南東方向に落ち込んでおり、今回の調査地点が北側

遺跡位置図

トレンチ位置図

に広がる平坦面の南東端に位置することが判明した。過去の調査では、この平坦面で縄文時代の

土坑や中世の掘立柱建物が検出されている。今回の調査地点は地山面が南東方向へ落ち込みはじ

める位置に立地していることから、検出された礎石は、住居等の建物よりは門柱の痕跡等出入口

に関連する施設を想定する方が適当かもしれない。

3 

- -----
-- -— 口 — - --------- -------- - -------------ロー---—--------- ---------------

［ 渇灰（!OYR4/l~5/1)シルトマンガン多品

＿―-基準高さ

l -ー・2 ; 
9 1：灰黄渇（IOYR5/2) 細砂（現耕i乍土）

！ 2：灰黄(2..,Y6/2) 細砂（旧水田耕作土）

ノ！ 3．黄灰(2.5Y5/1) 細砂マンガン・鉄分中祉（中世追物包含溺I
4・にぶい黄（2.5Y6/4) シルトマンガン・鉄分中jj!（ベース）

â 

迫構l ◎;:' 

基準高さ

A~□皇ア＼
ロ暗灰韮(2.5Yo/2) ンル1、4吊含む

基準高さ

ニ / _ ^ ―-←□□□□□ーーーニ=---------
卜

見 3 且`

SE［→4,---＼＼＼ 

I 

B-B'断面図 (S01/40)

C C 
― I -

ヽ＼＼三」

c-c'断面図h=I/-IOJ

D_ _ D駐準麻さ

、•II ● →, 3、9、、 SE

因ュー、＇ ． 現代

石積み

1)-1)'断面図(Sci,lQJ

遺構平面図・断面図 S=l/100 
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12 東野遺跡

種別：確認調査

所在地：海草郡紀美野町東野字森坪 40-6 

く調査の経緯＞ 個人住宅建設工事に先立ち、事前

に確認調査を実施した。

く調査の成果＞ 土壌改良杭が BM-2mまでの濃

密に打設される範囲を中心として、1.5mx 1.9mの

lトレンチ及び lmx l.Smの 2つのトレンチを設

定して、調査を実施した。

基本層序 l層は現代耕作土、 2層は土師器細片を

含む明黄褐色砂礫土、 3層は結晶片岩を主体とする

灰白色砂礫土、 4層は黒褐色シルト質土である。4

層には、有機物及び桟瓦を包含することから、現代

造成土とみられる。

遺

遺

（調査件名： 10-93 -340) 

構：なし

物：なし

1・2トレンチともに、 1~4層の順次堆積するこ

とを確認したものの、 3層掘削中の湧水が著しかっ

たため、 4層の詳細は確認できなかった。ただし、

施工深度までは 4層である現代造成土しか確認出来

なかった。

く調査の所見＞ 調査対象地は、真国川右岸の河岸

段丘上に位置する圃場であることから、従前に造成

工事が実施されているこ とは予想していなかった

が、今回の工事計画深度は現代造成土である 4層ま

でしか確認できなかった。このため、今回の届出に

伴う土木工事では、埋蔵文化財への影響はないため、

慎重工事の取扱いが適当と判断した。

13 蓮花寺遺跡

種 別工事立会

所在地 海草郡紀美野町下佐々字中通り 631、629-1

心`・ 0 ・ヘ'. • 1口： 
" \’•:.:: i迅忍忠：： ；戸ズ ＂
．，•..．．5•北i ：；：ーt．1•:.. :.’’：` さ、 99．鳴／

］ロ
遺跡位置図

遺跡位置図
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調査位置図

2トレンチlトレンチ
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B直,こ] -—
I ' / 
f-----------) I I / 
・-. -—-—’ 

_ ! ̀ ‘ l— ヽ9 / 

！ 3 干 ―
「--「三
L- —-—______ ; 

l灰黄色 (2.5Y7/2) シルト質土 〈耕作士〉
2 明黄褐色(IOYR6/6) 砂礫士

褐灰色(IOYR4/l)砂礫土 10％含む、遺物出土
3 灰白色 (5Y7/2) 礫〈結晶片岩〉
4 果褐色 (2.5Y3/l)シルト質七

有機物 ・桟瓦含む

トレンチ士層図 S=l/100 

遺

遺

（調査件名： 10-93 -108) 

構：なし

物：なし

佐々

調査位置図
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和田 II遺跡

種別：試掘確認調査

所在地：日高郡美浜町和田 1203

く調査の経緯＞ 県道御坊由良線道路改良工事に先

立ち、試掘確認調査を実施した。

く調査の成果＞ 県道御坊由良線は和田II遺跡を南

北に縦断する道路で、約 160mの区間が包蔵地内に

該当することから、30m前後の間隔で トレンチを設

定した。

14 

しかしながら、調査の進展に より埋蔵文化財が遺

存する範囲が南側に展開すると推測されたため、包

蔵地範囲外にも 2つの トレ ンチを設定した。

基本層序 確認調査依頼者によりアスファルト又は

コンクリートとその路盤の砂利のほか、 1層： 表土、

2層：近世以降の堆積土、 3層：褐色系土壌で遺物

包含層、 4層：粗砂又は砂礫層で地山とみられる、

4つの層に大別した。

現 GL-0.5mの標高 5.2mで4層を検出

したものの、遺構は検出されなかった ことか ら、こ

の付近に埋蔵文化財は展開しないと考えられる。

遺物は、 3層上面から掘削された撹乱埋土か ら近

世瓦及び土師器が出土したため、 2層が近世以降の

堆積土と判断した。

1トレンチ

2トレンチ

3トレンチ

現 GL-0.5mの標高 6.lmで4層を検出

し、その上面でピ ット・ 土坑 ・溝を検出した。

出土遺物は、 3層から古墳時代中期の須恵器甕の

ほか、土師器片の出土が認められた。

現 GL-0.2~0.5mの標高 7.4m前後で 4

層を検出した。4層はその上面がトレンチ幅 5mの

間に約 30cm程度上昇してことか ら、北から南に傾

斜して標高が高くなることが観察される。

4層上面では溝・土坑を検出し、 3層からは土師

器壺が出土した。

4トレンチ 和田 Il遺跡範囲外にあたる包蔵地範囲

南側隣接地に設定したトレンチである。現 GL-0.Sm

の標高 8.6mで4層を検出した。4層上面では、柱穴・

土坑・ピ ット等を検出した。なお、 3層は 1~ 3ト

レンチとは異な り、微細な土師器片を多量に包含し

遺

遺

（調査件名： 07-94 -9) 

構：溝、土坑、柱穴

物：土師器、須恵器、土錘、製塩土器

遺跡位置図
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ており濃密な遺物包含層とみられる。

出土遺物は 3層から土師器のほか製塩土器・上錘などが出土した。遺構検出状況及び遺物包含

層の状況から、和田 II遺跡がより南側に拡張するものと推定された。

層に噴砂の痕跡が確認できた。

なお、 トレンチ東壁では 3

5トレンチ 4トレンチで包蔵地範囲外にも和田 II遺跡が南側に展開することが判明したため、

事業者の承諾を得て、包蔵地の範囲から約 30m南側の位置にグリ ッド上に設定したトレンチで

ある。

現 GL-0.6mの標高 8.4mで4層を検

出した。4層上面では柱穴を検出した。

3層では、古墳時代前期の甕□縁部が

出土したものの、 4トレンチほど濃密

な遺物包含層とは観察できない。

く調査の所見＞

は検出できなかったが、 2~ 5トレン

1トレンチでは遺構

チで遺構が検出された。

4層の地山の標高を比較すると、 1

トレンチでは 5m付近であるが、 遺構

が検出され、 濃密な遺物包含層が確

認された 4トレンチでは標高 8.5mを

コンクリート

2 

:1 ―---• _上--
l ___ ・lb 
-- -------.I 

4a / 

`~ ／ 

‘̀ / ~ -_ -

lトレンチ

2 にふい黄橙色（IOYR6 I)砂質土

径5cm以下の円粍を10％含む

3 渇灰色（ 10\R•I /I)砂礫土

径5cm以下の円粍を10％含む

小土師器片を含む

4a灰赤色(2.5Y52)砂礫土

径2~5CInk円罪を30％含む

10cm大円痒をJ個含む

41)灰赤色(2.5¥6/2)柑砂

径2cm以下円森を5％含む％含む

2トレンチ
6.Sm 

N 

' 
J’スファルト

測る。このことから、周辺地より標高

がやや高い範囲を中心に、古墳時代の

集落域として活用されていたと推定さ

その範囲が埋蔵文化財包蔵地と認

定する必要があると考えられる。その

範囲は、北端が遺構検出状況から 1.

2トレンチの間、南端は遺物包含層の

状況から 5トレンチ付近が適切と考え

れ、

られる。

そのため、確認調査終了後、美浜町

教育委員会と協議して、埋蔵文化財包

蔵地範囲を変更した。

また、 2トレンチ北側から 5トレン

チまでの間は、埋蔵文化財が展開する

ことが確認されたことから、道路改良

工事に伴い記録保存目的の本発掘調査

が必要であると判断した。

゜一、、
ヽ

¥`  4a 

｀`` ｀ー、一—__ 

3トレンチ

76□三三二三□
｝ B :口含］m

5トレンチ

9.0m ¥ S 

＼ぞ―]_ ( 

「 三
―- 4 

口

5 2トレンチ

~- 2 黒褐色（2:51'3/ I )シルト廿土

?---→ 径：km以下の粍を1％含む

一 疋二ご＝コ 2b炭
‘ 2c漆喰

2d灰色(5Y5/1)粗砂
コンクリート片が混じる

3灰オリープ色(5¥"5/2)砂礫土

径：icm以下の礫を2％含む

4aにぷい出褐色（IOYR5/3)祖砂

径］0mm以下のf'1粍を5％含む

4bにぷい黄渇色(IO¥'R4/3)祖砂

径2~10mm以下の円礫を20％含む

A にぶい黄褐色（IO¥'R4'3)砂質土

径5mm以下の礫を5％含む

B 黄灰色(2.5¥'6/])中砂

径円礫を1％含む

c汰褐色(2.5Y5/3)砂質土

径5mm以ドの礫を3％含む
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4トレンチ
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辿 I― 2

3a~ 撹乱
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3トレンチ

la灰色(5Y6/])砂粍土（砂和I)

lb黒渇色(2.SY3I)シルト四土

2a暗灰黄色(2.5¥'5/2)砂質七

コンガラを含む

2b黄灰色(2.5Y4/])砂質土

径3cm以下の礫を1％含む

3 黄灰色(2.5¥’←11)砂肝土

径3cm以下の粍を50％含む

4a渇灰色(7.5YR4/l)祖砂

径2cm以下の円礫をJO％含む

4b灰褐色(IOYR5/2)砂礫七

径3cm大の円粍を20％含む

r¥ 9!l1此渇色（IOYR76)砂霞七

径2cm以下円粍を5％含む

B I火褐色(7.5YR •I ’ 2)砂礫上

径2~5cm以ドの円礫を3％含む

C 灰拭渇色（IOYRS/2)粗砂

径3cm以 Fの円粍を3％含む

4トレンチ

1睛灰杖色(2.5¥'5/2)砂質 I

2 にふい黄橙色（IO¥'R53)砂霞土

:l≪llo灰色（IO¥'R4 I)砂質 l:i和5cm以ド珪を1％含む

3b発屈 2~5tm大亜円陛

4aにぷい黄色(2.5¥'63)砂礫ヒ径2cm以下の円粍を2％含む

lbにぷい黄色(2.5Yo4)祖砂径5cm大円砂20％含む

A !l1IS色(IOYR3I)砂質土径2cm以下円珪2％含む

5トレンチ

1に応黄色(2.S¥'6.2)砂質 I

2掲色（15YR13)粗砂

:1 暗渇色(IO\ll:J • 3)粗砂

4 に応ヽ黄色(25¥'6 3)祖砂

径IOrnrn以 I:9)円罪を20％含む

．＼黒渇色(IOYR,,2)柑砂円i!l!l％以 ・ドを含む

B灰貨掲色(JO¥'Rl2)1廿砂

径2cm以下円粍5％を含む

トレンチ平面・土層図 S=l/100 
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15 阿尾遺跡

種別：確認調査

所在地：日高郡日高町大字阿尾字洲野 4番 1他

く調査の経緯＞ 特別養護老人ホーム増築工事に伴

い確認調査を実施した。

く調査の成果＞ 阿尾遺跡は、日高町馳出の鼻の付

け根部分の北側に海を見下ろす崖上にあり 、今回の

調査地点は遺跡の東端部に位置する。特別養護老人

ホーム建設以前は小学校として利用されていた。

現況は最大高さ約 2.5mの石積み（上面雑木林）

及び特別養護老人ホームの駐車場である。建設予定

地に南北 17mの トレンチを 1箇所設定した。

基本土層 第 1層 ：平成 15年度特別養護老人ホー

ム建設時の盛土及びアスファル ト。第 2層 ：小学校

建設時の盛土。第 3層 ：石積み部盛土層。第4層

砂礫層

調査内容 石積み部最上面から工事掘削深度まで約

4.5mを掘削した。第2層及び第 3層には コンク リー

卜片等が含まれており、近現代に盛られた土層である。

第 2層は石積みの基底石を設置した土層との連続性

（調査件名： 10-93 - 115) 

遺構：なし

遺物：なし

遺跡位置図

調査位置図

から、第 3層と同時に造られた可能性が高い。また、

第 3-2層上面は海側北端のコンク リート護岸上面と標高がほぼ一致し、第 3-2層がコンク リート護岸

裏込めにつながることから、これらも同時期の施工と考えられる。第4層については、遺物の出土も

なく時期の比定はできないが、遺跡が展開することを示す資料は得られなかった。ただ、この土層

についても上面が2段目の護岸上面とほぱ同レベルであることから、第 2~4層が同時に盛られた

可能性も十分考えられる。

く調査の所見＞ 上記のとおり 、少なくとも工事掘削深度内で埋蔵文化財が展開する可能性は低

いことから、慎重工事の措置とすることが適当と判断した。

20~50cm大丸礫野面石積み

20~50cm大丸礫野面石積み

＼ 
3-1 

N 

コンクリート・石積み護岸

3-2 

.9 ， 

海

≫
 

1-1：アスファルト

1-2：砕石

1-3．暗灰黄（2.5Y5/2) 細砂

1-4:暗灰黄（2.5Y4/2)細砂、粗砂含む～ lOcm大丸礫中紐
2-1 : 2.5Y6/6(2.5Y6/6) 山土
2-2: 2.5Y6/6(2.5Y6/6) ill土 2-1よりやや濃い
2-3．暗灰黄（2.5Y4/2) 細砂、祖砂含む～10cm大丸礫多品
2-4:暗灰黄(2.5Y5/2)細砂、粗砂含むやや硬

2-5：にぶい黄(25Y6/4) 山土硬
2-6：オリープ褐(2.5Y4/:J)細砂～シJレトやや硬
2- 7 • 黒掲(I OYR3/2)細砂、祖砂含む～3cm大丸礫多虻
2-8• 黒褐 ( IOYR3/2) 細砂、粗砂含む～3cm 、 20~30cm大丸礫多品

アスファルト・コンクリート含む

3-1 :3~5cm大丸礫唇 10cm大丸礫も含む
3-2: 30~40cm大丸礫思 5~10cm大丸礫含むガラス、ビニール含む
4：にぶい黄褐（IOYR4/3) 細砂、祖砂含む 50cm大前後の丸礫多菌

トレンチ土層断面図 S=l/160 
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16 蛭田坪遺跡

種別：工事立会

所在地：御坊市湯川町小松原地内

く調査の経緯＞ 県道江川小松原線道路改良事業に

伴い、歩道の改修が計画されたため工事立会を実施

した。

＜既往の調査＞ 県道江川小松原線や御坊駅前広場

の改良工事等やその周辺の民間開発に伴い、財団法

人和歌山県文化財センター （現公益財団法人和歌山

県文化財センター）、御坊市教育委員会及び御坊市

遺跡調査会等により、計 15次以上にわたる発掘調査

が行われている。その結果、弥生時代中期を中心と

する集落域は、今回の工事立会対象地よりも約 300m

（調査件名： 09-94 -69) 

遺 構： 土坑

遺物：弥生土器

遺跡位置図

東側を中心に広が り、その西側に墓域が展開すると想定されており、立会対象地は集落域の縁辺に

位置すると想定される（財団法人和歌山県文化財センター 2010『蛭田坪遺跡ー江川小松原道路改良

事業に伴う発掘調査報告書』）。

く調査の成果＞ 工事立会は、幅 lm前後、長 1.7m~2.5mの トレンチ 2箇所について、工事施

工深度の GL-lmまでの深度を機械によ り掘削を行った。

lトレンチでは、旧耕作土 (1層）直下の GL-0.7mでベース土の 3層を検出した。3層上面で

重複する土坑 2基を検出した。土坑は掘削していないが、後述する 2トレンチで検出した 2層と

同様の埋土 (a層）であることから、弥生時代に遡る公算が高い。

2トレンチでは、 1層下で弥生時代土器細片を包含する遺物包含層 (2層）が堆積し、 1トレン

チで検出した 3層は掘削深度内では確認出来ず、 3層

は傾斜し低くなるものと推測される。

く調査の所見＞ 1トレンチ周辺では、施工深度内に

埋蔵文化財が展開する公算が高いことが確認された。

そのため、工事立会の取扱いの予定であったが、事業

主体の和歌山県と協議し、 1トレンチ西側か ら2トレ

ンチ西側までの長約 40mの範囲について、記録保存

目的の本発掘調査を実施することとした。

lトレンチ

¥ 'h、・ ロ／
I ,>上 ，

r la / 

lh し- - '  

L -- .J —- -/ 

口
la すリープ＇（色 15G¥59)/'" 
rt, .,汰’●色19(9¥R769 /'しト

:I 黄氾色12.5¥5 9) /‘し99霞t岱1ヒ・らパI/t“' 
＇， 9¥渇色IIO¥R329 /'しトロt

2トレンチ

ヽ
釦こ ／ 

¥―-- ' 
I - la / 

¥---ー-'こ＿―＝,9

口
Ia rが＼色11oc;.;II,'り・l<t
lhf<貨色925¥9, 21 9 ＇し•一繍“

Ir fK色15ヽ51 1 9’9 9• 
2 m色 IIOWむ l}9'し 1• 買上＝，．内包含層

調査区位置図
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17 上城城跡・上城遺跡

種別：確認調査•本発掘調査

所在地：日高郡みなべ町東吉田 411-6 

く調査の経緯＞ 店舗付き住宅建設工事が計画された

ため、事前の確認調査に着手したが、調査の進展により、

調査途中から記録保存目的の本発掘調査に変更した。

く調査の成果＞ 工事に より削平される丘陵斜面部

にトレンチを設定した。基本層序は、 1層 ：果樹園

土壌、2層 ：遺物を包含する黄灰色～灰色砂質土、

3層 ：lトレ ンチ斜面下部で検出した崩土、4層 ．

地山であ る。1トレンチでは現 GL-5~40cmで4層

を検出したが、 遺構 ・遺物は確認されなかった。2

トレン チは 1トレ ンチにの北側に平行して調査を

開始した。斜面上段部で土坑を検出したため、順

次拡張し、本発掘調査を実施した。2トレンチでは

Gし20cmで検出した 4層上面で狭量な幅の溝 3条、

幅広な溝 l条、土坑 8基、ピ ットを検出したものの、

いずれの遺構も深度 10cm程度と浅く、 削平 されて

いたとみ られる。遺構出土遺物はなく、 2層で土師

器とサヌカイト剥片を 出土したにとどまり、検出遺

構の帰属時期は不明である。

く調査の所見＞ 埋蔵文化財が遺存する範囲約 60mと

の削平を免れた時期不明の遺構の記録保存を実施した。

（調査件名： 10-93-264)

遺構：溝・土坑

遺 物：サヌカイト剥片・土師器

遺跡位置図
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調査区位置図
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lトレンチ

l にぷい黄褐色(lOYR5/3)砂質上
2 黄灰色（2.5Y4/l)砂質土

3 灰黄褐色（IOYR!i/2)砂質土
4b黄橙色(lOYR8/6)シルト質土礫IO％含む
4c灰黄色(2.5Y6/2)砂礫土

4c'よりやや大きい亜円珪を含む
4c'灰黄色(2.5Y6/2)砂質土

¢2cm~</J 15cm亜円礫20％含む

2トレンチ

1にぶい黄褐色（IOYR5/3)砂質土

2黄灰色(2.5Y4/l)砂質土
2b灰オリープ色(5Y5/2)砂質土

4a暗灰黄色（2.5Y5/2)中砂

</,2cm以下の棟2％含む
［ヽb黄橙色(IOYR8/6)シルト質土礫をIO％含む

A 黄灰色(2.5Y5/I)中砂
B 灰色(5Y4/l)中砂

C 共灰色(2.5Y4/I)砂質土
D 黄灰色（2.5Y4/I)シルト質土

E 黄灰色(2.5Y5/I)中砂

に忍黄色(2.5Y6/3)プロック状中砂10％含む

撹乱褐灰色（IOYR5/l)砂質土岩盤など

¥―---‘- -= - ' ー

， ＼ ヽ ＼ ヽ＼ ， ＼ ー＼ 日

トレンチ平面・土層図 S=l/100 
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18 初山城跡・楠本城跡

種別：分布調査

所在地：田辺市下万呂字片山地内

く調査の経緯＞ 県道上富田南部線道路改良工事の

計画の一部が初山城跡及び楠本城跡に該当するた

め、事前に分布調査を実施した。

く調査の成果＞ 初山城跡は丘陵頂部に曲輪・腰曲

輪がある一時的な砦的機能を担った山城、楠本城跡

は丘陵頂部に居館が設けられたと指摘されている

（田辺市教育委員会 1977『田辺文化財』20)。

初山城跡は標高28m程度の丘陵頂部の平坦面が曲

輪に該当するとみられるが、段々畑による地形改変も著

（調査件名： 09-94 -7) 

遺構：なし

遺物：なし

遺跡位置図

しく腰曲輪等の他の遺構は確認できない。工事計画のある標高20m以下の範囲に遺構の存在する可能

性は著しく低い。楠本城跡も同様に標高30mの丘陵頂部の平坦面があり、そこに居館が設けられた可能

性があるが、その範囲以外は初山城跡同様の状況であった。

く調査の所見＞ 両山城跡とも、現況で明確な遺構は確認できず、 また過去に遺構が展開すると

指摘された範囲まで工事計画が及ばないことから、慎重工事の取扱いが適当と判断した。

調査位置図

19 内之浦岩陰遺跡

種別：工事立会

所在地：田辺市北内之浦 3057地先、 3058地先

9
V
 

c

・

S=l/2500 

（調査件名： 10-94-18)

遺構：なし

遺物：なし
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遺跡位置図 調査位置図
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20 芳養遺跡

種別：確認調査

（調査件名： 10-94 -57) 

遺構 ：なし

所在地：田辺市芳養地内 遺物：土師器、近世陶磁器

く調査の経緯＞ 田辺西バイパス建設工事に伴い確

認調査を実施した。

く調査の成果＞ 丘陵下公園内に 1箇所、丘陵上の

平坦面に 2箇所のトレンチを設定した。

1トレンチ 堆積土層は、第 1層 ：公園盛土、第 2

層：整地土、第 3層：盛土又は近世以降の河川堆積

層、第 4層：河川堆積層、第 5層：水成堆積層である。

標高l.lmまで掘削した。盛土の下には砂礫層及

びグライ 化 したシル ト層が堆積する。近世以降の陶

磁器類が出土したのみである。

2・3トレンチ 北から南へ緩やかに傾斜する。堆積

土層は、第 1層：現代耕作土、第 2層：盛土、第 3層

地山である。第 3層上面で精査したが遺構は検出さ

れなかった。第 3層も現地表面と同様の傾斜が認め

られるが、丘陵の傾斜に比べ緩やかであることから梅

畑の開墾時に切土されたものと考えられる。遺物につ

いても 3トレンチ第 1層から土師器、近現代の陶磁器

が少量出土したのみである。

遺跡位置図

調査位置図 S=l/2,000 

く調査の所見＞ 丘陵下の平坦面は、芳養川との位置関係から芳養川旧流路の影響範囲と考えら

れ、段丘上では、地山面が傾斜を持ち、遺跡の分布する地形とは考えがたい。

また、この他の工事対象範囲についても分布調査を実施したが、遺物の採取等遺跡の展開する

資料は得られず、工事対象範囲に埋蔵文化財が展開する可能性は著しく低いと評価され、本発掘

調査を要しない範囲と判断した。

I / 
I 

- I / 
3.0m 

＇ I I 
I I 3 , 1黄渇色(IOYR56)中砂～11l砂紅

/ 2黄掲色(2.5Y53)中砂～粗砂盛 I:
I I 3暗灰貨色(2.5¥'5’2)砂礫 ¢~1enl大の円粍を多最に含む

32.0m 

眉ヽ

］二三~',
l --→ 河川堆積層と思われる近世以降の追物を含む
'. 4 ; 4拭褐色(2..¥¥'5/3)砂粍 ¢~1cuI大の円粍を含む(3層より粍が少ない）
＼ ー 河川堆積層と思われる
I - 5 /,  5廿灰色（108(;5I)シルト砂含む水成堆隕吊
L --, 9 

・・ 一――-

｝ 

I I I 

― -

lトレンチ

l 灰拭褐色110YR41)細砂柑砂を含む表上
2 にふ黄色l1..W63)細砂祖砂を含む盛土
3 1にふい貨池色（IOYR5 1)細砂～シルト粗砂を含む
:11にふ黄色(1.5Y6 I)シルト砂分を含む

2トレンチ

トレンチ平面図・ 断面図

-so-

-- 34.m 

、一

l-1灰黄褐色（IO¥'ll-1/2)細砂粗砂を含む及土
I 2灰黄色12.. 1¥'6'2)細砂表上

2・1貨渇色（IOYR56)細砂祖砂を含む盛上
2・2にぷ箕色12..¥¥'63~2.5¥'6 I)細砂～シルト粗砂を含む盛 I
2-:1明黄渇色（10¥'R66)シルト打l砂を含む盛 1こ
2-;黄褐色12.5Y53) シルト 63c•大角礫を含む盛土
2 5暗灰黄色12.5ヽ52）シルト盛t
:H橙色(7.5¥'R66)シルト祖砂を含む杖質
3-2にふし、黄橙色（IO¥'R72)中砂～ifl砂硬廿

3トレンチ



21 近畿自動車道紀勢線に伴う 3~5次調査

種別：試掘確認調査

(09 -94 -43~46) 

所在地：田辺市稲成・上万呂、西牟婁郡上富田町岩崎、白浜町大古•安宅、すさみ町立野

遺構：溝、土坑、ピット

遺 物：弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、中世陶磁器等

遺跡位置図 （田辺市） 1稲成 I遺跡 2矢田ヶ谷遺跡

く調査の経緯＞ 近畿自動車道紀勢線建設予定の田辺市、上富田町、白浜町及びすさみ町のいず

れの市町においても周知の埋蔵文化財包蔵地に該当するこ とから、国土交通省近畿地方整備局紀

南河川国道事務所と協議の結果、事前に分布 ・試掘 ・確認調査を実施することとなった。

すでに、4市町 12遺跡について は、平成 21年度に 1• 2次分布試掘確認調査を実施し、平成

22年度は国土交通省近畿地方整備局紀南河川国道事務所と協議のうえ、4遺跡を 3次試掘確認調

査として、3遺跡を 4次試掘確認調査と して、2遺跡を 5次試掘確認調査として実施した。

0田辺市 2遺跡の試掘確認調査を実施した。

稲成 I遺跡 稲成川左岸、荒光川右岸に位置する丘陵頂部から丘陵裾部及び沖積低地を含む範囲

に所在する。丘陵部は現在果樹園となっており、荒光川右岸の低地部は住宅地及び畑地 として利

用されている。

調査の方法 2次調査では丘陵頂部付近に 3つの トレンチ、荒光川右岸低地部に 1つの トレ ンチ

の計 4つの トレンチの調査が実施されており、本確認調査対象地は2次確認調査対象地の東側の

丘陵東斜面部と荒光川右岸低地部に位置する。そのため、 2次調査 トレンチ配置を考慮して、丘

陵東斜面部に 5~8 • 10 • 11トレンチ、低地部に 9トレンチの計 5つの トレンチを設定して、調

査を実施した

丘陵部基本土層 2次調査の基本層序とは異なる土層を確認したことから、基本層序を踏襲でき

なかったため、 1層以外は新たに層序を整理した。1層は、 2次調査同様果樹園に伴う耕作土で

褐灰色～灰黄色の砂質土である。2層は、にぶい黄橙色～橙色の砂礫土を主体する土壌で、現代

の果樹園造成に伴うものとみられる。3・4層は 5・6トレンチでのみ検出した層位で、 3層は黒

褐色～灰黄褐色の砂質土で、炭化物を包含し、 5トレンチでは遺物が多量に出土した。4層も 3
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層同様に 5トレンチで遺物が出土した層位で、褐色～にぶい黄橙色の土壌である。5層は橙色系

の土壌で、遺物を包含せず自然堆積の地山と判断される土層で、 2次調査の 2層に対応する。

5トレンチ 幅 2mX長 10mの トレ ンチで、丘陵東斜面中腹部に南北方向に設定したトレンチ

である。現地表面から 0.8m~1.2m程度で 5層上面を検出した。5層上面は北、西から南東に向

けて傾斜して堆積しており、その上面を精査したところピット 3基を検出した。5層の上層には、

30cm前後の厚さで 3層及び4層を検出したが、いずれも 5層同様の傾斜を示す。3・4層からは、

弥生土器甕、土師器高坪．甕、須恵器坪蓋・坪身・高坪．壺ないし甕、土師器皿・黒色土器が多

量に出土し、遺物包含層である。出土遺物には弥生時代、古墳時代前期・後期～飛鳥時代、平安

時代と断続的に各時代の遺物が確認できる。

6トレンチ 幅 2mX長 4mのトレンチで、丘陵頂部と中腹部の間の段に東西方向に設定したト

レンチである。現地表面は東西方向に傾斜が認められるが、トレンチ西端では 1層のみの堆積で、

その直下で 5層を検出した。一方、東端では造成土の 2層は厚く 、3・4層は薄く堆積すること

が認められ、地山の 5層は現地表面よりも東西方向に大きく傾斜していることを確認した。なお、

出土遺物は認められない。

7トレンチ 幅 2mX長 7mのトレンチで、丘陵斜面中腹部の 5トレンチ北側に東西方向に設定

したトレンチで、段の異なる畑地に連続してトレンチを設定した。 しかしながら、現地表面から

40cm前後で 5層を検出したが、その上面に遺構は確認できなかった。 3・4層も確認できない。

8トレンチ 幅 2mX長 10mのトレンチで、 2次調査の 1~3トレンチ同様丘陵頂部に南北方向

に設定したトレンチである。現地表面から 20cm前後で、地山の 5層を検出し、精査したものの

5層上面に遺構は検出されず、 2次調査の 1~ 3トレンチ同様の状況であった。ただし、時期不

明の土師器片が 1層中から 1点出土した。

稲内 I遺跡 トレンチ配置図 S=l/1,500
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2 5トレンチ3屑

稲成 I遺跡 トレンチ平面・土層図 S=l/100 出土遺物実測図 S=l/4 
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10トレンチ 丘陵中腹平坦面に設定した幅 2.0m、南北長さ 5.0m、東西長さ 10.0mの L字形卜

レンチである。堆積土層は 1層が表土。2層が地山の落ち込み部に堆積したにぶい黄褐色の細砂

層で、須恵器、土師器片を含む。3層が 2層と同様、地山の落ち込み部に堆積した灰黄褐色の細

砂層で少量の遺物を含む。西半は地山が張り出すため、 トレンチ内では東半でのみ堆積が確認し

た。4層が地山である。北半で平坦面を形成するが、南に向かい急激に落ち込む。この落ち込み

部に 2, 3層が堆積する。砂礫層を主とするが、北半の平坦面にのみ橙色のシルト層が堆積する。

4層上面で遺構検出を行ったところ、ピット 3基、段状に成形した遺構 1基を検出した。いずれ

も北半の平坦部に分布する。遺構 1は埋土に高坪等遺物を多く包含する。遺構 3は、平坦面南端

部の緩傾斜部分を平坦に成形した遺構で、南側の境界は明瞭でない。いずれの遺構も同一埋土で

多くの遺物を含む。

11トレンチ 10トレ ンチの下段の平坦面に設定した幅 2.0mX長 6.0mのトレンチである。1層

は住宅建設時及びそれ以降の盛土層（約 100年前以降の盛土層）。2層は黄橙色系のシルト～細

砂層で、局所的に 10cm未満の厚さで堆積する。微量の須恵器片を含む。3層は地山で岩盤(3-1層）、

橙色のシル ト～細砂層 (3-2層 ）、砂礫層 (3-3層）に分けられる。3層上面で遺構検出を行ったが、

近世以降の撹乱 (a~f層）以外検出されなかった。2層が局所的に堆積するが、北側断面を観

察する限り、 2層下でも遺構の展開は確認できない。

低地部基本土層 2次調査の基本土層を基本的に踏襲し、 1層は現代耕作土、 2層は褐灰色～に

ぶい黄橙色の細砂で出土遺物から近世以前の旧耕作土と判断される土層、 3層は灰色～にぶい黄

橙色のシル トで水成堆積と判断される土層とした。ただし、 3層の一部は灰白色系シルト～粗砂

10トレンチ ~I 
叩 い ―|

しり

z I 

l 灰黄渇色（JOYR5,2)細砂、粗砂含む、一2cm大亜角粍含む（表 1)
2 ・にぷい黄褐色(JOYRS/4)細砂、11!砂含む、-3cm大亜角礫中址（東側に多い）、 ナ器含む
:J 灰共褐色(JOYRヽ］ 2）細砂

4-] 明黄褐色(JOYl!6.8)砂荏

4 2 明黄褐色（2.5¥6. 6)砂廂

,J-3 橙色（7．5¥'R66)シルト

A 1こぷい黄渇色（10YR5/3)シルト ー細砂、上器、ー］cm大亜角礫含む

11トレンチ
17. 2m 

L‘

り
一

~
 

3
 

3
 

2
 

f
 

9

』八り`
，
 

9
J
 

1-1, i・．間

I 2 明拭褐色 (IOYR76)砂罪． IlJ上

lー：I:灰黄褐色（IOYR52)細砂

2:にふし黄橙色 (IOYR6,4)シルトー細砂阻砂含む

3 I にぷい黄橙（ 10\•R7 2)一明黄褐色 (10¥R76）沿盤
3-2:燈色 17.5¥'R6 6)シル 1ヽ一細砂

3 3:明黄褐色 (10¥R68)砂粍．ー20cm人亜円躁含む
a．佐渇色 (2.5¥5 3)細砂

b:貨渇色(2.5¥5 3)細砂．炭少杖含む

（．黄渇色(2.5¥5 3)細砂．小粍．炭中；；，含む． I溜より暗l、
d: I]射十3展．炭多登

c・黄褐色(2.5¥513)紐砂、炭’yR含む
I・．灰 (2.5Y5 2)細砂、小礫 ・炭多依に含む．軟質

稲成 I遺跡 トレンチ平面・土層図 S=l/100 
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で土質及び遺物の包含状況が異なることから 4層として新たに分層した。

9トレンチ 幅 2mX長 5mの トレ ンチである。現地表面から lm程度掘削したところで、水成

堆積とみられる 3層を検出したが、土師器細片が採取されたことから、掘削を進めたとこ ろ、4

層を検出した。4層中か らは、土師器高坪脚部が出土したが、 3層同様の水成堆積土層中か らの

出土である。

丘陵部では、 2次調査同様、丘陵頂部では埋蔵文化財が展開しない公算が高い一方、 5・

10トレンチを中心とする丘陵東斜面中腹部では濃密な遺物包含層が確認されており、埋蔵文化

財が展開する。これに対し、低地部では 2次調査同様、荒光川の旧河道による氾濫等があったよ

うなシルトと粗砂の互層の水成堆積が確認されており、低湿地であった地形環境に復元され、遺

跡の展開する公算は著しく低い。

小 結

矢田ヶ谷遺跡 左会津川右岸にあたる左会津川右支川右岸の丘陵裾部から沖積平野部に位置す

る。弥生時代の集落跡と推定されている遺跡である。現在は、沖積平野部が宅地利用されており、

丘陵部が荒蕪地化している。

く調査の成果＞ 5つのトレンチを設定 したが、 1• 4 • 5トレンチは包蔵地範囲外に位置する。

基本土層 0層は宅地用造成土で、 1層は宅地造成以前の灰色系シルト ～細砂の旧耕作土で、上

面は標高 12mを測る。2層は褐灰～灰色を基調とするシルトで、炭化物を包含するグライ化し

た土壌で、 1トレンチでのみ検出した。3層は、土壌化した明黄褐色シルト～細砂質土である。4

層は、土器細片を包含するオ リー ブ灰色シルトのグライ化土壌の堆積を確認した。

1トレンチ 幅 2mx長 8mの トレ ンチである。標高 11.5m付近で、 3層を検出したため、上面

j人、,,'',, ,,

r--

矢田 ヶ谷遺跡 トレンチ配置図 S=l/1,000 
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を精査したところ、時期不明の杭出打

トレ ンチ南設痕を 3基検出したほか、

端部で落ち込みを検出した。落ち込み

の肩の方向性から左会津川右支川に関

連する旧流路の一部であ る公算が高

しヽ 。

2トレンチ 幅 2mx長 4.5mのトレ

ンチである。丘陵裾に近接するため、

3層は標高 11.Smと1トレンチよりも

0.3m高い位置で検出された。3層上

面で遣構は検出されなかったため掘削

したところ、土器細片を包含するグラ

イ化土壌の 4層を検出した。

3トレンチ 1・2トレ ンチの西側に

位置する丘陵裾部に設定した幅 2mX 

長 5.3mのトレンチである。現地表面

の標高が 1・2トレンチよりも 2m程

度高く層序は異なる。

宅地用造成土の 0層、宅地造成以前

の耕作土の灰色系シルト土壌の 1層、

黄褐色系砂質土壌で地山の 2層を確認

した。2層の上層に遺物包含層が確認

されないことから、近世段階の耕作時

に整地が行われた公算が高い。2層上

トレ ンチ東端部で溝 3条、土

坑、ピ ット等などを検出した。

チ東端で検出した溝状遣構からは、土

面では、

トレン

師器のほか高台付き瓦器等も出土する

ことから、溝状遺構は中世に帰属する

とみられる。

4・5トレンチ 3トレ ンチの西側丘陵

2m四方のトレンチである。

中腹部に位置する平坦面で、墓地利用

されていた敷地に設定したいずれも長

いずれの

トレンチでも 、現地表面から 20cm程

度で地山とみられる層 (2層）を検出

したが、 2層上面では遺構・遺物は発

見されなかった。

lトレンチ

12. 0m 

， 
．―― 

トー――凸
• -
ニー／9 
~----

コソクリート

Oa 渇灰色 (7.5YR4/1)砂礫土下園 1こ巽色 (7.5Y2/l)粗砂陪あり 2a 褐灰色（10YR4/l)シルト質土珪を含む

Ob にぶい黄掲色（IOYR5/4)砂礫土 凹み部下層明粁灰色 (5B7/1)シルト 2b 灰白色（IOY7/2)シルト

la 灰色 (5Y4/l)シルトー細砂 2b' にぷい黄橙色 (IOYR7/2)一灰色 (N5/)シルト
lb 灰色 (]0Y5 / l) シルト質士にぶい英澄色（ 10\• R7/4) 礫を含む 2c 灰色 (N5/)シルト

lc 灰色（10Y4/l)シル ト質土にふい装橙色（IOYR7/4)程を含む 3 明黄褐色 (2.5Y6/6)シルトー細砂

Id 凶灰色 (2.5Y4/l)一灰色 (NS/)シルトプロック 撹乱青灰色(5BG5/l)シルトー細砂

le 青灰色（IOBG6/l)細砂

2トレンチ

1 

可――-----—+ ---丁 ―ー 。b

¥ 。, I' ¥: ： 
l彗二 ， ＂< I一

3トレンチ

E W 

止 ーÌ’ '̀ oa 一 ー

:-----
¥1ー□雰戸亨戸―-----下

3トレンチ土層注記

Oa灰オリープ色 (5Y5/2)砂質土最下府に累色 (IOY2/l)砂府が薄く堆積

Ob黄灰色 (2.5Y4/l)砂質土

Oc灰色(5Y6/l)ーンルト質士

Od洩黄色 (2.5Y7/3)ンルト質十黒褐色 (2.5Y3/I)シルトプロノクを含む

Oe暗灰黄色(2.5Y5/2)砂質土

01灰色 (IOY5/l)シルト質土

l 録灰色（IOGY6/l)シルト質J_

2 にぶい黄橙色（IOYR6/3)砂質土灰白色（ IOYR7/l)シルトプロソク、礫を含む

4トレンチ

’`  

：ロ ー

矢田ヶ谷遺跡

.51、レンチ土層注記

Oa (2. 5Y7'3)砂質土表士

Ob (2. 5Y5/2)砂質土

la (IOYR3/i)砂質上

lb (2. 5¥'5'2)シルト質 I:
2 (2. 5Y6; 4)ンルト質土

3 岩盤

A (5¥'6/6)砂質ヒ荏が混しろ 翡か 9

I 

I 
i 

I~ニニコ

ク

2 

撹乱

Oa 灰白色（10YR7/l)砂質土

Ob 黒褐色（10YR3/l)砂質土

Oc にぶい黄褐色（lOYRS/4)砂礫士

Od 明黄褐色（10YR6/6)砂礫土

De 灰黄色 (2.5Y7 /2)シルト

la オリープ灰色(2.5GY4/l)、ンルト質土

3 明黄褐色 (25Y6/6)シルト

4a 明オリープ灰色(5GY7/1)シルトー細砂

4b オリープ灰色(SGYS/1)、ンルト

炭化物・遺物少黛混じる

4c オリ＿プ灰色(SGYS/1)シル ト

酸化マンガン粒少駄

4d オリープ灰色(2.5GY6/l)シルト

酸化マンガン粒板少品

A 者灰色（108G6/i)シルト質土

A'青灰色（IOBG6/I)シルトに

2/iiiを20％含む

B 灰黄褐色（IOYR5/2)砂質土

C にぶい黄掲色（ IOYR5/4)砂質土

炭化物を少杖含む

I) 装灰色 (2.5Y5/l)砂質土

E 灰色 (5Y4/l)砂質上

炭化物 ・焼土片を含む

F 灰黄色―黄灰色

(2. 5Y6/2-2. 5Y6/l)砂質土

G 灰赤色 (2.5YR4/2)砂質土

暗渠黄灰色（2.5Y5/I)シルト質 L
o 10cm大の円礫が充填

5トレンチ

41、レンチ七囲注記

Oaにぶい黄色 (2.5¥'6/3)砂質土

地山由来

Ou洩缶色 (5Y7/3)砂質上

Oc灰白色（IOY7/2)・ンルト質土

角礫5％含む

Od灰オリープ色 (5Y6/2)砂質土

Oe黄灰色 (2.5Y4/l)・ノルト質土一砂質土

Of黄褐色 (2.5¥'6/2)シルト団 L

2 黄褐色（2.5Y5/•l) 砂質土
灰白色 (2.5Y8/I)シルトプロックが混じる

，
 

二ロ
{
-

トレンチ平面・土層図 S=l/100 
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遺跡位置図（上富田町）

IÌ ．． 
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Oa にぶい黄褐色（ 10YR5/4)砂粍土
Ob にぶい黄橙色（ 10\•R6 3)砂質土

Oc 渇灰色(JOYR,1/1)砂雑 I:
Od 灰オリープ色 (5¥'6/2)シルト質土
Oo 暗緑灰色（JOG¥'ヽ1/1)砂質土

l 灰色 (5¥'4/1)シルト質 Iこ

2 浅黄色(2.5¥'7/'I)砂質土
黄灰色（2.5¥'6/l)シルトプロックを含む

野田城跡トレンチ土層図 S=l/100 

小 結 1・2トレンチ周辺は滞水状況を示す

低湿地であった環境に復元され、左会津川右支

川が氾濫する低湿地の環境であり、遺跡の展

開する公算は著しく低い。これに対し、 3トレ

ンチは丘陵裾部に位置し、遺構検出面も 14.Sm

前後の標高を測り標高の高い丘陵裾部は埋蔵文

化財が展開すると判断できる。一方、丘陵中腹

部に設定した 4・5トレンチでは、埋蔵文化財

は一切確認できなかったことから、丘陵頂部か

ら中腹には埋蔵文化財は展開せず、裾部のみ展

開することが判明した。

〇上富田町 野田城跡 1遺跡の調査を実施した。

野田城跡 対象地は丘陵裾部に該当し、現在は

荒蕪地と化している。

野田城跡の北西部丘陵裾の平坦部に、野田城

跡周辺施設や屋敷跡等の有無を確認することを

目的として、幅 2mX長 3mのトレンチを設定

した。現地表面の標高は約 14mを測るものの、

3m余りは現代造成土の O

層で、その下層では灰色シ

ルト質土で旧耕作土とみら

れる 1層を検出した。1層

を除去すると浅黄色砂質土

の2層が厚 40cm以上堆積

することを確認した。2層

は遺物を包含しない地山と

みられるが、 2層上面では

遺構は検出されなかった。

小結遺構・遺物の検出

されなかったことから、対

象地には城跡の所在する丘

陵外に遺構が展開する可能

性は低いと判断した。

野田城跡トレンチ配置図 S=l/1,500 
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遺跡位置図 （白浜町）

1大古 II遺跡 2安宅本城跡

〇白浜町 2遺跡の試掘確認調査を実施した。

大古 lI遺跡 日置川右岸の自然堤防上に位置する。

過去に弥生土器が採集されており、弥生時代の集落

が展開すると推定される。現在は宅地及び水田とし

て利用されている。

く調査の成果＞ 東から西へ順次トレンチを設定し

たところ、現包蔵地範囲外にも遺跡が展開すること

から、 1~ 5トレンチを確認調査として、 6~10ト

レンチを包蔵地外の試掘調査として実施した

基本層序 lトレンチを除くトレンチの基本層序は

次の通りで、 トレンチごとにこの大別層を細分した。 0層 ：現代造成土、 1層 ：現代耕作土、 2層

旧耕作土か（～古墳時代以降の遺物含む）、 3層：暗灰黄～黄褐色シルト （弥生時代包含層）、 4層

自然堆積層（ベース土層）である。3-1層上面、 4-1層上面で遺構を検出したことから、それぞれ

第 1遺構面、第 2遺構面と呼称した。

1トレンチ 県道沿いの宅地跡に設定した幅 2.3mX長 2.9mのトレンチである。堆積土層は他の

トレ ンチと異なり、 1層：砂礫層及び粗砂層（約 50年前の盛土層）、 2層 ：粗砂及びシル ト層（3

層水田後の自然堆積層）、3層：黄褐色シル ト層（現代水田層）、4層：砂礫層（河川堆積層）である。

土層の堆積状況から、自然河川の流路を経た後、近現代になって標高 3.4m付近で水田耕作が行

われ、その後盛土されたことが判明した。

2トレンチ 幅 2.2m X長 6.2mのトレンチで、現地表面の標高は約 5.3mである。弥生時代の遺

物包含層である 3-1層は標高 5m付近に厚さ 25cm程度堆積する。遺構検出は、標高 4.8m付近の

新埋蔵文化財包蔵地範囲

＼ 

大古 II遺跡 トレンチ配置図 S=l/1,000 
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111 白昇譴
埋蔵文化財が展開する範囲 11111111 大古Il遺跡包蔵地現範囲

ー 大古Il遺跡包蔵地範囲変更案
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1トレンチ

1-1明黄渇色(2.5¥6/6) <!, 2cm大丸礫が混じる盛土

1-2暗灰黄色(2.5¥'5/2)租砂¢ 30cm大丸礫が混じる 盛土

2-1黄掲色(2.5Y5/3)シルト ¢5cm大丸痒が中致混じる
2-2灰色 (5Y5/I)粗砂

3-1黄渇色 (2.5Y5/3)シル トー細砂 旧水田厨

4 灰色(2.5Y5/I)砂森

l 
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2トレンチ

l-] 暗灰黄色(2.5Y•l /2) 細砂耕作士

1-2 明黄掲色（IOYR6/8)シルト床土

2-1 黄灰色(2.5Y5/I)ー暗灰黄色（2.5Y5/2) シルトー細砂マンガンを含む

3-1 暗灰黄色(2.5¥5/2)・ンルト土器が出土

4-] にぷい黄色(2.5Y6/3)細砂鉄分が散乱

4一「暗灰黄色(2.5¥5/2)細砂 3-l瑶よりやや明るい色

4-2 にぷい黄色(2.5Y6/4)細砂やや硬質鉄分が散乱

4-3 灰黄色(2.5Y6/2)細砂鉄分が散乱

Iヽ-4 黄灰色(2.5¥'5/l)シル ト細砂含む鉄分が散乱

4-5 黄灰色（2.5Y6/I)細砂鉄分が散乱

4 6 灰色(N6/0)中砂鉄分中蘇含む

A 3-]が1-lしみ込みの可能性あり

B 暗灰黄色（2.5Y5/2-4/2)シルトー細砂
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4-1層上面で行った。 南北

方向の浅い溝 1条とピッ ト

4基を検出した。遺構帰属

時期は、弥生時代の包含層

に被覆されることからそれ

以前である。

3トレンチ

北側に設定した幅 2.lm、

長 9.lmの トレ ンチである。

弥生時代の遺物包含層であ

5.lm) 

る3-1層上面（標高 5.0~

で遣構検出を行っ

たところ、東半で土坑 2基、

溝状遺構 l基を検出した。

また、

層上面（標高 4.8~4.9m)

では、土坑 3基、

基を検出した。土層堆積状

況と出土遺物から弥生時代

に帰属する可能性が高い。

4トレンチ

2トレンチの間に設定し

トレンチの東半部の大た。

2トレ ンチの

ベース土である 4-1

ピット 3

1トレンチと

叩・;

半が現地表面から 1.2mの

深度まで撹乱されていた。
31、レンチ

l-] 暗灰黄色(2.5日 ／2）細砂耕（乍土

1-2 明黄褐色(JOYR6/8)シルト床土

2-J 灰白色（2.5Y7/l)細砂

3-] 苗褐色(2.5¥'5/3)シルト

,1-1 に応ヽ黄色（2.5¥'6/3)シル 鉄分が散乱

4-1' 暗灰黄色（2.5¥5/2)細砂 3-1/('iよ りやや明るい色

4-2 にぷい黄色12.5¥'6/4)細砂やや硬質鉄分が散乱

4-3 灰黄色(2.5¥'6/2)細砂鉄分が散乱

a 灰黄色 (2.5Y6/2)シルト

4-4 黄灰色 (2.5Y5/l)シルト細砂含む鉄分が散乱

4-5 黄灰色 (2.5Y6/l)細砂鉄分が散乱

C 灰黄褐色（IOYR4/2)シルト租砂が混じる炭 ・士器 ・丸礫を含む

4 トレンチ

E 

〇 黄灰色 12.5Y6 I)砂陪上

l-] 黄灰色 (2,5¥'6/1)砂質土（耕（乍土）

]-2<l黄灰色 12.5Y6 I)砂質ナに明黄褐色 12,5Y7 6)砂礫土を 5％含む

l-2b拭灰色 (2,5¥'6/1)砂質土に明共喝色 (25Y7/6)砂痒 kを 1％含む

l-2c黄灰色 (2,5¥6/])砂質上に明黄渇色 (25¥7 6)砂礫土を 10％含む

I 2d黄灰色 (2,5¥6/1)砂質」に明黄掲色（25¥7/6)砂礫土を 15％含む

l-2e黄灰色 12.5Y6/l)砂質土に明黄掲色 (2,5Y7 /6)砂陸上を 20％含む

2-1灰色 ISY6/I)砂質上

2-2灰渇色 17.5YR4'2)砂質土．

3-1黄灰色 (2.5Y4/I)砂質士

4-1明黄褐色 (IOYR76) Ill砂
a 灰褐色 17.5¥'R4/2)シルト質土
a・ 灰褐色（7.5YR4/2) ;,,,レト質Jこ

炭化物を含む

大古 II遺跡 トレンチ平面・土層図

b灰オリープ色 (5Y52)砂礫 l:
c褐灰色（IOYR6/!)砂礫土

d灰伍色 (2.5¥6/21祖砂

e灰黄掲色（!O¥'R4/2)シルト質上

f浅黄色 （2.5¥'7 3)粗砂

g黄灰色 (2.5¥'5/!)・ノルト質士

（灰浜色 (2.5¥6'2)シルトを 5ヽ 含む）

h黄灰色 (2.5¥'5/1)シルト笈上

S=l/100 

トレンチ東半部では4-1層

は検出されず、大規模撹

乱の下層で 3-1層を検出し

大規

模土坑や石組井戸のほか溝

た。3-1層上面では、

を検出したが近世以降の遺

物が出土したため、撹乱と

して取扱った。

トレ ンチ西半部では、標

高 5.lm付近で 3-1層上面

標高 4.6m付近 で 4-1を、

層上面を検出した。4-1層

上面では、溝 ・土坑を検出
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5トレンチ したが、 トレ ンチ中

口ロニ□三V 二三ーニニニ

I I灰白色 (2.5¥'7 I)砂ばJ: a 仄黄掲色（IOYR52)砂質 I
I ・2明黄褐色 IIOYR76)シルト質 l: b 灰黄褐色（IOYR52)砂筏 I: ・- ・- . _•一 •一 ・ 旦~ ー ·- -._. . _ . _ •一 ・---

2-1灰黄色 (2,5¥7 2)シルトnl: b’ 掲灰色 (IOYR. I)シル 1はJ: . I C '‘ 
2 2褐灰色―灰出渇色 A 灰白色（10¥'R7 I) 祖砂— ― --』 -

99 

(IO¥R5 1-5 2)シルト B 貨灰色 (2,5¥'6 I)砂nl: g -- H • uo'9 

3-1 黄灰色ー暗貨灰色

,-,明黄褐色（IO¥'R6.6)砂質上 3 ,' 

(2 5¥'4 1-5 2)砂図i- __  /¥ /----I¥こ三巴□三三言コ¥-

6トレンチ

E 

5. Om 
」 . ~, -、 - 、

l 

三

J-J灰白色（2.5Y7 I)砂質土

J-2明黄褐色（JOYR76)シルト質ヒ

2-J灰黄色 (2.5¥'7/2)シルト質土

3-J黄灰色 (2.5¥'ヽ1/1)シルト貿土

3-2灰苫色 (2.5¥'6/2)シルト質 l-.

4-1灰オリープ色 (5Y5i2)シルト質上

4-2灰白色 (5Y72)シルト質土

7トレンチ

E 

a昂渇色（2.5Y3. I)砂貸土

b灰オリープ色 (SY6/2)Ill砂

c故灰色 (2.s¥'6/1) ・t且砂

d灰白色（10¥'8/I)シルトば土

eオリープf.ll色一浅黄色
(5¥"312-2. 5Y7/4)シルト質l:

戸
' L.—•一 ・一 • 一ー ・一..—•一・― -— ._ . _ • 一 ． ＿．＿ •一 ・一 ・一•オ

3-1 

1-1オリープ烈色(I0¥'3I)砂質七 3-1黒褐色（IOYR3I)砂質土

1-2灰色 (5¥'6バ）砂炊上 3-2 9音灰黄色（2.5Y5. 2)シルト廿土

I 3にふい黄橙色（IOYR7/4)砂質土 4-1 にぶ黄色 (2.5Y6;3)シルト質ヒ

2-1灰オリープ色 (5Y6/2)砂質 I: a 灰黄褐色（IOYR5/2)シルト質上

2-2灰色(J0¥'6/1)砂ば上

8トレンチ

E 

A灰色（10日 I)シルト貸土

0 9行粒灰色（IOGY4/I)シルト質七

c灰オリープ色 (5Y6/2)シルト質土

斤 ――↓l-3年
3-1 ー ＝噂` ―ーし

字ず――- ----づ
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l-1 オリープ灰色 (2.5い6 I)砂打上 3 1..9U渇色 (IOYR3!)ノルト質 I: A 5 渇灰色(JOYRI I) c,,,レトn土

i 3 璽塁冒下謡餞R）：デ号：i[： i 戸竺毘言：誓］；］5こ｝ー［；苫ヒ：物ばi-占:/6 ::~:::[[[ ：：2) ［ ］［し~こ；；三;三三［二三［：三：三：ロニ／三：］「 町百
3'  

トレンチ平面・土層図 S=l/100 大古II遺跡

央部付近で 4-1層は

東側に傾斜して低く

なる。出土遺物は、

3-1層か ら弥生土器

ないしは土師器片が

出土した。

5トレンチ

層上面、

2トレ

ンチ東側に設定した

トレンチである。標

高 5.0m付近 で 3-1

標高 4.7~

4.8m付近で 4-1層

上面をそれぞれ検出

した。いずれの上面

でも土坑類が複数検

出し、 遺構が濃密に

展開することを確認

出土遺物は、した。

2-2層ないしは 3-1

層にかけて紀伊型甕

体部片が多量に出土

須恵器 ・

土 師器片も採取し

したほか、

た。

6トレンチ

ンチ西側に設定した

トレンチである。標

高 4.9m付近で 3-1

層上面を、標高 4.6m

付近で 4-1層を検出

した。3-1層上面で

トレ ンチ東瑞で

溝を検出し、土師器

は、

3トレ

と備前焼片が出土し

た。西端土坑では須

恵器片も出土したこ

とから、第 1遺構面
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は弥生時代以降中世ま での複数の時期に遺構が展開すると 判断されるが、4-1層上面では遺構は

検出でき なかった。

7トレンチ 標高 4.Sm付近で 3-1層上面を、 標高 4.4m付近で4-1層上面を検出した。3-1層上面

では遺構は検出されなかったが、 4-1層上面ではピットと土坑を検出した。

8トレンチ 標高 4.Sm付近で 3-1層上面を、標高 4.3m付近で 4-1層上面を検出した。3-1層上面

では、南北方向の溝を検出し、溝内からは弥生土器が多量に出土した。このほか、土坑・ピ ット

を数基検出した。一方4-1層は、トレンチ南壁に沿ってサブ トレ ンチ状に検出し、精査したところ、

溝 • 土坑 ・ピ ッ トを検出した 。 出土遺物は、 2-2 層と 3-1 層及び溝埋土か ら 弥生土器が出土した

以外は、認め られない。

9トレンチ 標高 4.4m付近で 3-1層上面を、標高 4.2m付近で 4-1層上面を検出した。3-1層上面

では遺構は検出されなかったが、 4-1層上面では南北方向の溝 1条、北東一南西方向の溝 l条を

検出した。ただし、出土遺物は認められなかった。

10トレンチ 標高 4.2m付近で 3-1層上面を、標高 3.9m付近で 4-1層上面を検出し、精査を行った

ものの、遺構は検出できなかった。また、遺物の出土も一切認められず、埋蔵文化財は展開しない。

小 結 1 • 10トレンチを除くトレンチで遺構が検出され、 2・3・4・5・6・8トレンチでは遺物

の出土も確認した。弥生時代～中世にかけての遺構が検出された 3-1層上面の第 1遺構面と弥生

時代の遺構が検出された 4-1層上面の第 2遺構面を検出した。遺構検出状況や遺物出土状況、遺

構面の標高等を鑑みると、 2・3・4・5トレンチは遺跡の中心部に、 7・8・9トレンチは遺跡の周

縁部に該当するとみられる。

これらの状況から、大古II遺跡は日置川右岸の沖積平野部において比較的標高の高い範囲であ

る自然堤防上が選地されて遺跡が形成されていたと推定できるため、白浜町教育委員会と協議し、

大古II遺跡の埋蔵文化財包蔵地の範囲を変更した。また、本発掘調査が必要と判断した。

9トレンチ
E W 

芦

1-2 

I 3 

＿ 三皇ロ ――--＿＿予三―伽

10トレンチ
E 

1ヽ-2 _/,イ-2'9ァ‘ 1ヽ-2

b-2 

1-1 オリープ黒色（10Y3/1)砂質上

1-2 灰色 (5¥'6/1)砂質土

1-3 にぶい黄橙色（10YR7/I)砂質土
2-1 灰オリープ色 (5¥'6/2)砂質上

2-2 灰色 (7.5Y6/1) 
2 2・ 灰オリープ色 (5¥'6/2)
3-1 黄灰色 (2.5¥'4/1) 
3-la渇灰色 (10¥'R4/1)
3 lb褐灰色 (10¥'R1/I)
3-lc灰色 (5¥'4/1)

3-ld灰黄褐色(JOYR6,2) 
3-2 明黄渇色(JOYR6/6)
J-1 1こぷい伍橙色（10¥'R74) 
4-2 緑灰色 (5G6 I) 
4-2・ 青灰色 (5BG6/1)

4-2＂宵灰色 (5BG5/1)
4-2'"青灰色（IOBG6/I)
a-I 黄灰色 (2.5Y4/I) 
.-2 灰黄褐色（10YR5/2)
b-1 にぷい黄橙色（IO¥'R6/3)
b-2 灰色 (5¥'5/1)

b-3 渇灰色（10YR6I) 

_ I V V -ー］ロロニロニニロ
ヒ＝—― ャ·元·- ·---·―-—·←·ー · -·→·-J 21灰白色 （7．5Y89)Ill砂 3-2灰黄渇色 (IOYR62)砂質土
し 2--l '’ 2-2黄灰色 (2.5¥"4 I)シルト質土 4-1明黄褐色 (IO¥R76) Ill砂ー中砂

L·-— •一•一··ノ
91-2' 2-3黄灰色 (2.5Y6 I)シルト質上 ,,-2青灰色（IOBG6I)シルト

2-4 I伎共色 (2.5¥'7 /3)・ンルト質上 ，9-2' 明粁灰色 (IOI妬71I)Ill砂

31 

大古II遺跡 トレンチ平面・土層図 S=l/100 
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安宅本城跡 日置川と安宅川に挟まれた沖積地に所在するとされる安宅氏の中世城館である。対

象地は、安宅本城跡の河口側先端部にあたり、地元の伝承や近世後半に描かれた安宅一乱記では

湊伝承地に近い位置にあたる。

＜既往の調査＞ 過去に計 4箇所の試掘確認調査が実施されている。平成 15年度に安宅本城跡

の北端部検出することを目的として、財団法人和歌山県文化財センターがトレンチ調査を実施し、

堀状遺構を検出したほか、 12世紀から 16世紀の出土遺物を確認した。また、平成 21年度には

白浜町教育委員会が 2箇所のトレンチ調査を実施したところ、 2面の遺構面を検出し、中世の楕

円形堀形をもつ掘立柱建物が検出されている。さらに、平成 21年度に実施した 2次試掘確認調

査の 1・2トレンチでは、安宅川の旧河道の一部や南北方向の溝 1条を検出し、細片 20点程度の

出土遺物を採取した。

く調査の成果＞ 白浜町教育委員会トレンチが設けられた箇所の西側に幅 2mX長 10mの 3つ

の トレンチを設定した。

基本層序 l層：オリ ーブ黒色シルト質土の現耕作土、 2層：床土、 3層 ：旧耕作土と床土の互層、

4層：灰褐色粗砂または灰黄褐色シル ト質土、 5層：シルト～粗砂層までを含む河川堆積層、 6層：

礫層、 7層： 3・4トレンチの一部で 6層の下層に確認したシル ト～細砂層である。5層はその中

位で、各 トレンチで礫を多量に包含する層が認められたため、鍵層 (5c層）とした。

主と して 1~3層は近世以降の耕作に利用され、 5層以前は日置川関連の河川堆積に よるもの

で、安定した地盤でなかったことが推測される。

3トレンチ 白浜町教育委員会の調査区のすぐ西側に配した トレンチである。現地表面から 0.8m
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安宅本城跡 トレンチ配置図 S=l/1,000 

-92-



程度までは 1~3層で、耕作地として利用 される 以前の土壌である 4層上面で精査したものの、

遺構は全く確認できなかった。

5d層上面で精査したと ころ、幅 10~20cm程度の溝を 3条、不整形土坑 1基を検出した。なお、

白浜町教育委員会トレンチのある標高の高い地点から日置川に向けて、 5d層上面が傾斜するこ

とを確認した。また、 5d層中か ら土師器片が出土し、中世の遺物を包含することか ら、6層以

下に埋蔵文化財が展開することが予想されるが、6層は一気に堆積 した公算が高いため、7層上

面に遺構が展開すると想定される。

4トレンチ 対象地の中央部に配置 したトレンチである。現地表面から2.2m掘削したものの、

各層がほぱ水平に堆積している状況で、遺構及び遺物は確認されなかった。

5トレンチ 日置川堤防

に近接する位置に配した

トレ ンチである。5層上

面で精査したものの、遺

構は確認されなかった。

また、 4トレンチ同様の

ほぼ水平な堆積しか確認

されなかった。5d層か

ら中世の備前擢鉢底部一

点を採集した。

小結 4・5トレンチ

では遺構は検出されず一

定度の流量がある河川で

あったと推定できる。一

方、 3トレンチでは 5d

層上面で溝・土坑を検出

したほか、 5d層中から

遺物が採取され、 7層上

面も遺構が展開する公算

が高いことから、白浜町

教育委員会トレンチ (C

地区） を中心にとして、

溝が検出された 2・3ト

レンチの一部に埋蔵文化

財が展開する範囲と判断

した。
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3トレンチ

1 オリ ープ黒色(5GY2/l)シルト質土

w 2 明黄褐色(2.5Y6/6)中砂ー砂質土

3a 緑灰色(7.5GY6/l)細砂

3b 黄橙色(IOYR7/8)砂質土

: _l塁 3b' にぶい黄色(2.5Y6/3)シルト質土

-- -上------— 3c 灰色 (75\'4 / l) 細砂（耕 （乍土）と ~OYR6/6) 細砂（床」＿）
~ I 3d 暗灰黄色(2.5Y5/2)シル トー細砂

3e 褐色（IOYR4/6)シルト質土

4 灰黄褐色（IOYR4/2)シルト質土土師器含む

5a にぶい黄橙色（IOYR6/3)シルトー細砂炭化物含む
2 0m 5b 灰黄褐色(IOYR6/2)シル ト質土

5c 暗灰黄色(2.5Y5/2)シルトー細砂

q, 5cm以下の亜円礫を1％含む

5d 灰共褐色（IOYR4/2)粗砂

5d-2 • ' 6 灰色(5Y5/l)柑砂一礫 ¢lOcm以 F亜円礫を30％含む

6 -- ---! 7 にぶい黄橙色(IOYR7/3）シルトー細砂

_し--エ -------=-=一------------------------------」 1.0m A 灰黄褐色(JOYR6/21シル ト質士
(7. 5YR7 /6)シルトプロックを10％含む

5b-2 

5d-l 

ーロニこニニニニ- --— ←--—ーニ→三言--、
5トレンチ

laオリープ黒色(5GY2/l),ンルト質土

lb灰色 (5Y5/l)シルト質土

2 浅黄色(5¥"7/3)中砂一祖砂

3a背灰色（IOBG6/l)、ンルトー細砂

3bオリープ黄色(5Y6/3)祖砂

4 褐灰色（IOYR4/l)Ill砂

=- ― 

4 ¥ i 

5a灰オリープ色(5Y5/2)粗砂 ¢Icm以下の礫を2％含む

5b灰オリープ色(7.5¥6/2)粗砂

同色・ノルトプロソク、¢ !cmの礫を 1 ハーセン I• 以下含む

5c灰オリープ色 (75¥5/2)粗砂 ¢5cm以下の程を2％含む

5d灰オリ ープ色(7.5Y5/2)中砂一粗砂

o 1cm以下の礫を1ハーセント以下含む

6 砂粍屈 o!Ocm以下の亜円礫主体

］ヽトレンチ

la オリープ黒色(5GY2/])シルト質 I:

lb 灰色(5Y5/])シルト質土

2 浅黄色(5Y7/3)中砂一粗砂

3a 脊灰色（IOBG6/l)シルトー細砂耕作＿I:

3b オリ ープ色(5Y6/8)粗砂床土

4 褐灰色（!OYR4/])粗砂酸化マンガン

5a 灰オリープ色(5Y5/2)粗砂 o!cm以下礫を2％含む

5bー］灰オリープ色(7.5Y5/2)粗砂

,; J0-20cmの亜円礫を20％含む

5b-2灰オリープ色(7.5Y5/2)粗砂

¢ 10cm以下の亜円礫を40％含む

5c 灰黄18色(!OYR5/2)細砂ー中砂

最下部に</,5cm以下の礫

5d-I灰拭褐色(!OYR5/2)中砂

5d-2にぶい策橙色(IOYR5/3)中砂

同色ンルト ・粗砂を5％含む

6 青灰色(5BG5/!)粗砂 ¢l-10cm大亜円淫を40％含む

7 灰黄色（2.5Y7/2)シルトー細砂

にぷい喝色(7.5YR5/4)シルトプロyクを5％含む

—~ 

5a 

I 5u 

ニニニこ二三 ..l...Qm

i 5d i 
' '  

□ 
安宅本城跡 トレンチ平面・土層図 S=l/100 
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遺跡位置図（すさみ町）

20トレンチ東壁

1 9., 

＝ロニ麟□ —
＼ ふ
C- ; 9- - --

¥-ー-] --
--―― S 

-----
la黄灰色(2.5¥5/1)砂質i:

lb阻渇色（10¥R3/l)シルト質土

2a娯灰色(2.5¥4/1)シルト質土

2b黄灰色(2.5¥4/1)砂質上

3a苫灰色(2.5¥5/1)ンルト質土

3b灰色 (5Y6/l)

5 明者灰色(5BG7/l)シル ト

22トレンチ南壁

＂ 心： ‘ ‘ ~, r 
q 99999 - 7 

9k 

—-_ / ヽ

＇ 
』』よ（

23トレンチ南壁

／ 

I 
I 

ュ←，．．． ．、 —

、し――--
9 1., 

←-- -― 9h 

・̀ 
¥ - - - 上- - - - -

l 黄灰色(2.5Y4/l)砂質士

2a灰苗掲色（IOYR5/2)砂礫土

3aにぷい黄色 (2.5¥'6/3)砂礫士

3bオリープ灰色IIOY5/2)礫陪

3cにぶい芸色 (2.5Yb/4)砂礫土

21トレンチ北壁

9 ` 
一＿V 99a --_ 'こ」

--- " . I 
'‘ 

'" -- I 

'" I 
• — :9, —| 

-- :’' ,9 1 

•，、 , I 
. • 

-- -- "~ - , 
／ 

Oa暗灰黄色(2.5¥'5/2)砂質土

Ob浅黄色(2.5Y7 /3)砂質士

Oc灰白色(5Y7/1)砂質七

Od装灰色(2.5¥'5/1)砂質土

la渇灰色（10¥'R4/1)シルト質土

2a黒褐色(5YR2/1)シルト質十

2b灰色(10¥'6/l)ンルト

2c黒色（10YR2/1)・ンルト質土

5a灰色(5¥4/1)シルトー砂質七

5b灰色(7.5Y6/1)シルト

Oa 黒褐色(IOYR3/l)砂質土

Ob 黄橙色（!OYR7/8)砂質七

Oc 灰黄色(2.5Y6/2)砂礫土

Od 灰オリープ色(5¥5/2)砂質土、 粗砂

5a'灰オリ ープ色(5¥'6/2)砂礫七

24トレンチ南壁

I 

,. .  
上こ 9. 9 .. •• (_ 

2., 1 

-r---^ 7' 

I 

l 黄灰色(2.5¥4/1)砂質七

2a灰オリ ープ色(5Y5/2)砂礫土

2bオリープ黒色(7.5Y3/J)砂礫土

3aにぶい黄色（2.5¥6/3)砂礫土

立野遺跡トレンチ土層図 S=l/100 

立野遺跡トレンチ配置図 S=l/2,500 

0すさみ町

立野遺跡 平成 21年度の 2次調査では 19の トレ ン

チを設定し、すでに 2・3・8・9トレ ンチ周辺の一

部の範囲に本発掘調査を要すると判断 している。

く調査の成果＞ 低地部に 20~22トレンチを、低

地部東側の丘陵部に 23• 24トレンチを配置した。

20 • 21 • 22トレンチ l層は現代耕作土及び床土、

2層は黒褐色系土壌、 3層は暗灰～黒褐色系土壌、 4

層は黄色～オ リー ブ色系の土壌化した層、5層は青

灰色系シルトを主体とする層である。2次調査同様

の堆積が認められ、遺構遺物は確認されない。

23 • 24トレ ンチ 1層は黄灰色の果樹園耕作土、

2層は崩土の灰黄褐色～灰オ リーブ色の砂礫土で、

3層はにぶい黄色砂礫土の地山である。遺構は検出

されなかった。

小結 遺構遺物ともに確認されなかったことか

ら、 埋蔵文化財が展開する可能性は著しく低い。

く調査の所見＞ 稲成 I遺跡、矢田 ヶ谷遺跡、大古

II遺跡、安宅本城跡で埋蔵文化財の展開する範囲を

確認したことから、埋蔵文化財の保存に影響あるエ

事を実施する場合、記録保存目的の発掘調査が必要

と判断した。

1 1 3次洪査トレンチ
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ふりがな ふりがな
コード

所収遺跡 所在地
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番 号

上うえ田だ辿し，せ跡さ
橋本市上田字森ノ本 100地先～99地先 30203 17 

34° 135° 
2010.1116 追路改良

18'52" 37'29" 

こ金人こ剛・ぅ 洛．1.寺L'逍じせ跡き
伊都郡尚野町病野山地内 30344 4 

34° 135° 
2010.1210 迫路改良

12'52" 35'2" 

真さな田だ屋や敷しさあ跡と
伊都郡九度山町大字九度山字桃園 1404番地 30343 ， 34° 1 35° 

2 0 1 0. 7 1 6 141rf 病舗建築
17'31" 33'39" 

西にL渋Lふ田た遺し~せ跡き
伊都郡かつ らぎ町西渋田地内 30341 29 

34° 135° 2010.6.28~713 
113面 道路改良

16'38" 28'11" 2010.12.1~ 8 

は萩ぎわ原らII1こ遺し、跡じさ
伊都郡かつらぎ町萩原地内 30341 17 

34° 135° 
2010.111~ 4 131甘 道路改良

17'22" 28'9" 

根わご来ろ寺し造いせ跡き、か春す日がや山まL城ょうあ跡と
塁出市根来 塁上冑内 16 

34° 135° 

の川市中三 地
30209 

打田地区 22
17'19" 18'52" 2 0 1 0. 8. 2 3 ~915 2332m' 迫路建設

16'13" 20'23" 

六む十そ谷た逍いせ跡さ 34° 135° 
2009.8.3~ 5 37団

和歌山市六十谷地内 30201 84 15'54" 12'30" 
2 0 1 0. 5. 3 1 ~ 6. 2 2611-/ 道路改良

10.12~15 28m' 

井じん辺ぺ逍いせ跡さ、神こう前ざさ遺し，せ跡さ 307 
34° 135° 

和歌山市神前地内 30201 
308 

12'45" 12'32" 2010.5 I]~21 2231甘 道路改良

13'10 12'38" 

神こう前ざさ遺じせ跡さ
和歌山市神前地内 30201 307 

34° 
135° 2010.12.17~27 101 rrl 道路改良

12'45" 
12'32" 

和わ歌かや山まし城ょうあ跡と
和歌山市二番丁 1番地 30201 379 

34° 135° 2010 6 10~ 11 
201甘 和歌山地簡裁仮庁舎建築

13'50" 10'33" 2010.91113.14 

下しも佐ささ々さm人遺じせ跡さ
海草郡紀美野町下佐々字唐)=ii頼 1018番 5 30304 

野上地区 34° 135° 
2011.6 2 llm' 個人住宅， 9'16" 19'00" 

東ひがし野の追いせ跡さ
海草郡紀美野町東野字森坪 40-6 30304 

野上地区 34° 135° 
20113 1 4.6l甘 個人住宅

l 10'8" 21'21" 

れ蓮人華、9寺し遺し・せ跡さ
海草郡紀美野町下佐々 630、636-l 30304 

野上地区 34° 135° 
2010.9 7 753.46吋 個人住宅

22 9'21" 1 8'5 7” 

和わ田だIlに辿いせ跡さ 日高郡笑浜町和田 1203 30381 ， 33° 135° 
2010.1115~19 39.4rri 道路改良

53'53" 7'52" 

阿あ尾お逍じせ跡さ
日高郡日高町大字阿尾字洲野 4番 1 30380 17 

33° 135° 
2010.8.30~31 113rrf 特別養護老人ホーム増英

54'24" 4'00'' 

蛭ひる田たつ坪1[逍9，せ跡さ
御坊市湯川町小松原地内 30205 27 

33° 135° 
2010.4.6 4.25耐 道路改良

54'25" 925'308" 

上うえ人城じ遺ょじせ跡さ うえ上人じ城よし城ょうあ跡と
日高郡みなべ町東吉田地内 30391 

南部地区 33° l35° 
2010.1217~20 80.825対 建築工事

48 49 46'27" 19'39" 

は初つや山よし・城ょうあ跡と、楠くす本もとし城ょうあ跡と 田辺市下万呂片山 988-1、992-1 
30206 

田辺地区 33° ] 35° 
2010.4.27 追路改良

179 181 44'24" 23'46" 

う内ら之の浦うらい岩わが陰9遺し・せ跡き
田辺市北内之浦 3057地先、3058地先 30206 

田辺地区 33° l35° 
2010.11.24 350rri 海岸堤防補強工事

]39 42'74・ 23'412" 

芳は養や逍いせ跡さ
田辺市芳養町地内 30206 

田辺地区 33° l35° 20112.21、22
21対 道路改良

14 44'56" 20'50" 3.9、11

田辺塁； 稲成町新江原 3261、
33° 135° 

稲t．な成りじIら遺し・せ跡さ、矢や田たヶがた谷に遺いせ跡s、
田辺中万呂 30206 田辺地区 160

44'41" 22'31" 

野の田だし城ょうあ跡と、r立ち野の遺，．せ跡き、 西： 郡上富田町岩言ヽ 30404 60、上賽田町
44'10" 24'20" 20095.[7~622 

西 郡］ さみ町］ ノ自L・ ヽ
30406 56、すさみ町 2、

40'50" 24'1 7” 2 0 1 0 l l. 9 ~ 12.1 458.4吋 高速追路

安あた宅ぎ1本よんし城ょうあ跡と、大おおふ古る1Iに遺し・せ跡さ
西 郡浜町羹ヽ 30401 日置川地区 8 3 

337'926" 30'24" 2012 21~16 
34'32" 27'40" 

西郡浜町 地内 34'29" 27'24" 
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調査の概要

所収逍跡名 種別 主な時代 主な辿構 i：な辿物 特記’ji項

上うえ田だ逍し、 せ跡き
机洛 弥牛

こ金人剛こう峯ふ寺し逍いせ跡さ
寺院跡 平安～

真さな田t'屋や敷しさあ跳と
城館跡 中世 ピット、落ち込み 陶磁器、瓦、土師器（いずれも近世）

に西し決Lふ田た造いせ跡さ
散布地 古培～奈良 土坑、ピッ ト 染付、土師器、凡質土器、須恵器

は萩きわ原らIlに遺いせ跡さ
散布地 中世 瓦器

根ね米こ；；寺じ辿い跡せき、か春す日がや山£ 
I_．．坑、ピソト、右造逍構、溝、土塀、 土師器、備前焼、白磁片、青磁片、

城Lヽうあ跡と 寺院跡 平安～中世近世 旧根来か坊院跡
根石、礫、柱穴、土坑、礎石、 岩盤 染付片、陶器片、瓦器、瓦質土器

六b• 十そ 谷た 追しせ跡き 陶磁器 （近世）、土師器、瓦器、
散布地 縄文～弥生 落ち込み状辿構、竪穴建物、溝、柱穴

弥生土器、砲

い井ん辺ぺ追いせ跡き、神こう前ざき逍いせ跡さ
散布地 弥生 溝状造構、ピット 、 1坑

須恵器、木版、炭、木杭、木枝、甕、

士Bill器、須恵器

神こう前ざき造いせ跡き
散布地 弥生 サヌカイト

和わ歌かや山ま城しょうあ跡と
城館跡 近世 溝、土坑 肥前系磁器、瓦、備前焼すり鉢

下しし佐ささ々さm人遺じせ跡き
散布地 縄文、占代～中11l: 土師器、瓦器

り東がし野の 遺l• せ跡さ
散布地 縄文 十器

れ蓮人華げて寺ら辿いせ跡き
寺院跡 中世 瓦器、上師器

和わ田だ11に逍じせ跡き
散布地 古墳 溝状造構、上坑、ピット、柱穴 土師器、須忠器甕、 卜錘、製塩士器

阿あ尾お遺じせ跡き
散布地 占墳

蛭ひるた田つ坪ぽじせ辿き跡
散布地 弥生～占瑣 弥生土器細片

う上えん城じょ逍いせ跡きうえ1-人．城じょ城＇．：うあ跡と
散布地城跡 縄文室町～安 I_•. |．：坑、ピット、 土師器片、サヌカイト剥片

は初つや山工城口ょうあ跡と、楠くす本しと城＇ょうあ跡と
館跡砦跡 中他

う内ら之の浦うらじ岩わか陰9f辿いせ跡さ
岩陰 占墳

芳It蓑や遺いせ跡き
散布地 弥＇t 土師器、陶磁器

稲し・な成りし・Iち遺じせ跡ぎ、欠や田だヶt,• 
弥化土器斐、土師器高坪甕、須恵

た谷1こ追tしせ跡き、野の田rヽ城＇戸あ跡と、 弥生
散布地 器坪坪身高坪壺、土師器JIJl

r立・て野の逍じせ跡さ、 安あた宅さ1本よA,.城9' 
占項 十．坑、溝、溝状辿構、ピ ット、

柴跡 黒色土器、瓦器、備前焼片、平瓦、

，，跡と、お大おふ古るuに遺1，せ跡さ 中世
紀伊型甕体部片、弥1+土器壺11縁部
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